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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 教養科目　人間と文化

科目名 文章表現 ナンバリング 1102

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 矢部　玲子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

初年次教育の一環として、ディプロマポリシー「【思考・判断・表現】看護学の本質を理解するために必要な、文理横断的かつ学際的な知識と論
理的な思考力を有し、看護を取り巻く状況の変化に柔軟に対応できる。」に対応し、幅広い教養を身につけるために、社会で必要となるスキル
のひとつである文章作成能力を習得する科目である。

この授業は、大学生活の基本となる日本語の文章表現能力を養成する。日本語そのものの基本を押さえた上で、思考法を鍛え、レポート・論文
の作成力を修得し、日本語の基礎的な法則を確実に定着させながら、日本語の文章表現の能力を高める。大学生のラーニング・スキルとしての
基本になる文章表現能力の学修は、このあとに続く全ての科目の基礎能力となる。また、社会で必要となるスキルのひとつでもある文章作成能
力は、外国語学習の基礎力であり、様々な文章の「型」を文章作成と添削および相互批評を組み合わせた実作学習によって習得する。

・社会に存在する様々な文章の「型」について分類することができるようになる。
・各講義の目標とする文章表現技術を習得し，実際的な文章作成ができるようになる。
・文の正誤・適否が区別できるようになる。

1.講義形式で、作成する文章の形式を中心に説明を行う。
2.説明に基づいて実際に各自文章作成・添削・相互評価を，毎時間行う。
3.インタビュー・ドキュメンテーション・投稿・観察等を実際に行い、その結果を文章作成に反映させる。
4.全授業で数回、文章作成能力到達度チェックを行う。
5.完成させた文章は毎時間提出して担当教員の添削を受け、指定されたものをすべて締め切りまでに提出する。

必要に応じて遠隔授業システム等を用いた授業を実施し、ICT技術の修得を促す。

公立中学校・高等学校の国語科教師としての勤務経験が約10年あり、学校教育、中でも国語科教育に幅広い知識と経験を有する。左記を活か
して指導を行う。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

作成した課題は原則マンツーマンのセッションを経て添削し受理する。作成した課題の相互評価・自己評価結果のシェアリングによって、成果と
課題を可視化する。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

手紙文の型
 手紙文の形式を理解し、心情を伝える書式による文章作
成を学ぶ。

PP.6-11の熟読・理解・課題作成
。（90分）

講義の要点・課題の整理・本時
の課題文の完成と提出。（90分）

第2回

ビジネス文書の型
ビジネス文書の形式を理解し、用件を伝える書式による文
章作成を学ぶ。

PP.12-15の熟読・理解・課題作
成。（90分）

講義の要点・課題の整理・本時
の課題文の完成と提出。（90分）

第3回

三段構成の型
 「三段構成で書く」、「常体文で書く」、「一文を40字以内で
書く」ことを理解し、これらの書式による文章作成を学ぶ。

PP.16-19の熟読・理解・課題作
成。（90分）

講義の要点・課題の整理・本時
の課題文の完成と提出。（90分）

第4回

原稿用紙を用いた文章作成の型
 意見文視写を通して、原稿用紙を用いた日本語表記法に
沿った文章作成を学ぶ。

PP.20-23の熟読・理解・課題作
成。（90分）

講義の要点・課題の整理・本時
の課題文の完成と提出。（90分）

第5回

新聞読者投稿欄の文章の型
 新聞投書欄の文章作成を通して、客観的な視点で事実を
書くことを学ぶ。

PP.24-25の熟読・理解・課題作
成。（90分）

講義の要点・課題の整理・本時
の課題文の完成と提出。（90分）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

第6回

見ることと書くことの関係（１）報道文
 身近な事件に関するメモをもとに、報道文を書くことを通し
て、主観を交えずに客観的な視点で文章を書くことを学ぶ
。

PP.26-27の熟読・理解・課題作
成。（90分）

講義の要点・課題の整理・本時
の課題文の完成と提出。（90分）

第7回

見ることと書くことの関係（２）観察文
 身近な対象に関する観察メモをもとに、観察文を書くことを
通して、主観を交えずに客観的な視点で文章を書くことに
習熟することを学ぶ。

PP.28-29の熟読・理解・課題作
成。（90分）

講義の要点・課題の整理・本時
の課題文の完成と提出。（90分）

第8回

インタビュー書き起こし文の型
 履修者同士のインタビューと紹介文の作成を通して、聞き
書きの手法による文章作成を学ぶ。

PP.30-33の熟読・理解・課題作
成。（90分）

講義の要点・課題の整理・本時
の課題文の完成と提出。（90分）

第9回

聞き書きの型（１）
 前回の「インタビュー」を発展させ、「経験の伝承と継承」を
テーマに，特定の人物を対象に、その人物が経験した貴重
な内容を聞き書きし、記録する方法を学ぶ。

PP.34-35の熟読・理解・課題作
成。（90分）

講義の要点・課題の整理・本時
の課題文の完成と提出。（90分）

第10回

聞き書きの型（２）
 「経験の伝承と継承」をテーマに、特定の人物を対象に、
その人物が経験した貴重な内容を本人に代わって記録さ
せてもらい、聞き書きとして完成させることを学ぶ。

PP.36-37の熟読・理解・課題作
成。（90分）

講義の要点・課題の整理・本時
の課題文の完成と提出。（90分）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 行わない。

第11回

論説文の型
 論説文の型に沿って文章を作成することを通して、事実と
意見を適切に書き分ける方法を学ぶ。

PP.38-41の熟読・理解・課題作
成。（90分）

講義の要点・課題の整理・本時
の課題文の完成と提出。（90分）

第12回

看護観の型
 看護の立場を能動の視点から書くという形式による文章作
成について学ぶ。

PP.64-65の熟読・理解・課題作
成。（90分）

講義の要点・課題の整理・本時
の課題文の完成と提出。（90分）

第13回

事例研究の型（１）
 事例研究（case study）の形式に沿って文章を作成するこ
とを通して、専門職に求められる文章の形式について学ぶ
。

PP.66-71の熟読・理解・課題作
成。（90分）

講義の要点・課題の整理・本時
の課題文の完成と提出。（90分）

第14回

事例研究の型（２）
 事例研究（case study）の形式に沿って作成した文章を完
成することを通して、専門職に求められる文章の形式につ
いてより深く学ぶ。

P.72の熟読・理解・課題作成。（
90分）

講義の要点・課題の整理・本時
の課題文の完成と提出。（90分）

第15回

添削と推敲ーまとめー
 これまで学んだ文章表現にかかわる知見に基づき、習得
した文章表現能力について、添削と推敲を通して自己評
価することを学ぶ。
指定された課題を締め切り時までに提出する。

P.73の熟読・理解・課題作成。
指定された提出課題の完成。
（90分）

指定された提出課題の完成・提
出。（90分）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

100

その他 0

教科書

「型」で身につける文章作成技術／矢部玲子／大学図書出版

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

指定された締め切りまでに、作成した文章のうち指定されたものを提出する。
指示された課題をすべて提出した場合評価の対象とする。

出席率66％以上を評価対象とする。

必要に応じて提示する。
必要に応じて教材配信システム等ICTを活用する。

状況如何で講義内容変更の場合あり。
教材配信システム使用。
出席率66％以上で全対象課題提出の場合評定対象とする。
連絡はGoogle classroom で行う。
メールでの問合せ等には必要に応じて対応する。
メールでの言葉遣いが不適切な場合は、単位認定しない場合もある。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 教養科目　人間と文化

科目名 心理学概論 ナンバリング 1110

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 石垣　則昭

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

心理学概論は、全共通教養科目の教養人文系・科目として、現代の自然、人間、社会において生起する複雑・多様な諸現象に関してこれを的
確に読み解き、妥当な判断ができる教養を身につける科目に位置付けられている。健康栄養学科では、現代医療と福祉・介護さらに全学年共
通の疾病の成り立ちとの関連を重視し学習を進める。こども発達学科においては、乳幼児期のこどもの成長・発達を支える知識や技術を学ぶ対
象の理解の分野である乳幼児心理学、青年心理学との関連を重視する。地域未来学科においては、幅広い教養を身につける人間と文化に位
置付けられ、ディプロマポリシーの「地域社会における教育の役割を理解し、教育学における専門的知識、技能を身につけ、生涯に渡り学び続
ける教養を有している（知識技能）」。「地域社会における意欲的かつ主体的のある個人や企業の学習活動を引き出し支援することで、生涯学習
社会の実現に貢献できる（関心・意欲・態度）。」に位置付けられ、教育心理学Ⅰ、教育心理学Ⅱとの関連を重視する。リハビリテーション学科理
学療法学専攻では、医療と理学療法に位置し、ディプロマポリシーの「臨床場面や研究において、状況に変化に柔軟に対応できるコミュニケー
ションを身につけている（思考・判断・表現）。」に位置付けられ専門・専門基礎科目と連携している教養科目として臨床心理学との関連を重視す
る。リハビリテーション学科作業療法学専攻では、医療と心理と社会と作業の分野に位置し、ディプロマポリシーの「業療法を実践するために必
要な基礎的知識を身につけている（知識技能）。」「科学的根拠に基づいた作業療法の実践のために必要な問題探求力と問題解決思考を身に
つけている（思考・判断・表現）。」などに位置付けられ専門・専門基礎科目と連携している教養科目として臨床心理学との関連を重視する。看護
学科においては、幅広い教養を身につける教養人文系に位置し、ディプロマポリシーの「 看護の本質を理解するために必要な、文理横断的か
つ学際的な知識と論理的な思考力を有し、看護を取り巻く状況の変化に柔軟で対応できる（思考・判断・表現）。」などに位置付けられ専門・専
門基礎科目と連携している教養科目としてメンタルヘルスとの関連を重視する。

本科目では、人格論に焦点を合わせな難解な現代心理学の概観を試みる。まず学習、動機づけ、知覚等の心理学的概念を用いて人格の形成
過程を説明する。さらに摂食障害、薬物依存、多重人格等、広く人格障害に関与する異常行動の病理に言及する。履修者は心理学を通して、
人間が外側からは知ることのできない人間のこころの内側と、そのしくみをどのように解き明かしてきたのかを知ると同時に、その方法を自分自身
にも適用し自分を客観的に見つめ、いまの自分がどのように形成されてきたのか。また今の自分をどのように変えていくことができるのかという問
題に、答えられることを期待する。

①心理学が辿った歴史的研究の過程と特徴を理解する（知識・技能）。②心理学概論の研究の変遷を適切にとらえ表現することができる（思考・
判断・表現）。③心理学概論の学習を他のメンバーと協力し、学習課題を解決することができる（関心・意欲・態度）。

授業の到達目標を達成するため、説明と演習の知的生産交流により授業を進める。受講者の学習への主体化を図るため、ハイブリッド型（ICT
の活用と対面学習）を中心にアクティブラーニングにより授業を進める。毎時間、400字～700字及程度で作成する学習レポートを授業中クラスル
ームより送信、学習終了前に完成させ返信する。その後、採点し返却する。あわせて１４回目に小テスト（３０点満点）を実施し、総合的に学習評
価を行う。

毎時間のレポートの作成、FAMアプローチによる授業評価などグーグルクラスルームの活用による教師と学生の双方向による授業を行う。

北海道内の公立中学校の校長12年の実務経験と教育及び心理学理論により教職員と共に生徒指導上の課題が山積する学校の改善を図り、
生徒の人間関係力の育成、学力向上を中心に様々な教育成果をあげ数たびメデアで全国に紹介された。また校長在任中より現在までの間、
北海道内外の保幼小中高等学校、特別支援学校、医療法人、民間企業へ「職場のメンタルヘルスの保持・増進」社会心理学による「職場の人
同僚性」「ソーシャルエモーショナルラーニング（SEL）」など研修会の講師を務めている。さらに今日的教育問題に対応するため発達心理学を
起点にソリューション・フォーカスト・アプローチ（SFA)、選択理論、認知行動、現実療法などの心理理論により各種研修会の講師を務めている。
さらに心理分析により学校問題委員、いじめ重大調査委員長、特別支援委員をはじめ北海道内外の各種教育関係委員及び相談活動に応じて
いる。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 石垣　則昭

担当教員 石垣　則昭

担当教員 石垣　則昭

担当教員 石垣　則昭

担当教員 石垣　則昭

質問は授業中、クラスルームでのレポート提出時とあわせ随時受けつけ、内容により受講者全員への還元を図る。また毎時間、授業への自己評
価、相互評価さらにルーブリックにより学習レポートを作成し、学習課題への回答を評価しコメントを添え返却する。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

ルーブリック評価による評価基準、授業規律重視の授業の
意義の説明、心理学概論を学ぶ意義、基礎心理学の進化
心理学、行動的形質であるヒューマン・ユニバーサルズと1.
自己発見とは何かが理解できる。

心理学概論を学ぶ意義、基礎
心理学の進化心理学、行動的
形質であるヒューマン・ユニバー
サルズと自己発見心理学、心理
学概論とは何かを各自調べ授
業に臨む。（９０分）

ルーブリック評価による評価基
準、授業規律重視の授業の意
義の説明、心理学概論を学ぶ
意義、基礎心理学の進化心理
学、行動的形質であるヒューマ
ン・ユニバーサルズと1.自己発
見の内容を整理する。（９０分）

第2回

教科書2ヒポクラテスの単純元素､3プラトンの自己概念、４
中世暗黒時代、5イスラムと心、6共通感覚、７一つの身体と
一つの魂、８悪魔祓い、９心理学、１０デカルトの思考機械
の学習内容が理解できる。

教科書2ヒポクラテスの単純元素
､3プラトンの自己概念、４中世暗
黒時代、5イスラムと心、6共通感
覚、７一つの身体と一つの魂、８
悪魔祓い、９心理学、１０デカル
トの思考機械の学習内容を調べ
授業に臨む。（９０分）

教科書2ヒポクラテスの単純元素
､3プラトンの自己概念、４中世暗
黒時代、5イスラムと心、6共通感
覚、７一つの身体と一つの魂、８
悪魔祓い、９心理学、１０デカル
トの思考機械の内容を整理する
。（９０分）

第3回

教科書１１脳地図の作成、１２知識の本性、１３観念と実物、
１４メスメリズム、１５骨相学、１６ウェバー・フェヒナーの法則
、１７自己の選択、１８フィニアス・ゲージ、１９気分障害の学
習内容が理解できる。

教科書１１脳地図の作成、１２知
識の本性、１３観念と実物、１４メ
スメリズム、１５骨相学、１６ウェバ
ー・フェヒナーの法則、１７自己
の選択、１８フィニアス・ゲージ、
１９気分障害の学習内容を教科
書により調べ授業に臨む。（９０
分）

教科書１１脳地図の作成、１２知
識の本性、１３観念と実物、１４メ
スメリズム、１５骨相学、１６ウェバ
ー・フェヒナーの法則、１７自己
の選択、１８フィニアス・ゲージ、
１９気分障害の学習内容を教科
書を含め整理する。（９０分）

第4回

教科書２０チャールズ・ダーウィンと情動、２１生まれと育ち、
２２ヒステリー、２３心理学の起源、２４情動のジェームス・ラ
ンゲ説、２５大脳半球優位性、２６精神分析を中心課題に
学習内容が理解できる。

教科書２０チヤールズ・ダーウィ
ンと情動、２１生まれと育ち、２２
ヒステリー、２３心理学の起源、２
４情動のジェームス・ランゲ説、２
５大脳半球優位性、２６精神分
析を中心課題に学習内容を教
科書により調べ授業に臨む。（９
０分）

教科書２０チヤールズ・ダーウィ
ンと情動、２１生まれと育ち、２２
ヒステリー、２３心理学の起源、２
４情動のジェームス・ランゲ説、２
５大脳半球優位性、２６精神分
析を中心課題に学習内容を教
科書を含め整理する。（９０分）

第5回

教科書２７心理学の原理、２８自律神経系、２９双極性障害
、３０解離性障害、３１青年期、３２パブロフの犬と条件付け
、３３統合失調症、３４ユングの原型、３５劣等コンプレックス
を中心に３６サイコドラマの学習内容が理解できる。

教科書２７心理学の原理、２８自
律神経系、２９双極性障害、３０
解離性障害、３１青年期、３２パ
ブロフの犬と条件付け、３３統合
失調症、３４ユングの原型、３５
劣等コンプレックスを中心に３６
サイコドラマの学習内容を教科
書により調べ授業に臨む。（９０
分）

教科書２７心理学の原理、２８自
律神経系、２９双極性障害、３０
解離性障害、３１青年期、３２パ
ブロフの犬と条件付け、３３統合
失調症、３４ユングの原型、３５
劣等コンプレックスを中心に３６
サイコドラマの学習内容を教科
書を含め整理する。（９０分）
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担当教員 石垣　則昭

担当教員 石垣　則昭

担当教員 石垣　則昭

担当教員 石垣　則昭

担当教員 石垣　則昭

第6回

教科書３７知能指数（IQ）、３８サルの精神能力、３９ゲシュ
タルト心理学の潮流、４０アルバート坊や研究、４１ロールシ
ャッハテスト、４２発達心理学を中心に４３刷り込み、４４スト
ループ効果の学習内容が理解できる。

教科書３７知能指数（IQ）、３８サ
ルの精神能力、３９ゲシュタルト
心理学の潮流、４０アルバート坊
や研究、４１ロールシャッハテスト
、４２発達心理学を中心に４３刷
り込み、４４ストループ効果の学
習内容を教科書により調べ授業
に臨む。（９０分）

教科書３７知能指数（IQ）、３８サ
ルの精神能力、３９ゲシュタルト
心理学の潮流、４０アルバート坊
や研究、４１ロールシャッハテスト
、４２発達心理学を中心に４３刷
り込み、４４ストループ効果の学
習内容を教科書を含め整理す
る。（９０分）

第7回

教科書４５心理学の場理論、４６自閉症、４７体形の心理学
、４８偏見の学習、４９非生産的パーソナリティ、５０知能の
心理学、５１徹底的行動主義、５２認知行動療法を中心に
学習内容が理解できる。

教科書４５心理学の場理論、４６
自閉症、４７体形の心理学、４８
偏見の学習、４９非生産的パー
ソナリティ、５０知能の心理学、５
１徹底的行動主義、５２認知行
動療法を中心に学習内容を教
科書により調べ授業に臨む。（９
０分）

教科書４５心理学の場理論、４６
自閉症、４７体形の心理学、４８
偏見の学習、４９非生産的パー
ソナリティ、５０知能の心理学、５
１徹底的行動主義、５２認知行
動療法を中心に学習内容を教
科書を含め整理する。（９０分）

第8回

教科書５３人生の八つの段階５４パーソン-センタード療法
、５５仲間からの圧力と同調行動、５６多重パーソナリティ障
害、５７神経信号、５８欲求理論、５９欲求の階層構造を学
習の中心課題とし６０言語の獲得の学習内容が理解できる
。

教科書５３人生の八つの段階５４
パーソン-センタード療法、５５仲
間からの圧力と同調行動、５６多
重パーソナリティ障害、５７神経
信号、５８欲求理論、５９欲求の
階層構造を学習の中心課題とし
６０言語の獲得の学習内容を教
科書により調べ授業に臨む。（９
０分）

教科書５３人生の八つの段階５４
パーソン-センタード療法、５５仲
間からの圧力と同調行動、５６多
重パーソナリティ障害、５７神経
信号、５８欲求理論、５９欲求の
階層構造の学習を学習の中心
課題とし６０言語の獲得の学習
内容を教科書を含め整理する。
（９０分）

第9回

教科書６１ワーキングメモリ、６２道徳性の発達、６３認知不
協和を学習の中心課題とし６４注意フィルター、６５反精神
医学、６６モデリング行動、６７「スッチを入れて、波長を合
わせ、社会に背を向けよ」、６８フーコーの人間観、６９記憶
痕跡、７０抑うつテスト「うつ行のテスト」の学習内容が理解
できる。

教科書６１ワーキングメモリ、６２
道徳性の発達、６３認知不協和
を学習の中心課題とし６４注意フ
ィルター、６５反精神医学、６６モ
デリング行動、６７「スッチを入れ
て、波長を合わせ、社会に背を
向けよ」、６８フーコーの人間観、
６９記憶痕跡、７０抑うつテスト「う
つ行のテスト」の学習内容を教
科書により調べ授業に臨む。（９
０分）

教科書６１ワーキングメモリ、６２
道徳性の発達、６３認知不協和
を学習の中心課題とし６４注意フ
ィルター、６５反精神医学、６６モ
デリング行動、６７「スッチを入れ
て、波長を合わせ、社会に背を
向けよ」、６８フーコーの人間観、
６９記憶痕跡、７０抑うつテスト「う
つ行のテスト」の学習内容教科
書を含めを整理する。（９０分）

第10回

教科書７１反対感情、７２愛着理論を学習の中心課題とし７
３スタンフォード実験、７４家族療法、７５記憶地図、７６驚愕
実験：正気なのはだれ？、７７ヒューリスティクス、７８天才の
問題の学習内容が理解できる。

教科書７１反対感情、７２愛着理
論を学習の中心課題とし７３スタ
ンフォード実験、７４家族療法、７
５記憶地図、７６驚愕実験：正気
なのはだれ？、７７ヒューリスティ
クス、７８天才の問題の学習内容
を教科書により調べ授業に臨む
。（９０分）

教科書７１反対感情、７２愛着理
論を学習の中心課題とし７３スタ
ンフォード実験、７４家族療法、７
５記憶地図、７６驚愕実験：正気
なのはだれ？７７ヒューリスティク
ス、７８天才の問題の学習内容
を教科書を含め整理する。（９０
分）
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担当教員 石垣　則昭

担当教員 石垣　則昭

担当教員 石垣　則昭

担当教員 石垣　則昭

担当教員 石垣　則昭

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

教科書７９がっかりさせてしまう記憶、８０アイデンティティ、
８１衝動性と強迫性、８２感覚データ、８３自己肯定感を中
心課題とする学習内容が理解できる。

教科書７９がっかりさせてしまう
記憶、８０アイデンティティ、８１
衝動性と強迫性、８２感覚データ
、８３自己肯定感を中心課題と
する学習内容を教科書により調
べ授業に臨む。（９０分）

教科書７９がっかりさせてしまう
記憶、８０アイデンティティ、８１
衝動性と強迫性、８２感覚データ
、８３自己肯定感を中心課題と
する学習内容を教科書を含め
整理する。（９０分）

第12回

教科書８４広告が有効な理由、８５フロー体験＝幸福感、８
６マインドフルネス、８７機能的MR、８８六つの基本感情を
中心課題に学習し８９超心理学、９０つりがね型の曲線の学
習内容が理解できる。

教科書８４広告が有効な理由、８
５フロー体験＝幸福感、８６マイ
ンドフルネス、８７機能的MR、８８
六つの基本感情を中心課題に
学習し８９超心理学、９０つりが
ね型の曲線の学習内容を教科
書により調べ授業に臨む。（９０
分）

教科書８４広告が有効な理由、８
５フロー体験＝幸福感、８６マイ
ンドフルネス、８７機能的MR、８８
六つの基本感情を中心課題に
学習し８９超心理学、９０つりが
ね型の曲線の学習内容を教科
書を含め整理する。（９０分）

第13回

教科書９１心的外傷後ストレス障害（PTSO）を中心に学習し
９２フォースメモリー、９３意識に関する難問、９４ミラーニュ
ーロン、９５社会的調和、９６あいまいさへの嫌悪の学習内
容が理解できる。

教科書９１心的外傷後ストレス障
害（PTSO）を中心に学習し９２フ
ォースメモリー、９３意識に関す
る難問、９４ミラーニューロン、９５
社会的調和、９６あいまいさへの
嫌悪の学習内容を教科書により
調べ授業に臨む。（９０分）

教科書９１心的外傷後ストレス障
害（PTSO）を中心に学習し９２フ
ォースメモリー、９３意識に関す
る難問、９４ミラーニューロン、９５
社会的調和、９６あいまいさへの
嫌悪の学習内容を教科書を含
め整理する。（９０分）

第14回

学習のまとめとしての小テストを実施し、９７心理学による不
平等の説明、９８性的違和、９９ブレイン・イニシチブ、１００
再現可能性の危機の学習内容が理解できる。

学習のまとめとしての小テストの
学習準備を行い、９７心理学に
よる不平等の説明、９８性的違和
、９９ブレイン・イニシチブ、１００
再現可能性の危機の学習内容
を教科書により調べ授業に臨む
。（９０分）

学習のまとめとしての小テストの
振り返りを行い、９７心理学によ
る不平等の説明、９８性的違和、
９９ブレイン・イニシチブ、１００再
現可能性の危機の学習内容を
教科書を含め整理する。（９０分
）

第15回

教科書、心理学の基本概念、心理学に残された問題の学
習内容を理解し、本科全体の学習を振り返り学習のまとめ
を行う。

教科書、心理学の基本概念、心
理学に残された問題の学習内
容を調べるとともに、本科全体の
学習を振り返り学習のまとめを行
い授業に臨む。（９０分）

教科書、心理学の基本概念、心
理学に残された問題の学習内
容と、本科全体を振り返り学習
のまとめを整理する。（９０分）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

0

その他 0

教科書

参考文献

自作の補助資料を授業ごとに提供しする。

履修条件・留意事項等

備考欄

なし

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

図鑑心理学～歴史を変えた１００の話～（トム・ジャクソン＝著 清水・井上智義＝監訳・訳（NEWTONPRESS ２０２０発行)を教科書とする。

難解な学習内容を理解するため準備学習、事後学習は必ず行い提出物は期限を厳守する。授業中はオリエンテーションにて説明した学習規
律を重視し、自ら意見表明するなど能動的な参加態度を必須とする協同的な学びにより、「心理学概論」への理解を深めて頂きたい。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 教養科目　人間と文化

科目名 食生活論 ナンバリング 1164

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 荒井　三津子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

なし

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

ヒトが食べるモノ、食べるコト、食べる理由を広く学び、食生活全般を扱う学習に必要な基礎知識を身につける教養科目である。また理学療法学
科ではディプロマ・ポリシーの「医療に関わる他の職種の役割を理解し、協力関係が築くことができる」と、作業療法学科でのディプロマ・ポリシー
として、「作業療法を実践するために必要な基本的知識を身につけている」と特に関連がある科目である。栄養学系教科、調理学および調理科
学系教科、食品学系教科の学習の理解に役立つだけでなく、生物学や食文化に視野を広げることで、さまざまな領域の指導者、教育者に必要
な教養と実践力を身につけることができる科目である。

ヒトはなぜ食べるのか。なぜダイエットするのか。なぜ食卓に花を飾るのか。人間にとって「食」は単に栄養補給のための餌ではなく「食事」である
。生命を維持するための「食事」の機能と重要性を確認し、国内外の食事の歴史、文化、食器、食の様式や食事作法、食に関する広告や現在
の食事情、将来予測される問題点等について多角的に学習する。

医療現場や教育機関で食事に関する指導を行う上で必要な食器、食具の歴史や種類、使い方、食空間の演出方法に関して説明できる。
○ 国内外の食事様式の歴史を学ぶことで、食べることの文化的な意味を説明できる。
○ 食に関する情報や広告、外食産業などの仕組みや戦略を理解し、多様化する食事の未来を予測できる。
○ インターネット時代の食事やキャラクター弁当、遺伝子組み換えや環境問題など、食事に関する幅広いテーマについて、将来、医療や教育
の現場で問題を提起し議論を展開できる。

①教科書を利用し、確実に講義の内容を把握できるよう指導する。
②必要に応じて板書とパワーポイントを利用し、視覚的な理解を深める。
③内容に合わせ、学生たちの調査報告をとりいれ、活発な議論により、食生活への関心を深める。
④中間テストとレポート提出により理解度をはかり指導する。

北海道立の高等学校と歯科衛生士専門学校で生物学、調理師学校食文化等の教育経験がある。また長く生活文化研究所を運営しており、人
間の生活と食文化、食生活に関する幅広い知識と指導経験がある。この経験を生かし、卒業後の実務に活かせる知識と技術、指導者になるた
めの心構えも指導する。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

調査レポートと確認試験を採点評価後返却し、講義時間内に解説を行う。提出してもらうレポートと確認験に質問欄を設け、質問があった場合
は直接コメントを返す。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

「食」は生理的、文化人類学的、社会学的、生物学的、環
境学的など様々な方向からアプローチできる興味深いテー
マである。初回は自分たちが食べる理由や目的について
真摯に考察し、15回の講義内容を俯瞰して学習の意味を
確認する。

私たちが食べる理由について考
えてくること。90分程度。

科書全体の構成を把握し、「食
べる」ことを学ぶ意義を考察する
。90分程度。

第2回

私たちが食べなければならない理由について、イキモノと
はなにかという生物学的視野から学び直す。動物に共通す
る食べる仕組みの精巧さを確認し、同時に他の動物と人間
の「食べる」理由の違いについて考察する。

教科書P2〜８を読んでくること。
90分程度。

講義で学んだ「食べる理由」に
ついて整理しておくこと。90分程
度。

第3回

＜食べるヒト・食べる仕組みと最新の「腸内」事情＞ ヒトの
消化の仕組みを概観し、食べモノと健康、腸内細菌および
消化器官系医療の最新事情について学ぶ。

教科書９〜14まで読んでくること
。90分程度。

消化の仕組みと腸内環境につ
いて理解する。90分程度。

第4回

＜ヒトが食べない理由・ダイエットと肥満＞ ダイエットの起
源とその変遷、現状と背景を学習する。過食の原因と効果
的なダイエット法、機能性食品についての知識も確認し、
栄養や健康の指導社としての姿勢を考える。

教科書P17〜26まで読んでくる。
90分程度。

ヒトが痩せたい理由とダイエット
の問題点について整理しておく
。90分程度。

第5回

＜ヒトが食べない理由・ベジタリアン事情とフードファディズ
ム＞ 世界にひろがるベジタリアンの実状とその思想の背景
、および、特定の食品に過剰な健康効果を期待したり否定
するフードファディズムについて学習する。

前回学んだ『食べない理由』を
復習し、P28〜30、P72〜73を読
んでくる。90分程度。

「食のタブー」とベジタリアン、フ
ードファディズムについて説明
できるようにしておく。90分程度
。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

＜「食べ方」を学ぶ理由＞ 学校における栄養教育と家庭と
社会における「食べ方」の学びについて学習する。国内外
のさまざまな食事作法が誕生した背景と食事作法の意味、
さらに継承されつづける理由について考察する。

教科書P41〜51まで読んでおく
こと。90分程度。

作法が必要な意義について考
察しておくこと。90分程度。

第7回

＜ヒトから人間へ・食べるモノの変遷＞ 私たちの「食」の過
去と現在を概観する。日本の食事様式の歴史や、外食と中
食の歴史と現状についても学習する。そのプロセスで「餌」
から「食事」へとその意味を変えてきた人間の「食」の複雑さ
について考察する。
アクティブラーニングとして、周囲と自分たちの食事につい
て話し合いをし、発表してもらう。

教科書P54〜61まで読んでおく
こと。90分程度。

日本の食の歴史を整理しておく
こと。餌と食事の違いを説明でき
ること。90分程度。

第8回

＜おいしさとはなにか＞ 「からだにいい」とはなにか。「栄
養がある」とはどういうことか。「おいしい」とはどのようなもの
か。普段なにげなく口にする表現の意味するところを科学
的に学び、食事の機能と意味を理解する。

教科書のP72〜80まで読んでお
くこと。90分程度。

「おいしい」とはどのようなことか
整理しておくこと。90分程度。

第9回

＜ヒトはなぜ食べるのか＞ 講義の前半の総まとめを行い、
人間が食べる理由、食べない理由について多方面から考
察する。

前回までの講義内容を復習して
おくこと。90分程度。

中間の総まとめの講義内容を復
習しておくこと。90分程度。

第10回

＜「食」の未来＞ 染色体操作や遺伝子組み換えなど、最
新の品種改良や魚介類の養殖について、その手法や課題
、可能性について詳しく学習する。同時に食をめぐる地球
規模の環境問題についても学び、未来の「食」に関する課
題を考察する。

教科書p84〜96まで読んでおく
こと。90分程度。

養殖や染色体、遺伝子組み換
えなどについて整理しておくこと
。90分程度。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

＜食事空間を学ぶ＞ 火と水、道具の利用がなければ私た
ちの「食」の発展はなかった。火と水がどのように扱われ、「
台所」はどのように進化してきたか、その変化の社会的文
化的意味も合わせて学習する。配膳や食事様式について
も学び、食空間の機能についての知識を深める。

教科書p98〜105まで読んでおく
こと。90分程度。

台所と調理の進化を整理し、こ
れからの食事について考察する
こと。90分程度。

第12回

＜「食」をめぐる仕掛け・外食の歴史と広告＞ 外食の歴史
を概観し、現代の外食産業を支える広告の機能と種類を学
習する。そのことから私たちの食行動の変化や時代の流れ
、加えて食の未来と問題点を広く考察する。

教科書p107〜p115まで読んで
おくこと。90分程度。

周囲にある食関連の広告を調査
整理すること。90分程度。

第13回

＜「食」の演出＞ 料理・食器・盛り付け・食卓・食空間のイ
ンテリアなど、人間はなぜ「食」の場面を飾るのか。なぜ演
出が必要なのか。色彩学やデザインの基礎を学び、食卓
装飾の歴史をたどりながら、食べることの意味を広く考察す
る。

教科書p81〜83、p124〜p132を
読んでおくこと。90分程度。

自分の周囲の食卓について調
査してみること。90分程度。

第14回

＜餌場から食事の場へ・テーブルコーディネートの機能＞ 
食欲やコミュニケーションに大きく作法する食卓の演出に
ついて、具体的に学習する。色彩学やテーブルコーディネ
ートの基礎知識を確認し、「食」の場面に必要な知識や技
術の深さと広さについて学ぶ。

前回の講義内容を整理しておく
こと。90分程度。

食卓の演出について具体的な
テクニックを整理する。90分程度
。

第15回

＜年中行事と祭り・儀礼の食・縁起について＞  食の場面
における「ハレ」と「ケ」、および日本の冠婚葬祭や年中行
事の食の多様性と意味について幅広く学習する。「食」がも
つコミュニケーションツールとしての機能や、人間のこころ
の「よりどころ」や「やすらぎ」としての役割についても考察
する。

年中行事に食べるものについて
調査しておくこと。90分程度。

教科書全体の重要事項をまとめ
ておくこと。90分程度。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

0

その他 0

教科書

参考文献

なし

履修条件・留意事項等

備考欄

特になし

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

食学入門ー食べるヒト・食べるモノ・食べるコトー / 荒井三津子 / 光生館

私語厳禁。
毎回必ず教科書を持参すること。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 教養科目　人間と文化

科目名 生活と社会環境 ナンバリング 1128

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 辻　幸美、金子　翔拓

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

パワーポイントを用い講義形式ですすめる。また、講義後に課題を提示し講義内容の確認を行う。

ＩＣＴ活用

授業中の課題の一部にグーグルクラスルームを用いた双方向授業を取り入れる。

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

各該当学科のﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ・ｶﾘｷｭﾗﾑﾎﾟﾘｼｰ・ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰを鑑み、現代日本の社会環境を高齢者や代表的な疾患による身体障害を持つ
人を通して理解するとともに科学的思考力と創造的思考力を活用して看護の発展と社会へ貢献できる研究の基本的な能力を身につける共通
重要科目であり、更に人の生活全般と関連し、地域医療や社会環境を考える基礎となると共に、将来医療職種専門職を希望される学生におい
ては、必要と考える。特に看護科においては、看護の基盤となる問題解決能力を活用して看護過程の展開や臨床判断を行うための基本的な能
力を会得する重要科目である。（思考・判断・表現）

現代日本においては、様々な疾患や障害を持つ人々が地域社会で生活している。この現状を踏まえ、疾患や障害といった背景を持ちながらも
快適な生活を送るためにはどの様な生活環境の整備が求められているのかについて、生活環境が生活の質に大きく影響する疾患や障害の特
徴を理解したうえで考察する。

① 現代日本の地域医療の現状を説明できる。
② 代表的な疾患に適合した生活環境の整備について説明できる。
③ 今後の日本における生活環境のあるべき姿を考え、説明することができる。

金子翔拓：病院やクリニックなどの身体障害領域において作業療法士として勤務した経験を活かし, 社会と生活環境の授業を行う。

辻幸美：22年間、脳神経外科病院で看護師として務めた経験を活かし、社会と生活県境の授業を行う。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

課題に対するフィードバックの方法

前回授業の最後に提出された課題に関して、次回の授業で補足説明や解説を行う。

授業計画 学習内容

担当教員 辻　幸美

担当教員 辻　幸美

担当教員 辻　幸美

担当教員 辻　幸美

担当教員 辻　幸美

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション 
医療保険制度の現状を理解する（診療報酬制度等も含む）

自身を取り巻く生活環境につい
て考えてくること。（９０分）

講義内容をノートにまとめること
。（９０分）

第2回

高齢者の生活と社会環境① 高齢者（虚弱老人・認知症を
含む）が生活するうえでの「リスク」について理解を深める。

高齢者が抱えるリスクについて
調べておくこと。（９０分）

講義内容をノートにまとめること
。（９０分）

第3回

高齢者の生活と社会環境② 高齢者（虚弱老人・認知症を
含む）に適する生活環境の整備について理解を深める。

高齢者が生活しやすい環境とは
何かについて調べておくこと。（
９０分）

講義内容をノートにまとめること
。（９０分）

第4回

障害者の生活と社会環境③ 筋ジストロフィー疾患患者の
生活環境の整備について考える。

筋ジストロフィー疾患患者が生
活しやすい環境とは何かについ
て調べておくこと。（９０分）

講義内容をノートにまとめること
。（９０分）

第5回

障害者の生活と社会環境④ 筋ジストロフィー疾患患者の
生活環境の整備について考えるパート２

前回の講義で提示された疾患
の患者が生活しやすい環境とは
何かについて調べておくこと。（
９０分）

講義内容をノートにまとめること
。（９０分）
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担当教員 辻　幸美

担当教員 辻　幸美

担当教員 辻　幸美

担当教員 金子　翔拓

担当教員 金子　翔拓

第6回

障害者の生活と社会環境⑦ 重症心身障害児（者）の症状
や障害の概要を説明し、患者の生活様式について理解を
深める。

重症心身障害児（者）はどの様
な症状を呈するのかについて調
べておくこと。（９０分）

講義内容をノートにまとめること
。（９０分）

第7回

障害者の生活と社会環境⑧ 精神疾患患者の生活環境の
整備について考える。

精神疾患患者が生活しやすい
環境とは何かについて調べてお
くこと。（９０分）

講義内容をノートにまとめること
。（９０分）

第8回

ハンセン病とハンセン病療養施設の生活と社会環境につ
いて、過去の日本における偏見と差別を鑑み考える。

ハンセン氏病を取り巻く社会の
歴史を調べておくこと。（９０分）

講義内容をノートにまとめること
。（９０分）

第9回

介護保険制度の現状を理解し、地域社会で在宅サービス
を受ける対象者について理解する。

介護保険制度について調べて
おくこと。（９０分）

講義内容をノートにまとめること
。（９０分）

第10回

障害者の生活と社会環境① 脳卒中患者の症状や障害の
概要を説明し、患者の生活様式について理解を深める。

脳卒中とはどの様な症状を呈す
るのかについて調べておくこと。
（９０分）

講義内容をノートにまとめること
。（９０分）
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担当教員 金子　翔拓

担当教員 金子　翔拓

担当教員 金子　翔拓

担当教員 金子　翔拓

担当教員 金子　翔拓

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

障害者の生活と社会環境② 脳卒中患者の生活環境の整
備について考える。

脳卒中患者が生活しやすい環
境とは何かについて調べておく
こと。（９０分）

講義内容をノートにまとめること
。（９０分）

第12回

障害者の生活と社会環境⑤ パーキンソン病患者の症状や
障害の概要を説明し、患者の生活様式について理解を深
める。

パーキンソン病とはどの様な症
状を呈するのかについて調べて
おくこと。（９０分）

講義内容をノートにまとめること
。（９０分）

第13回

障害者の生活と社会環境⑥ パーキンソン病患者の生活環
境の整備について考える。

パーキンソン病患者が生活しや
すい環境とは何かについて調べ
ておくこと。（９０分）

講義内容をノートにまとめること
。（９０分）

第14回

障害者の生活と社会環境⑨ 脊髄損傷患者の症状や障害
の概要を説明し、患者の生活様式について理解を深める。

脊髄損傷とはどの様な症状を呈
するのかについて調べておくこ
と。（９０分）

講義内容をノートにまとめること
。（９０分）

第15回

障害者の生活と社会環境⑩ 脊髄損傷患者の生活環境の
整備について考える。
まとめ 
１～14回までの内容について総復習を行い、障害を持つ
人の生活環境について理解する。

脊髄損傷患者が生活しやすい
環境とは何かについて調べてお
くこと。
１～14回の内容について、これ
までに作成したノートを確認して
おくこと。（９０分）

講義内容をノートにまとめること
。（９０分）
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0

その他 0

教科書

なし（プリントにて対応）

参考文献

特に指定しない

履修条件・留意事項等

なし

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 教養科目　人間と文化

科目名 総合教養講座 ナンバリング 1100

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 白戸　力弥、松岡　審爾、大森　圭、小塚　美由記、渡部　俊弘

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

初年次教育の一環として、大学での学習から生活、さらに課外活動や大学祭、建学の理念など広範な分野を理解を深める。本科目の履修によ
り、今後4年間の大学生活がより有意義なものになるよう、新入生を導く道標を示す授業である。
国際教養学科のディプロマ・ポリシー（DP）の「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判的な思
考や判断をする能力を身につけている。」、「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や共感力を備えてい
る。」と関連する。国際コミュニケーション学科のDPの「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批
判的な思考や判断をする能力を身につけている。」、「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や柔軟で
前向きなコミュニケーション能力を備えている。」と関連する。地域未来学科のDPの「地域社会における教育の役割を理解し、教育学に関する専
門的知識・技能を身につけ、生涯にわたり学び続ける素養を有している」と関連する。看護学科のDPの「医療・看護に関わる社会や時代の変化
の本質を考究でき、豊かな人間性と高い倫理観、社会的責任を持ち、時代の変化に合わせて主体的に社会を支えることができる。」と関連する
。リハビリテーション学科理学療法学専攻のDPの「グローバル化の進展を視野に入れつつ、生涯にわたり医療・保健の質の向上に貢献すること
ができる。」、「幅広く教養を深め、豊かな人間性と高い倫理観、社会変化への適応力を持ち、理学療法学の持続的な発展に貢献して社会をさ
せることができる。」と特に関連する。また作業療法学専攻のDPの「地域医療を支える多職種連携を理解し、主体的に協力関係を築くことができ
る。」、「幅広く教養を高める向上心を持ち、作業療法学の持続的な発展に貢献するという使命感を持っている。」、「科学的根拠に基づいた作
業療法の実践のために必要な問題探求力と問題解決思考を身につけている。」と特に関連する。

この科目は、初年次教育として本学の学生としての所属意識を育み、学生生活をどう有意義に過ごすかを意識化してもらうためのものである。ま
た、これからの社会の変化に対応できる学際的で教養豊かな人間性を養い、本質的な物の見方、捉え方をより豊かなものとし、不確実な時代を
自分らしく生きるための柔軟性と自立性を養うことを目的とした科目である。さらに、SDGsの本質を理解し、地球規模の視野で持続可能につい
て考え、地域創生の視点で行動できるグローカルな思想を兼ね備えた人材を育成することを目的としている。

・本学の建学の理念、宗教と食事制限、SDGｓの取り組みの重要性を理解できること。
・4年間を通して、しっかりとした履修計画を立てられること。
・大学生活を快適に送るために必要な規則を理解し、それに沿った行動を取れること。
・Google Classroomの利用ができること。
・図書館を利用し、学習に必要な図書を借りることができること。
・充実した大学生活を送るため、勉学、課外活動を含めた効率の良い１日の行動計画を立案・実行出来ること。
・大学を盛り上げるための具体的な提案が出来ること。

パワーポイントを用いた授業を行う。また、学内Wi-Fiを用いたICTを用いた授業を行う。さらに、えこりん村でSDGs研修を行う。

図書館の利用方法など、一部の授業回で、提示したURLにアクセスし、操作を行ってもらう予定である。また、グーグルフォームなどを使用する

ゲスト講師として、恵庭市職員による恵庭市の紹介、警察官とIT企業の職員によるインターネット上の脅威と防御方法を予定している。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

課題に対するフィードバックの方法

グーグルフォームを用いた授業の感想等を述べてもらい、フィードバックを行う。

授業計画 学習内容

担当教員 渡部　俊弘

担当教員 渡部　俊弘

担当教員 白戸　力弥

担当教員 白戸　力弥

担当教員 白戸　力弥

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

北海道文教大学建学の理念
鶴岡夫妻が遺した灯火
学訓「清く 正しく 雄々しく進め」に込められた、真理を探求
する明晰な頭脳、誠実な精神、チャレンジ精神を目指す理
念を共有する。

本学の創設者である鶴岡夫妻
について調べておく。（90分）

各自の目指す職業で鶴岡夫妻
の建学理念を実現する方法に
ついてまとめる。（90分）

第2回

この時代、君はどう生きるか
これからの社会、不確実な時代を自分らしく生きるための、
本質的な物の見方、捉え方を学ぶ。

これまで読んだ本の中から、自
分の生き方に影響を与えたと思
える本をもう一度読んでおく。
（90分）

これからの自分の進路を見据え
ながら、事前学習で読んだ本を
精読する。授業の感想を提出す
る。（90分）

第3回

授業を受講するには①
履修方法・登録方法について、具体的に説明する。（教務
課）

学生便覧の「履修ガイド」を読ん
でおく。（90分）

各自、ユニバーサルパスポート
を使用して履修科目を登録する
。（90分）

第4回

授業を受講するには②
履修要件、進級基準や卒業要件について説明する。（教
務課）

学生便覧の「履修ガイド」を読ん
でおく。（90分）

各自、ユニバーサルパスポート
を使用して履修科目を登録する
。（90分）

第5回

遠隔授業の受講方法について
本学で遠隔授業のツールとして使用しているGoogle 
Classroomの使用方法について学び、遠隔授業を受講でき
るようになる。

本学から付与されるGoogleアカ
ントでログインする。（90分）

各科目のClassroomに参加する
。（90分）
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担当教員 白戸　力弥

担当教員 小塚　美由記

担当教員 松岡　審爾

担当教員 大森　圭

担当教員 大森　圭

第6回

授業に役立つ図書館の利用法
本学図書館の概要と利用方法について説明する。
レポート作成や発表資料作成で必要になる資料について
、蔵書検索機（OPAC）を含めた探し方の方法を習得する。
（図書館）

学生便覧の「図書館」の部分を
読んでおく。（90分）

実際に図書館を訪れ、蔵書検
索で興味のある本を探してみる
。また、インターネット経由で蔵
書を検索してみる。（90分）

第7回

グローバル化に対応した食知識
グローバル化が進んでいる現代において、外国の食文化
や知識を得ることは、どの職業においても円滑なコミュニケ
ーションをとるための一助となる。

宗教によって禁忌とされている
食べ物（あるいは食べることが許
されている食べ物）について調
べておく。（90分）

食事に対する宗教上の戒律の
理由についてまとめる。（90分）

第8回

サイバーセキュリティについて
スマートフォンやパソコン等が普及し誰でも気軽にインター
ネットを利用できるようになっている一方で、インターネット
にまつわるトラブルが増加している。本学では全館Wi-Fiが
利用できるためインターネットを安全に使用するためには、
より注意が必要である。そこで、無線LANにおいてどのよう
な脅威がありどのように対処すればよいのか、また、無線
LANを利用するにあたっての注意事項をゲスト講師を招い
て学ぶ。
（NTT東日本、北海道警察サイバーセキュリティ対策本部）

インターネット使用にあたってど
のような脅威があるかを調べて
おく。（90分）

セキュリティ対策や身につけるべ
き情報モラルを復習しておく。
（90分）

第9回

学友会・課外活動団体紹介
中央執行委員会の役割と位置付けについて知り、学生とし
ての自覚を持ち、自ら積極的に大学生活をより有意義にす
るため、各自が出来ることを考える一助とする。（学友会） 
各団体の活動内容と団体所属学生の大学生活を紹介し、
勉学と課外活動の両立を図るための具体的な方法を把握
する。（各団体）

学生便覧で、学友会に関する項
目に目を通しておく。また、大学
ホームページなどで、本学所属
の課外活動団体について調べ
ておく。（90分）

自らの大学生活を有意義なもの
にするための目標と計画を立て
る。また、勉学時間、課外活動、
アルバイトなど各自の1日の行動
を見直し、有意義な時間を過ご
せるよう計画を立てる。（90分）

第10回

大学祭実行委員会紹介
大学祭実行委員会の役割と位置付けと、大学祭の歴史に
ついて紹介する。

各大学の大学祭内容について
分かる範囲で調べておく。（90分
）

各大学の大学祭内容について
分かる範囲で調べておく。（90分
）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員 白戸　力弥

担当教員 白戸　力弥

担当教員 白戸　力弥

担当教員 白戸　力弥

担当教員 白戸　力弥

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

SNSの利用上の注意について
大学生活におけるSNSの利用上の注意点について理解を
深め、良識あるSNSの利用ができるようになる。

現在までのSNSのトラブルで社
会的問題となった内容を調べる
。（90分）

大学生活で節度のあるSNSの利
用法について復習する。（90分）

第12回

恵庭市の歴史と特徴
恵庭市役所からゲスト講師を招き、これからの4年間のほと
んどの時間を過ごす恵庭市について理解を深め、地域社
会との連携を深める。
（恵庭市企画課）

恵庭市のホームページなどから
、恵庭市の概要、特長について
調べておく。（90分）

各自の目指す職業で、恵庭市
の未来に貢献する施策を考える
。（90分）

第13回

えこりん村SDGs研修①
（1）肉生産、（2）米生産、（3）資材、（4）再生可能エネルギ
ーのテーマを通して、持続可能なエコロジーの取り組みを
学ぶ。

SDGsの17の目標、およびえこり
ん村の取り組みをインターネット
等で調べておく。（90分）

共有した他のグループの情報を
もとに、研修の復習をおこなう。
年間パスポートにより、再度えこ
りん村を訪れる。（90分）

第14回

えこりん村SDGs研修②
（1）肉生産、（2）米生産、（3）資材、（4）再生可能エネルギ
ーのテーマを通して、持続可能なエコロジーの取り組みを
学ぶ。

SDGsの17の目標、およびえこり
ん村の取り組みをインターネット
等で調べておく。（90分）

共有した他のグループの情報を
もとに、研修の復習をおこなう。
年間パスポートにより、再度えこ
りん村を訪れる。研修を受けた
感想を提出する。（90分）

第15回

えこりん村SDGs研修③
（1）肉生産、（2）米生産、（3）資材、（4）再生可能エネルギ
ーのテーマを通して、持続可能なエコロジーの取り組みを
学ぶ。

SDGsの17の目標、およびえこり
ん村の取り組みをインターネット
等で調べておく。（90分）

共有した他のグループの情報を
もとに、研修の復習をおこなう。
年間パスポートにより、再度えこ
りん村を訪れる。（90分）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

0

その他 0

教科書

なし。

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

渡部俊弘／人とつながる「笑いと涙」の40年―恵庭で描く地方大学のプラットフォーム構想／丸善プラネット
渡部俊弘／トシさんが行く！～北海道の食の礎を築いた鶴岡トシのパワフル人生記～／北海道文教大学出版会

ゲスト講師等の都合により、授業計画の順序通りの内容とならないため、決定次第、別紙で連絡する。合理的な理由による欠席は点数を考慮す
るので欠席届を出すこと。13~15回の授業は、えこりん村での日帰り研修を行う。日程は別途、連絡する。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 教養科目　社会と制度

科目名 日本国憲法 ナンバリング 1120

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 池田　杏奈

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし。

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

人間社会のルールの1つである日本国憲法を学ぶことにより、幅広く教養を身につける科目である。

民主主義（国民主義）と基本的人権の相関関係を明確にするとともに、なぜ「憲法」が国家の最高法規とされるかを理解することを目指す。次い
で、日常生活の場面で生じる様々な紛争解決する手段としての裁判の意義、システムを学び、同時に法解釈の手法を考察する。以上の基本的
な知識を修得した上で、日本国憲法の精神と構造を（明治憲法との比較を含め）大枠で理解するよう努める。

１．日本国憲法を最高法規とする我が国の法体系について説明できる。
２．様々な基本的人権について概要を述べることができる。
３．法というルールを介して、社会人としての関係形成、問題解決の方法、変化する社会への対応など、我が国において生きていく上で生じ得る
問題について自ら考え、論じることができる。

パワーポイント及び配布印刷物を活用しながら講義形式で進める。
各講義中に毎回コメント（授業についての振り返り、思ったこと、疑問等を記述したもの）をGoogleフォーム、クラスルーム等に提出する。
確認テストをGoogleフォーム等を利用して時間内に行う（全15回）。

Google フォームのテスト作成機能を用いて練習問題を提供し自主学習を促す。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

課題に対するフィードバックの方法

フィードバックとして理解度確認テストを実施後、解答の解説を行う。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

【ガイダンス・裁判制度】
担当教員の自己紹介、授業の概要、予習と復習の方法、
成績評価についての説明を行う。
日本の裁判制度の概要、法の基礎知識について学ぶ。

事前に教科書を購入し、「読者
のみなさんへ」の部分を読んで
おく（90分）。

講義内容について復習し、フォ
ーム等に記入した内容について
改めて考える（90分）。

第2回

【子どもの人権】
校則を題材にして「子どもの人権」について解説する。

授業前に教科書を購入し、
「Theme１ ブラック校則──子ど
もの人権」を読んでおく（90分）。

講義内容について復習し、コメ
ントシートで記入した内容につ
いて改めて考える（90分）。

第3回

【外国人の権利】
法律上「国民」とは誰を指すのかを知り、「外国人」との権利
の違いについて学ぶ。

「Theme２ 欲しいのはまず選挙
権──外国人の権利」を読んで
おく（90分）。

講義内容について復習し、フォ
ーム等に記入した内容について
改めて考える（90分）。

第4回

【プライバシー権】
プライバシーとはどういうものとして、法律上どのように保護
されているかを学ぶ。

「Theme３ わたしの秘密──プ
ライバシー権」を読んでおく（90
分）。

講義内容について復習し、フォ
ーム等に記入した内容について
改めて考える（90分）。

第5回

【自己決定権】
自己決定権は憲法によってどのように保障されているのか
を学ぶ。

「Theme４ 何の自己決定か？─
─自己決定権」を読んでおく（90
分）。

講義内容について復習し、フォ
ーム等に記入した内容について
改めて考える（90分）。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

【法の下の平等】
以前の民法や刑法の条文等を題材に、「法の下の平等」に
ついて学ぶ。

「Theme５ 再婚は100日後──
法の下の平等（1）」「Theme６ む
かし親殺しありき──法の下の
平等（2）」を読んでおく（90分）。

講義内容について復習し、フォ
ーム等に記入した内容について
改めて考える（90分）。

第7回

【信教の自由】
「信教の自由」を保障している条文の構造を理解し、保障
の限界について判例を基に学ぶ。

「Theme７ 法廷の宗教戦争──
信教の自由」を読んでおく（90分
）。

講義内容について復習し、フォ
ーム等に記入した内容について
改めて考える（90分）。

第8回

【表現の自由】
「表現の自由」が日本国憲法の保障する人権の中でもとり
わけ重要度の高いものといわれる理由を考察し、どのような
表現の自由であっても保障されるのかということについて考
える。

「Theme８ ポルノの権利──表
現の自由（1）」「Theme９ 人殺し
教えます──表現の自由（2）」
を読んでおく（90分）。

講義内容について復習し、フォ
ーム等に記入した内容について
改めて考える（90分）。

第9回

【営業の自由】
営業の自由はどのように保障されているかを学び、どのよう
な場合に制限されるかについて考える。

「Theme10 銭湯の楽しみ──営
業の自由」を読んでおく（90分）
。

講義内容について復習し、フォ
ーム等に記入した内容について
改めて考える（90分）。

第10回

【生存権】
憲法25条が保障する「健康で文化的な最低限度の生活」と
はどのような生活を指すのかについて考える。

「Theme11 クーラーのない生活
──生存権」を読んでおく（90分
）。

講義内容について復習し、フォ
ーム等に記入した内容について
改めて考える（90分）。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

【教育権】
学校で子どもたちに教えられる教育の内容を決定できるの
は誰であるかについて、判例を基に学ぶ。

「Theme12 教科書はつらいよ─
─教育権」を読んでおく（90分）
。

講義内容について復習し、フォ
ーム等に記入した内容について
改めて考える（90分）。

第12回

【死刑制度】
死刑制度の是非について憲法の視点から考える。

「Theme13 罪と罰のはて──死
刑制度」を読んでおく（90分）。

講義内容について復習し、フォ
ーム等に記入した内容について
改めて考える（90分）。

第13回

【国会・内閣・裁判所】
日本国憲法が採用する「二院制」について学び、「国会」の
役割について考える。
内閣総理大臣はどのようにして選ばれるのかについて学ぶ
。
裁判に関する諸権利について学び、裁判員裁判について
考える。

「Theme16 両院は車の両輪─
─国会（1）」「Theme17 民の声
vox Dei？──国会（2）」
「Theme18 首相の選び方──
内閣」「Theme19 裁判はだれの
ために──裁判所」を読んでお
く（90分）。

講義内容について復習し、フォ
ーム等に記入した内容について
改めて考える（90分）。

第14回

【天皇・平和主義】
明治憲法下での天皇と現行憲法の天皇の違いについて学
ぶ。
憲法9条と自衛隊の関係について考える。

「Theme14 皇室外交？──天
皇」「Theme15 人権の条件──
平和主義」を読んでおく（90分）
。

講義内容について復習し、フォ
ーム等に記入した内容について
改めて考える（90分）。

第15回

【地方自治・憲法改正・まとめ】
地方自治とは何かについて学ぶ。
憲法改正の手続きと憲法改正の限界について学ぶ。

「Theme21 住民投票で決着を！
──地方自治」「Theme22 憲法
の変身──改憲の可能性」を読
んでおく（90分）。

講義内容について復習し、フォ
ーム等に記入した内容について
改めて考える（90分）。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

0

その他 0

教科書

いちばんやさしい憲法入門〔第６版〕／初宿正典、高橋正俊、米沢広一、棟居快行／有斐閣

参考文献

講義中に適宜紹介する。

履修条件・留意事項等

特になし。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

- 33 -



北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 教養科目　社会と制度

科目名 現代医療と福祉・介護 ナンバリング 1122

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 高岡　哲子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

各該当学科のディプロマポリシーを鑑み、地域包括ケアシステムにおいて高齢者障害者等が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後
まで続けることができるよう、[住まい][医療][介護][看護][予防][生活支援]が切れ目なく一体的に提供ができ、「[心/意 欲/態度]が養われる重
要な科目である。更に日本の社会事情を広く理解するうえで必要な知識としての[医療/福祉/介護]に焦点をあて、近未来 の社会制度を思考し
、構築するための基礎的能力の向上を目指す。

少子高齢化、人口減、労働力の減退などの社会構造が大きく変容している背景により、現代医療は、福祉や介護との連続性と包括的な制度や
考え方が大きく変遷している。このようなことから、医療や福祉・介護に携わる者は、制度論だけではなく、幅広く社会を俯瞰する知識や倫理観
を持ち備えることが必要である。これらをふまえ、授業では医療、福祉、介護の現状を理解し、日本が現在抱えている諸問題について考え、そ
の解決策を探る。また、日本と諸外国における医療、福祉、介護制度を比較し、日本の特徴を理解する。同時に今後の日本の理想的な医療、 
福祉、介護のあるべき姿を考える。

・社会と我が国における社会問題を理解し、自身の考えを述べることができる。
・医療と我が国における医療問題を理解し、自身の考えを述べることができる。
・福祉と我が国における福祉問題を理解し、自身の考えを述べることができる。
・介護と我が国における介護問題を理解し、自身の考えを述べることができる。
・医療・福祉・介護におけるコミュニケーションの特徴と実践方法を説明することができる。

授業の方法は、講義形式と学生同士のディスカッションを活用して行う。教材は、担当教員が作成した資料である。本科目は、理解度を確認す
るための確認テスト5回の提出によって評価する

G Suite for educationを活用する。

総合的な病院において看護師として約7年間勤務した経験の中で、高齢者を対象にケアを行った経験を活かして授業を行う。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

課題に対するフィードバックの方法

提出された確認テストの解説を、集団に対して行う。

授業計画 学習内容

担当教員 高岡　哲子

担当教員 高岡　哲子

担当教員 高岡　哲子

担当教員 高岡　哲子

担当教員 高岡　哲子

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

ガイダンス（講義・GW）
内容：現代医療と福祉・介護の位置づけとシラバスの説明
行動目標：ガイダンス内容を理解し、自らが学習すべき内
容と学習課題が説明できる。 
GW：本科目が将来、どのように役立つのかを検討する。

・シラバスを熟読する。
・ノートを準備する。（90分）

・本日の行動目標の自己評価を
行う。
学習すべき内容を確認して自ら
が学習すべき内容をノートにまと
める。（90分）

第2回

社会とは何か（講義・GW）
内容：
・社会の定義
・社会の意味と歴史的背景
・社会の概念 
行動目標：社会とは何かが説明できる。
GW:社会と個人との関係を検討する。

社会とは何かを調べてノートに
記載する。（90分）

・本日の行動目標の自己評価を
行う。
・自身の社会に対する考えをノ
ートにまとめる。（90分）

第3回

日本が抱えている社会問題（講義）
内容：
・社会問題とは何か
・具体的な社会問題
・社会問題の解決策
行動目標：日本が抱えている社会問題を説明することがで
きる。
確認テスト①

日本が抱えている社会問題を調
べてノートに記載する。（90分）

・本日の行動目標の自己評価を
行う。
・社会問題を解決する方法に対
する自身の考えをノートにまとめ
る。（90分）

第4回

医療とは何か（医療制度を含む）（講義・GW）
内容：
・医療の定義
・医療の意味と歴史的背景
・医療の概念 
行動目標：医療とは何かが説明できる。
GW:医療現場で自身がとるべき態度を検討する。

医療とは何かを調べてノートに
記載する。（90分）

・本日の行動目標の自己評価を
行う。
・自身の医療に対する考えをノ
ートにまとめる。（90分）

第5回

医療における2025年問題（講義・GW）
内容：
・2025年問題とは何か
・具体的な2025年問題
・2025年問題の解決策
行動目標：日本が抱えている医療における2025年問題を
説明することができる。
GW：医療における2025年問題に対して自身ができることを
検討する。

2025年問題を調べてノートに記
載する。（90分）

・本日の行動目標の自己評価を
行う。
・社会問題を解決する方法に対
する自身の考えをノートにまとめ
る。（90分）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員 高岡　哲子

担当教員 高岡　哲子

担当教員 高岡　哲子

担当教員 高岡　哲子

担当教員 高岡　哲子

第6回

医療における少子高齢化問題（講義）
内容：
・少子高齢化問題とは何か
・具体的な少子高齢化問題
・少子高齢化問題の解決策
行動目標：日本が抱えている医療における少子高齢化問
題を説明することができる。
確認テスト②

少子高齢化問題を調べてノート
に記載する。（90分）

・本日の行動目標の自己評価を
行う。
・少子高齢化問題を解決する方
法に対する自身の考えをノート
にまとめる。（90分）

第7回

福祉とは何か（講義・GW）
内容：
・福祉の定義
・福祉の意味と歴史的背景
・福祉の概念 
行動目標：福祉とは何かが説明できる。
GW:福祉の現場で自身がとるべき態度を検討する。

福祉とは何かを調べてノートに
記載する。（90分）

・本日の行動目標の自己評価を
行う。
・自身の福祉に対する考えをノ
ートにまとめる。（90分）

第8回

日本が抱える福祉問題（講義）
内容：
・福祉問題とは何か
・具体的な福祉問題
・福祉問題の解決策
行動目標：日本が抱えている福祉問題を説明することがで
きる。
確認テスト③

福祉問題を調べてノートに記載
する。（90分）

・本日の行動目標の自己評価を
行う。
・福祉問題を解決する方法に対
する自身の考えをノートにまとめ
る。（90分）

第9回

介護とは何か（講義・GW）
内容：
・介護の定義
・介護の意味と歴史的背景
・介護の概念 
行動目標：介護とは何かが説明できる。
GW:介護の現場で自身がとるべき態度を検討する。

介護とは何かを調べてノートに
記載する。

・本日の行動目標の自己評価を
行う。
・自身の介護に対する考えをノ
ートにまとめる。（90分）

第10回

日本が抱える介護問題（講義）
内容：
・介護問題とは何か
・具体的な介護問題
・介護問題の解決策
行動目標：日本が抱えている医療における介護問題を説
明することができる。
確認テスト④

介護問題を調べてノートに記載
する。（90分）

・本日の行動目標の自己評価を
行う。
・介護問題を解決する方法に対
する自身の考えをノートにまとめ
る。（90分）
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担当教員 高岡　哲子

担当教員 高岡　哲子

担当教員 高岡　哲子

担当教員 高岡　哲子

担当教員 高岡　哲子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

日本と諸外国の医療・福祉・介護の比較（講義・GW）
内容：
・日本と諸外国の医療の比較
・日本と諸外国の福祉の比較
・日本と諸外国の介護の比較
行動目標：日本と諸外国の比較において医療・福祉・介護
の特徴を説明できる。
GW：日本と諸外国の特徴を検討する。

イギリス、フランスなどの医療・福
祉・介護を調べてノートに記載
する。（90分）

・本日の行動目標の自己評価を
行う。
・日本と諸外国の医療、福祉、
介護の特徴をまとめる。（90分）

第12回

医療・福祉・介護に必要なコミュニケーション1（講義・GW）
内容：
・コミュニケーションとは
・コミュニケーションの特徴
・医療・福祉・介護に必要な共感力
行動目標：医療・福祉・介護に必要なコミュニケーション能
力が説明できる。
GW:相手が言っていることが適切に理解するために必要な
ことを検討する。

コミュニケーションとは何かを調
べる（90分）

・本日の行動目標の自己評価を
行う。
・自身が考えるコミュニケーショ
ンに必要なことをノートにまとめ
る。（90分）

第13回

医療・福祉・介護に必要なコミュニケーション2（講義）
内容：
・コミュニケーションに必要な読解力とは何か
・読解力の測定方法
・コミュニケーションの実際
行動目標：コミュニケーションに必要な読解力が説明できる
。

読解力とは何かを調べてノート
に記載する。（90分）

・本日の行動目標の自己評価を
行う。
・読解力において自分の強みと
弱みを理解し、ノートにまとめる
。（90分）

第14回

医療・福祉・介護に必要なコミュニケーション3（GW）
内容：
・事前学習を基にディスカッションする。
・ディスカッション内容を発表する。
GW：事前学習を基に検討する。
確認テスト⑤

指定された事前課題を行う。（90
分）

GWの内容をふりかえり、自身の
考えをノートにまとめる。（90分）

第15回

全授業のふりかえり
内容：授業で学習したすべての内容をふりかえる。
行動目標：本授業の学習のふりかえりができる。

本授業のノートを見直して整理
する。（90分）

本授業の学習成果をいつでも
見返せるように整理する。（90分
）
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100

その他 0 なし

教科書

なし

参考文献

必要時講義中に提示する。

履修条件・留意事項等

授業には積極的に参加すること。

備考欄

なし

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

確認テスト5回×20点
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 教養科目　社会と制度

科目名 キャリア入門 ナンバリング 1132

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 1

担当教員 木村　悠里菜

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

本科目は、初年次教育の一貫として、大学生活の充実や社会で活躍するために、「キャリア」・「キャリアデザイン」の重要性を学ぶ。加えて、これ
らにとって必要なスキルのひとつである「人間関係づくりとコミュニケーション」を理解するための科目である。なお本科目は、「キャリア形成」と連
携している教養科目である。

グローバリゼーションと高度情報化が益々進展する現代社会においては、自己のアイデンティティを確立することが重要である。そのために、我
々をとりまく文化、環境を再認識しながら自らの生き方や生活、仕事について考えることを目指す。

・「キャリア」や「キャリアデザイン」を説明できる。
・自己理解の方法(「人生曲線」、「ジョハリの窓」等)、「計画的偶発性」について述べることができる。
・「人間関係づくりとコミュニケーション」の5つの視点、「社会人基礎力」を説明できる。

・パワーポイントによるプレゼンテーション資料と教科書、動画を併用しながら、講義形式とアクティブラーニングの手法を取り入れた演習方式の
授業を実施する。
・理解度確認のために、期末レポートを実施する。

・パワーポイントによるプレゼンテーション資料と教科書、動画を併用しながら、視覚的に内容が理解しやすい授業を実施する。
・Google Classroomを活用し、配布資料を共有するため、授業前に各自印刷し持参する。

大手消費財メーカーのマーケティング職や外資系コンサルティングファームでの経営コンサルタント職等の実務経験を活かして、「キャリア」・「キ
ャリアデザイン」・「人間関係づくりとコミュニケーション」について実例を交えた具体的な授業を実施する。
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課題に対するフィードバックの方法

各講義において振り返りを実施し、学生の理解度の確認を行う。加えて質問については、解説を適宜実施する。

授業計画 学習内容

担当教員 木村　悠里菜

担当教員 木村　悠里菜

担当教員 木村　悠里菜

担当教員 木村　悠里菜

担当教員 木村　悠里菜

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーションの実施と、「キャリア」・「キャリアデザイン
」などを理解する。

これまで「キャリア」という言葉を
使ったり聞いたりした事があれば
、その場面はどのようなものだっ
たかを具体的に思い出す。(90
分）

授業内容を整理する。(90分）

第2回

働くことの意味などを考えた上で、我々を取り巻く市場環境
や「社会人基礎力」などを学ぶ。

高校生と大学生の違いと、働くこ
との意味について、調べ、考え
る。(90分）

授業内容を整理する。(90分）

第3回

自己理解の方法の全体像を理解した上で、テストの実施を
通して学ぶ。「計画的偶発性」などを学ぶ。

「私は…」から始まる文で、自己
紹介の内容を考える。(10個以
上)(90分）
例:私は、北海道文教大学の学
生です。など

授業内容を整理する。(90分）

第4回

「人間関係づくりとコミュニケーション」のきづくの視点などの
概要を理解する。

生まれてから現在までの人生の
中で、印象に残った出来事を整
理する。(90分)
例:高校に合格した。失恋した。
など

授業内容を整理する。(90分）

第5回

「人間関係づくりとコミュニケーション」のうけいれるの視点
などの概要を理解する。

自分自身の日頃のコミュニケー
ション方法を振り返る。(90分)

授業内容を整理する。(90分）
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担当教員 木村　悠里菜

担当教員 木村　悠里菜

担当教員 木村　悠里菜

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

0

その他 0

教科書

参考文献

授業内で順次紹介する。

履修条件・留意事項等

第6回

「人間関係づくりとコミュニケーション」のむきあうの視点など
の概要を理解する。

これまでの人生において苦痛や
怒り、悩み・不快・不安のあった
出来事と、その出来事をどうして
ほしかったのかを考える。(90分）

授業内容を整理する。(90分）

第7回

「人間関係づくりとコミュニケーション」のみつめる・みとおす
の視点などの概要を理解する。

自分自身の興味・性格・能力・
動機を整理する。(90分)

授業内容を整理する。(90分）

第8回

これまでの講義の総括を実施した上で、大学4年間の目標
などを考える。

大学4年間で成し遂げたいことを
考えた上で、そのための方法を
調べる。(90分）

授業内容を整理する。(90分）

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

人間関係づくりとコミュニケーション/山内雅恵(監修)、船木幸弘(編著)他/金子書房
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備考欄

・各講義で使用する資料はGoogle Classroom上にアップロードするため、各自印刷し持参する。
・出欠管理は、講義内で実施する予定である。
・講義中に私語が多い学生や講義とは関係のない行為をする学生は、退室となり欠席扱いとなる場合がある。
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 教養科目　自然と科学

科目名 生命科学 ナンバリング 1150

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 有賀　早苗

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

なし

実務経験のある教員の教育内容

なし

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

科学的知識を学ぶことにより、幅広く教養を身につけるための科目である。
「解剖学」、「生理学」、「生化学」（健康栄養）、「解剖学I」、「解剖学II」、「生理学I」、「生理学II」（看護、リハビリ）、「免疫学」（看護）、「教科教育
法 理科」（こども発達）と連携する教養科目である。

生命科学の内容は私たちの健康、医療、食生活、生活環境などの日常生活に密接に関わっているだけではなく、持続的な社会の発展や生物
多様性保全など地球生態系にも関係するヒトがよりよく生きるための知識である。この授業科目では、、専門科目の学習に発展・深化しうる身近
なトピックスを取り上げながら、生物に共通した細胞・分子レベルの仕組みから生物の特性を知り、ヒトと生態系との共生を考える知識基盤を築く
と共に、遺伝子操作・再生医療等の科学的基礎理解から健全な生命倫理観の醸成基盤も築いていく。高等学校で生物を履修しなかった学生
にも十分理解できるように、初歩的な事項から、最先端研究まで、興味が広がるように解説する。

生物が物質から成る細胞を単位に構成されることを理解する
遺伝情報に基づく生物に共通した流れであるセントラルドグマを理解する
細胞・分子レベルから癌等の疾患の原因を理解する
遺伝子操作・再生医療等の基本的な仕組みを理解する

本授業で学ぶべき内容をわかりやすく解説したパワーポイントスライドの映写により講義を進め、指定した教科書も参照しながら学ぶ。第2回目
からは講義開始時に前回講義内容に関するクイズ（自己採点、解答解説はGoogleクラスルームに掲載、成績評価には含めない）を実施し、内
容理解と筆記試験に向けた準備をしていく。
アクティブラーニングとして、最終回の講義では小グループでのディスカッションに基づく課題研究発表を行う。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

授業内に実施・解説するクイズの問題・解答を、Googleクラスルームに掲示する。
2回の筆記試験に向けた練習問題・解答もGoogleクラスルームに掲示する。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

科目ガイダンス： 本科目の位置づけ、概要、到達目標、授
業方法・進め方、成績評価等について、シラバスに基づき
説明する。アンケート等により、履修学生の高等学校まで
の生物学学習状況を確認する。
講義内容： 非生物と異なる生物の特性、分子・細胞レベル
で生物を捉える共通原理（分子生物学のセントラルドグマ）
、生物が物質から成ることを理解する。

シラバスをよく読んで、この科目
で学ぶこと、学習目標等を把握
し、また教科書のp. ２～6、p. 15
を読み、疑問点・不明点を整理
しておく。（90分程度）

授業ノートを読み返して学習内
容を確認・整理し、生物を構成
する分子で最も多い水分子の意
義を説明できるようにする（90分
程度）

第2回

分子生物学のセントラルドグマに登場する物質のうち、タン
パク質について、基本構造と性質、生物・生命現象におけ
る機能・重要性について学ぶ。

教科書ｐ. 7～8, p. 115を読み、
疑問点・不明点を整理しておく。
また、アミノ酸について簡単に調
べておく。（90分程度）

授業ノートを読み返して学習内
容を確認・整理し、タンパク質の
変性について説明できるように
する（90分程度）

第3回

分子生物学のセントラルドグマに登場する物質のうち、核
酸（DNA、RNA）について、共通する構造を学び、さらに
DNAについて、特徴的な構造・性質、生物・生命現象にお
ける重要性について学ぶ。DNA、遺伝子、ゲノム、染色体
を正しく区別して認識できるよう解説する。

教科書ｐ. 11～15, p.19を読み、
疑問点・不明点を整理しておく。
（90分程度）

授業ノートを読み返して学習内
容を確認・整理し、DNA、遺伝
子、ゲノム、染色体を正しく区別
して、それぞれ説明できるように
する。（90分程度）

第4回

分子生物学のセントラルドグマに登場する物質のう
ち、RNAについて、特徴的な構造・性質、生物・生命現象
における重要性について学ぶ。

教科書 p. 14～16を読み、疑問
点・不明点を整理しておく。（90
分程度）

授業ノートを読み返して学習内
容を確認・整理し、ノートを整理
し、遺伝暗号コドンがなぜ3文字
（3塩基）配列なのか、説明でき
るようにする。（90分程度）

第5回

生物の最小構成単位である細胞について、基本構造を学
び、原核生物・真核生物の違いを学ぶ。真核生物を構成
する真核細胞がもつ細胞内小器官、特に細胞膜、核、ミト
コンドリアについて、構造・機能を学ぶ。現代生物学では生
物とはみなされないウイルスについても概要を学ぶ。

教科書p. 11, p. 12～16を読み、
疑問点・不明点を整理しておく。
（90分程度）

授業ノートを読み返して学習内
容を確認・整理し、ノートを整理
し、なぜウイルスは現代生物学
では生物とみなされないのか、
説明できるようにする。（90分程
度）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

遺伝情報の複製について、2本鎖DNAの半保存的複製の
分子機構の基礎を学ぶ。細胞の生活環である細胞周期の
中で、細胞分裂に先立つ特定の時期においてのみ遺伝情
報の複製が行われること、また真核生物のDNA末端の繰り
返し配列テロメアについても学ぶ。

教科書p.48～49, p. 55～56を読
み、疑問点・不明点を整理して
おく。（90分程度）

授業ノートを読み返して学習内
容を確認・整理し、真核生物の
DNA末端複製問題とはどのよう
なことか、説明できるようにする。
（90分程度）

第7回

セントラルドグマに沿った遺伝情報の発現の流れについて
、転写・翻訳の分子機構の基礎、発現のしくみから見た原
核生物・真核生物の違いを学ぶ。

教科書p. 12～16を読み、疑問
点・不明点を整理しておく。（90
分程度）

授業ノートを読み返して学習内
容を確認・整理し、また、第1回
から第7回の講義内容、出題さ
れたクイズの問題を復習する。（
90分程度）

第8回

筆記試験A：  第1回から第7回までの授業内容に関する筆
記試験（90分程度）を実施する。試験答案回収の後、試験
問題と解答の解説を行う。

授業ノートを整理して、第1回か
ら第7回の講義内容、出題され
たクイズの問題を復習する。（90
分程度）

授業ノートを読み返して、筆記
試験Aの解答解説を今一度確
認し、特に自身が誤答だった問
題について復習する。（90分程
度）

第9回

生物の進化について、生物の歴史、ダーウィンの『進化論』
から木村資生の『中立説』、分子時計、RNAワールド仮説な
どを通して、進化が進歩ではなく多様性の増加であることを
学ぶ。人類の進化についても、ミトコンドリア・イヴ説や鎌状
赤血球症の分布などから学ぶ。

木村資生の『中立説』について
簡単に調べ、疑問点・不明点を
整理しておく。（90分程度）

授業ノートを読み返して学習内
容を確認・整理し、ミトコンドリア・
イヴ説はどのようにして考えられ
たか、説明できるようにする。（90
分程度）

第10回

多細胞生物を構成する細胞は生殖細胞と体細胞物とに大
別されることを学び、生殖細胞から多様な体細胞が生じる
細胞分化の過程は遺伝情報発現調節によって実現されて
いることを学ぶ。遺伝情報発現調節の分子機構について、
大腸菌オペロンの例から仕組みの基礎を学ぶ。また、従来
の遺伝学だけでは説明のできないエピジェネティクスにつ
いても概要を学ぶ。

教科書p. 24～26, p. 173を読み
、疑問点・不明点を整理しておく
。（90分程度）

授業ノートを読み返して学習内
容を確認・整理し、エピジェネテ
ィクスとはどのようなことか、説明
できるようにする。（90分程度）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 実施しない

第11回

多細胞生物１個体に属するすべての細胞は同一ゲノムをも
つことに基づいたクローン動物、iPS細胞の作製原理につ
いて学ぶ。一方、限られた遺伝子数で多様性を実現する
遺伝子の再構成、および動く遺伝子トランスポゾンについ
て学ぶ。

教科書p.20～22, p. 62～65を読
み、疑問点・不明点を整理して
おく。（90分程度）

授業ノートを読み返して学習内
容を確認・整理し、iPS細胞とは
どのようなものか説明できるよう
にする。（90分程度）

第12回

細胞の増殖・分化・死・癌化の相関性について学び、多細
胞生物の宿命である癌の発症について、原因・分子機構
の概略を学ぶ。多細胞生物の発生・個体維持に不可欠な
細胞増殖・細胞分化・細胞死の制御機構が破綻した場合
に細胞が癌化することを学ぶ。細胞癌化に関わる遺伝子群
（原癌遺伝子群）は細胞増殖・分化・死の調節・制御に必須
な遺伝子群であることを学ぶ。

教科書p. 48～57を読み、疑問
点・不明点を整理しておく。（90
分程度）

授業ノートを読み返して学習内
容を確認・整理し、原癌遺伝子
群とはどのような遺伝子群か説
明できるようにする。（90分程度）

第13回

遺伝子そのものや発現調節を人工的に操作する遺伝子操
作・バイオテクノロジーについて、方法の基礎を成す技術と
、新たな展開を生んだPCR、ゲノム編集などの技術革新に
ついて学ぶ。
翌週授業で実施する筆記試験Bについて、および翌々週
授業で実施のグループ発表の解説も行い、グループ編成
等を伝える。

教科書p. 18, p. 23, p. 66～71を
読み、疑問点・不明点を整理し
ておく。（90分程度）

授業ノートを読み返して学習内
容を確認・整理し、PCRとは何を
利用したどのような技術か説明
できるようにする。（90分程度）

第14回

筆記試験B： これまでの全授業内容に関する筆記試験を
実施する。試験答案回収後、、試験問題と解答の解説を行
う。
翌週授業でのグループ発表に向け、グループに分かれて
準備作業を開始する。

授業ノートを整理して、第1回か
ら第7回、第9回から第13回まで
の講義内容、出題されたクイズ
の問題、および練習問題を復習
する。（90分程度）

グループ発表に向けた準備作
業を行う。（90分程度）

第15回

グループ発表： 設定された課題テーマについて、グループ
ごとにパワーポイントスライドを使った発表を行い、参加者
全員でディスカッションする。
課題レポートについて解説する。

グループごとに課題テーマに関
するディスカッション、パワーポイ
ントスライド作成、発表練習など
を行う。（90分程度）

グループ発表を踏まえ、課題レ
ポートを作成する。（90分程度）
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80

その他 20

教科書

参考文献

なし

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

第8回、第14回の授業内に実施する2回の筆記試験（筆記試験A、筆記試験B）の点数で評価す
る

グループ発表： 第15回の授業時に、予めグループで準備した発表を行う。
課題レポート：第15回の授業で提示する決められた書式のレポートを、Googleクラスルームを通
じて期日までに提出する。

みんなの生命科学 第2版
北口哲也・塚原伸次・坪井貴司・前川文彦
化学同人
ISBN 9784759820997

- 47 -



北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 教養科目　自然と科学

科目名 情報処理リテラシー ナンバリング 1160

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 1

担当教員 松岡　審爾

授業の位置づけ

授業の概要

コンピュータを用いた表計算、プレゼンテーションの基本操作を学ぶことにより、情報の分析方法およびプレゼンテーション方法を習得する。

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

初年次教育の一環として、大学の学修や社会で必要なスキルである情報リテラシーを修得する科目であり、数理・データサイエンス・ＡＩへの関
心を高めそれを適切に理解し活用する基礎的な能力を養う科目である。また、理学療法学専攻のディプロマ・ポリシー「医療・保健・福祉の多様
な問題を総合的に把握し、データを分析し解決できる能力を身につけている」と関係がある科目である。作業学療法学専攻のディプロマ・ポリシ
ー「医療・保健・福祉の多様な問題を総合的に把握し、データを分析し解決できる能力を身につけている。」「科学的根拠に基づいた作業療法
の実践のために必要な問題探求力と問題解決思考を身につけている。」と特に関係がある科目である。看護学科の「看護学の本質を理解する
ために必要な、文理横断的かつ学際的な知識と論理的な思考を有し、看護を取り巻く状況の変化に柔軟に対応できる。」と特に関係がある科目
である。「数理・データサイエンス・ＡＩ実践」につながる科目である。

１．表計算ソフトExcelを用いた基本的な計算やグラフ作成を行うことができる。
２．Excelによりデータの加工、可視化を行いデータの特徴を抽出することができる。
３．プレゼンテーションソフトPowerPointを用いて、広く情報を伝えるためのプレゼンテーションを作成できる。

Excelを用いた分析、Powerpointを用いた表現は各人がパソコンを操作して習得する。補足的な説明が必要な事項についてはパワーポイントを
用いて講義形式で行う。特に第8回目はパワーポイントのプレゼンテーション資料を主体的に作成する。

Google Formのテスト作成機能を用いて、宿題を出題する（全８回）。パソコンを用いた演習を行う（全８回）。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

'フィードバックとして宿題の正解を表示するとともに、宿題と同時に提出された質問事項に答える。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

【データ活用のプロセス】データ活用の概略についての知
識を得る。
【情報の分析：Excelの基本１ データと数式の入力】データ
入力および効率的な数値入力（オートフィル）を習得する。
数式の入力方法・コピーを習得する。相対参照と絶対参照
の使い分けを習得する。

シラバスを読み、教科書のp20～
p26とp91～p95を読んでおく。
(90分)

授業に関連する教科書の範囲
を復習し宿題を行う。(90分)

第2回

【情報の分析：Excelの基本２ 関数の使用法】
ホームタブの合計ボタンから呼び出す関数の使用法、数式
バーの関数挿入ボタンからの関数の使用法を習得する。
数値分析に必要な関数の探し方を理解する。統計関数、
数学／三角関数の使い方を習得する。

教科書のp96～p100を読んでお
く。(90分)

授業に関連する教科書の範囲
を復習し宿題を行う。(90分)

第3回

【情報の分析：Excelの基本３ 検索関数、条件分岐、データ
ベース】あるデータに別のデータ列を結合するVLOOKUP
関数を習得する。条件に応じて処理を変えるIF関数の使い
方を習得する。リスト形式のデータベースの基本的な操作
であるである並べ替え、抽出を修得する。

教科書のp99～p105を読んでお
く。(90分)

授業に関連する教科書の範囲
を復習し宿題を行う。(90分)

第4回

【情報の分析：Excelの基本４：ピボットテーブル、グラフ作成
】
データベースから集計表を作成できるピボットテーブル機
能を修得する。Excelを用いた棒グラフ、折れ線グラフ、円
グラフ、棒グラフ、散布図などのグラフの特徴を学びそれら
の作成方法を習得する。

教科書のp37～p41,p44～p48と
p106～p116を読んでおく。(90分
)

授業に関連する教科書の範囲
を復習し宿題を行う。(90分)

第5回

【情報の分析：データ分析演習】
教科書記載の顧客分析に関するダミーデータを使用して、
データ分析に必要な手順を学ぶ。インターネットの普及に
関連した実データをもとにしてデータ分析の実際を学ぶ。

教科書のp42～p43とp52-p63と
p127～p129を読んでおく。(90分
)

授業に関連する教科書の範囲
を復習し宿題を行う。(90分)
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担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

100 宿題の提出と授業内における提出ファイルにより評価する。

その他 0 なし

教科書

はじめの第一歩 基礎からはじめるデータサイエンス／ノア出版

参考文献

なし

履修条件・留意事項等

第6回

【情報の分析結果の表現：PowerPointの基本１ースライドの
作成、ビジュアル表現】スライドの作成、コピーや移動方法
、スライドの編集方法を習得する。ビジュアルな表現を実現
するワードアート、SmartArtの作成法、Excelの表やグラフ
を挿入する方法を習得する。

教科書のp168～p174を読んで
おく。(90分)

授業に関連する教科書の範囲
を復習し宿題を行う。(90分)

第7回

【情報の分析結果の表現：PowerPointの基本２ー効果の設
定と実行操作】 スライドへのテキストボックス、画像および
図形の挿入方法を習得する。スライドショーにおける画面
切り替え効果とアニメーション効果の設定を習得する。スラ
イドショーの実行操作、リハーサル機能を習得する。

教科書のp165～p167を読んで
おく。(90分)

授業に関連する教科書の範囲
を復習し宿題を行う。(90分)

第8回

【情報の分析および結果の表現演習】
データ分析からそれをもとにしたスライド作成までの演習を
行う。

教科書のp34とp164を読んでお
く。(90分)

授業に関連する教科書の範囲
を復習し宿題を行う。(90分)

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)
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なし

備考欄
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 教養科目　自然と科学

科目名 統計の基礎 ナンバリング 1156

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 武田　裕康

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

「統計と社会調査法」（健康栄養学科、リハビリテーション学科理学療法学専攻・作業療法学専攻、地域未来学科）、「医療統計学」「理学療法研
究」（リハビリテーション学科理学療法学専攻）と連携している教養科目である。

主としてネイマン-ピアソン理論に基づき、個々の数量的現象の変動や差異と有意性、および集団の特性と変化の推移を理解する手段として統
計学の基本的な知識を身につける。さらに統計手法を利用して様々な自然現象や社会現象を把握する際の留意点を十分に理解したうえで、
代表値の求め方や分散の取り扱い、相関関係の検討法、各種検定法の特性などを学び、コンピュータを利用して統計処理するための基本理
論を学ぶ。

１．データをもとにして統計的な記述を行いその特徴を見出すことができる。
２．統計的推定の考え方を説明することができる。
３．統計的検定の考え方を説明することができる。
４．各種検定法の特性を理解し、データに適した方法を選択できる。
５．統計検定を正しく行い、適切な検定結果から正しい結論を導くことができる。

パワーポイントと配布印刷物を用いて講義形式ですすめる。
理解度確認テストを実施するとともに、宿題を課す（全１５回）。第６回以降の後半は問題解決を通じて能動的に学ぶアクティブ・ラーニング型と
なる。
フィードバックとして理解度確認テスト・宿題を実施後、解答の解説を行う。

Google Classroomの小テスト機能を用いて練習問題を提供し自主学習を促す。
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課題に対するフィードバックの方法

フィードバックとして、理解度確認テスト・宿題を実施後、解答の解説を行う。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

【記述統計①】データの整理と視覚化をおこなうための度
数分布表とヒストグラム、また、データを代表する値である
平均値と中央値、最頻値について高校までに学習した内
容を確認する。また、統計処理の対象となるデータが４つの
尺度（比例尺度、間隔尺度、順序尺度、名義尺度）に分類
されることを学ぶ。

教科書１のp14〜p27を読んでお
くこと。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)

第2回

【記述統計②】データのばらつきを表す指標（散布度）であ
る分散、標準偏差、四分位偏差について高校までに学習
した内容を確認し、データの代表値と散布度の表し方を学
ぶ。また、確率分布を理解し、二項分布および代表的な分
布である正規分布の性質を理解する。

教科書１のp28〜p31、p42〜
p48、p60〜p67を読んでおくこと
。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)

第3回

【推測統計①】統計的調査を母集団全体に行うことは実用
的ではないので、標本を抽出して母集団の性質を推測す
る。まず母集団が正規分布することを仮定して標本から母
数を推定する考え方を学んだのち、正規母集団の分散が
既知のときに母平均を区間推定する方法を学ぶ。

教科書１のp84〜p89、p96~p98、
p100〜p102、p106〜
p109、p112〜p117を読んでおく
こと。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)

第4回

【推測統計②】正規分布する母集団から標本抽出し、母分
散を区間推定する方法を学ぶ。また、正規分布するが分散
が未知の母集団、さらには分布も分散も未知の母集団から
標本抽出し、母平均を区間推定する方法を学ぶ。これらの
理解に必要な自由度、中心極限定理、ｔ分布、カイ二乗分
布を学ぶ。

教科書１のp94、p133〜
136、p71〜p73、p96〜
p98、p118〜p128、p68〜p70を
読んでおくこと。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)

第5回

【推測統計③】統計的検定の基本的手順を習得し、検定に
おける「帰無仮説」「危険率」「棄却」等の考え方を理解する
。あわせて、片側検定、両側検定の使い分けや判定の誤り
（第1種の過誤、第２種の過誤）を学ぶ。

教科書１のp138〜p154を読んで
おくこと。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

【実践編①】関連２群の差の検定法として「対応あるｔ検定」
「ウィルコクソン符号付順位和検定」を学ぶ。これは同じ個
体内での変化など、関連のある２つの量に差があるかどう
かを判定できる。２つの検定のうちどれを用いるかは正規
性の有無で判断するので、正規性の検定も習得する。

教科書２のp48〜p51、p101〜
p110を読んでおくこと。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)

第7回

【実践編②】独立２群の差の検定法として「スチューデント
のｔ検定」「ウェルチのｔ検定」「マン・ホイットニー検定」を学
ぶ。これらの検定のうちどれを用いるかは正規性の検定、
等分散性の検定により判断する。なお、等分散性の検定に
必要なＦ分布についても紹介する。

教科書１のp74〜p76、p167〜
p170 教科書２のp81〜99を読ん
でおくこと。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)

第8回

【実践編③】独立な多群（３群以上）の差を検定する方法と
して「一元配置分散分析」を分散分析の原理の基本ととも
に学ぶ。また、正規性や多群の等分散性がないときに用い
る「クラスカル・ワーリス検定」、多群の等分散性の検定であ
る「バートレット検定」を学ぶ。

教科書１のp192〜p206 教科書
２のp111〜p124 を読んでおくこ
と。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)

第9回

【実践編④】関連ある多群の差を検定する「重複（または反
復）測定一元配置分散分析」を紹介する。また、２要因を同
時に分析する「二元配置分散分析」を学ぶ。ここでは２要因
の組合せに対してデータが１つの場合に用いる「繰り返し
のない二元配置分散分析」「フリードマン検定」を学ぶ。

教科書１のp207〜p213 教科書
２のp125〜p130、p139〜p148を
読んでおくこと。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)

第10回

【実践編⑤】分散分析では多群のどこかに差があるかを検
定するが、どの群とどの群に差があるかはわからない。これ
を明らかにする検定が多重比較である。ここではその概念
を学び様々な多重比較法を紹介する。

教科書２のp165〜p195が範囲
だが、このうちp165、p168〜
p172を読んでおくこと。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

【実践編⑥】２要因の組合せに対してデータが複数存在す
る場合に用いる「繰り返しのある二元配置分散分析」につ
いて学ぶ。またここで得られる２要因の絡みあいの指標＝「
交互作用」の解釈も学ぶ。さらに、「重複測定二元配置分
散分析」についても紹介する。

教科書１のp218〜p226 教科書
２のp149〜p163を読んでおくこと
。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)

第12回

【実践編⑦】２つの変量の間に相関関係があるかどうかを調
べる「ピアソンの相関係数の検定」「スピアマンの順位相関
係数検定」を学び、ここで得られる相関係数の意味を学ぶ
。また、回帰分析のうち単回帰分析について学ぶ。

教科書１のp34〜p40、p172〜
p184 教科書２のp197〜p218を
読んでおくこと。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)

第13回

【実践編⑧】「２×２分割表」について学ぶ。これは２つの名
義尺度の変数があり、各変数が２つの値しかとらないとき、
変数間の関連の有無を調べる検定法である。ここでは、「カ
イ２乗独立性の検定」、「フィッシャーの直接確率計算法」、
「マクニマー法」について学ぶ。

教科書２のp239〜p253を読んで
おくこと。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)

第14回

【実践編⑨】「ｍ×ｎ分割表」について学ぶ。これは２つの名
義尺度か順序尺度の変数があり、少なくとも１つの変数が３
つ以上の値をとるとき、変数間の関連の有無を調べる検定
法である。ここでは「カイ２乗独立性の検定」等について学
ぶ。

教科書２のp259〜p276を読んで
おくこと。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)

第15回

【実践編⑩】実践編の総まとめとして、調査したいデータに
対してどの検定を選択したらよいかを習得する。
【番外編】統計的検定の問題点について考察する。効果の
大きさをあらわす統計的指標である効果量について簡単に
紹介する。

教科書２でこれまで行った検定
法を復習しておくこと。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)
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0

その他 0

教科書

参考文献

なし

履修条件・留意事項等

特になし

備考欄

特になし

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

１．統計解析がわかる／涌井良幸，涌井貞美／技術評論社
２．4steps エクセル統計(第5版)／柳井久江／オーエムエス出版
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 教養科目　自然と科学

科目名 ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 1

担当教員 松岡　審爾

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

数理・データサイエンス・AI入門

1年 2024年度後期

数理・データサイエンス・ＡＩへの関心を高め、それを適切に理解し活用する基礎的な能力を養うための科目である。また、理学療法学専攻のデ
ィプロマ・ポリシー「医療・保健・福祉の多様な問題を総合的に把握し、データを分析し解決できる能力を身につけている」と関係がある科目であ
る。また、作業学療法学専攻のディプロマ・ポリシー「医療・保健・福祉の多様な問題を総合的に把握し、データを分析し解決できる能力を身に
つけている。」「科学的根拠に基づいた作業療法の実践のために必要な問題探求力と問題解決思考を身につけている。」と特に関係がある科
目である。看護学科のディプロマ・ポリシー「看護学の本質を理解するために必要な、文理横断的かつ学際的な知識と論理的な思考力を有し、
看護を取り巻く状況の変化に柔軟に対応できる。」と特に関係があり、「グローバル化の進展を視野に入れつつ、科学的思考と創造的思考で生
涯にわたって看護学と医療保健の質向上に貢献できる。」と関係がある科目である。地域未来学科の「地域社会のデジタル化等の変化に適応
しながら、地域の特性を踏まえた教育の在り方について考究し、地域の未来を担う人づくりに貢献できる」と特に関係がある科目である。「数理・
データサイエンス・ＡＩ実践」につながる科目である。

ＩＣＴ(情報通信技術)の進歩によってビッグデータをはじめとする様々なデータから、統計、科学的手法、人口知能（ＡＩ）を駆使して価値を引き出
すデータサイエンスが求められている。この授業ではデータサイエンスの概略や代表的な数理的手法、なかでもＡＩのさまざまな手法や活用事
例を学ぶ。さらに、データやＡＩの利活用において留意するべき事項も学習する。

数理・データサイエンス・ＡＩが、現在進行中の社会変化に深く寄与し、生活に影響を与えていることを説明できる。
数理・データサイエンス・ＡＩが日常生活や社会の課題を解決するうえで有用であると同時に限界もあることについて説明できる。
数理・データサイエンス・ＡＩが適用されることにより様々な領域であらたな価値がうみだされている実例をあげることができる。
数理・データサイエンス・ＡＩを活用するあたって留意すべき事（ELSI、個人情報保護、データを扱う上での倫理）について説明できる。
実際のデータが与えられたとき、そのデータの全体像をよみとり、その特徴を可視化するための手法を説明することができる。

パワーポイント等を用いて講義形式ですすめる。Google Formを用いて意見を出し合う（第７回、第８回）。

Google Formのテスト作成機能を用いて、宿題を出題する（全８回）。Google Formを用いて意見を出し合う（第７回、第８回）。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

課題に対するフィードバックの方法

フィードバックとして宿題の正解を表示するとともに、宿題と同時に提出された質問事項に答える。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

【データ・ＡＩ利活用により社会で起きている変化および最
新動向】 ICT(情報通信技術)の進歩によるビッグデータの
集積やIoTの登場、およびＡＩ (（Artificial Intelligence：人工
知能)の技術の発達、それらがもたらすSociety 5.0の社会を
イメージできるようにする。【社会で活用されているデータ】
データの種類、および社会でどのようにデータが活用され
ているかを学ぶ。【データ・ＡＩの活用領域】ＡＩとはなにか、
ＡＩの社会における利活用事例を学ぶ。。【言語生成系ＡＩ
の活用の留意点】近年急速に発展したChatGPT等の言語
生成系ＡＩの特徴、弱点、利用にあたって留意すべき点を
概説する。

教科書の第１講の１、第１講の２
、第２講、第３講の１を読んでお
く(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
提示資料を復習し宿題を行う。
(90分)

第2回

【実データの取得とデータ分析のプロセス】データ分析のプ
ロセスを概説したのち、外部団体（e-Stat等）の実データを
インターネットから取得する方法、実データの加工解析の
概要を学ぶ。【データを説明する方法】データの分布(ヒスト
グラム)と代表値、データのばらつきについて概説する。２変
数のデータの間の関係を調べるための散布図からわかるこ
と、相関と因果関係について学ぶ。データのグラフによる表
現について学ぶ。

教科書の第６講を読んでおく(90
分)。

授業に関連する教科書の範囲と
提示資料を復習し宿題を行う。
(90分)

第3回

【ＡＩの手法１：教師あり学習（回帰）】ＡＩに含まれる分析技
術を理解する。機械学習の学習方式の違い（教師あり、教
師なし、強化学習）を理解する。このうち教師あり機械学習
の手法には回帰と分類があることを学ぶ。この中でまず回
帰分析とそれらの応用事例を学ぶ。

教科書の第５講の４のp74-p75,
第１４講の１,第１４講の２,第１４
講の６を読んでおく(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
提示資料を復習し宿題を行う。
(90分)

第4回

【ＡＩの手法２：教師あり学習（分類）】  
教師あり機械学習の分類を行う手法のひとつとしてよく用い
られるロジスティック回帰分析および決定木分析の概略を
理解する。機械学習の分類における結果の検証方法を学
ぶ。ＡＩで問題となる過学習について理解する。

教科書の第１４講の３のp216,第
１４講の４のp76-p77を読んでお
く(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
提示資料を復習し宿題を行う。
(90分)

第5回

【ＡＩの手法３ ：教師なし学習】
教師なし機械学習の手法のうち、クラスタリング、アソシエ
ーション分析(＝連関分析)について学ぶ。クラスタリングは
データを似たもの同士にグループ分けする手法であり、ここ
ではk-means法を紹介する。アソシエーション分析は同時
に購入される商品セットやその確率を算出してマーケティ
ング施策に活かすことができる手法である。
【ＡＩの手法４ ：ニューラルネットワーク】
ニューラルネットワーク、ディープラーニングの概略を学ぶ
。ディープラーニングによる画像認識の概略を理解する。

教科書の第１４講の３のp217,第
１４講の７のp233,第５講の４の
p226-p227を読んでおく(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
提示資料を復習し宿題を行う。
(90分)
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

100 宿題の提出と授業内における提出ファイルにより評価する。

その他 0 なし

教科書

はじめてのＡＩリテラシー／岡嶋裕史、吉田雅裕／技術評論社

参考文献

履修条件・留意事項等

第6回

【社会におけるＡＩの利活用の現場】
実際の事例を紹介しながら、データの有用性と人の価値観
を組み合わせたアプローチについて学ぶ。一般的なデー
タサイエンスのアプローチを通して業務改善を行った事例
や、それによる変化などを紹介する。
【実データを用いた解析と結果の共有・伝達方法】
データの共有・伝達に関して、FOOD & LIFE 
COMPANIES（スシロー）での事例を元
に、DWH『SnowFlake』でのデータ解析、共有、伝達の流れ
を紹介する。
【データ・AI利活用の最新動向】
最新のAI利活用事例として、『2023年はAIブーム』というテ
ーマの元、これからの社会の変化についての予測や代表
的なサービスやツールの紹介、技術の解説などを行う。

AIが社会において利活用されて
いる例を調べておく。また、クラ
ウドデータプラットフォームとはな
にかを調べておく(90分)

提示資料を復習し宿題を行う。
(90分)

第7回

【データを守るうえでの留意事項－情報セキュリティ・情報
倫理】情報化社会におけるデータの守り方である情報セキ
ュリティ、個人情報の保護、情報を扱う上での法規や倫理
について理解する
【データ・ＡＩを扱う上での留意事項１－ELSI、AIの公平性・
平等性】 すべての科学・技術に関する普遍的考え方であ
るELSI（Ethical：倫理的、Legal：法的、Social Issues：社会
的課題）について学ぶ。公平性、平等性を疎外するバイア
スとはなにか、どのようなバイアスがありどのような問題が生
じているのかについて学ぶ。

教科書の第７講の２のp99,第８
講を読んでおく(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
提示資料を復習し宿題を行う。
(90分)

第8回

【データ・ＡＩを扱う上での留意事項２ーAIの透明性・説明可
能性、ＡＩに関する社会的課題】 AIの透明性・説明可能性
がなぜ必要なのか、それを実現するための技術などについ
て学ぶ。また、ＡＩに関する様々な社会的課題（ＡＩにより人
間が支配される可能性、人間の仕事の激減、ＡＩによるトラ
ブルと責任の所在、ビッグデータとプライバシー、ＡＩの創作
物に対する著作権）について学ぶ。

教科書の第７講を読んでおく(90
分)。

授業で行った全範囲について
復習し宿題を行う。(90分)

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

AIリテラシーの教科書／浅岡伴夫他／東京電機大学出版局
Python３年生機械学習のしくみ／森巧尚／翔泳社
Q&A ＡＩの法務と倫理／古川直裕他／中央経済社
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なし

備考欄
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 教養科目　自然と科学

科目名 ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 1

担当教員 松岡　審爾

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

数理・データサイエンス・AI実践

1年 2024年度後期

数理・データサイエンス・ＡＩへの関心を高め、それを適切に理解し活用する基礎的な能力を養うための科目である。理学療法学専攻のディプロ
マ・ポリシー「医療・保健・福祉の多様な問題を総合的に把握し、データを分析し解決できる能力を身につけている」と関係がある科目である。作
業学療法学専攻のディプロマ・ポリシー「医療・保健・福祉の多様な問題を総合的に把握し、データを分析し解決できる能力を身につけている。
」「科学的根拠に基づいた作業療法の実践のために必要な問題探求力と問題解決思考を身につけている。」と特に関係がある科目である。看
護学科のディプロマ・ポリシー「看護学の本質を理解するために必要な、文理横断的かつ学際的な知識と論理的な思考力を有し、看護を取り巻
く状況の変化に柔軟に対応できる。」と特に関係があり、「グローバル化の進展を視野に入れつつ、科学的思考と創造的思考で生涯にわたって
看護学と医療保健の質向上に貢献できる。」と関係がある科目である。地域未来学科の「地域社会のデジタル化等の変化に適応しながら、地域
の特性を踏まえた教育の在り方について考究し、地域の未来を担う人づくりに貢献できる」と特に関係がある科目である。

表計算ソフトやプログラミング言語であるPythonを用いて、インターネットから情報を取得してその特徴をとらえる方法、およびデータサイエンス
で用いられるＡＩの手法を駆使してデータを分析する方法を習得する。

インターネットから目的とするデータを取得することができる。
データを分析できる形に整えることができる。
データの基本統計量の計算や可視化を行うことによりデータを読みとることができる。
データの特徴を説明することができる。
任意のデータファイルを読み込み、機械学習の教師あり学習の回帰、分類の手法でデータを分析することができる。

各人がパソコンを操作してExcelやPythonを実際に動かしながら学習してゆく（全８回）。説明部分はパワーポイント等を用いて講義形式ですす
める。

Google Formのテスト作成機能を用いて、宿題を出題する（全８回）。パソコンを用いた演習を行う（全８回）。
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課題に対するフィードバックの方法

フィードバックとして宿題の正解を表示するとともに、宿題と同時に提出された質問事項に答える。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

【データの取得】 e-Statを利用してインターネットからデー
タを取得する実践を行う。
【データを扱う方法】取得されたデータを分析できる形に整
える方法を習得する。
【データを読む方法】データの特徴を得るために表計算ソ
フトの分析ツールを用いて基本統計量（代表値の計算、デ
ータのばらつき（分散、標準偏差））を実際に計算する。デ
ータの分布を表すヒストグラムの作成法を習得する。

教科書の第６講の２を復習
し、Excelで基本統計量を求める
方法を調べておく(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
提示資料を復習し宿題を行う。
(90分)

第2回

【表計算ソフトを用いたデータの可視化による説明】グラフ
によるデータの表現を概観する。特に２変数のデータの間
の関係を調べるために、表計算ソフトを用いた散布図の作
成、相関係数の計算、および散布図から単回帰式を求め
る方法を習得する。また、分類の様子を概観するための層
別散布図の作成方法を習得する。
【クロス集計】ピボットテーブルを活用してクロス集計を行う
方法を習得する。

教科書の第６講の４を復習して
おくExcelによる散布図の作成、
ピボットテーブルの作成方法を
調べておく(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
提示資料を復習し宿題を行う。
(90分)

第3回

【ＡＩ開発を行う道具・Python入門】Google Colaboratoryを
用いてプログラム言語であるPythonを実行する方法を習得
する。
【プログラミングの基本1】Python言語を用いて、プログラミン
グの基本である３つの処理（順次処理、条件分岐、反復処
理）のうち順次処理、条件分岐を体験する。

教科書の第１１講の４～６を読ん
でおく(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
提示資料を復習し宿題を行う。
(90分)

第4回

【プログラミングの基本2】Python言語を用いて、プログラミン
グの基本である３つの処理（順次処理、条件分岐、反復処
理）のうち反復処理を体験する。
【Google Colaboratory上でのファイル読み込み】Google 
ColaboratoryにExcel形式やcsv形式のファイルを読み込み
データを使用できるようにする方法を習得する。
【Pythonを用いてデータを読み説明する方法】Pythonを用
いた代表値の計算、データの分布やばらつき、２変数の相
関を調べる方法を習得する。Python用のMatplotlibというラ
イブラリーを用いてデータの可視化の方法を習得する。

教科書の第１１講の７と第１２講
の３～４を読んでおく(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
提示資料を復習し宿題を行う。
(90分)

第5回

【機械学習 教師あり学習（回帰）】回帰分析の概要を復習
したのち重回帰において説明変数が量的変数の場合に限
らず説明変数にダミー変数を含む場合の意味について学
習する。表計算ソフトの分析ツールやPythonを用いて実際
に回帰分析（単回帰、重回帰）を行う方法を習得するととも
に、その活用法を学習する。

教科書の第１４講の６を読んで
おく(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
提示資料を復習し宿題を行う。
(90分)
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担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

100 宿題の提出と授業内における提出ファイルにより評価する。

その他 0 なし

教科書

はじめてのＡＩリテラシー／岡嶋裕史、吉田雅裕／技術評論社（後期「数理・データサイエンス・ＡＩ入門」の教科書）

参考文献

履修条件・留意事項等

第6回

【機械学習 教師あり学習（分類）】 Pythonのscikit-learnと
いうライブラリーを用いて、分類を行うロジスティック回帰分
析、決定木分析、ランダムフォレストなどの特徴を理解し、
それらの実装を体験する。

教科書の第1４講の５を読んでお
く(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
提示資料を復習し宿題を行う。
(90分)

第7回

【機械学習 教師なし学習】多くの変数を少数の合成変数に
まとめる手法である主成分分析について理解し、Pythonの
scikit-learnを用いて主成分分析後の分類（ロジスティック
回帰など）を体験する。また、k-means法によるクラスタリン
グを体験する。
【ニューラルネットワークを体験する】 ニューラルネットワー
ク、ディープラーニングの概要を復習したのち、さらに詳細
な理解をするためにA Neural Network Playgroundを用い
てニューラルネットワークにおける隠れ層の意味、活性化
関数、過学習と正則化、ハイパーパラメータについて学習
する。

主成分分析およびクラスタリング
手法であるk-means法について
調べておく。教科書の第５講の４
のp.76,p.77を復習しておく(90分
)。

授業に関連する教科書の範囲と
提示資料を復習し宿題を行う。
(90分)

第8回

【Pythonによるニューラルネットワークの実装】Pythonの
Kerasというライブラリーを用いてニューラルネットワークを実
装する方法を習得する。
【データの分析実習】これまでに習得した機械学習の手法
を用いてデータを分析する実習を行う。

教師あり学習における分類の各
手法の特徴およびニューラルネ
ットワークにおける隠れ層の意
味、活性化関数、過学習と正則
化、ハイパーパラメータについて
これまで習ったことを復習してお
く。

授業で行った全範囲について
復習し宿題を行う。(90分)

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

AIリテラシーの教科書／浅岡伴夫他／東京電機大学出版局
Python３年生機械学習のしくみ／森巧尚／翔泳社
Q&A ＡＩの法務と倫理／古川直裕他／中央経済社
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備考欄

CL教室にてGoogleアカウントでログインができるようにID、パスワードがわかるようにしておいて下さい。
教科書は他の教科でも使用しているものなので、重複して購入しないように注意してください。
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 教養科目　自然と科学

科目名 物理学 ナンバリング 1152

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 松岡　審爾

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

科学的知識を学ぶことにより、幅広く教養を身につけるための科目である。
「運動学Ⅰ」(理学、作業)、「運動学Ⅱ」(理学、作業)、「物理療法学Ⅰ」(理学)、「物理療法学Ⅱ」(理学)、「物理療法学演習」(理学)と連携してい
る教養科目である。
看護学科のディプロマ・ポリシー「看護学の本質を理解するために必要な、文理横断的かつ学際的な知識と論理的な思考力を有し、看護を取り
巻く状況の変化に柔軟に対応できる。（思考・判断・表現）」と特に関係がある科目である。
理学療法学専攻のディプロマ・ポリシー「理学療法を行うための基本的な専門的知識・技術を身につけている。(知識・理解)」と特に関係がある
科目である。
作業療法学専攻のディプロマ・ポリシー「幅広く教養を高め、豊かな人間性と高い倫理観、社会変化への適応力を持ち、作業療法学の持続的
な発展に貢献して社会を支えることができる。(関心・意欲・態度)」と関係がある科目である。

物理学は広範な自然現象を統一的に理解しようとするものであり、全ての自然科学の基礎をなしている。ここでは、生体力学や運動学の基礎と
なるニュートン力学および熱力学の基本的な考えや電磁気学の基礎法則を理解し、剛体の力学、変形体の力学および生体組織の力学的性質
および電気、電磁波、超音波の性質や生体作用について学習する。

１．ニュートンの法則にもとづいて運動方程式を記述し、物体の運動を求めることができる。
２．力のモーメントを用いて剛体のつりあいの式を記述できる。
３．変形する物体の力学的性質や波動の性質について説明できる。
４．仕事とエネルギー、力学的エネルギー保存の法則、熱エネルギーについて説明できる。
５．電磁現象の概略（電気力や磁力の原因、電磁誘導、電磁波の性質）を説明できる。

パワーポイントと配布印刷物を用いて講義形式ですすめる。
理解度確認テストを実施するとともに、コメントを書かせる（全１５回）。
毎回の内容について宿題を課す（1回目～１４回目）。
9回目と15回目に試験を実施する。
フィードバックとして理解度確認テストと宿題の解説を行う。

Google Formのテスト作成機能を用いて、確認テストと宿題として練習問題を提供し自主学習を促す。
授業の動画（パワーポイントの説明に音声を入力したもの）をGoogle Classroomにアップし復習に活用できるようにする。
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課題に対するフィードバックの方法

フィードバックとして理解度確認テストおよび宿題の解説を行う。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

はじめに  物理学で用いられる単位系について学ぶ。
力学1  【運動の記述】 直線上を運動する物体の速度、加
速度の計算方法を習得する。また、平面上の運動における
物体の位置の表しかた、速度と速さの違いを理解する。

教科書のp5、p9～
p10、p12、p14、p19、p25～p28
を読んでおく(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
配布資料を復習し宿題を行う(90
分)。

第2回

力学2 【運動の記述】平面上の運動における物体の加速度
の向きを知る方法を理解する。【ニュートンの運動の法則】 
ニュートンの運動の３法則である慣性の法則、運動の法則
(F＝ma)および作用反作用の法則を理解する。
・物体に働く力の矢印の書き方を習得する。
・等速円運動する物体に働く力の向きを理解する。

教科書のp29、p34～p37、p39～
p40、p73～p75を読んでおく(90
分)。

授業に関連する教科書の範囲と
配布資料を復習し宿題を行う(90
分)。

第3回

力学3 【ニュートンの運動の法則の応用】 ・地球上の物体
に働く重力と落下運動について理解する。・床等に置かれ
た物体が静止するために垂直抗力が働くことが必要なこと
を理解する。物体の運動方程式を立てることによって、物
体に働く力や加速度を求める方法を習得する。・平面にお
ける運動式を理解する。

教科書のp41,p43, p46～p47を
読んでおく(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
配布資料を復習し宿題を行う(90
分)。

第4回

力学4 【ニュートンの運動の法則の応用】・力の合成と分解
を理解する。・静止摩擦力、最大摩擦力、動摩擦力のちが
いを理解する。・垂直抗力と摩擦係数から最大摩擦力、動
摩擦力を計算する方法を習得する。斜面上の物体の運動
方程式を立てる方法を習得する。

教科書のp42～p43、p45下半分
、p48～p50を読んでおく(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
配布資料を復習し宿題を行う(90
分)。

第5回

力学5 【剛体の力学】 ・大きさがあるが変形しないというモ
デルである「剛体」の概念を理解する。物体の回転状態を
変化させる作用である力のモーメントの計算方法を習得す
る。力のモーメントをもとにして重心という概念を理解できる
こと、また重心の位置を計算する方法を習得する。

教科書のp42、p51を読んでおく
(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
配布資料を復習し宿題を行う(90
分)。
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

力学6 【剛体の力学】 ・剛体の力学―剛体が回転せずに
つりあうための条件を理解し、これに基づいて剛体に働く
力を求める方法を習得する。 
【仕事とエネルギー】仕事と仕事率の定義を理解する。

教科書のp44～p45、p52～p53、
p59～p62を読んでおく。(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
配布資料を復習し宿題を行う(90
分)。

第7回

力学7 【仕事とエネルギー】 ・重力の位置エネルギー、運
動エネルギーの計算方法を習得する。・仕事と運動エネル
ギーとの関係から力学的エネルギー保存則が導かれること
を理解する。・力学的エネルギー保存の法則を用いて運動
する物体の速さを求める方法を習得する。・より広い意味の
エネルギー保存則を理解する。
【慣性力】・非慣性系における、みかけの力（慣性力）を学
び、遠心力が慣性力であることを理解する。

教科書のp62～p66、p93を読ん
でおく。(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
配布資料を復習し宿題を行う(90
分)。

第8回

力学8 【変形する物体の静力学】 ・力を加えると変形するが
、力を取り除くと元に戻る性質をもつ物体を弾性体という。
弾性体のひずみが小さいとき、弾性体の変形のもととなる
応力はひずみに比例する。このときの比例定数が弾性定
数であり、これを用いて物体の変形量を計算する方法を習
得する。また、いくつかの弾性率（ヤング率、剛性率）の違
いを知る。

教科書のp101～p104を読んで
おく。(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
配布資料を復習し宿題を行う(90
分)。

第9回

力学9【流体の力学】 ・流体の力学―流体とはなにか、また
その圧力の特徴を理解する。流体の密度や、ある深さにお
ける流体の圧力の計算方法を習得する。粘性がずれ応力
であることを理解する。
★授業の１回目から７回目の内容を範囲とした試験を行う。

教科書のp95～p101、p104～
p108を読んでおく。(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
配布資料を復習し宿題を行う(90
分)。

第10回

【波動】 ・波の表し方および波の基本式を理解する。・正弦
波が波の基本的な形であることを理解する。・波の干渉と回
折について理解する。・弦に生じる定在波の固有振動の計
算を修得する。・超音波の性質を学ぶ。

教科書のp114～p124を読んで
おく。(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
配布資料を復習し宿題を行う(90
分)。
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

電磁気学1 【電気力】 ・電気現象を引き起こす電荷につい
て理解する。・真空中の電荷の間に働く力である電気力（ク
ーロン力）の性質を学ぶ。電気力を働かせる空間である電
場の概念を理解する。電位の定義を理解し電位差と電気
量から電気力がした仕事量を計算する方法を習得する。・
電場によって物体表面に電荷が現れる現象である静電誘
導について理解する。

教科書のp158～p161、p162～
p171を読んでおく。(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
配布資料を復習し宿題を行う(90
分)。

第12回

電磁気学2 【電流・電気回路】 ・電流、電圧と電気抵抗との
間の関係であるオームの法則を理解する。・電力およびジ
ュール熱の計算し、抵抗の発熱量を計算する方法を習得
する。・交流による電力と実効値を理解する。・電荷を蓄え
る装置であるキャパシターの性質を理解する。・比誘電率
について理解する。

教科書のp161～p162、p164～
p165、p173～p175、p177～
p179、p182～p184、p206～p208
を読んでおく。(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
配布資料を復習し宿題を行う(90
分)。

第13回

電磁気学3 【磁場】 ・磁場の性質を理解する。・電流が磁場
を発生されることを知り、定常電流がどのような向きの磁場
を生じるかを理解する。・磁場中で運動する荷電粒子に働
くローレンツ力の向き、また磁場中で電流が流れている導
線に働く力を理解する。

教科書のp191～p199を読んで
おく。(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
配布資料を復習し宿題を行う(90
分)。

第14回

電磁気学4 【電磁誘導】 ・電磁誘導（ファラデーの法則）、
磁場が時間変化することにより電場が発生することを理解
する。・磁場中でコイルを動かすと、磁場が時間変化してい
なくてもコイルに電流が流れることを理解する。・電場の変
化によって磁場の発生することを理解する。・電磁波の発
生機序を理解する。

教科書のp199～p203、p212～
p214を読んでおく。(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
配布資料を復習し宿題を行う(90
分)。

第15回

【熱力学】 ・熱の移動方法は主に熱伝導、対流、熱輻射の
３つがある。このうち熱伝導の性質、熱輻射の性質を理解
する。
★授業の８回目から１４回目の内容を範囲とした試験を行う
。

教科書のp136～p144、 p147、 
p149～p150を読んでおく。(90分
)。

授業で行った全範囲について
復習しておく(90分)。
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0

その他 0

教科書

参考文献

医療系のための物理／佐藤幸一他／東京教学社

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

第３版 物理学入門 Web動画付／原康夫／学術出版図書

理学療法学専攻の学生は、運動学、物理療法学の基本となるので、高校で物理基礎のみ履修の学生,それすら未履修の学生は必ず履修する
こと。作業療法学専攻の学生は、運動学の基本となるので履修するとよい。看護学科、健康栄養学科の学生は専門に直結するわけではないの
で数理分野が得意で興味があれば履修してもよい。
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 教養科目　自然と科学

科目名 基礎化学 ナンバリング 1154

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 藤井　駿吾、佐々木　将太

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

化学的知識を学ぶことによって、幅広い教養を身に付けるための科目である。生化学、基礎栄養学などの科目に必要とされる基礎的知識を学
ぶ科目である。理学療法学科ではディプロマ・ポリシーの「理学療法を行うための基本的な専門的知識・技術を身につけている」と、作業療法学
科では「作業療法を実践するために必要な基本的知識を身につけている」と特に関連がある科目である。

私たちの身近に存在する物質や身の回りで起こる現象が、どのように化学と結びついているのかを理解するために、化学の基礎知識を習得す
る。
今後専門科目を履修していく上で、化学に関する基礎学力の不足によって支障が生じないように化学の基礎知識を習得する。特に、モル概念
、化学反応式の量的関係、濃度等の計算問題をしっかり理解する。

1. 原子の構造から、イオン、原子価を理解し、化学結合について説明できる。
2. 化学反応式の表す意味を理解し、反応式の量的関係の計算ができる。
3. 濃度計算ができる。（パーセント濃度、モル濃度）
4. 酸・塩基の定義を理解し、水素イオン濃度とｐＨの値を求めることができる。
5. 飽和炭化水素、特にアルカンの分子式、示性式、構造式を書くことができる。

パワーポイントによる講義形式で、必要に応じてプリント配布する。
理解度を確認するため、確認テストを実施する。

確認テストや、授業資料の配布にGoogleフォームやGoogle Classroomなどを使用する。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 佐々木　将太

担当教員 佐々木　将太

担当教員 佐々木　将太

担当教員 佐々木　将太

担当教員 佐々木　将太

Googleフォームによる確認テスト時は、回答送信後、得点および誤答に対する解説を返信する。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

（佐々木）
・オリエンテーション  
・原子の構造について学習する
・電子配置について学習する。

「原子核」、「電子」、「陽子」、「
中性子」、「質量数」などの化学
用語及び電子配置図について
調べておく。（90分）

講義中に出題された問題を、自
分の力で再度解答する。電子配
置図を正確に書けるようにする。
（90分）

第2回

（佐々木）
・イオンについて学習する。
・電子式の書き方について学習する。（有機化学の分野で
も使用）
・化学結合について学習する。
 (1) イオン結合
  (2) 共有結合（同種原子）

イオン結合、共有結合について
調べておく。
「電子式」「構造式」の書き方に
ついて調べておく。(90分）

「電子式」「構造式」を確実に書
くことができる。
化学式の表記の仕方を確実なも
のにする。（90分）

第3回

（佐々木）
・化学結合について学習する。
  (3)共有結合（異種原子）
・化学式の読み方について、別紙プリントを配布して学習
する。
・分子量の求め方を学習する。

「共有結合」特に単結合、二重
結合について、調べておく。
分子量の求め方を調べておく。
（90分）

「共有結合」について、説明でき
るようにする。化学式が確実に
読め、かつ書くことができ,分子
量を求めることができる。(90分）

第4回

（佐々木）
・物質量（モル）の概念について学習する。
・物質量（モル）の求め方について学習する。

「アボガドロ数」と「モル」の計算
上での関係を調べておく。（90
分）

講義で出題された問題を復習
することで、考え方、求め方を確
実なものにする。(90分）

第5回

（佐々木）
・化学反応式の量的関係について学習する。
 （化学反応式を使った計算問題を解く）

化学反応式の係数が持つ意味
について、計算にどのような使
い方をするか確認しておく。(90
分）

「モル」「体積」「アボガドロ数」「
分子量」の相互関係を確実に理
解し、計算で求めることができる
。（90分）
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担当教員 藤井　駿吾

担当教員 藤井　駿吾

担当教員 藤井　駿吾

担当教員 藤井　駿吾

担当教員 藤井　駿吾

第6回

（藤井）
・質量パーセント濃度についてしっかり学習する。

質量パーセント濃度の求め方に
ついて、高校時の教科書、参考
書等で事前に確認しておく。（90
分）

講義中に出題された問題や配
布プリントを必ず復習し、自力で
問題を確実に解くことができる。
（90分）

第7回

（藤井）
・モル濃度についてしっかり学習する。
    (1) 固体   (2)液体

モル濃度の求め方について、高
校時の教科書、参考書等で事
前に確認しておく。（90分）

講義中に出題された問題や配
布プリントを必ず復習し、自力で
問題を確実に解くことができる。
（90分）

第8回

（藤井）
・酸と塩基について学習する。
・中和反応について学習する。

中和滴定を利用して、濃度の求
め方を確認しておく。
特に、食酢中の酢酸の定量に
ついて確認しておく。(90分）

講義中に出題された問題や配
布プリントを必ず復習し、自力で
問題を確実に解くことができる。
（90分）

第9回

（藤井）
・水素イオン濃度について学習する。
・酸化・還元について学習する。

水素イオン濃度とｐＨの関係に
ついて調べておく。
酸化か還元かの判定方法につ
いて事前に調べておく。(90分)

講義中に出題された問題を復
習し、ｐＨと水素イオン濃度の関
係を理解する。
酸化・還元の判断も確実にでき
る。（90分）

第10回

（藤井）
・有機化合物の歴史について学習する。
・有機化合物（炭化水素化合物）の分類について学習する
。
・有機化合物の表し方（分子式、示性式、構造式）について
学習する。

「分子式」「示性式」「構造式」の
表し方の違いについて事前に調
べておく。（90分）

簡単な有機化合物の「示性式」「
構造式」を書くことにより、違いを
確認し分類できる。(90分）
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担当教員 藤井　駿吾

担当教員 藤井　駿吾

担当教員 藤井　駿吾

担当教員 藤井　駿吾

担当教員 藤井　駿吾

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

（藤井）
・飽和炭化水素のアルカンについて学習する。
  （1）アルカンの性質 (2)アルカンの反応 (3)構造異性体

身近に存在する有機化合物で
ある「アルカン」の性質、特徴及
び用途について調べておく。(90
分）

講義の内容を復習し、特に構造
異性体の構造式を確実に書くこ
とができる。（90分）

第12回

（藤井）
・IUPAC命名法について学習する。
・不飽和炭化水素（アルケン）について学習する。
 (1)アルケンの性質 (2)アルケンの反応

IUPAC命名法、アルケンの性質
、特徴及び付加反応について
事前に調べておく。(90分）

IUPAC命名法を用いて確実に
物質名を答えることができる。付
加反応について理解する。(90
分)

第13回

（藤井）
・アルコールについて学習する。
 (1)アルコールの利用方法  (2)アルコールの分類  (3)アル
コールの命名法  (4)線描構造式

基本的なアルコールである「メタ
ノール」「エタノール」「プロパノ
ール」について調べておく。(90
分）

講義内容を復習し、「アルコール
の酸化」「アルコールの命名法」
等自分の言葉で説明することが
できる。(90分）

第14回

（藤井）
・芳香族炭化水素について学習する。
  (1)歴史  (2)構造異性体・命名法  (3)置換反応

「芳香族炭化水素」の構造の特
徴や構造異性体について調べ
ておく。(90分）

講義の中で出題された問題をし
っかり復習し、構造異性体、置
換反応について、説明すること
ができる。(90分）

第15回

（藤井）
・身の回りに存在する芳香族炭化水素について学習する。

身の回りに存在する代表的な芳
香族炭化水素について調べて
おく。(90分）

生活環境の中に多くの有機化
合物が存在することを知ることに
より、今後の生活での意識改革
に繋がるとよい。(90分）
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0

その他 0

教科書

特に指定しない。

参考文献

高校で使用した「教科書」または「参考書」があれば良い。

履修条件・留意事項等

特になし。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 教養科目　外国語

科目名 英語Ⅰ ナンバリング 1170

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 Patrick Hall

授業の位置づけ

グ ローバ ル 化 の 進 展 を 視 野 に 入 れ つ つ、生 涯に わ た り 医 療 ・ 保 健 の 質 の 向 上 に 貢 献 す る こと が で き る

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

If needed, this class may utilize Google Classroom as a Learning Management System (LMS).

実務経験のある教員の教育内容

Not Applicable

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

本科目では、英語のリスニング、スピーキング、リーディング、ライティング、プレゼンテーションのスキルを習得する。これらのスキルは、英語で効
果的にコミュニケーションを行うために必要であり、講義は参加型の学習スタイルを取る。ネイティブスピーカーと英語を話す機会を得るとともに、
第2言語として英語を話す機会が提供される。

Students will practice everyday English skills needed for basic interpersonal communication. Focus will be on speaking, listening, and reading, 
and being able to describe basic things, ask and answer questions, explain and react appropriately, using good, clear, basic grammar 
constructions. Although the broad focus is general skills, attention will also be given to interacting with patients in a medical setting. (i.e. 
greeting patients, asking about their condition, giving instructions, etc.)

This is a lecture class where students will listen to the teacher's instruction and do exercises from the textbook. Based upon the activity, 
student will engage in pair-work, groupwork as well as work individually on various tasks.
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課題に対するフィードバックの方法

The teacher will give feedback by explaining the answers of the exercises, commenting on students' performance, and grading assignments.

授業計画 学習内容

Class intro, syllabus, Unit 0

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

Go over syllabus and Unit 0 
vocab (25 minutes)

Prepare Unit 1 p.12-16, p.I 
(20minutes)

第2回

Unit 1 Part I p. 12-16: Introducing self, giving and getting 
information from patients or others

Review Unit 1 part I p. 2-16 
vocabulary and concepts 
(25minutes)

Please read and prepare Unit 2, 
p.20-24 (20 Min)

第3回

Unit 1 Part II p.17-19: Introducing self, giving and getting 
information from patients or others

Review unit 1 vocabulary and 
concepts (25minutes)

Please read and prepare Unit 2, 
p.20-24 (20 Min)

第4回

Unit 2, Part I p.20-24: Describing people,  Be vs. Have 
grammar point, medical conditions

Review unit 2 p.20-24 
vocabulary and concepts 
(25minutes)

Please read and prepare Unit 2 
Part II (p.25-27) (20 Min)

第5回

Unit 2, Part II p.25-27: Describing people,  Be vs. Have 
grammar point, medical conditions

Review unit 2 vocabulary and 
concepts (25minutes)

Please read and prepare Unit 3 
(p28-32) (20 Min)
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担当教員

Prepare for Test!! (25minutes)

担当教員

Midterm

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

Unit 3, Part I p28-32: Schedules and routines.  Making 
appointments with patients

Review unit 3 (p28-32) 
vocabulary and concepts 
(25minutes)

Please read and prepare Unit 3 
Part II (p33-35) (20 Min)

第7回

Unit 3, Part II p33-35: Schedules and routines.  Test 
Prep.

Review vocabulary and concepts 
(20 Min)

第8回

Review concepts you had 
trouble with on test (25 Min)

Prepare for Unit 4 Part I, p. 36-
40 (20 Min)

第9回

Unit 4, Part I, p36-40: Describing basic physical things 
and relations (there is/there are etc.)

Review unit 4 (p36-40) 
vocabulary and concepts 
(25minutes)

Please read and prepare p41-43 
(20 Min)

第10回

Unit 4 Part II, p41-43: Describing basic physical things 
and relations (there is/there are etc.)

Review unit 4 vocabulary and 
concepts (25minutes)

Please read and prepare Unit 5, 
p.44-48 (20 Min)
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担当教員

担当教員

Unit 6, Part I, p52-56: Describing past actions.

担当教員

担当教員

Final exam

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

Unit 5 Part I, p.44-48: Giving and receiving directions, 
use of basic prepositions. Room Picture activity.

Review unit 5 p. 44-48 
vocabulary and concepts 
(25minutes)

Please read and prepare Unit 5 
Part II (p.49-51) (20 Min)

第12回

Unit 5 Part II, p.49-51: Giving and receiving directions, 
use of basic prepositions. Room Picture activity.

Review unit 5 (p.49-51) 
vocabulary and concepts 
(25minutes)

Please read and prepare Unit 6 
(p.52-56) (20 Min)

第13回

Review Unit 6 (p.52-56) (25 
Min)

Please read and prepare Unit 6 
Part II (p57-59) (20 Min)

第14回

Unit 6, Part II, p57-59: Describing past actions.  Side by 
Side activity: Explaining a visit to a doctor’s office in 
present and past tense.  Test prep.

Review Units 4-6 thoroughly!! 
25 minutes Minimum!

Prepare for final exam!! 90 
minutes or more!

第15回

Be sure all assignments have 
been completed and given to 
the teacher (20 minutes)

If you have any makeup work or 
late assignments, complete them 
and send to Professor (25 
minutes, if necessary)
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100

その他 0

教科書

参考文献

Handouts will be given in class

履修条件・留意事項等

please bring textbook, paper, pen or pencil, and previous handouts to each class

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

Midterm 30
Final 40
Attendance and participation, quizzes 30

English Firsthand, Fifth Edition
Written by March Helgesen, John Wiltshier, Steven Brown
Published by Pearson
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 教養科目　外国語

科目名 英語Ⅱ ナンバリング 1171

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 Walzem Allen George

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

If needed, this class may utilize Google Classroom as a Learning Management System (LMS).

実務経験のある教員の教育内容

Not applicable

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

地域社会の中核的コーディネーターとして、多様な主体とのつながりを生み出し、包摂的で持続可能な地域コミュニティを他者と共創できる（知
識・技能）」ことと関係がある科目である。

本科目では、高等学校での学習を基に比較的まとまりのある英文を正しく、丁寧に読み取ることを目的に、発音、語彙、語法、慣用的表現の解
説と訓練を行う。さらに、それらを用いて英語で自己表現することに慣れることを目的とする。

Students will continue to practice normal, daily-life English skills needed for basic interpersonal communication. Focus will be on speaking, 
listening, and reading, and being able to describe basic things, ask and answer questions, explain and react appropriately, using good, clear, 
basic grammar constructions. Although the broad focus is general skills, attention will also be given to interacting with patients in a medical 
setting. (i.e. greeting patients, asking about their condition, giving instructions, etc.)

This is a lecture class where students will listen to the teacher's instruction and do exercises from the textbook. Based upon the activity, 
student will engage in pair-work, groupwork as well as work individually on various tasks.
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課題に対するフィードバックの方法

The teacher will give feedback by explaining the answers of the exercises, commenting on students' performance, and grading assignments.

授業計画 学習内容

Class intro, syllabus, first grammar pattern

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

Go over syllabus, semester 1 
materials if needed (25 minutes)

Preview Unit 7, Part I, p60-64 
(20 Min)

第2回

Unit 7 Part I p60-64: I’d love that job.  Asking and 
answering questions about job skills. 20 questions for jobs 
game. Questions about job related stress and injuries.

Review unit 7 vocabulary and 
concepts (p60-64) (25minutes)

Please read and prepare Unit 7 
Part II, p65-67 (20 Min)

第3回

Unit 7 Part II p65-67 : I’d love that job.  Asking and 
answering questions about job skills. 20 questions for jobs 
game. Questions about job related stress and injuries.

Preview Unit 8, Part I, p6-72 
(25 minutes)

Please read and prepare Unit 2, 
p.20-24 (20 Min)

第4回

. Unit 8 Part I, p68-72: Talking about opinions and making 
plans. Describing people and activities in present 
progressive tense.

Review unit 8 Part I, p68-72, 
vocabulary and concepts 
(25minutes)

Please read and prepare Unit 
Part II, p73-75 (20 Min)

第5回

Unit 8 Part II, p73-75: Talking about opinions and making 
plans. Describing people and activities in present 
progressive tense.

Review unit 8 part II (p73-75) 
vocabulary and concepts 
(25minutes)

Please read and prepare Unit 9, 
Part I, p76-80 (20 Min)
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担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

Midterm exam Go over exam materials

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

第6回

Unit 9 Part I p76-80 : What are you going to do? Future 
plans, including patient scheduling.

Review unit 9, p76-80 
vocabulary and concepts 
(25minutes)

Please read and prepare Unit 9 
Part II, p81-83 (20 Min)

第7回

Unit 9 Part II p81-83: What are you going to do? Future 
plans, including patient scheduling.

Prepare for midterm exam!! (as 
much time as you need, but 
probably over 1 hour)

Review vocab, grammar, 
concepts from Units 6-9 (as 
long as needed)

第8回

Prepare for Unit 10, Part I, 
p.84-88

第9回

Unit 10 Part I, p84-88 : Using intensives and intensifier, 
comparing things (-er, est, etc.)

Review unit 10 p84-88 
vocabulary and concepts 
(25minutes)

Please read and prepare Unit 10 
part II, p89-91 (20 Min)

第10回

Unit 10 part II, p89-91 : Using intensives and intensifier, 
comparing things (-er, est, etc.)

Review unit 10 vocabulary and 
concepts (25minutes)

Please read and prepare Unit 
11, Part I, p92-96 (20 Min)
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担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

Final exam

担当教員 Walzem Allen George

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

Unit 11, Part I, p92-96 : Giving and following instructions. 
Telling a patient about exercise, therapy, or other 
activities.

Review unit 11 Part I, p92-96, 
vocabulary and concepts 
(25minutes)

Please read and prepare Unit 
11, Part II, p97-99 (20 Min)

第12回

Unit 11, Part II, p97-99 : Giving and following 
instructions. Telling a patient about exercise, therapy, or 
other activities.

Review unit 11 vocabulary and 
concepts (25minutes)

Please read and prepare Unit 
12, Part I, p100-104 (20 Min)

第13回

Unit 12, Part I, p100-104: Small talk about interests and 
activities, giving and receiving professional opinions.

Review unit 12 Part I (p100-
104) vocabulary and concepts 
(25minutes)

Please read and prepare Unit 
12, Part II, p105-107 (20 Min)

第14回

Unit 12, Part II, p105-107 : Small talk about interests and 
activities, giving and receiving professional opinions.

Review Units 10-12 thoroughly! 
Study notes given by teacher 
during classes, and especially 
during week 14! (2 or more 
hours!)

Prepare for final exam !! (as 
much time as you need)

第15回

Be sure all assignments have 
been completed and given to 
the teacher (20 minutes to 
check, if necessary)

If you have any makeup work or 
late assignments, complete them 
and send to Professor Walzem 
(20 minutes, or as long as 
needed)
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100

その他 0

教科書

参考文献

Handouts will be given in class

履修条件・留意事項等

Not applicable.

備考欄

Please bring textbook, pen or pencil, and paper to every class

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

Midterm 30
Final 40
Attendance and participation, quizzes 30

English Firsthand,
 Fifth Edition
Written by March Helgesen, John Wiltshier, Steven Brown
Published by Pearson
2018
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 教養科目　外国語

科目名 英語Ⅲ ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 Joseph S Tomasine

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

This course utilizes a variety of learning structures, including teacher-directed instruction, task-based group work and individualized work.

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度前期

学生の「関心・意欲・態度」の形成を図り、グローバル化の進展を視野に入れつつ、生涯にわたり医療・保健の質の向上に貢献することができる
人を育てる科目として位置付けられる。

これまで学んだことの総括として、健康・医療・食品・教育 などに関するテーマの英文に触れ、与えられた課題について短 いレポートを書いたり
、実践的な会話を行える能力を養う。

By the end of this course, students will be able to plan future English language learning using authentic written material from their specialty 
area.

The course utilizes the learning management system Google Classroom as well as the associated multimedia tools for creating documents 
(Google Docs), presentations (Google Slides), and synchronous online meetings (Google Meets).

The instructor has a Masters of Arts in Teaching with a speciality in Teaching English to Speakers of Other Languages, as well as 15 years of 
teaching experience in the classroom.
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

Feedback will be given on each individual assignment, at the end of each group work task and in response to each test; it will be given orally 
to groups and in writing to individuals.

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

(1) Students will learn about the course, its methods and 
its assessments.
(2) Students will learn about the systems of language: 
phonetics, vocabulary, grammar, discourse

Students will read the syllabus, 
consider their goals for the 
course and prepare questions to 
ask the teacher. (45 minutes)

Students will re-read the 
syllabus, revise their goals for 
the course and review their 
notes from the lecture. (45 
minutes)

第2回

Students will experience a range of English language 
learning structures which they will rate and indicate their 
preferences for during the rest of the course.

(1) Students will reflect on their 
language learning history, their 
learning style and the learning 
structures they prefer.
(2) Students will select a news 
article in their specialty area, 
write a reflection and take notes 
on language systems. (45 
minutes)

(1) Students will respond to a 
survey about their preferences 
in learning structures.
(2) Students will review their 
notes from the lecture.
(3) Students will study 
vocabulary from their issue log. 
(45 minutes)

第3回

(1) Students will engage in fluency and meaning-focused 
learning activities  
(2) Students will participate in direct instruction on 
presentation skills (PT, OT or N)
(3) As necessary, students will take part in a student-led 
presentation
(4) Students will share their issue-logs with other students 
and the teacher

(1) Students will select a news 
article in their specialty area, 
write a reflection and take notes 
on language systems. (45 
minutes)

(1) Students will review their 
notes from the lecture.
(2) Students will study 
vocabulary from their issue log. 
(45 minutes)

第4回

(1) Students will engage in fluency and meaning-focused 
learning activities  
(2) Students will participate in direct instruction on 
presentation skills (OT)
(3) As necessary, students will take part in a student-led 
presentation
(4) Students will share their issue-logs with other students 
and the teacher

(1) Students will select a news 
article in their specialty area, 
write a reflection and take notes 
on language systems. (45 
minutes)

(1) Students will review their 
notes from the lecture.
(2) Students will study 
vocabulary from their issue log. 
(45 minutes)

第5回

(1) Students will engage in fluency and meaning-focused 
learning activities  
(2) Students will participate in direct instruction on 
presentation skills (PT, OT or N)
(3) As necessary, students will take part in a student-led 
presentation
(4) Students will share their issue-logs with other students 
and the teacher

(1) Students will select a news 
article in their specialty area, 
write a reflection and take notes 
on language systems. (45 
minutes)

(1) Students will review their 
notes from the lecture.
(2) Students will study 
vocabulary from their issue log. 
(45 minutes)
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担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

第6回

(1) Students will engage in fluency and meaning-focused 
learning activities  
(2) Students will participate in direct instruction on 
presentation skills (PT, OT or N)
(3) As necessary, students will take part in a student-led 
presentation
(4) Students will share their issue-logs with other students 
and the teacher

(1) Students will select a news 
article in their specialty area, 
write a reflection and take notes 
on language systems. (45 
minutes)

(1) Students will review their 
notes from the lecture.
(2) Students will study 
vocabulary from their issue log. 
(45 minutes)

第7回

(1) Students will engage in fluency and meaning-focused 
learning activities  
(2) Students will participate in direct instruction on report 
writing skills (paragraph structure).
(3) As necessary, students will take part in a student-led 
presentation
(4) Students will share their issue-logs with other students 
and the teacher

(1) Students will select a news 
article in their specialty area, 
write a reflection and take notes 
on language systems. (45 
minutes)

(1) Students will review their 
notes from the lecture.
(2) Students will study 
vocabulary from their issue log. 
(45 minutes)

第8回

(1) Students will engage in fluency and meaning-focused 
learning activities  
(2) Students will participate in direct instruction on report 
writing skills (essay structure).
(3) As necessary, students will take part in a student-led 
presentation
(4) Students will share their issue-logs with other students 
and the teacher

(1) Students will select a news 
article in their specialty area, 
write a reflection and take notes 
on language systems. (45 
minutes)

(1) Students will review their 
notes from the lecture.
(2) Students will study 
vocabulary from their issue log. 
(45 minutes)

第9回

(1) Students will engage in fluency and meaning-focused 
learning activities  
(2) Students will practice report writing (step 1: get ideas)
(3) As necessary, students will take part in a student-led 
presentation
(4) Students will share their issue-logs with other students 
and the teacher

(1) Students will select a news 
article in their specialty area, 
write a reflection and take notes 
on language systems. (45 
minutes)

(1) Students will review their 
notes from the lecture.
(2) Students will study 
vocabulary from their issue log.
(3) Students will prepare their 
report by getting ideas. (45 
minutes)

第10回

(1) Students will engage in fluency and meaning-focused 
learning activities  
(2) Students will practice report writing (step 2: rough 
draft)
(3) As necessary, students will take part in a student-led 
presentation
(4) Students will share their issue-logs with other students 
and the teacher

(1) Students will select a news 
article in their specialty area, 
write a reflection and take notes 
on language systems. (45 
minutes)

(1) Students will review their 
notes from the lecture.
(2) Students will study 
vocabulary from their issue log.
(3) Students will prepare their 
report by completing a rough 
draft. (45 minutes)
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担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

(1) Students will engage in fluency and meaning-focused 
learning activities  
(2) Students will practice report writing (step 3: revise)
(3) As necessary, students will take part in a student-led 
presentation
(4) Students will share their issue-logs with other students 
and the teacher

(1) Students will select a news 
article in their specialty area, 
write a reflection and take notes 
on language systems. (45 
minutes)

(1) Students will review their 
notes from the lecture.
(2) Students will study 
vocabulary from their issue log.
(3) Students will prepare their 
report by revising their rough 
draft (45 minutes)

第12回

(1) Students will engage in fluency and meaning-focused 
learning activities  
(2) Students will practice report writing (step 4: edit)
(3) As necessary, students will take part in a student-led 
presentation
(4) Students will share their issue-logs with other students 
and the teacher

(1) Students will select a news 
article in their specialty area, 
write a reflection and take notes 
on language systems. (45 
minutes)

(1) Students will review their 
notes from the lecture.
(2) Students will study 
vocabulary from their issue log.
(3) Students will prepare their 
report by editing their revised 
draft. (45 minutes)

第13回

(1) Students will engage in fluency and meaning-focused 
learning activities  
(2) Students will practice report writing (step 5: polish)
(3) As necessary, students will take part in a student-led 
presentation
(4) Students will share their issue-logs with other students 
and the teacher

(1) Students will select a news 
article in their specialty area, 
write a reflection and take notes 
on language systems. (45 
minutes)

(1) Students will review their 
notes from the lecture.
(2) Students will study 
vocabulary from their issue log.
(3) Students will complete their 
report by polishing their edited 
draft. (45 minutes)

第14回

(1) Students will engage in fluency and meaning-focused 
learning activities  
(2) As necessary, students will take part in a student-led 
presentation
(3) Students will share their issue-logs with other students 
and the teacher

(1) Students will submit their 
report. (45 minutes)
*Students will NOT prepare an 
issue log

(1) Students will review their 
notes from the lecture.
(2) Students will study 
vocabulary from their issue log. 
(45 minutes)

第15回

(1) Students will take their test.
(2) Students will receive feedback on their report.

(1) Students will prepare for 
their test.
(2) Students will self-assess 
their report. (45 minutes)
*Students will NOT prepare an 
issue log.

(1) Students will reflect on their 
performance on the test.
(2) Students will reflect on their 
performance on the report. (45 
minutes)
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100

その他 0

教科書

This class does not use a textbook.

参考文献

All materials will be distributed by the instructor.

履修条件・留意事項等

Not applicable.

備考欄

Not applicable.

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

Issue Log: 25% 
Presentation: 25%
Report: 25% 
Test: 25%
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 教養科目　外国語

科目名 中国語Ⅰ ナンバリング 1178

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 玉　珍

授業の位置づけ

初年度教育の一環として、これから専門領域を学習する心構えを養うための科目である。

授業の概要

到達目標

中国語の発音と基本文型を理解し、日常生活に必要な単語を応用して、身近な場面で使う表現を習得できるようになる。

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし。

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

中国語の発音をマスターする（ローマ字を見て発音できる、発音を聞いてローマ字に直せるようになる）ということは、中国語の基礎をマスターす
ることに等しい。この授業では、日本人の習慣を考慮した学習法により、効率的に中国語の発音をマスターすることを目指す。また、それと同時
に、基本的な語彙や、すぐに役に立つ会話句をも紹介し、中国語学習に対する興味を養うことも目指す。

読む、聞く、話す、書くの4方面を中心とした総合的な語学能力を育成するために、配布印刷物などの多様な方法を用いて、講義形式で授業を
進める。履修者の理解度によって、講義の内容と授業の進捗状況を微調整する可能性がある。

Google Classroomを用いる双方向授業を取り入れる。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

毎回授業開始時に配られるノートを兼ねたプリントの答えを記入して授業終了後に提出し、次回に返却されたものを見ながら重要点を復習する
。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション
中国語とは？ 予習・復習に何をすべきか、何に力をいれて
授業に臨むべきかなどを具体的に指示する。
発音①、四声、声調符号の付け方を中心にマスターする。

学習予定の部分（p.6-10）につ
いて、予習すること。(90分)

四声、声調符号の付け方につい
て復習すること。(90分)

第2回

発音② 単母音及び複母音を中心にマスターする。
単母音の違いを耳で聞いて区別できるようになり、実際に
発音できるようになる。
単母音をマスターした後に、２重母音、３重母音の複母音
について訓練する。

学習予定の部分（p.12-14）につ
いて、予習すること。(90分)

母音と声調を合わせて、正しく
発音できるように練習すること(90
分)

第3回

発音③ 子音（1）を中心にマスターする。
子音（声母）の音の違いを耳で聞いて区別できるようになり
、実際に発音できるようになる。また、中国語の有気音と無
気音の違いについては、徹底して発音訓練を行う。

学習予定の部分（p.16～18）に
ついて、予習すること。(90分)

子音と声調を合わせて、正しく
発音できるように練習すること。
(90分)

第4回

発音④ 子音（2）を中心にマスターする。
子音（声母）の音の違いを耳で聞いて区別できるようになり
、実際に発音できるようになる。

学習予定の部分（p.20～22）に
ついて、予習すること。(90分)

子音と声調を合わせて、正しく
発音できるよう復習すること。(90
分)

第5回

判断を表す“是”を使った表現をマスターする。
S＋“是”＋O
S＋“不是”＋O

学習予定部分（p.24～27）につ
いて、予習すること。(90分)

p.29の振り返りシートを完成する
こと。p.25の本文をよく読み、録
音し、次回授業前日までに提出
。(90分)
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

自分の名前や同級生の名前を中国語で表現し、相手の名
前を尋ねる表現をマスターする。
S（人）＋“叫”＋フルネーム
S（人）＋“姓”＋苗字

授業の前に学習予定の部分
（p.30～33）について、予習する
こと。(90分)

自分の名前や相手の名前を尋
ねる表現を復習すること（90分）

第7回

動詞を用いた最も基本的な文型と選択疑問文をマスター
する。

学習予定の部分（p.36～39）に
ついて、予習すること。(90分)

動詞を用いた基本的な文型と選
択疑問文について復習する（90
分）。

第8回

Ⅰ、二つ以上の動詞からなる文――連動文 Ⅱ、希望や願
望を表す助動詞“想”

学習予定の部分（p.42～45）に
ついて、予習すること。(90分)

講義で学んだ動詞を使って文を
作る練習をすること（90分）。

第9回

“有”を用いた文型をマスターする。
S＋“有”＋O
S＋“没有”＋O 
“在”と“有”を用いた文型の相違を確認し、マスターする。
S＋“在”＋場所
場所＋“有”＋S

学習予定の部分（p.48～51）に
ついて、予習すること。(90分)

講義内容の復習をし、p.53の振
り返りシートを完成すること（90分
）

第10回

Ⅰ、年月日、曜日の言い方
Ⅱ、助動詞“得”と“要”

学習予定の部分（p.54～57）に
ついて、予習すること。(90分)

講義内容を復習し、p.59の振り
返りシートを完成すること。（90分
）
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形容詞述語文と時刻の言い方をマスターする。

担当教員

中国語のお金の言い方と量詞について学ぶ。

担当教員

担当教員

担当教員

小テストを行う

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

学習予定の部分（p.60～63）に
ついて、予習すること。 (90分)

講義内容を復習し、p.65の振り
返りシートを完成すること。（90分
）

第12回

学習予定の部分（p.66～69）に
ついて、予習すること。 (90分)

講義内容を復習し、p.71の振り
返りシートを完成すること（90分）
。

第13回

Ⅰ、年齢の言い方と尋ね方
Ⅱ、前置詞“在”

学習予定の部分（p.72～75）に
ついて、予習すること。 (90分)

講義内容を復習し、p.77の振り
返りシートを完成すること。（90分
）。

第14回

Ⅰ、文末助詞の“了”
Ⅱ、動詞の重ね（AA A“ー”A “一下”）

学習予定部分（p.78～81）につ
いて、予習すること。(90分)

講義内容を復習し、p.83の振り
返りシートを完成すること。（90分
）。

第15回

学習した部分（第１課～14課）を
復習すること。(60分)

小テストの内容を確認すること。
(90分)
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0

その他 0

教科書

参考文献

授業中に適宜指示する。

履修条件・留意事項等

無断欠席は必ず減点要素になる。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

「いま始めよう！アクティブラーニング - 初級中国語」陳淑梅 (著), 張国璐 (著)
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 教養科目　外国語

科目名 中国語Ⅱ ナンバリング 1179

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 玉　珍

授業の位置づけ

初年度教育の一環として、これから専門領域を学習する心構えを養うための科目である。

授業の概要

到達目標

中国語の発音と基本文型をさらによく理解し、日常生活に必要な単語を応用して、身近な場面で使う表現を習得できるようになる。

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

（なし）

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

この授業では、前期に引き続き中国語の発音をマスターすることと同時に、基本的な語彙や、すぐに医療現場で役に立つ会話句をも紹介し、中
国語学習に対する興味を養うことも目指す。

・パワーポイントと配布印刷物を用いた方法で説明し、グループ学習を行う。
・小テストを行い、理解度を確認する。

Google Formのアンケート作成機能を用いて双方向授業を取り入れる。
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課題に対するフィードバックの方法

課題に対し、授業中に口頭や実演にてフィードバックする。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション（授業の進め方・参考図書について）
この講義における授業の進め方・評価の方法・習得できる
内容が理解できるようになる。

前期で学んだの中国語の発音・
文法・語彙を復習すること。（90
分)

講義で学んだ発音、文法、語彙
のまとめをすること（90分）

第2回

中国の医療保健制度や病院、西洋医学と中医学について
理解する
中国語の発音（声調、母音）習得できる

教科書ｐ.7-15を予習する（90分
）

教科書ｐ.9，12，16の練習問題
を完成する（90分）

第3回

第４課：自我介绍
第５課：医院指南
必要な常用単語、会話、文法をマスターする

教科書ｐ.17-23を予習する（90
分）

教科書ｐ.20，24の練習問題を完
成する（90分）

第4回

第6 課： 确门诊 认
第7 課：既往病史
必要な常用単語、会話、文法をマスターする

教科書ｐ.25-31を予習する（90
分）

教科書ｐ.28，32の練習問題を完
成する（90分）

第5回

第8 課： 断治诊 疗
第9 課：骨折 养疗
必要な常用単語、会話、文法をマスターする

教科書ｐ.33-39を予習する（90
分）

教科書ｐ.36，40の練習問題を完
成する（90分）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

第10 課： 症下对 药
第11 課：答疑解难
必要な常用単語、会話、文法をマスターする

教科書ｐ.41-47を予習する（90
分）

教科書ｐ.44，48の練習問題を完
成する（90分）

第7回

第12 課： 就预约 诊
第13 課：外科急诊
必要な常用単語、会話、文法をマスターする

教科書ｐ.49-55を予習する（90
分）

教科書ｐ.52，56の練習問題を完
成する（90分）

第8回

第14 課：住院生活
必要な常用単語、会話、文法をマスターする

教科書ｐ.57-59を予習する（90
分）

教科書ｐ.60の練習問題を完成
する（90分）

第9回

第15課：日常交际
必要な常用単語、会話、文法をマスターする

教科書ｐ.61-63を予習する（90
分）

教科書ｐ.64の練習問題を完成
する（90分）

第10回

第16課：康复出院
必要な常用単語、会話、文法をマスターする

教科書ｐ.65-67を予習する（90
分）

教科書ｐ.68の練習問題を完成
する（90分）

- 97 -



北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

常用表现
〈1〉日常寒暄
〈2〉院内 施设
必要な単語をマスターし、発音できるようになる

教科書ｐ.69-72を予習する（90
分）

授業中学んだ単語を記憶し、会
話を練習する（90分）

第12回

常用表现
〈3〉挂号候診
〈4〉身体部位
必要な単語をマスターし、発音できるようになる

教科書ｐ.73-76を予習する（90
分）

授業中学んだ単語を記憶し、会
話を練習する（90分）

第13回

常用表现
〈5〉病名症状
〈6〉 治问诊 疗
〈7〉注射点滴
必要な単語をマスターし、発音できるようになる

教科書ｐ.77-82を予習する（90
分）

授業中学んだ単語を記憶し、会
話を練習する（90分）

第14回

常用表现
〈8〉常规检查
〈9〉特殊检查
〈10〉住院出院
必要な単語をマスターし、発音できるようになる

教科書ｐ.83-88を予習する（90
分）

授業中学んだ単語を記憶し、会
話を練習する（90分）

第15回

常用表现
〈11〉付款窗口
〈12〉 房指南药
必要な単語をマスターし、発音できるようになる

小テスト

教科書ｐ.89-92を予習する
1－14回の授業で学んだことを
復習すること（90分）

授業で学んだ単語を使って簡
単な会話ができるように復習を
行う（90分）
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0

その他 0

教科書

看護・保健・医療スタッフの基礎中国語 著者：劉建

参考文献

指定しない

履修条件・留意事項等

備考欄

遅刻は減点の対象になるので注意すること。

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

遅刻は減点の対象になるので注意すること。
前期の中国語Ⅰを履修しているか、中国語の基礎をマスターしていることを前提とする。
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 教養科目　外国語

科目名 韓国語Ⅰ ナンバリング 1188

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 金　京室

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

・基本的には、パワーポイントと教科書を用いた方法で説明したのち、グループ学習を行う。

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

なし

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

ディプロマポリシーの「グローバル化の進展を視野に入れつつ、生涯にわたり医療・保健の質の向上に貢献することができる（関心・意欲・態度）
」「グローバル化の進展を視野に入れつつ、科学的思考と創造的思考で生涯にわたって看護学と医療保健の質向上に貢献できる。」と関連する
科目である。

国際社会で活躍するには何よりコミュニケーションの手段と しての外国語習得が不可欠である。韓国語Iでは、韓国語をは じめて学ぶ学生を対
象とした科目である。この科目では韓国語 の学習にとって大切な「読む、書く、話す、聞く」の四つの技 能を身につけ、その運用能力を養うこと
を目的に、まず韓国語 の文字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや発音の 基礎を学ぶ。

・韓国語の基礎的な読み・書きができる。
・韓国語で簡単な自己紹介ができる。

・Google formを用いた課題提出を行ってもらう。
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課題に対するフィードバックの方法

課題に対し、授業中に口頭や実演にてフィードバックする。

授業計画 学習内容

担当教員 金　京室

担当教員 金　京室

担当教員 金　京室

担当教員 金　京室

担当教員 金　京室

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション・ハングルについて
・ハングルの特徴について理解する

ハングル文字について確認して
おくこと（90分）

講義で配布した資料および教科
書を復習する（90分）

第2回

第１課  おはようございますー出会いⅠ
・韓国語で挨拶ができる
・韓国語の母音を発音・書くことができる

教科書p1-4を読んでおく（90分） 講義の資料および教科書p1-4
を復習する（90分）

第3回

第２課 おはようー出会いⅡ
・韓国語で挨拶ができる
・韓国語の子音を発音・書くことができる

教科書p5-8を読んでおく（90分） 講義の資料および教科書p5-8
を復習する（90分）

第4回

第３課 さようならー別れⅠ
・韓国語で挨拶ができる
・濁り音の理解・発音・書くことができる

教科書p9-12を読んでおく（90分
）

講義の資料および教科書p9-12
を復習する（90分）

第5回

第４課 明日またねー別れⅡ
・韓国語で挨拶ができる
・激音の理解・発音・書くことができる

教科書p13-16を読んでおく、発
音の練習をする（90分）

講義の資料および教科書p13-
16を復習する（90分）
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担当教員 金　京室

担当教員 金　京室

担当教員 金　京室

担当教員 金　京室

担当教員 金　京室

第6回

第1-4課のまとめと復習
・韓国語で挨拶ができる
・韓国語を発音・書くことができる
・小テスト①

教科書p1-16を読んでおく、発
音の練習をする（90分）

講義の資料および教科書p1-16
を復習する（90分）

第7回

第５課 これ、どうですか
・韓国語で尋ねる・答えることができる
・濃音を理解・発音・書くことができる

教科書p17-20を読んでおく、発
音の練習をする（90分）

講義の資料および教科書p17-
20を復習する（90分）

第8回

第６課 ありがとう
・韓国語で感謝を表現することができる
・半母音を理解・発音・書くことができる

教科書p21-24を読んでおく、発
音の練習をする（90分）

講義の資料および教科書p21-
24を復習する（90分）

第9回

第７課 ありがとうございます
・韓国語で丁寧に感謝を表現することができる
・パッチムを理解・発音・書くことができる

教科書p25-28を読んでおく、発
音の練習をする（90分）

講義の資料および教科書p25-
28を復習する（90分）

第10回

第８課 何ですか
・韓国語で質問することができる
・連音を理解・発音することができる
・数字を読むことができる

教科書p32-38を読んでおく、発
音の練習をする（90分）

講義の資料および教科書p32-
38を復習する（90分）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員 金　京室

担当教員 金　京室

担当教員 金　京室

担当教員 金　京室

担当教員 金　京室

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

第5-8課のまとめと復習
・韓国語で質問や答えができる
・韓国語を発音・書くことができる
・小テスト②

教科書p17-38を読んでおく、発
音の練習をする（90分）

講義の資料および教科書p17-
38を復習する（90分）

第12回

第９課 申し訳ありません
・韓国語で謝罪することができる
・弱音化・鼻音化Ⅰを理解・発音することができる

教科書p39-41を読んでおく、発
音の練習をする（90分）

講義の資料および教科書p39-
41を復習する（90分）

第13回

第１０課 私は山﨑未来です
・韓国語で自己紹介することができる
・助詞・疑問詞を理解・発音することができる

教科書p42-47を読んでおく、発
音の練習をする（90分）

講義の資料および教科書p42-
47を復習する（90分）

第14回

第１１課 誕生日はいつですか？
・韓国語で日付を理解・発音することができる
・韓国の記念日を発音することができる

教科書p48-51を読んでおく、発
音の練習をする（90分）

講義の資料および教科書p48-
51を復習する（90分）

第15回

第１－１１課のまとめと復習
・韓国語を発音・書くことができる
・簡単な会話ができる
・小テスト③

教科書p1-51を読んでおく、発
音の練習をする（90分）

講義の資料および教科書p1-51
を復習する（90分）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

100

その他 0 なし

教科書

コミュニケーション韓国語聞いて話そうⅠ 長谷川由起子 白帝社

参考文献

指定なし

履修条件・留意事項等

なし

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

筆記・口頭による復習テストで評価する（80％）・授業参加度（20％）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 教養科目　外国語

科目名 韓国語Ⅱ ナンバリング 1189

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 金　京室

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

なし

実務経験のある教員の教育内容

なし

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

ディプロマポリシーの「グローバル化の進展を視野に入れつつ、生涯にわたり医療・保健の質の向上に貢献することができる」「グローバル化の
進展を視野に入れつつ、科学的思考と創造的思考で生涯にわたって看護学と医療保健の質向上に貢献できる。」に関連する科目である。

韓国語Ⅱでは、韓国語Ⅰに引き続き、韓国語の文法や発音を学び、挨拶や自己紹介等の基礎的なコミュニケーションを学ぶことに加え、韓国
の社会や文化についての理解も深め、コミュニケーション能力および国際感覚を身につける。

・韓国語の基礎的な読み・書きができる。
・韓国語で簡単な会話ができる。

・基本的には、パワーポイントと配布印刷物を用いた方法で説明したのち、グループ学習を行う。
・小テストを行い、理解度を確認する。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

課題に対するフィードバックの方法

課題に対し、授業中に口頭や実演にてフィードバックする。

授業計画 学習内容

担当教員 金　京室

担当教員 金　京室

担当教員 金　京室

担当教員 金　京室

担当教員 金　京室

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション・第1～11課の復習
・第1～11課の復習を行う

第1～11課の復習しておくこと
（90分）

講義で配布した資料および教科
書を復習する（90分）

第2回

第１2課  なに学科ですかー所属と学年
・疑問詞を使うことができる
・助詞の表現ができる

教科書p52-55を読んでおく（90
分）

講義の資料および教科書p52-
55を復習する（90分）

第3回

第１３課 僕は音楽が好きです
・好みの表現ができる
・助詞の表現ができる

教科書p56-59を読んでおく（90
分）

講義の資料および教科書p56-
59を復習する（90分）

第4回

第14課 未来さんの携帯じゃありませんか
・指し示す言葉や所有・所属の表現ができる
・否定文が理解できる

教科書p60-63を読んでおく（90
分）

講義の資料および教科書p60-
63を復習する（90分）

第5回

第15課 彼女いますか？
・存在表現ができる
・丁寧語・助詞の表現ができる

教科書p64-67を読んでおく、発
音の練習をする（90分）

講義の資料および教科書p64-
67を復習する（90分）

- 106 -



北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員 金　京室

担当教員 金　京室

担当教員 金　京室

担当教員 金　京室

担当教員 金　京室

第6回

第16課 満では19です
・年齢を言うことができる
・助詞の表現ができる

教科書p68-73を読んでおく、発
音の練習をする（90分）

講義の資料および教科書p68-
73を復習する（90分）

第7回

第12-16課 まとめと復習
・小テスト①

教科書p52－67を読んでおく、
発音の練習をする（90分）

講義の資料および教科書p52－
67を復習する（90分）

第8回

第17課 K-POPに大いに関心があります
・流音化・2重パッチムが理解できる
・助詞が表現できる

教科書p74-79を読んでおく、発
音の練習をする（90分）

講義の資料および教科書p74-
79を復習する（90分）

第9回

第18課 大学で習っています①
・否定表現ができる
・助詞が表現できる

教科書p80-87を読んでおく、発
音の練習をする（90分）

講義の資料および教科書p80-
87を復習する（90分）

第10回

第18課 大学で習っています②
・否定表現ができる
・助詞が表現できる
・逆接の接続語尾が表現できる

教科書p80-87を読んでおく、発
音の練習をする（90分）

講義の資料および教科書p80-
87を復習する（90分）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員 金　京室

担当教員 金　京室

担当教員 金　京室

担当教員 金　京室

担当教員 金　京室

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

第19課 先週末何をしましたか
・過去形が理解できる
・行き来の目的を表す表現ができる

教科書p88-93を読んでおく、発
音の練習をする（90分）

講義の資料および教科書p88-
93を復習する（90分）

第12回

第20課 ソウルに旅行しようと思っています
・予定・つもりの表現ができる
・希望表現ができる

教科書p94-99を読んでおく、発
音の練習をする（90分）

講義の資料および教科書p94-
99を復習する（90分）

第13回

第17-20課 復習およびまとめ
小テスト②

教科書p74-99を読んでおく、発
音の練習をする（90分）

講義の資料および教科書p74-
99を復習する（90分）

第14回

韓国に行くならどこに行く？そこで何を食べる？ グループ
学習
・韓国の旅行先についてグループで話し合い、予定を計画
する
・計画を発表する

韓国の地理について予習する（
90分）

講義の資料や発表資料を復習
する（90分）

第15回

第1－20課のまとめと復習
小テスト③

教科書p1-99を読んでおく、発
音の練習をする（90分）

講義の資料および教科書p1-99
を復習する（90分）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

100

その他 0 なし

教科書

コミュニケーション韓国語聞いて話そうⅠ 長谷川由起子 白帝社

参考文献

指定なし

履修条件・留意事項等

なし

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

筆記・口頭による復習テストで評価する（80％）・授業参加度（20％）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 教養科目　スポーツと健康

科目名 ナンバリング 1196

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 平岡　英樹

授業の位置づけ

様々なスポーツについての理解と実践方法を学ぶための科目である。

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

なし

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

生涯スポーツⅠ（1組）

1年 2024年度前期

体育としてのスポーツ、楽しみ実践するスポーツ、レクリエーションとスポーツ、競技としてのスポーツ等々について概念を明確にする。また、健
康的で楽しい生活を送るためのスポーツ活動の意義を理解し、具体的な実技を通して、個々の身体的･精神的な健康レベルを向上させながら、
生涯学習とは何か、生涯学習に果たすスポーツの役割について考察し、生涯にわたってスポーツを継続していくための基礎知識を習得する。

①スポーツ・運動することの楽しさや重要性を理解することができるようになる。
②ルールやマナーを理解し、ゲームを通して仲間を尊重するこころを育てることができるようになる。
③日常生活において健康への意識を高め、体力の維持・増進を目指せるようになる。
④生涯を通じて積極的に且つ楽しく、スポーツや運動に親しむ意識を持ち、それを習慣化できるようになる。

チーム（グループ）分けをし、ゲームを中心として進める。
ゲーム内容や勝敗をもとに、技術の習得やチームワーク等を確認する。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

課題に対するフィードバックの方法

フィードバックとしては、ゲームによる個人技術の確認と評価

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

授業内容についてのガイダンス  授業内容の説明、受講上
の注意事項、評価等についての解説する。

シラバスで授業の内容を確認す
る。（20分）

受講に関しての注意事項等を確
認する。（25分）

第2回

ソフトバレーボール⑴
基礎的なパス練習・アタック練習を行う。

ソフトバレーボールとはどのよう
な競技なのかを調べておく。（20
分）

基礎技術・ルールを確認する。（
25分）

第3回

ソフトバレーボール⑵
練習した技術をゲームの中で活用する

戦術・コンビネーションプレーを
考える。（20分）

実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）

第4回

バドミントン・卓球⑴ 
基礎・応用練習ーサーブ・様々なストローク・ショットの練習
を行う。

簡単なルールを調べる。（20分） 基本技術・ルールの確認。（25
分）

第5回

バレーボール⑴ 
ゲーム（チームプレー）ー２人・３人のプレーを応用したチ
ームプレー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

バレーボール⑵
ゲーム（チームプレー）ー６人のプレーを応用したチームプ
レー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）

第7回

バレーボール⑶
ゲーム（チームプレー）ー６人のプレーを応用したチームプ
レー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）

第8回

バレーボール④
ゲーム（チームプレー）ー６人のプレーを応用したチームプ
レー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）

第9回

バスケットボール⑴
基礎・応用練習ーパス・シュート練習、２人・３人のプレーの
練習を行う。

簡単なルールを調べる。（20分） 基礎技術・ルールを確認する。（
25分）

第10回

バスケットボール⑵
ゲーム（技術の活用）ーパス・シュートをゲームの中で活用
する。

簡単なルールを調べる。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 実施しない

第11回

アウトドアスポーツ⑴
ソフトボールー基本練習（キャッチ・スロー・バッティング）を
行う。
テニスー基本練習（フォアハンド・バックハンド）を行う。

屋外スポーツの重要性・注意事
項を考える。（20分）

学習・実施した内容を今後どの
ように生かすか考える。（25分）

第12回

アウトドアスポーツ⑵ 
ソフトボールーゲーム（キャッチ・スロー・バッティング技術を
活用）を行う。
テニスーラリー（フォアハンド・バックハンド技術を活用）を行
う。

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）

第13回

バドミントン⑵
ゲーム（技術の応用・コンビネーションプレー）ーシングルス
・ダブルスによるゲームを行う。

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）

第14回

バスケットボール⑶
ゲーム（技術の応用）ー個人・２人・３人のプレーをゲームで
活用する。

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）

第15回

バスケットボール⑷
ゲーム（チームプレー）ー個人・２人・３人・４人・５人のプレ
ーを応用したチームプレー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 15回の授業を通し、生涯スポー
ツの意義や重要性についての
考えをまとめる（25分）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

100

その他 0 なし

教科書

なし

参考文献

特になし、必要に応じて資料を配付

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

平常点80％（準備・片付け・受講態度など）、レポート等課題提出による評価20％

ジャージ等の運動・スポーツに適した服装・スポーツシューズ（屋内用）を着用して受講すること
屋外で行う場合は屋外用のスポーツシューズを着用して受講すること
天候その他状況により種目が変更となる場合がある
積極的にプレーに参加すること
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 教養科目　スポーツと健康

科目名 ナンバリング 1196

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 平岡　英樹

授業の位置づけ

様々なスポーツについての理解と実践方法を学ぶための科目である。

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

なし

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

生涯スポーツⅠ（2組）

1年 2024年度前期

体育としてのスポーツ、楽しみ実践するスポーツ、レクリエーションとスポーツ、競技としてのスポーツ等々について概念を明確にする。また、健
康的で楽しい生活を送るためのスポーツ活動の意義を理解し、具体的な実技を通して、個々の身体的･精神的な健康レベルを向上させながら、
生涯学習とは何か、生涯学習に果たすスポーツの役割について考察し、生涯にわたってスポーツを継続していくための基礎知識を習得する。

①スポーツ・運動することの楽しさや重要性を理解することができるようになる。
②ルールやマナーを理解し、ゲームを通して仲間を尊重するこころを育てることができるようになる。
③日常生活において健康への意識を高め、体力の維持・増進を目指せるようになる。
④生涯を通じて積極的に且つ楽しく、スポーツや運動に親しむ意識を持ち、それを習慣化できるようになる。

チーム（グループ）分けをし、ゲームを中心として進める。
ゲーム内容や勝敗をもとに、技術の習得やチームワーク等を確認する。
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課題に対するフィードバックの方法

フィードバックとしては、ゲームによる個人技術の確認と評価

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

授業内容についてのガイダンス  授業内容の説明、受講上
の注意事項、評価等についての解説する。

シラバスで授業の内容を確認す
る。（20分）

受講に関しての注意事項等を確
認する。（25分）

第2回

ソフトバレーボール⑴
基礎的なパス練習・アタック練習を行う。

ソフトバレーボールとはどのよう
な競技なのかを調べておく。（20
分）

基礎技術・ルールを確認する。（
25分）

第3回

ソフトバレーボール⑵
練習した技術をゲームの中で活用する

戦術・コンビネーションプレーを
考える。（20分）

実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）

第4回

バドミントン・卓球⑴ 
基礎・応用練習ーサーブ・様々なストローク・ショットの練習
を行う。

簡単なルールを調べる。（20分） 基本技術・ルールの確認。（25
分）

第5回

バレーボール⑴ 
ゲーム（チームプレー）ー２人・３人のプレーを応用したチ
ームプレー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

バレーボール⑵
ゲーム（チームプレー）ー６人のプレーを応用したチームプ
レー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）

第7回

バレーボール⑶
ゲーム（チームプレー）ー６人のプレーを応用したチームプ
レー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）

第8回

バレーボール④
ゲーム（チームプレー）ー６人のプレーを応用したチームプ
レー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）

第9回

バスケットボール⑴
基礎・応用練習ーパス・シュート練習、２人・３人のプレーの
練習を行う。

簡単なルールを調べる。（20分） 基礎技術・ルールを確認する。（
25分）

第10回

バスケットボール⑵
ゲーム（技術の活用）ーパス・シュートをゲームの中で活用
する。

簡単なルールを調べる。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 実施しない

第11回

アウトドアスポーツ⑴
ソフトボールー基本練習（キャッチ・スロー・バッティング）を
行う。
テニスー基本練習（フォアハンド・バックハンド）を行う。

屋外スポーツの重要性・注意事
項を考える。（20分）

学習・実施した内容を今後どの
ように生かすか考える。（25分）

第12回

アウトドアスポーツ⑵ 
ソフトボールーゲーム（キャッチ・スロー・バッティング技術を
活用）を行う。
テニスーラリー（フォアハンド・バックハンド技術を活用）を行
う。

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）

第13回

バドミントン⑵
ゲーム（技術の応用・コンビネーションプレー）ーシングルス
・ダブルスによるゲームを行う。

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）

第14回

バスケットボール⑶
ゲーム（技術の応用）ー個人・２人・３人のプレーをゲームで
活用する。

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）

第15回

バスケットボール⑷
ゲーム（チームプレー）ー個人・２人・３人・４人・５人のプレ
ーを応用したチームプレー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 15回の授業を通し、生涯スポー
ツの意義や重要性についての
考えをまとめる（25分）
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100

その他 0 なし

教科書

なし

参考文献

特になし、必要に応じて資料を配付

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

平常点80％（準備・片付け・受講態度など）、レポート等課題提出による評価20％

ジャージ等の運動・スポーツに適した服装・スポーツシューズ（屋内用）を着用して受講すること
屋外で行う場合は屋外用のスポーツシューズを着用して受講すること
天候その他状況により種目が変更となる場合がある
積極的にプレーに参加すること
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 教養科目　スポーツと健康

科目名 生涯スポーツⅡ ナンバリング 1197

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 平岡　英樹

授業の位置づけ

様々なスポーツについての理解と実践方法を学ぶための科目である。

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

なし

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

参加者のレベルに応じて展開するスポーツ及び軽スポーツの方法論について、個々の学生がすでに修得しているスポーツの技術・技能レベル
を基礎として、設備・用具等を含め、実践を通して考察する。とりわけ、北海道の自然環境を活かしたスポーツ活動を実際に行いながら、生活の
中に運動に親しむ活動時間を定着させ、生涯にわたって、仲間とともにスポーツを継続できる知識と実践法を学ぶ。

①スポーツ・運動することの楽しさや重要性を理解することができるようになる。
②ルールやマナーを理解し、ゲームを通して仲間を尊重するこころを育てることができるようになる。
③日常生活において健康への意識を高め、体力の維持・増進を目指せるようになる。
④生涯を通じて積極的に且つ楽しく、スポーツや運動に親しむ意識を持ち、それを習慣化できるようになる。

チーム（グループ）分けをし、ゲームを中心として進める。
ゲーム内容や勝敗をもとに、技術の習得やチームワーク等を確認する。
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課題に対するフィードバックの方法

フィードバックとしては、ゲームによる個人技術の確認と評価

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

授業内容についてのガイダンス
授業内容の説明、受講上の注意事項、評価等について解
説する。

シラバスで授業内容を確認する
。（20分）

受講にあたっての注意事項等を
確認する。（25分）

第2回

バドミントン・卓球⑴
ゲーム（技術の応用・コンビネーションプレー）ーシングルス
・ダブルスによるゲームを行う。

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめる。 
（25分）

第3回

バドミントン・卓球⑵
ゲーム（技術の応用・コンビネーションプレー）ーシングルス
・ダブルスによるゲームを行う。

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめる。
（25分）

第4回

バレーボール⑴
ゲーム（チームプレー）ー２人・３人のプレーを応用したチ
ームプレー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめる。
（25分）

第5回

バレーボール⑵
ゲーム（チームプレー）ー６人のプレーを応用したチームプ
レー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめる。
（25分）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

バレーボール⑶
ゲーム（チームプレー）ー６人のプレーを応用したチームプ
レー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめる。
（25分）

第7回

バスケットボール⑴
ゲーム（技術の応用）ー個人・２人・３人のプレーがゲーム
で活用する。

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめる。
（25分）

第8回

バスケットボール⑵
ゲーム（チームプレー）ー個人・２人・３人・４人・５人のプレ
ーを応用したチームプレー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめる。
（25分）

第9回

バスケットボール⑶
ゲーム（チームプレー）ー個人・２人・３人・４人・５人のプレ
ーを応用したチームプレー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめる。
（25分）

第10回

ニュースポーツ⑴
基礎技術を活用しゲームを行う

ニュースポーツにはどのような競
技があるかかを調べる。（20分）

基本技術・ルールの確認。（25
分）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

ニュースポーツ⑵
基礎技術・コンピプレーを活用しゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめる。
（25分）

第12回

ニュースポーツ⑶
基礎・応用技術を活用しゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめる。
（25分）

第13回

ニュースポーツ⑷
基礎・応用技術を活用しゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめる。
（25分）

第14回

ニュースポーツ⑸
応用技術を活用しゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめる。
（25分）

第15回

ニュースポーツ⑹
応用技術を活用しゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 15回の授業を通し、生涯スポー
ツの意義や重要性についての
考え、今後どのように生涯スポ
ーツと関わっていくかをまとめる（
25分）
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0

その他 0

教科書

なし

参考文献

特になし、必要に応じて資料を配付

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

ジャージ等の運動・スポーツに適した服装・スポーツシューズ（屋内用）を着用して受講すること
屋外で行う場合は屋外用のスポーツシューズを着用して受講すること
天候その他状況により種目が変更となる場合がある
積極的にプレーに参加すること
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門基礎科目　人体の構造と機能

科目名 人体構造学Ⅰ ナンバリング 2202

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

本科目は「看護を行うために知っておくべき人体の構造と機能を学ぶ」に位置づけられ、ディプロマポリシーの「健康状態やその変化に応じた看
護に必要となる、科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力・対象理解を高め、看護師としての実践応力を有している」人材育成につなが
る基本的な人体の構造を理解するために必要な基礎知識を習得する。本科目と「人体機能学Ⅰ」「人体構造学Ⅱ」「人体機能学Ⅱ」「免疫学」「
看護栄養学」によって人体の構造と機能を学習する。これらの科目を基盤として「疾病の成り立ちと回復の促進」に配置した科目の「看護病態治
療学Ⅰ～Ⅳ」につなげる。

本科目は、健康状態やその変化に応じた看護に必要な専門知識を習得するため、看護の視点から人体を系統立てて理解し、観察力や判断力
を強化することで、看護の対象である人々の日常生活行動が継続され生命維持に必要な身体の構造を学ぶ。学習内容は、生命を維持するた
めに必要な日常生活行動のうち「内部環境の恒常性」「恒常性を維持するための物質の流通と調節機構」の身体の仕組みである。

・生命の営みそのものが日常生活であることが理解できる。
・内部環境と外部環境を区別している皮膚の正常な状態が説明できる。
・内部環境を構成している細胞や体液の構造や分類が説明できる。
・恒常性を維持するための、物質の流通に必要な血液と血管、リンパ管、脾臓、心臓の構造を説明できる。
・恒常性を維持するための、調節に必要な神経やホルモンの構造を説明できる。

授業の方法は、講義形式、グループワーク（全5回）と発表（適宜）を活用して行う。教材は、教科書と担当教員が作成した資料である。本科目は
、理解度を確認するための小テスト（全6回）と確認テスト（1回）、事後学習の確認（10回）によって評価する。

・Google classroomを活用して講義関連連絡や課題提出を行う。
・Google formのアンケート作成機能を用いてアンケートを行う。
・人体構造に関する動画を視聴するためタブレットを使用する。

・総合的な病院において看護師として約7年間勤務した経験の中で、ケアを行った経験を活かして授業を行う（高岡）。
・小児科・NICUでの臨床経験や知識を活かした講義を行う（横山）。
・病院にて看護師として、循環器外科の経験があり、この経験を活かし、授業を行う（木口）。
・小児科・呼吸器、循環器（内科）での臨床経験や知識を活かした講義を行う（菅原）。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

・フィードバックとして理解度の小レポートや確認テストを回収した後、集団に対して、解答の解説を行う。
・グループワークや発表の後、講評として集団に対してコメントをする。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

ガイダンス・なんのための生活行動か・構造学とは（講義：
高岡）
内容：
・シラバスの説明
・なんのための生活行動か：生きているとはどういうことか
・人体構造学とは
行動目標：
・ガイダンスの内容を基に、学習内容と学習方法が理解で
きる。
・生命の営みと日常生活の関連が説明できる。
・看護学において人体構造学を学ぶ意味が説明できる。

・シラバスを熟読する。
・教科書②ｐ1-2を熟読する。
・教科書①ｐ18-21を熟読する。（
90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・自身の学習計画を立案する
・提出①：教科書③ｐ2-3のから
だの白地図を完成する。（90分）

第2回

全身像（講義：高岡）
内容：解剖学的用語
行動目標：
・解剖学的正位、方向の用語と断面を説明できる。
・人体内の４つの腔所名と内部の臓器名を挙げることがで
きる。
小テスト①：教科書③ｐ2-3のからだの白地図

・教科書①ｐ22-29を熟読する。
・上記のポイントをノートにまとめ
ておく。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
提出②：教科書③ｐ4-8を完成す
る。
（90分）

第3回

細胞（講義：高岡）
内容：細胞の構造
行動目標：
・人体を構成する４種類の主な元素と数種類の微量元素を
上げることができる。
・核の構造が説明できる。
・細胞膜の構造が説明できる。

・教科書①ｐ34-49を熟読する。
・上記のポイントをノートにまとめ
ておく。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
提出③：教科書①ｐ34-35の細
胞の一般的構造、細胞膜、核の
図と名称を記載する。（90分）

第4回

組織（講義：高岡）
内容：４つの主要な組織の構造
行動目標：
・４種の主要な組織の構造が説明できる。
・各組織が存在する人体の部位が特定できる。

・教科書①ｐ64-85を熟読する。
・上記のポイントをノートにまとめ
ておく。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・各組織が存在する人体の部位
を確認してノートにまとめる。（90
分）

第5回

血液循環器（講義：菅原）
内容：物質を運搬するしくみ
行動目標：
・血液の機能が説明できる。
・血液の成分が説明できる。

教科書①第3章ｐ148-163を読む
。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
提出④：教科書①p156-157の血
液の組成についてまとめる。（90
分）
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担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

第6回

血液循環器（講義：菅原）
内容：血球と機能
行動目標：
・侵入物に対する防衛が説明できる
・血液凝固が説明できる。
小テスト②：血液の働きと成分について

教科書①第3章ｐ164-172を読む
。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・白血球と血小板の形態と機能
についてまとめる。（90分）

第7回

血液循環器（講義：菅原）
内容：心臓
行動目標：
心臓の構造について説明できる。

教科書①第3章ｐ173-185を読む
。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・提出⑤：教科書③ｐ27 やって
みよう⑲を完成させる。（90分）

第8回

血液循環器（講義：菅原）
内容：血管と循環
行動目標
・物質の流通路が説明できる。
・血管の形態が説明できる。
・主な動脈・静脈が説明できる。
小テスト③：心臓の構造について「教科書③ｐ27 やってみ
よう⑲

教科書①第3章ｐ186-209を読む
。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・提出⑥：教科書①p188-189の
内容についてまとめる。（90分）

第9回

皮膚と膜（講義：木口）
内容：体や臓器を守るしくみ
行動目標：
・漿膜について構造学的に説明できる。
・粘膜について構造学的に説明できる。
・皮膚と皮膚の付属器について構造学的に説明できる。
・体熱産生と体温について構造学的に説明できる。

教科書①pp442～462、pp488～
497、教科書②pp2～3、pp14 ～
16を読む。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・提出⑦：体温の調節について
A4用紙1枚にまとめ提出する。（
90分）

第10回

免疫系（講義：木口）
内容：異物を認識、記憶して排除するしくみ
行動目標
・獲得免疫と自然免疫について構造学的に説明できる
・抗体の構造を説明できる  
小テスト④：教科書①ｐ448図10－13、p452図10－21、p458
図10－26、p459図10－27

教科書①pp464～484、教科書
②pp22～23を読む。
（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・提出⑧：獲得免疫系と自然免
疫系についてA4用紙1枚にまと
め提出する。（90分）
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担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

体液〜体内の水分を調節するしくみ（講義：横山）
内容：体液の分布と組成について、膠質浸透圧について、
水分と電解質平衡について
行動目標：
・体液の分布と組成について説明できる。
・体内の水分を調節するしくみについて説明できる。

教科書①第５章pp256～267、教
科書②pp66～74を読む。
（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・提出⑨：「体液の分布と組成」
について学んだことをA4用紙1
枚にまとめる。（90分）

第12回

内分泌系①（講義：横山）
内容：
・内分泌系とホルモンについて
・脳、甲状腺、副甲状腺の構造とホルモン分泌器官につい
て
行動目標
・内分泌系の定義を説明できる
・内分泌系に関与する器官の構造を説明できる
・ホルモンのフィードバック機構について説明できる
・ホルモン分泌の調節を説明できる 
小テスト⑤：細胞内液と細胞外液について

教科書①pp504～520、教科書
②pp66～74を読む。(90分)

・行動目標の自己評価を行う。
・正のフィードバック制御と負の
フィードバック制御についてA4
用紙1枚にまとめる。（90分）

第13回

内分泌系②（講義：横山）
内容：膵臓、副腎にあるホルモン分泌器官について
行動目標
・膵臓、副腎の構造を説明できる
・膵島で作られるホルモンのうち、血糖調節に関わるホルモ
ンの種類を説明できる。
・副腎皮質ホルモンのうち、ストレス反応に関わるものにつ
いて説明できる。

教科書①pp521～527、教科書
②pp66～74を読む。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・提出⑩：血糖調節についてA4
用紙1枚にまとめる。（90分）

第14回

内分泌系③（講義：横山）
内容：
・性腺、そのほかのホルモンを分泌する器官や組織につい
て
・内分泌系の成長と老化について
行動目標：
・精巣・卵巣、腎臓、消化管の構造を説明できる
・性腺、そのほかの器官や組織から分泌されるホルモンに
ついて説明できる
・レニン-アンジオテンシン-アルドステロン系の血圧調節の
機序を説明できる
小テスト⑥：膵臓について

教科書①pp528～535、教科書
②pp22～23、pp190～192を読
む。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・レニン-アンジオテンシン-アル
ドステロン系の血圧調節の機序
を説明についてA4用紙1枚にま
とめる。（90分）

第15回

確認テスト・フィードバック（テスト・講義）
内容： 確認テストと解説、14回分の講義のふりかえり
行動目標： 本講義のふりかえりができる。

今までの学習をふりかえり、確認
テストに備える。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・今までの学習成果をいつでも
見返せるように整理する。（90分
）
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100

その他 0 なし

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

小テスト：6回×10点＝60点
確認テスト：1回×30点＝30点
事後学習：10回×1点＝10点

①武田裕子：ナーシング・グラフィカ人体の構造と機能第4版、メディカ出版、2021
②菱沼典子：看護形態機能学 生活行動からみるからだ第4版、日本看護協会出版会、2021
③菱沼典子：看護形態機能学ワークブック 体験して考えるからだのいとなみ、日本看護協会出版会、2022

① 佐藤達夫：新版からだの地図帳、講談社、2020
② 坂井建雄：系統看護学講座 専門基礎看護分野 人体の構造と機能［１］解剖生理学、医学書院、2022

・私語、必要時以外の携帯の使用を禁止する。
・学習は主体的に行う。
・提出物と小テストは定期試験と同等に扱う。
・やむを得ず欠席した場合は、必ず欠席届を提出する。
・やむを得ず遅刻、もしくは早退する場合は必ず教員へ申し出る。
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門基礎科目　人体の構造と機能

科目名 人体構造学Ⅱ ナンバリング 2203

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

本科目はディプロマポリシーの「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる，科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力・対象理解
を高め，看護師としての実践能力を有した人材」育成につながる人体の構造を理解するために必要な基礎的知識を習得する．本科目は，「人
体構造学Ⅰ」「人体機能学Ⅰ」をもとに，「人体機能学Ⅱ」と関連づけながら，日常生活行動における身体のしくみを学習し，「看護病態治療学」
につなげる．

本科目は，健康状態やその変化に応じた看護に必要な専門知識を習得するため，看護の視点から人体を系統立てて理解し，観察力や判断力
を強化するため，看護の対象である人々の日常生活行動が継続され，生命が維持されるために必要な身体の構造を学ぶ．
学習内容は，生命を維持するために必要な日常生活行動のうち「動く」「食べる」「息をする」「トイレに行く」「話す・聞く」「眠る」「お風呂に入る」「
子どもを生む」の身体の仕組みについてである．

1.日常生活の維持に関連する器官・臓器の位置を説明できる．
2.日常生活（動く・食べる・息をする・トイレに行く・話す・聞く）を行うために必要な器官・臓器の仕組みの関連性が説明できる．
3.日常生活（眠る・お風呂に入る・子どもを生む）を行うために必要な器官・臓器の仕組みの関連性が説明できる．

PowerPoint と配布資料を用いて講義を行う.
コメントシートにより、授業の理解度を確認する（全7回）。

出席の確認や課題の提出に Google Classroom を活用する。

・急性期病院，および訪問看護ステーション看護師としての勤務経験から，看護につなげる人体構造について授業を行う（初見）.
・22年間の脳神経外科病院の勤務経験から生活と看護を結び付けられるように指導する（辻）.
・医療機関における勤務経験から生活と看護を学べるように指導する（坂東）.
・医療機関，及び，地域包括支援センター，社会福祉協議会での看護活動から生活と看護を結びつけて学べるように指導する（小橋）.
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

小テスト，及び，確認テストのフィードバックを行う.

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

ガイダンス
動く①【講義】（坂東・辻・小橋・初見）
 骨の組織と構造と骨が維持される仕組みついて説明する
。骨の種類、名称と部位、数、について説明する。
コメントシート①

教科書の第2章（P86～115）を読
んで学習する。
（60分）

授業の内容について，自分のノ
ートにまとめる.
（90分）

第2回

動く②【講義】（坂東・初見・辻・小橋）
筋の種類、身体の運動と骨格筋について説明する
小テスト1

教科書の第2章（P122～
124、P132～142）を読んで学習
する
（60分）

授業の内容について，自分のノ
ートにまとめる.
（90分）

第3回

呼吸器系の構造①（初見・坂東・辻・小橋）
目標：呼吸器系の全体像を描くことができる。副鼻腔の位
置と名称を言える。喉頭軟骨の名称と位置を示すことがで
きる。気管の構造と気管支左右の角度の違いを言える。右
肺と左肺の肺葉の数を言える。
内容：気道と肺の構造
コメントシート②

教科書① p.210-227を読む。
教科書③p42(呼吸器の構
造)p45(気道の構造)のワークを
実施し呼吸器系の構造をイメー
ジする。
（60分）

講義で指示した部位の構造をノ
ートにスケッチし，名称を記入す
る.
（90分）

第4回

呼吸器系の構造②（初見・坂東・辻・小橋）
目標：気管支の壁の構造を説明できる。肺胞の構造を説明
できる。
内容：気管支と肺胞の構造、縦郭の構造
小テスト2

教科書① p.228-234を読む
（60分）

講義で指示した部位の構造をノ
ートにスケッチし，名称を記入す
る.
（90分）

第5回

尿をつくる【講義】（小橋・初見・辻・坂東）
尿をつくる仕組み（腎臓・尿管）/ 
排尿・体液量調節の機能
コメントシート③

教科書①p.268 -282を学習する
．
教科書②p.88-91を学習する.
教科書③ p.47-48を学習する．
人体構造学Ⅰと人体機能学Ⅰ
の体液調整について復習する.
（60分）

尿がどのように生成されるのか，
体内の体液量はどのように調整
されるのかについて，ノートにま
とめる.
（90分）
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担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

第6回

尿意を感じてからトイレに行く【講義】（小橋・初見・辻・坂東
）
排尿のメカニズム（膀胱容量・支配神経と膀胱平滑筋・尿
道括約筋）
小テスト3

教科書①p.283-289,p.508-515
を学習する．
教科書②p.92-93,p166-171を
学習する.
教科書③ p.49-50を学習する．
（60分）

尿意はどのように生じて，体外
へ排出されるのかについて，ノ
ートにまとめる.
（90分）

第7回

食べる―消化する―【講義】（坂東・初見・辻・小橋）
食欲がわき、食べ物を口にいれ、、咀嚼し味わい飲み込み
、消化する までのプロセスについて、消化管の構造を中心
に口から小腸までを説明する。
コメントシート④

教科書の第7章（P.292～316）、
教科書②のP109～117を読んで
学習する．
（60分）

授業の内容について，自分のノ
ートにまとめる.
（90分）

第8回

食べる―栄養を吸収する―【講義】（坂東・初見・辻・小橋）
消化された栄養が吸収・代謝し、身体の各臓器に運ばれる
までのプロセスと、栄養素ごとの消化による分解・吸収、便
の形成から排出までのプロセスについて説明する。
小テスト4

教科書①の第7章（P.317～341）
、教科書②のP119～125を読ん
で学習する．
（60分）

授業の内容について，自分のノ
ートにまとめる.
（90分）

第9回

神経系【講義】（辻・坂東・初見・小橋）
学習内容：神経系の分類・神経組織の構造・中枢神経系
行動目標：なぜ、人が眠るのか説明できる。
コメントシート⑤

教科書①のP342～381までを熟
読し学習する.
（90分）

授業内容をノートにまとめる。
（90分）

第10回

神経系【講義】（辻・坂東・初見・小橋）
学習内容：末梢神経・神経系の成長と老化、神経系の障害
行動目標：末梢神経・神経系の成長と老化、神経系の障害
が説明できる。
小テスト5

教科書①P382～399までを熟読
し学習する。（90分）

授業内容をノートにまとめる。
（90分）
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担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

感覚器系【講義】（辻・坂東・初見・小橋）
学習内容：感覚器系とは・視覚・聴覚と平衡覚
行動目標：感覚器系と視覚と聴覚が説明できる。
コメントシート⑥

教科書①P400～425までを熟読
し学習する。（90分）

授業内容をノートにまとめる。
（90分）

第12回

感覚器系【講義（辻・坂東・初見・小橋）
学習内容：科学的感覚（臭覚・味覚）・体性感覚・内臓感覚
・感覚器系の成長と老化
学習目標：科学的感覚（臭覚・味覚）・体性感覚・内臓感覚
・感覚器系の成長と老化を説明できる。
小テスト6

教科書①P426～437までを熟読
し学習する。（90分）

授業内容をノートにまとめる。
（90分）

第13回

生殖器系の構造①（初見・坂東・辻・小橋）
目標：男性生殖器を構成する器官の構造を説明できる。
内容：男性生殖器および付属生殖腺の構造，男性生殖器
の神経支配，精子の構造を説明できる。
コメントシート⑦

教科書① p.540，574-579 教科
書② p.192を読む。
教科書③ p65(尿と精液は混ざら
ないの？)のワークを実施する。
（60分）

講義で指示した部位の構造をノ
ートにスケッチし，名称を記入す
る.
（90分）

第14回

生殖器系の構造②（坂東・初見・辻・小橋）
目標：子宮，卵巣，卵巣付属器の構造と，周辺臓器との位
置関係を説明できる。乳房，乳腺の構造を説明できる。胎
盤の構造を説明できる。
内容：女性生殖器(子宮，卵巣，卵巣付属器，乳房)の構造
，妊娠期の女性生殖器の構造
小テスト７

教科書①p538，544-553を読む
。教科書③p66のワークを実施
する。
（60分）

講義で指示した部位の構造をノ
ートにスケッチし，名称を記入す
る.
（90分）

第15回

確認テスト（小橋・辻・初見・坂東）
まとめ：確認テストについて解説する

1~14回の復習をする．
（60分）

確認テストで間違った問題を復
習する．
（90分）
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100

その他 0 なし

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

なし

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

課題（事後学習の提出）：4５％（14回×3％、全ての課題を提出3％）
小テスト：35％（7回×5％）
確認テスト：20％

① 林正健二：ナーシンググラフィカ人体の構造と機能 第5版，メディカ出版，2023.
② 菱沼典子：看護形態機能学 生活行動からみるからだ 第4版, 日本看護協会出版会
③ 菱沼典子：看護形態機能学ワークブック 体験して考えるからだのいとなみ, 日本看護協会出版会

① 佐藤達夫 監修：新版 からだの地図帳, 講談社
② 坂井建雄：系統看護学講座 専門基礎看護分野 人体の構造と機能［1］解剖生理学，医学書院，2022.

・私語，必要時以外の携帯の使用を禁止します。
・主体的に学習に取り組んでください。
・人体機能学Ⅱとのつながりが強い科目のため、人体機能学Ⅱの復習を十分に行って授業に臨んでください。
・課題やテストが毎回ありますので、欠席や遅刻をしないようスケジュール管理を十分に行ってください。
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門基礎科目　人体の構造と機能

科目名 人体機能学Ⅰ ナンバリング 2210

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

本科目は「看護を行うために知っておくべき人体の構造と機能を学ぶ」に位置づけられ、ディプロマポリシーの「健康状態やその変化に応じた看
護に必要となる、科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力・対象理解を高め、看護師としての実践能力を有している」人材育成につなが
る基本的な人体の構造を理解するために必要な基礎知識を習得する。本科目と「人体構造学Ⅰ」「人体構造学Ⅱ」「人体機能学Ⅱ」「免疫学」「
看護栄養学」によって人体の構造と機能を学習する。これらの科目を基盤として「疾病の成り立ちと回復の促進」に配置した科目の「看護病態治
療学Ⅰ～Ⅳ」につなげる。

本科目は、健康状態やその変化に応じた看護に必要な専門知識を習得するため、看護の視点から人体を系統立てて理解し、観察力や判断力
を強化することで、看護の対象である人々の日常生活行動が継続され生命維持に必要な身体の機能を学ぶ。学習内容は、生命を維持するた
めに必要な日常生活動作のうち「内部環境の恒常性」「恒常性を維持するための物質の流通と調節機構」の身体の働きである。

・生命の営みそのものが日常生活であることが理解できる。
・内部環境と外部環境を区別している皮膚の役割と働きが説明できる。
・内部環境を構成している細胞や体液の役割と働きが説明できる。
・恒常性を維持するため物質の、流通に必要な血液と血管、リンパ管、脾臓、心臓の役割と働きを説明できる。
・恒常性を維持するための、調節に必要な神経やホルモンの役割と働きを説明できる。

授業の方法は、講義形式、グループワーク（全8回）と発表（適宜）を活用して行う。教材は、教科書と担当教員が作成した資料である。本科目は
、理解度を確認するための小テスト（全6回）と確認テスト（1回）、事後学習の確認（10回）によって評価する。

・Google classroomを活用して講義関連連絡や課題提出を行う。
・Google formのアンケート作成機能を用いてアンケートを行う。
・人体機能に関する動画を視聴するためタブレットを使用する。

・総合的な病院において看護師として約7年間勤務した経験の中で、ケアを行った経験を活かして授業を行う（高岡）。
・小児科・NICUでの臨床経験や知識を活かした講義を行う（横山）。
・病院にて看護師として、循環器外科の経験があり、この経験を活かし、授業を行う（木口）。
・小児科・呼吸器、循環器（内科）での臨床経験や知識を活かした講義を行う（菅原）。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

・フィードバックとして理解度の小レポートや確認テストを回収した後、集団に対して、解答の解説を行う。
・グループワークや発表の後、講評として集団に対してコメントをする。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

ガイダンス・なんのための生活行動か・機能学とは（講義：
高岡）
内容：
・シラバスの説明
・なんのための生活行動か：生きているとはどういうことか
・人体機能学とは
行動目標：
・ガイダンスの内容を基に、学習内容と学習方法が理解で
きる。
・生命の営みと日常生活の関連が説明できる。
・看護学において人体機能学を学ぶ意味が説明できる。

・シラバスを熟読する。
・教科書②ｐ1-2を熟読する。
・教科書①ｐ18-21を熟読する。
（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・自身の学習計画を立案する。
・本日の学習内容をノートにまと
める。（90分）

第2回

全身像（講義：高岡）
内容：
・ホメオスタシス（恒常性）
・フィードバック機構
行動目標：
・ホメオスタシスの意味を説明できる。
・フィードバック機構の構成要素が説明できる。
・人体におけるフィードバック機構の役割が説明できる。

・教科書①ｐ30-33を熟読する。
・上記のポイントをノートにまとめ
ておく。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・提出①：教科書③ｐ29-31を完
成する。（90分）

第3回

細胞（講義：高岡）
内容：細胞の機能
行動目標：
・核の機能が説明できる。
・細胞膜の機能が説明できる。
・細胞内小器官の機能が説明できる。
・体細胞の分裂と生殖細胞の分裂（減数分裂）が説明でき
る。
小テスト①：教科書③ｐ29-31

・教科書①ｐ50-63を熟度する。
・上記のポイントをノートにまとめ
ておく。（90分）。

・行動目標の自己評価を行う。
・提出②：教科書①ｐ62-63再生
医療を熟読して内容をまとめる。
（90分）

第4回

組織（講義：高岡）
内容：４つの主要な組織の機能
行動目標：
・４つの主要な組織の機能が説明できる。

・教科書①ｐ64-85を熟読する。
・上記のポイントをノートにまとめ
ておく。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・提出③：教科書③ｐ9-13を完成
する。
（90分）

第5回

血液循環器（講義：菅原）
内容：物質を運搬するしくみ
行動目標：
・血液の成分が説明できる。
・赤血球とその機能が説明できる。

教科書①第3章ｐ148-163を読む
。
（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・赤血球の形態と機能について
まとめる。（90分）
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担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

第6回

血液循環器（講義：菅原）
内容：血液型と輸血
行動目標：
・ABO式血液型が説明できる。
・輸血に際しての交差適合試験
小テスト②：免疫機能と血液凝固

教科書①第3章ｐ164-172を読む
。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・提出④：教科書①ｐ162-169 血
球とその機能についてまとめる。
（90分）

第7回

血液循環器（講義：菅原）
内容：心臓
行動目標：
・心臓の機能を説明できる。
・血圧を説明できる。

教科書①第3章ｐ173-185を読む
。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・教科書③p28やってみよう⑳を
完成させる。（90分）

第8回

血液循環器（講義：菅原）
内容：血管と循環
・門脈系が説明できる。
・胎児循環が説明できる。
・全身のリンパ管の構造と機能を説明できる。
小テスト③：刺激伝導系について

教科書①第3章ｐ186-209を読む
。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・提出⑤：教科書①教科書
①p204-205の内容をまとめる。
（90分）

第9回

皮膚と膜（講義：木口）
内容：体や臓器を守るしくみ
行動目標
・漿膜について機能学的に説明できる。
・粘膜について機能学的に説明できる。
・皮膚と皮膚の付属器について機能学的に説明できる。
・体熱産生と体温について機能学的に説明できる。

教科書①pp442～462、pp488～
497、教科書②pp2～3、pp14 ～
16を読む。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・提出⑥：毛・爪・脂腺・汗腺が
皮膚の機能にどのように関与し
ているかについてA4用紙1枚に
まとめる。（90分）

第10回

免疫系（講義：木口）
内容：異物を認識、記憶して排除するしくみ
行動目標
・獲得免疫と自然免疫について機能学的に説明できる
・抗体の機能を説明できる  
小テスト④
教科書① p455～456 皮膚の機能

・教科書①pp464～484、教科書
②pp22～23を読む。
・教科書②pp2～3、pp14 ～16を
読む。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・提出⑦：獲得免疫系と自然免
疫系についてA4用紙1枚にまと
める。（90分）
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担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

担当教員 高岡　哲子、木口　幸子、菅原　美保、横山　佳世

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

体液〜体内の水分を調節するしくみ（講義：横山）
内容：酸塩基平衡について、脱水について
行動目標：
・酸塩基平衡について説明できる。
・アシドーシスとアルカローシスについて説明できる。

教科書①第５章pp256～267、教
科書②pp4～12を読む。
（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・提出⑧：「水分と電解質平衡」「
アシドーシスとアルカローシス」
について学んだことをA4版用紙
1枚にまとめる。（90分）

第12回

内分泌系①（講義：横山）
内容：
・ホルモンの作用機序について
・脳、甲状腺、副甲状腺から分泌されるホルモンの調節と
作用について
行動目標：
・恒常性維持のためのホルモンの仕組みについて説明で
きる。
・視床下部ホルモンと下垂体ホルモンの関係を説明できる
。
・カルシトニンと副甲状腺ホルモンの関係を説明できる。
小テスト⑤：酸塩基平衡について

教科書①pp504～520、教科書
②pp66～74を読む。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・提出⑨：カルシトニンと副甲状
腺ホルモンの関係についてA4
用紙1枚にまとめる。（90分）

第13回

内分泌系②（講義：横山）
内容：膵臓、副腎にあるホルモン分泌器官について
行動目標
・膵島で作られるホルモンのうち、血糖調節に関わるホルモ
ンの作用について説明できる。
・副腎皮質ホルモンのうち、ストレス反応に関わるホルモン
の作用について説明できる。

教科書①pp521～527、教科書
②pp66～74を読む。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・提出⑩：副腎皮質ホルモンのう
ち、ストレス反応に関わるホルモ
ンの作用についてA4版用紙1枚
にまとめる。（90分）

第14回

内分泌系③（講義：横山）
内容：
・性腺、そのほかのホルモンを分泌する器官や組織につい
て
・内分泌系の成長と老化について
行動目標
・性腺、そのほかの器官や組織から分泌されるホルモンの
作用機序を説明できる
・レニン-アンジオテンシン-アルドステロン系の血圧調節の
機序を説明できる
小テスト⑥：血糖調節について
教科書① pp521～523

教科書①pp528～535、教科書
②pp22～23、pp190～192を読
む。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・第二次性徴における性腺ホル
モンの役割についてA4用紙1枚
にまとめる。（90分）

第15回

確認テスト・フィードバック（テスト・講義）
内容： 確認テストと解説、14回分の講義のふりかえり
行動目標： 本講義の振り返りができる。

今までの学習を振り返り、確認テ
ストに備える。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・今までの学習成果をいつでも
見返せるように整理する。（90分
）
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100

その他 0 なし

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

・小テスト：6回×10点＝60点（持ち込み不可）
・確認テスト：1回×30点＝30点（持ち込み不可）
・事後学習：10回×1点＝10点

① 武田裕子：ナーシング・グラフィカ人体の構造と機能第5版、メディカ出版、2023
② 菱沼典子：看護形態機能学 生活行動からみるからだ第4版、日本看護協会出版会、2021
③ 菱沼典子：看護形態機能学ワークブック 体験して考えるからだのいとなみ、日本看護協会出版会、2022

① 佐藤達夫：新版からだの地図帳、講談社、2020
② 坂井建雄：系統看護学講座 専門基礎看護分野 人体の構造と機能［１］解剖生理学、医学書院、2022

・私語、必要時以外の携帯の使用を禁止する。
・学習は主体的に行う。
・提出物と小テストは定期試験と同等に扱う。
・やむを得ず欠席した場合は、必ず欠席届を提出する。
・やむを得ず遅刻、もしくは早退する場合は必ず教員へ申し出る。
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門基礎科目　人体の構造と機能

科目名 人体機能学Ⅱ ナンバリング 2211

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

グループでの演習もしくは個人ワークを行う。

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

本科目はディプロマポリシーの「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる，科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力・対象理解
を高め，看護師としての実践能力を有した人材」育成につながる人体の構造を理解するために必要な基礎的知識を習得する．「人体構造学Ⅰ」
と「人体機能学Ⅰ」をもとに，「人体構造学Ⅱ」と関連づけながら，生命を維持するために必要な日常生活行動における身体の働きを学習し，「看
護病態治療学」につなげる．

本科目は，健康状態やその変化に応じた看護に必要な専門知識を習得するため，看護の視点から人体を系統立てて理解し，観察力や判断力
を強化することで，看護の対象である人々の日常生活行動が継続され生命維持に必要な身体の機能を学ぶ．
学習内容は，生命を維持するために必要な日常生活動作のうち、「動く」「食べる」「息をする」「トイレに行く」「話す聴く」「眠る」「お風呂に入る」「
子どもを生む」の身体の働きである．

1．生命維持に直結する（動く・食べる・息をする・トイレに行く・眠る）に必要な身体の兆候を説明できる．
2．日常生活（動く・食べる・息をする・トイレに行く・話す聴く）を営むための器官・臓器の働きを説明できる．
3．日常生活（眠る・お風呂に入る・子どもを生む）を営むための器官・臓器の働きを説明できる．

Classroom及び,視聴覚教材を活用する.

・急性期病院，および訪問看護ステーション看護師としての勤務経験から、看護につなげる人体機能について授業を行う（初見）.
・22年間の脳神経外科病院の勤務経験から生活と看護を結び付けられるように指導する（辻）.
・医療機関における勤務経験から生活と看護を学べるように指導する（坂東）.
・医療機関，及び，地域包括支援センター，社会福祉協議会での看護活動から生活と看護を結びつけて学べるように指導する（小橋）.
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

小テスト，及び，確認テストのフィードバックを行う.

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

ガイダンス
動く①【演習】（坂東・辻・小橋・初見）
目標：基本的な日常生活での動きで、関節がどのように動
いているのかについて確認できる
内容：関節の種類と動き方について設う明する。椅子に座
る，しゃがむ，立ち上がる，食事をするなどの動作時に，ど
の関節がどの程度動いているのか体験的に学ぶ。

教科書①の第2章（P116～
121)、教科書②（P104～107）を
読んで学習する（60分）

授業の内容を自分のノートにま
とめる（90分）

第2回

動く②【演習】（坂東・辻・小橋・初見）
目標：運動が心身に及ぼす影響を説明できる 
内容：よく運動する人とあまり運動しない人について、心肺
機能、歩行、動作、精神面への影響についてグループで
話し合う。
小テスト1

教科書①の第2章（P125～131)
を読んで学習する（60分）。

授業の内容を自分のノートにま
とめる（90分）。

第3回

呼吸器系の機能①（初見・坂東・辻・小橋）
目標：呼気と吸気のメカニズムを説明できる.発声のしくみを
説明できる。肺活量とは何か、説明することができる。鼻腔
での空気の温度調整、加湿のしくみが説明できる。咳と痰
が出るしくみが説明できる。
内容：換気のしくみ，上気道(鼻孔～喉頭まで)の各機関の
働き、生体防御機構について GW：腹式呼吸についてわか
りやすく伝える。

教科書①p 236-241教科書
②127-134、 を読む．
人体構造学Ⅱ第3回の講義資
料を読み、換気に関わる呼吸器
の構造を複習する。
（60分）

教科書③p45(スパイログラム)の
ワークを実施する。講義の内容
(項目は授業で指示する)をノート
にまとめる。
（90分）

第4回

呼吸器系の機能②（初見・坂東・辻・小橋）
目標：内呼吸・外呼吸とは何か説明できる。酸素と二酸化
炭素の運搬を説明できる。酸素飽和度とは何か説明できる
。呼吸調整のしくみを説明できる。呼吸のプロセスの全体
像を説明することができる。
内容：内呼吸と外呼吸、ガス交換と呼吸調整のしくみ GW：
教科書③p44やってみよう①～④
小テスト2

教科書① p.235、242-250  教科
書②p.10-13、 p.135-137を読む
。
人体構造学Ⅱ第4回の講義資
料を読み、ガス運搬に関わる呼
吸器の構造を復習する。
（60分）

教科書③ p.43のワークを実施
する。講義の内容(項目は授業
に指示する)をノートにまとめる。
（90分）

第5回

尿をつくる【演習】（小橋・初見・辻・坂東）
学習のねらい：事例を通じて，尿をつくる過程や体液調整
の仕組みを理解できる
事例：水分をたくさん摂っても，身体がむくまないのはなぜ
か

教科書①p.268-282を学習する
．
教科書② p.139-149を学習する
．
教科書③ p.47-48を学習する．
（60分）

尿を作る過程や体液調整につ
いて，根拠にもとづいてノートに
まとめる．
（90分）
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担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

第6回

尿意を感じてからトイレに行く【演習】（小橋・初見・辻・坂東
）
目標：事例を通じて，尿意を感じて排尿するまでのメカニズ
ムを理解できる.
事例：尿意を感じたとき，トイレまで我慢できるのはなぜか
？
小テスト3

教科書①p.283-289，p.508-515
を学習する．
教科書② p.139-149を学習する
．
教科書③ p.49-50を学習する．
（60分）

尿意を感じて排尿するまでのメ
カニズムを，根拠にもとづいてノ
ートにまとめる．
（90分）

第7回

食べる【演習】（坂東・初見・辻・小橋）
目標：食べることが心身に、どのような影響を及ぼすのかに
ついて説明できる
学習内容：あなたが考える楽しい食事とは？についてグル
ープで検討する

人体構造学Ⅱの第7回の講義内
容を復習する（60分）

授業内容を自分のノートにまと
める
（90分）

第8回

栄養をとる【演習】（坂東・初見・辻・小橋）
目標：バランスの良い食事が健康に良いとされる理由を説
明できる
学習内容：ダイエットを成功させるにはどうしたらよいか？に
ついてグループで検討する
小テスト4

教科書②のP126を飲んで学習
する。人体構造学Ⅱの第8回の
講義内容を復習する（60分）

食べ物の消化・吸収・排便まで
のプロセスを，根拠にもとづいて
ノートにまとめる．
（90分）

第9回

神経系【演習】（辻・坂東・初見・小橋）
学習内容：神経組織の機能
行動目標：GWを通し、人が眠るしくみを説明できる。

教科書②のP163～170までを熟
読し学習する.（90分）

授業内容をノートにまとめる．
（90分）

第10回

神経系【演習】（辻・坂東・初見・小橋）
学習内容：話す・聞く
行動目標：GWを通し、人が話して、聞くということを説明で
きる。
小テスト5

教科書②P155～161までを熟読
し学習する。（90分）

授業内容をノートにまとめる．
（90分）

- 142 -



北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美、小橋　拓真、初見　温子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

感覚器系【演習】（辻・坂東・初見・小橋）
学習内容：外部から情報を取り入れるしくみと平衡感覚
行動目標：GWを通し、外部から取り入れるしくみと平衡感
覚が説明できる。

教科書①P400～425までを熟読
し学習する。（90分）

授業内容をノートにまとめる。
（90分）

第12回

感覚器系【演習】（辻・坂東・初見・小橋）
学習内容：臭覚・味覚・視覚によってどのように人に伝わる
のか実感できる。
行動目標：GWを通し、臭覚・味覚・視覚によってどのように
人に伝わるのかが説明できる。
小テスト6

教科書①P426～437までを熟読
し学習する。（90分）

授業内容をノートにまとめる。
（90分）

第13回

生殖器系の機能①（初見・坂東・辻・小橋）
目標：遺伝による性分化を説明できる。精子の形成過程(減
数分裂)を説明できる。精子の産生から射精までのしくみを
説明できる。男性ホルモンの機能を述べることができる。
内容：性分化，男性生殖器の機能
GW：精液と尿が混ざらない理由についてわかりやすく説明
する。

教科書①580-581, 教科書② 
p.179-182を読む。人体構造学
Ⅱ第14回の講義資料を読み，
男性生殖器の構造を復習する。
（60分）

講義内容を(項目は授業で指示
する)ノートにまとめる。教科書③
p65のワークを実施する。
（90分）

第14回

生殖器系の機能②（初見・坂東・辻・小橋）
目標：性周期に関係するホルモンの種類を言える。月経の
機序を説明できる。受精～妊娠にいたるプロセス，ホルモ
ンの変化を説明できる。出産時の女性生殖器の働きを説
明できる。出産後，授乳時のホルモンの変化を説明できる
。
内容：女性生殖器の機能，妊娠・出産のしくみ
GW：基礎体温で卵巣の働きがなぜわかるのかをわかりや
すく伝える。
小テスト７

教科書① p539，541-543，554-
567，571-573 教科書②p183-
193を読む。人体構造学Ⅱ第14
回の講義資料を読み，女性生
殖器の構造を復習する。（60分）

講義内容を(項目は授業で指示
する)ノートにまとめる。教科書③
p67のワークを実施する。
（90分）

第15回

確認テスト（小橋・坂東・辻・初見）
まとめ: 確認テストについて解説する

1～14回目の復習をする.
（60分）

確認テストで間違った問題を復
習する
（90分）
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100

その他 0 なし

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

なし

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

課題（事後学習の提出）：45％（14回×3％、全ての課題を提出3％）
小テスト：35％（7回×5％）
確認テスト：20％

① 林正健二：ナーシンググラフィカ人体の構造と機能 第5版，メディカ出版，2023.
② 菱沼典子：看護形態機能学 生活行動からみるからだ 第4版, 日本看護協会出版会
③菱沼典子：看護形態機能学ワークブック 体験して考えるからだのいとなみ, 日本看護協会出版会

①佐藤達夫 監修：新版 からだの地図帳, 講談社
② 坂井建雄：系統看護学講座 専門基礎看護分野 人体の構造と機能［1］解剖生理学，医学書院，2022.

・私語，必要時以外の携帯の使用を禁止します。
・主体的に学習に取り組んでください。
・人体構造学Ⅱとのつながりが強い科目のため、人体構造学Ⅱの復習を十分に行って授業に臨んでください。
・課題やテストが毎回ありますので、欠席や遅刻をしないようスケジュール管理を十分に行ってください。
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門基礎科目　人体の構造と機能

科目名 免疫学 ナンバリング 2258

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 1

担当教員 澤谷　啓行

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

本学ディプロマポリシーの「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた判断力・思考力・対象理解力を高め、看護
師としての実践能力を有している。（知識・技能）」を達成するために、疾病の原因および治療における基礎的な知識を身につける科目である。
「臨床検査概論」「解剖学Ⅰ」「解剖学Ⅱ」「生理学Ⅰ」「生理学Ⅱ」と関連し、生体防御機構を習得するための科目である。 
看護の専門知識を活用して健康の状態やその変化に応じて実践する能力を身につける科目である。
学習への主体性を有し、自律的な行動ができ専門職者として研鑽し続ける基本的な能力を身につけるための科目である。

病原微生物から身を守るために備わっている免疫システムの重要な特徴は、自己と非自己の識別であるといえる。本科目では健康状態やその
変化に応じた看護に必要な専門知識を習得するため、生体に自然に備わっている生体防御機構、免疫担当細胞の種類と働きを解説し、免疫
とは何かを習得する。また、免疫機構の破綻によってもたらされる免疫病の種類と特徴を概説する。

・免疫とは何かがわかる。
・感染症を起こす微生物の種類と特徴を挙げることができる。
・常在細菌叢の種類と生体防御における役割について説明できる。
・免疫担当細胞の種類と働きを説明できる。
・免疫系の破綻によりもたらされる様々な免疫関連疾患について説明できる。

パワーポイントや印刷物を用いて説明する。
必要に応じて確認テストやレポート作成を行う。

classroomの活用

病院勤務約15年間の経験（内科病棟・ICU・救急外来）と、感染管理分野の専門性を活かし、免疫について学生にイメージ化させられる。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

課題に対するフィードバックの方法

講義中および講義後に質問を受け、次回の講義でフィードバックします。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

＜免疫の概念・病原微生物＞
・免疫の定義を理解する。
・病原微生物の構造の違いなど、各病原微生物の特徴を
理解する。

罹患したことがある感染症、興味
のある病原微生物のまとめを行
う。（90分）

各病原微生物の特徴のまとめを
行う。（90分）

第2回

＜標準予防策・経路別感染予防策＞
・標準予防策の特徴を理解する。
・経路別感染予防策（接触感染予防策・飛沫感染予防策・
空気感染予防策）の特徴を理解する。
・各病原微生物に対して必要な経路別感染予防策を理解
する。

標準予防策とは何か、経路別予
防策とは何かのまとめを行う。
（90分）

標準予防策、接触感染予防策、
飛沫感染予防策、空気感染予
防策の特徴のまとめを行う。（90
分）

第3回

＜免疫システム：自然免疫＞
・免疫システムの概要を理解する。
・自然免疫の特徴を理解する。

免疫システム（自然免疫）とは何
かのまとめを行う。（90分）

自然免疫に関わる免疫細胞の
特徴のまとめを行う。（90分）

第4回

＜免疫システム：獲得免疫＞
・獲得免疫である液性免疫の特徴を理解する。
・獲得免疫である細胞性免疫の特徴を理解する。

免疫システム（獲得免疫）とは何
かのまとめを行う。（90分）

液性免疫と細胞性免疫に関わる
免疫細胞の特徴のまとめを行う
。（90分）

第5回

＜ワクチン・アレルギー＞
・ワクチンの種類（生ワクチン・不活化ワクチン）と特徴を理
解する。
・ワクチンの定期接種と任意接種の違いを理解する。
・各型のアレルギーの発生機序と関連疾患の特徴を理解
する。

興味があるワクチンとアレルギー
のまとめを行う。（90分）

各ワクチンの特徴と各型のアレ
ルギーの特徴のまとめを行う。
（90分）

- 146 -



北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし。

100

その他 0 なし。

教科書

特に指定はなし。最初の講義で推奨するテキストを紹介する。

参考文献

なし。

履修条件・留意事項等

第6回

＜日和見感染症＞
・医療関連感染の定義を理解する。
・日和見感染症の定義を理解する。
・代表的な日和見感染症と原因となる病原微生物を理解す
る。

医療関連感染、日和見感染症と
は何かのまとめを行う。（90分）

代表的な日和見感染症と原因と
なる病原微生物のまとめを行う。
（90分）

第7回

＜ウイルス性肝炎・ヒト免疫不全ウイルス（HIV）と後天性免
疫不全症候群（AIDS）＞
・各型のウイルス性肝炎の特徴を理解する。
・HIVおよびHIV感染症の特徴を理解する。
・AIDSの特徴を理解する。

ウイルス性肝炎、HIVとAIDSとは
何かのまとめを行う。（90分）

B型肝炎とC型肝炎の特徴、HIV
感染症とAIDSの特徴のまとめを
行う。（90分）

第8回

＜自己免疫疾患＞
・自己免疫疾患の定義を理解する。
・代表的な自己免疫疾患（関節リウマチなどの膠原病他）と
その特徴を理解する。
・自己免疫疾患に関わる自己抗体の種類と特徴を理解す
る。

興味がある自己免疫疾患のまと
めを行う。（90分）

全身性エリテマトーデス、シェー
グレン症候群、関節リウマチの
特徴のまとめを行う。（90分）

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

講義後のミニテストの成績、レポートや欠席届等の提出物、および受講態度に基づいて総合的
に判断する。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

欠席した場合は、欠席届を提出する。

備考欄

なし。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門基礎科目　人体の構造と機能

科目名 看護栄養学 ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 1

担当教員 松本　信子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

パワーポイントと教科書、配布印刷物を用いて講義形式ですすめる。

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

医療機関にて、管理栄養士として臨床に携わった経験を活かし、チーム医療での役割・栄養管理のあり方など実際に基づいて授業を行う。

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度前期

看護の対象者が、病気の治療に伴うセルフケアを行うために必要な栄養・食事療法を行うための基本的な知識を学び専門科目の基礎となる。
ディプロマ・ポリシーの「康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力・対象 理解力を高め、
看護師としての実践能力を有している。（知識・技能）」ことと特に関係がある科目である。

本科目は、健康状態やその変化に応じた看護に必要な専門知識を習得するため、人々が健康な身体をつくり維持すること、疾病を発症したと
きに回復を促すことのできる食生活のありようと、栄養とのかかわりを理解する。学習内容は栄養の基本概念、各種栄養素、主要食品の栄養学
的意義である。そして、栄養状態の評価・判定方法と、ライフステージや生活様式や病態に応じた必要栄養所要量の設定方法を学ぶ。さらに、
栄養的要因のそれぞれの疾患の成り立ちを踏まえ、治療食についての適切な献立、食材選択、調理方法までを学ぶ。

・栄養状態の評価に必要な基本的な指標、臨床検査値、身体測定などについて説明できる。
・栄養補給法の概略について説明できる。
・主な疾患と栄養学的対策との関連を理解し説明できる。
・学生自らの基礎代謝量を知り、推定エネルギー必要量を算出できる。
・多職種で取り組む栄養管理について説明できる。

Googleクラスルームを使用し自主学習を促す。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 松本　信子

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

事後学習ノートにコメントを添えて返却します.

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

授業の概要と到達目標を説明する。
病院食の概要 ： 一般食、治療食、検査食、食形態につい
て
病院食における適切な食事の条件

教科書により病院給食の意義と
種類を学習し、授業に備える。（
120分）

食事療法の意義についてまとめ
る。（120分）教科書や講義の内
容をまとめて学習ノートを作成す
る。

第2回

栄養補給法と補給ルート:経腸栄養法、静脈栄養法とそれ
ぞれの合併症と必要栄養量の求め方について

経腸栄養、静脈栄養について
教科書を読み授業に備える。
（120分）

食事療法の意義についてまとめ
る。（120分）教科書や講義の内
容をまとめて学習ノートを作成す
る。

第3回

代謝性疾患の栄養・食事療法
糖尿病の食事療法

糖尿病の食事療法についてに、
教科書を読み授業に備える。
（120分）

教科書や講義の内容をまとめて
学習ノートを作成する。（120分）

第4回

循環器疾患の栄養・食事療法                                
動脈硬化の危険因子と生活習慣病の発症
高血圧症、心疾患、脳血管疾患の病態に応じた食事療法

循環器疾患の食事療法につい
て、教科書を読み授業に備える
。（120分）

教科書や講義の内容をまとめて
学習ノートを作成する。（120分）

第5回

腎疾患の栄養・食事療法        
慢性腎臓病、腎不全、人工透析の病期に応じた食事療法

腎臓疾患の食事療法について、
教科書を読み授業に備える。
（120分）

教科書や講義の内容をまとめて
学習ノートを作成する。（120分）

- 150 -



北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は実施しない。

100

その他 0

教科書

系統看護学講座 専門基礎分野 栄養学 人体の構造と機能③ 医学書院

参考文献

なし

履修条件・留意事項等

第6回

場面別の栄養管理
がんの食事療法について

がんの食事療法について、教科
書を読み授業に備える。（120分
）

教科書や講義の内容をまとめて
学習ノートを作成する。（120分）

第7回

チームで取り組み栄養管理                        
栄養サポートチームについて

チームで取り組む栄養管理 に
ついて、教科書を読み授業に備
える。（120分）

教科書や講義の内容をまとめて
学習ノートを作成する。（120分）

第8回

術前後の栄養管理                        
消化管術前後の栄養・食事療法の留意点
確認テスト及び授業のまとめ
確認テスト及び授業のまとめ

術前後の栄養管理 について、
教科書を読み授業に備える。
（180分）

教科書や講義の内容をまとめ復
習する。（60分）

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

確認テスト 50％ 事後学習ノート 30％ 授業への参加度 20％
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

この授業を履修することで、病院の栄養管理について関心を深めて下さい。

備考欄
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門基礎科目　疾病の成り立ちと回復の促進

科目名 メンタルヘルス ナンバリング 2338

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 藤村　恵理子、井上　仁美

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

精神保健看護で看護師として実務経験のある教員が担当する。

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

ディプロマ・ポリシーの「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた判断力・思考力・対象理解力を高め、看護師
としての実践能力を有している」ことと特に関係がある科目である。また､「看護過程の展開や臨床判断に必要となる問題探求力・問題解決能力
を有している」とも関係する科目である。教養科目の「心理学概論」と連携しており、「精神看護学の基礎」「精神看護学の展開Ⅰ・Ⅱ」に関連する
科目である。

本科目は、健康状態やその変化に応じた看護に必要な専門知識を習得するため、臨床心理学の基本的な理解の枠組みを学ぶことを通して、
心理臨床的支援に関わる関係者との共通なベースを構築していくための手がかりを提供する。学習内容は①臨床心理学の歴史と背景、②カウ
ンセリングの理論と実際、③遊戯療法・音楽療法・家族療法に関する理論と実際である。さらに、学習を深めるために、ロールプレイ実習および
臨床をあとづけていくための分析法の実習を組み入れて演習を実施する。

1．臨床心理学の基本的な理論を学び、自己理解と他者理解について述べることができる
2．人々が抱える様々なメンタルヘルスの現状を理解し、メンタルヘルスについて論じることができる
3．メンタルヘルスに関する基本的な知識を身につけ、メンタルヘルスを健康に保てるよう具体的なアプローチを実践できる

授業担当者が作成した資料を受講生に配布し、PowerPointを用いて講義する。適宜メディア学習を取り入れる。他にゲストスピーカーによる講
義、グループによる体験学習と演習、ディスカッションやプレゼンテーションなど多様な方法を通して授業を展開していく。学んだ知識の定着を
促進するために授業開始時または終了前に確認テストを行い、Google classroom（以下：GCとする）で指定した準備学習と事後学習を提出する
ことで学びを深める。ゲストスピーカーの講義の後は自分の考えを課題レポートとして提出する。グループで体験学習を行い、感じたこと、考え
たことをワークシートで振り返る。課題に関するグループワークを行い、学習成果をパワーポイントでプレゼンテーションして学びを共有するととも
にワークシートで理解を深める。

適宜メディア学習を取り入れる。レポート課題や事前学習・事後学習の提出、フィードバックはGCを用いた双方向授業を取り入れる。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 井上　仁美、藤村　恵理子

担当教員 井上　仁美、藤村　恵理子

担当教員 井上　仁美、藤村　恵理子

担当教員 井上　仁美、藤村　恵理子

担当教員 井上　仁美、藤村　恵理子

確認テスト回収後に講義時間内またはGCで行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

授業開始のガイダンス：授業の位置づけ、概要、目標方法
、留意事項等についての説明を行う。メンタルヘルスの概
念を整理し、ストレスとはどのようなものか、心と体の関連に
ついて学習する。

シラバスを読んで授業の概要を
把握しておくこと。自分が感じて
いるストレスについて振り返って
みること（60分）

次回の授業で確認テストを行う
ため、レジュメを復習する。配布
した資料の該当箇所をまとめた
ノートを作成してGCに提出する
こと（90分）

第2回

臨床心理学の歴史と背景：メンタルヘルスを臨床心理学の
視点から学習していくための基礎的な知識を学習する。臨
床心理学の成り立ちについて、臨床心理学とはどのような
学問なのか、その特徴や方法について理解する。あわせて
臨床心理学と近接した学問領域についてどのような領域が
あるのかを学ぶ。
カウンセリングの理論と実際：エリック・バーンによって提唱
された交流分析について学習する。実際にエゴグラムを用
いて自身の心の状態を知り、自己理解を深める。授業開始
時に確認テスト①（第1回目の内容）を行う。

臨床心理学について自分なりに
調べておくこと、自己理解という
キーワードについて整理してお
くこと（90分）

次回の授業で確認テストを行う
ため、レジュメを復習する。配布
した資料の該当箇所をまとめた
ノートを作成し、GCに提出する
こと（90分）

第3回

カウンセリングの理論と実際：精神分析学の創始者である
ジークムント・フロイトによって提唱された精神分析に関わる
理論を学習する。あわせてエリクソンやピアジェによる精神
発達に関する理論についても理解を深める。授業開始時
に確認テスト②③（第2回目の内容）を行う。

パーソナリティというキーワード
について調べておくこと（90分）

次回の授業で確認テストを行う
ため、レジュメを復習する。配布
した資料の該当箇所をまとめた
ノートを作成し、GCに提出する
こと（90分）

第4回

カウンセリングの理論と実際：カール・ロジャーズが提唱した
来談者中心療法と心理療法の中心的位置を占める認知行
動療法の基本的な知識とアプローチの方法について、ロー
ルプレイを取り入れながら学習する。授業開始時に確認テ
スト④⑤（第3回目の内容）を行う。

傾聴、共感、自己一致、自動思
考というキーワードについて調
べておくこと（90分）

次回の授業で確認テストを行う
ため、レジュメを復習する。配布
した資料の該当箇所をまとめた
ノートを作成し、GCに提出する
こと（90分）

第5回

遊戯療法と音楽療法に関する理論と実際：子どもを対象と
した遊戯療法の基本的な知識と方法について事例を紹介
しながら理解する。音楽療法の基本的な知識と心と体にど
のように作用するのかを学習する。医療・福祉・教育の場で
実践する音楽療法の方法を理解する。授業開始時に確認
テスト⑥（第4回目の内容）を行う。

遊びとは何か調べておくこと。子
どもの発達段階について整理し
ておくこと（90分）

次回の授業で確認テストを行う
ため、レジュメを復習する。配布
した資料の該当箇所をまとめた
ノートを作成し、GCに提出する
こと（90分）
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担当教員 井上　仁美、藤村　恵理子

担当教員 井上　仁美、藤村　恵理子

担当教員 井上　仁美、藤村　恵理子

担当教員 井上　仁美、藤村　恵理子

担当教員 井上　仁美、藤村　恵理子

第6回

家族療法に関する理論と実際：家族療法の発展の流れと
理論家の治療技法を理解し、家族への支援方法を学ぶ。
ここでは家族の感情コントロールのトレーニングとしてアン
ガーマネジメントについても学習する。授業開始時に確認
テスト⑦（第5回目の内容）を行う。

EE（感情表出：Expressed 
Emotion））というキーワードにつ
いて調べておくこと（90分）

確認テストを行うため、レジュメを
復習する。但し、この回の確認
テスト⑧はゲストスピーカーによ
る講義の後の第10回目授業で
行う。配布した資料の該当箇所
をまとめたノートを作成し、GCに
提出すること（90分）

第7回

ゲストスピーカー精神看護専門看護師による講義① ：青年
期に陥りやすい若年層の死因第一位である自殺の現状お
よび自殺対策による予防とケアについて学習する。終了後
、課題レポートを提出する。

青年期における自殺の現状に
ついて調べておくこと（90分）

課題に関するレポートを作成す
ること（90分）

第8回

ゲストスピーカー精神看護専門看護師によるによる講義② 
：看護師の様々な資格や（リエゾン）精神看護専門看護師
の活動を知り、受講生が看護師としてのキャリアビジョンを
見出すことができる。医療機関におけるメンタルヘルスケア
の実際を理解する。終了後、課題レポートを提出する。

リエゾンというキーワードについ
て調べておくこと（90分）

課題に関するレポートを作成す
ること（90分）

第9回

ゲストスピーカー精神看護専門看護師よる講義③ ：病院で
働く多職種に対するメンタルヘルスケア、看護師が行って
いるセルフメンテナンス、地域におけるメンタルヘルスの現
状とメンタルヘルスケアの実際について理解する。終了後
、課題レポートを提出する。

バーンアウト、リアリティショックと
いうキーワードについて調べて
おくこと（90分）

課題に関するレポートを作成す
ること（90分）

第10回

心の健康を維持・増進するための方法について学ぶ。体の
メカニズムを結びつけながら理解していく。授業開始時に
確認テスト⑧（第6回目の内容）を行う。

メンタルヘルス不調とリラクゼー
ションの関連について調べてお
くこと（90分）

次回の授業で確認テストを行う
ため、レジュメを復習する。配布
した資料の該当箇所をまとめた
ノートを作成し、GCに提出する
こと（90分）
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担当教員 井上　仁美、藤村　恵理子

担当教員 井上　仁美、藤村　恵理子

担当教員 井上　仁美、藤村　恵理子

担当教員 井上　仁美、藤村　恵理子

担当教員 井上　仁美、藤村　恵理子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

グループによる体験学習：心の健康を保持・増進するため
のケアの実践ではアロマオイルを用いたハンドマッサージ
を体験する。個人で実施した後に受講生同士でも実施し
合い、感じたことや考えたことをワークシートで振り返る。終
了時、ワークシートを提出する。授業開始時に確認テスト⑨
（第10回目の内容）を行う。

「アロマセラピー」について調べ
ておくこと（90分）

課題に関するワークシートを作
成し、提出すること（90分）

第12回

グループによる演習①：各グループに分かれてメンタルヘ
ルスを保つためのリラクゼーション技法と効果について考え
る。資料とパワーポイントを作成する。

各自メンタルヘルスを保つため
のリラクゼーション技法について
考えておくこと（90分）

メンタルヘルスを保つためのリラ
クゼーション技法と効果につい
て整理しておくこと。グループワ
ークで示された課題について各
自進める（90分）

第13回

グループによる演習②：各グループに分かれてメンタルヘ
ルスを保つためのリラクゼーション技法と効果について考え
る。資料とパワーポイントを作成する。終了時、資料を提出
する。

各グループでメンタルヘルスを
保つためのリラクゼーション技法
と効果についてプレゼンテーシ
ョンできるように準備する。資料
を整理する（90分）

メンタルヘルスを保つためのリラ
クゼーション技法と効果につい
て整理しておくこと。グループワ
ークで示された課題について各
自進める（90分）

第14回

グループによる演習③：前半発表グループのメンタルヘル
スを保つためのリラクゼーション技法と効果についてパワー
ポイントでプレゼンテーションする。ワークシートによる振り
返りを行い、学び合う。終了時、ワークシートを提出する。

前半発表グループのメンタルヘ
ルスを保つためのリラクゼーショ
ン技法と効果について調べてお
くこと（90分）

前半発表グループのメンタルヘ
ルスを保つためのリラクゼーショ
ン技法と効果を復習しておくこと
（90分）

第15回

グループによる演習④：後半発表グループのメンタルヘル
スを保つためのリラクゼーション技法と効果についてパワー
ポイントでプレゼンテーションする。ワークシートによる振り
返りを行い、学び合う。ニーズに応じた技法の選択につい
て理解する。終了時、ワークシートを提出する。

後半発表グループのメンタルヘ
ルスを保つためのリラクゼーショ
ン技法と効果について調べてお
くこと（90分）

後半発表グループのメンタルヘ
ルスを保つためのリラクゼーショ
ン技法と効果を復習しておくこと
。配布資料を読んでこれまでの
学習のまとめを行うこと（90分）
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100

その他 0

教科書

教科書は使用しない。必要な資料は授業担当者が作成して、その都度配布する。

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

確認テスト：45％（5点満点×9回）、 ゲストスピーカー講義レポート：15％（5満点×3回）、体験学
習ワークシート：10％（10点満点×1）グループワーク演習の成果内容・発表およびワークシート：
30％（25点満点・5点満点）、評価基準は授業内に提示する。確認テストは授業開始時または終
了前に実施する。ゲストスピーカーによる講義の後にテーマを設定してレポートを課す。授業の
回の予習およびレジュメによる復習を手書きで作成した自己学習ノートを期限内にGCのフォー
ムに提出した場合は内容と量で1～3点を加点する。

適宜、授業やGCで紹介する。

グループワークの取り組みが重視されるので積極的な参加が求められる。遅刻20分以上は欠席、３回の遅刻で１回の欠席になる。計15回のうち
3分の1以上の欠席で単位認定ができない可能性がある。確認テストは遅刻、欠席をすると受けられないので０点となる。レポートや課題の期日
迄の未提出も同様である。確認テストはレジュメや自己学習ノートの持ち込みは可とするが、スマホやPCの使用は認めない。欠席した回のレジ
ュメは次の講義開始前までに担当教員の研究室に取りに来た場合のみ配布する。ゲストスピーカーの来校の都合上、講義の回の順番及び日
程が変更になることがある。
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門基礎科目　疾病の成り立ちと回復の促進

科目名 病理学 ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 瀧山　晃弘

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

病理専門医として病理診断や病理解剖などに従事した経験を活かして授業を行う。

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度前期

看護学・栄養学に必要な病理学の基礎的知識・技能を身につけるための科目である。
看護学科においては、ディプロマ・ポリシーの「【知識・技能】健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた基本的な
判断力・思考力・対象理解力を高め、看護師としての実践能力を有している。」と特に関係がある科目である。「免疫学」「医療概論」「人体構造
学I」｢人体構造学II」「人体機能学I｣「人体機能学II」と関連し、「看護病態治療学Ⅰ」「看護病態治療学Ⅱ」「看護病態治療学Ⅲ」「看護病態治療
学Ⅳ」「臨床検査概論」の基礎となる。
健康栄養学科においては、ディプロマ・ポリシーの「【知識・技能】科学的根拠に基づいて、人を対象とした適切な栄養指導・教育を行うために必
要な知識・技術を身につけている。」と関係する科目である。「解剖学」「生理学」「運動生理学」「病態生理学」「生化学」「免疫と食物アレルギー」
と関連し、「臨床医学概論」の基礎となる。

健康状態やその変化に応じた看護に必要な専門知識を習得するため、病気が起こす原因やその発症のメカニズム、細胞・組織傷害、細胞死と
老化、先天異常と遺伝病、代謝障害、循環障害、腫瘍など原因や機序別に分けて総論を学ぶ。その総論を基礎として各臓器ごとにその代表的
疾患を発症機序や病態などの各論を学習する。

1．病院病理の役割や病理診断の意義、加えて病理解剖の意義を説明できる。
2．細胞傷害および細胞死の分類や機序、その形態的特徴を述べることができる。
3．先天異常や遺伝性疾患、代謝異常、循環障害、腫瘍について、それぞれの病態や種類、発症機序を説明できる。また、それぞれの代表的
疾患を挙げ説明できる。
4．各臓器の代表的疾患について、それぞれの発症機序や病態を説明できる。

パワーポイントと配布印刷物を用いて講義形式ですすめる。
必要に応じてオンライン授業を実施する。

Google ClassroomのGoogleフォームを用いて練習問題を提供し、自主学習を促す。
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課題に対するフィードバックの方法

フィードバックとして、練習問題の解説を行う。

授業計画 学習内容

担当教員 瀧山　晃弘

担当教員 瀧山　晃弘

担当教員 瀧山　晃弘

担当教員 瀧山　晃弘

担当教員 瀧山　晃弘

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

【病理学総論１．「病理学とは」「細胞傷害」】
病理学の概念と医学における位置付け、医療における病
理診断の役割について学ぶ。また、細胞傷害の種類やそ
の機序、及び傷害を受けた細胞組織の形態変化やその修
復について学習する。

教科書のpp.14~52を読んでおく
。（90分）

教科書・資料を参照し理解を深
めること。（90分）

第2回

【病理学総論２．「先天異常」】
先天異常の種類と代表的な疾患、先天奇形について学ぶ
。染色体異常とその代表的疾患として、常染色体の異常に
よるダウン症候群や、性染色体の異常によるクラインフェル
ター症候群、ターナー症候群などを学ぶ。

教科書のpp.53~64を読んでおく
。（90分）

教科書・資料を参照し理解を深
めること。（90分）

第3回

【病理学総論３．「循環障害」】
体液循環の機構や、局所の循環障害として、血栓、塞栓、
梗塞の関係、出血、うっ血と浮腫、ショックについて、また全
身循環障害について学ぶ。

教科書のpp.65~75を読んでおく
。（90分）

教科書・資料を参照し理解を深
めること。（90分）

第4回

【病理学総論４．「炎症」】
炎症に関わる細胞の種類や液性因子、炎症の分類やその
転帰について学ぶ。急性炎症の結果としての膿瘍や蜂窩
織炎、肉芽組織など、及び慢性非特異性炎症と肉芽腫を
形成する特異性炎症との違いについて学ぶ。

教科書のpp.76~87を読んでおく
。（90分）

教科書・資料を参照し理解を深
めること。（90分）

第5回

【病理学総論５．「免疫異常とアレルギー」】
免疫と免疫系の細胞、Ⅰ型からⅤ型までの各種のアレルギ
ー反応、臓器移植と拒絶反応、先天性免疫不全症と後天
性免疫不全症候群（AIDS）、臓器特異的自己免疫疾患や
膠原病などについて学ぶ。

教科書のpp.88~102を読んでお
く。（90分）

教科書・資料を参照し理解を深
めること。（90分）
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担当教員 瀧山　晃弘

担当教員 瀧山　晃弘

担当教員 瀧山　晃弘

担当教員 瀧山　晃弘

担当教員 瀧山　晃弘

第6回

【病理学総論６．「感染症」】
感染の原因となる病原体の種類や感染の成立、病原体に
対する宿主の反応、病原性と増殖速度、日和見感染、病
原体の感染経路、内因性感染症と外因性感染症、劇症型
感染症などについて学ぶ。

教科書のpp.103~117を読んで
おく。（90分）

教科書・資料を参照し理解を深
めること。（90分）

第7回

【病理学総論７．「腫瘍」】
腫瘍の概念や分類、良性腫瘍と悪性腫瘍、上皮性腫瘍と
非上皮性腫瘍の違いとその形態的特徴、発生機序、がん
の浸潤・転移や病期、宿主への影響や予後の違い、がん
の診断、治療法などについて学ぶ。

教科書のpp.118~134を読んで
おく。（90分）

教科書・資料を参照し理解を深
めること。（90分）

第8回

【病理学各論１．「心臓の疾患」「脈管系の疾患」】
狭心症や心筋梗塞などの虚血性心疾患、心筋炎と心筋症
、リウマチ熱と感染性心内膜炎、心弁膜症、心房中隔欠損
症や心室中隔欠損症などの先天性心疾患、心不全、動脈
瘤、動脈硬化症、血管炎などについて学ぶ。

教科書のpp.136~166を読んで
おく。（90分）

教科書・資料を参照し理解を深
めること。（90分）

第9回

【病理学各論２．「造血系・リンパ系の疾患」】
巨赤芽球性貧血など各種の貧血、血液凝固因子や血小板
の異常による出血性疾患、白血病、多発性骨髄腫などの
形質細胞性腫瘍、各種の悪性リンパ腫、リンパ節炎などそ
の他の造血系・リンパ系疾患について学ぶ。

教科書のpp.167~185を読んで
おく。（90分）

教科書・資料を参照し理解を深
めること。（90分）

第10回

【病理学各論３．「呼吸器系の疾患」】
扁桃炎やアデノイド肥大、鼻咽頭腫瘍、喉頭腫瘍など上気
道の疾患、慢性閉塞性肺疾患、拘束性肺疾患、肺塞栓症
などの肺血管疾患、肺炎、抗酸菌感染症、肺癌とその主な
組織型、その他の肺疾患について学ぶ。

教科書のpp.186~212を読んで
おく。（90分）

教科書・資料を参照し理解を深
めること。（90分）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員 瀧山　晃弘

担当教員 瀧山　晃弘

担当教員 瀧山　晃弘

担当教員 瀧山　晃弘

担当教員 瀧山　晃弘

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

【病理学各論４．「消化管の疾患」】
白板症や口腔癌、歯原性腫瘍などの口腔・顎部の疾患、
胃食道逆流症、食道静脈瘤、食道癌などの食道の疾患、
慢性胃炎や胃潰瘍、胃癌、胃の悪性リンパ腫など胃の疾
患、炎症性腸疾患や大腸癌など小腸・大腸の疾患につい
て学ぶ。

教科書のpp.213~237を読んで
おく。（90分）

教科書・資料を参照し理解を深
めること。（90分）

第12回

【病理学各論５．「肝臓、胆嚢、膵臓の疾患」】
各種ウイルス性肝炎、アルコール性肝疾患、非アルコール
性脂肪性肝炎、肝硬変、肝細胞癌などの肝臓の疾患、胆
石症と慢性胆嚢炎、胆道癌などの胆嚢・胆道の疾患、急性
膵炎と慢性膵炎、膵癌などの膵臓の疾患について学ぶ。

教科書のpp.238~254を読んで
おく。（90分）

教科書・資料を参照し理解を深
めること。（90分）

第13回

【病理学各論６．「泌尿器系、男性生殖器系、女性生殖器
系と乳腺、内分泌系の疾患」】
糸球体疾患、腎細胞癌などの泌尿器系の疾患、精巣腫瘍
や前立腺過形成、前立腺癌などの男性生殖器系の疾患、
子宮頸癌、子宮体癌、乳癌などの女性生殖器系と乳腺の
疾患、下垂体腺腫、甲状腺癌など内分泌系の疾患につい
て学ぶ。

教科書のpp.255~323を読んで
おく。（90分）

教科書・資料を参照し理解を深
めること。（90分）

第14回

【病理学各論７．「筋・骨格系、皮膚、脳・神経系、眼と耳、
全身性疾患」】
筋ジストロフィー、重症筋無力症、骨肉腫などの筋・骨格系
の疾患、炎症性皮膚疾患や皮膚の腫瘍、脳血管疾患、頭
蓋内感染症、脱髄疾患、主な神経系腫瘍、膠原病やアミロ
イドーシスなどの全身性疾患について学ぶ。

教科書のpp.324~398を読んで
おく。（90分）

教科書・資料を参照し理解を深
めること。（90分）

第15回

【まとめと修了テスト】
第1回から第14回までの総括、及び修了テストを実施する。

第1回から第14回までの内容を
復習しておくこと。(90分)

教科書・資料を参照し理解を深
めること。（90分）
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0

その他 0

教科書

クイックマスター病理学第２版／堤寛著／サイオ出版

参考文献

特記事項なし。

履修条件・留意事項等

特記事項なし。

備考欄

特記事項なし。

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門基礎科目　疾病の成り立ちと回復の促進

科目名 看護病態治療学Ⅰ ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 當瀬　規嗣

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

臨床で経験した症例もまじえて講義します。

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度前期

「生理学」と「解剖学」を基礎知識として、疾病のなりたちと治療を学習する。
「病態治療学Ⅰ」①呼吸器②循環器病学③糖尿病代謝内分泌④血液学の4分野からなる。
ＤＰ「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた判断力・思考力・対象理解力を高め、看護師としての実践能力」
や「「看護過程の展開や臨床判断に必要となる問題探求力・問題解決能力」に関連する基本的な能力を身につけ、看護の専門知識を活用して
健康の状態やその変化に応じて実践する能力を得るための知識を習得する。

健康状態やその変化に応じた看護に必要な専門知識を習得するため、臨床で遭遇する頻度の高い代表的な疾患の病態生理、診断のための
臨床検査・評価、治療までを系統立てて理解する。本科目では主に薬物療法、食事療法、注射・輸液療法による治療に着目し、呼吸器疾患、
循環器疾患、血液疾患、糖尿病・代謝・内分泌疾患を学ぶ。

１．生体の基本的解剖・生理を理解する
２．病的変化から疾病に至る過程を理解する。
３．内科的疾病の看護を可能とする知識・技術・態度を理解する。

講義用プリントおよびスライドによる講義を行います。講義の最後に知識の確認を行います。
課題はGoogle classroomで行います。

Google classroomの活用
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

4分野の最後に課題（選択問題）があります。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

呼吸器病学(1)
呼吸器の解剖・生理。肺・気管支の基本的構造。胸部写真
と胸部CTの見方．スパイロメーターのみかたと解釈。血液
ガス分析のみかた。

テキストの該当箇所を一読してく
ださい。 ＜30分＞

講義内容を振り返り、テキストの
内容を合わせて知識を整理して
下さい。＜30分＞

第2回

呼吸器病学(2)
呼吸不全の病態と治療
閉塞性肺疾患と拘束性肺疾患の病態・特徴･診断・治療に
ついて

テキストの該当箇所を一読してく
ださい。＜30分＞

講義内容を振り返り、テキストの
内容を合わせて知識を整理して
下さい。＜30分＞

第3回

呼吸器病学(3)
呼吸器感染症（ウイルス 細菌 多剤耐性菌 マイコプラズマ 
結核菌 真菌 クラミジア）肺炎の特徴。誤嚥性肺炎の特徴。
肺癌 原発性肺癌の分類･特徴・治療、転移性肺癌。

テキストの該当箇所を一読してく
ださい。＜30分＞

講義内容を振り返り、テキストの
内容を合わせて知識を整理して
下さい。＜30分＞

第4回

呼吸器病学(4)
肺循環障害 心臓と肺の関係、肺塞栓。
その他の呼吸器疾患 外来で遭遇する肺疾患、睡眠時無
呼吸症候群、過換気など

テキストの該当箇所を一読してく
ださい。＜30分＞

講義内容を振り返り、テキストの
内容を合わせて知識を整理して
下さい。＜30分＞

第5回

循環器病学(1) 
心臓の解剖と生理 心臓の基本的構造（冠動脈、刺激伝導
系．大循環と肺循環）
心電図の基本

テキストの該当箇所を一読してく
ださい。＜30分＞

講義内容を振り返り、テキストの
内容を合わせて知識を整理して
下さい。＜30分＞
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

循環器病学(2)
代表的的な不整脈①

テキストの該当箇所を一読してく
ださい。＜30分＞

講義内容を振り返り、テキストの
内容を合わせて知識を整理して
下さい。＜30分＞

第7回

循環器病学(3)
代表的な不整脈②とペースメーカー
心不全の病態と治療

テキストの該当箇所を一読してく
ださい。＜30分＞

講義内容を振り返り、テキストの
内容を合わせて知識を整理して
下さい。＜30分＞

第8回

循環器病学(4)
虚血性心疾患
弁膜症と心筋疾患

テキストの該当箇所を一読してく
ださい。＜30分＞

講義内容を振り返り、テキストの
内容を合わせて知識を整理して
下さい。＜30分＞

第9回

循環器病学(5)
先天性心疾患・心筋炎と心膜炎・大動脈疾患
末梢動脈疾患

テキストの該当箇所を一読してく
ださい。＜30分＞

講義内容を振り返り、テキストの
内容を合わせて知識を整理して
下さい。＜30分＞

第10回

糖尿病代謝内分泌学(1)
糖尿病・糖尿病の合併症
脂質代謝異常症

テキストの該当箇所を一読してく
ださい。＜30分＞

講義内容を振り返り、テキストの
内容を合わせて知識を整理して
下さい。＜30分＞
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

糖尿病代謝内分泌学(2)
代表的な内分泌疾患①
下垂体・甲状腺

テキストの該当箇所を一読してく
ださい。＜30分＞

講義内容を振り返り、テキストの
内容を合わせて知識を整理して
下さい。＜30分＞

第12回

糖尿病代謝内分泌学(2)
代表的な内分泌疾患②
副腎・腎

テキストの該当箇所を一読してく
ださい。＜30分＞

講義内容を振り返り、テキストの
内容を合わせて知識を整理して
下さい。＜30分＞

第13回

血液病学(1)
血液の成分と機能
血型と輸血

テキストの該当箇所を一読してく
ださい。＜30分＞

講義内容を振り返り、テキストの
内容を合わせて知識を整理して
下さい。＜30分＞

第14回

血液病学(2)
赤血球の異常

テキストの該当箇所を一読してく
ださい。＜30分＞

講義内容を振り返り、テキストの
内容を合わせて知識を整理して
下さい。＜30分＞

第15回

血液病学(3)
白血球の異常
凝固系の異常

テキストの該当箇所を一読してく
ださい。＜30分＞

講義内容を振り返り、テキストの
内容を合わせて知識を整理して
下さい。＜30分＞
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

100

その他 0

教科書

「成人看護学の展開Ⅰ」の教科書と同じ

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

出席点 60点（1コマ4点）
課題 40点

病気が見える２ 循環器
病気が見える３ 糖尿病代謝内分泌
病気が見える４ 呼吸器
病気が見える５ 血液

留意事項等
この科目は基礎看護学実習Ⅱの履修要件である。単位が修得不可の場合は実習は受けれない
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門基礎科目　疾病の成り立ちと回復の促進

科目名 看護病態治療学Ⅱ ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 菅原　美保、津村　宣彦

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度前期

本科目は看護学科のディプロマポリシーの「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力
・対象理解力を高め、看護師としての実践能力を有している。」と特に関係がある。また「看護過程の展開や臨床判断に必要となる問題探求能
力・問題解決能力を有している。」こととも関係する。女性と新生児および小児の各種疾患の成因や病態および治療を科学的根拠の基に理解
するとともに、女性のライフスタイルにおけるそれぞれの時期における性機能の変化や異常をする。また、新生児期および小児の健康的な発育
・発達を支援するための基礎的な知識を獲得するための授業であり「母性看護学の基礎」「小児看護学の基礎」とともに、「母性看護学展開Ⅰ」「
小児看護学の展開Ⅰ」につなぐ科目である。

健康状態やその変化に応じた看護に必要な専門知識を習得するため、臨床で遭遇する頻度の高い代表的な疾病の病態生理、診断のために
臨床検査・評価、治療までを系統立てて理解する。本科目では特徴的な治療や検査が必要となる産婦人科疾患、小児疾患を学ぶ。
【津村】看護学の視点で臨床で遭遇する頻度の高い代表的な産婦人科疾患を学ぶ。
【菅原】看護学の視点で臨床で遭遇する頻度の高い代表的な小児疾患を学ぶ。

【女性・周産期】
・人間の性と生殖生理、性機能についての基本的な知識を学び、妊娠、分娩、産褥の機序と各期の正常経過の維持のしくみについて、さらにそ
の異常経過の病因を説明できる
・女性のライフサイクルにおける、性機能の変化や異常と各期に罹患しやすい疾患の病因・治療などを説明できる 
【小児】
・子どもの身体について解剖・生理的側面の特徴を理解し、異常や障害が起こるメカニズムを説明できる
・子どもに特有な疾患の病因、病態、症状、治療、検査について理解し、説明できる

授業方法はパワーポイントとハンドアウト、視聴覚教材などを用いた講義形式とする。
確認テストを時間内に行う（全4回）

双方型授業（Google classroomを利用したミニテスト、レスポンスカード）
自主学習支援（e-ラーニング「今日の臨床サポート」の活用、Google classroomを利用したレポート・課題提出、資料提供、予習課題の提示）

津村は産婦人科での臨床経験や知識を活かした講義を行う。
菅原は小児科での臨床経験や知識を活かした講義を行う。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 津村　宣彦

担当教員 津村　宣彦

担当教員 津村　宣彦

担当教員 津村　宣彦

担当教員 津村　宣彦

レスポンスカードを利用し、毎回の講義中における質問・意見については, 丁寧に返答し, 学びを共有する。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

ガイダンス
女性生殖器の構造と機能および女性のライフサイクルにつ
いて

e-ラーニング・参考書などで，事
前に該当部分を予習する（60分
間程度）。

講義の内容確認と得られた知識
および理解度をノートにまとめる
（60分間程度）。

第2回

妊娠成立の機序および胎児・胎盤の発育について：月経
周期、排卵、受精、着床、黄体、胎盤の働きなど

e-ラーニング・参考書などで，事
前に該当部分を予習する（60分
間程度）。

講義の内容確認と得られた知識
および理解度をノートにまとめる
（60分間程度）。

第3回

異常妊娠について：流産、感染症、ハイリスク妊娠、胎盤異
常など

e-ラーニング・参考書などで，事
前に該当部分を予習する（60分
間程度）。

講義の内容確認と得られた知識
および理解度をノートにまとめる
（60分間程度）。

第4回

正常分娩・産褥および産科検査法について：陣痛発来から
出産および産褥まで、超音波検査、羊水検査、出生前診
断、胎児胎盤機能検査など

e-ラーニング・参考書などで，事
前に該当部分を予習する（60分
間程度）。

講義の内容確認と得られた知識
および理解度をノートにまとめる
（60分間程度）。

第5回

異常分娩について：陣痛異常、産道異常、胎位・胎児異常
、産科ショックなど

e-ラーニング・参考書などで，事
前に該当部分を予習する（60分
間程度）。

講義の内容確認と得られた知識
および理解度をノートにまとめる
（60分間程度）。
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担当教員 津村　宣彦

担当教員 津村　宣彦

担当教員 津村　宣彦

担当教員 菅原　美保

担当教員 菅原　美保

第6回

婦人科検査および月経異常・性感染症、避妊法など：内分
泌検査、不妊検査、不育症など産婦人科に関連した検査
法、性感染症の疫学とその防止対策、避妊法のメリット・デ
メリット、月経異常および薬物治療について

e-ラーニング・参考書などで，事
前に該当部分を予習する（60分
間程度）。

講義の内容確認と得られた知識
および理解度をノートにまとめる
（60分間程度）。

第7回

婦人科疾患について：良性疾患（子宮筋腫、子宮内膜症
など）および悪性腫瘍

e-ラーニング・参考書などで，事
前に該当部分を予習する（60分
間程度）。

講義の内容確認と得られた知識
および理解度をノートにまとめる
（60分間程度）。

第8回

確認テスト①：日本の産婦人科医療の抱えている問題およ
び授業の把握度をテストで評価し、その解説をする。

e-ラーニング・参考書などで，事
前に該当部分を予習する（60分
間程度）。

講義の内容確認と得られた知識
および理解度をノートにまとめる
（60分間程度）。

第9回

ガイダンス
小児の呼吸器疾患・感染症：急性気管支炎、急性細気管
支炎、肺炎、学校感染症（麻疹・風疹・水痘・ムンプス・イン
フルエンザなど）

e-ラーニング・参考書などで，事
前に該当部分を予習する（60分
間程度）。

質問や感想をGoogle formで提
出する。講義の内容確認と得ら
れた知識および理解度をノート
にまとめる（60分間程度）。

第10回

＜ゲストスピーカー＞
小児の消化器疾患・腎疾患・内分泌疾患：口唇裂・口蓋裂
、ヒルシュスプリング病、ロタウイルス感染症、潰瘍性大腸
炎、ネフローゼ症候群、尿路感染症、１型糖尿病など

e-ラーニング・参考書などで，事
前に該当部分を予習する（60分
間程度）。

質問や感想をGoogle formで提
出する。講義の内容確認と得ら
れた知識および理解度をノート
にまとめる（60分間程度）。
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担当教員 菅原　美保

担当教員 菅原　美保

担当教員 菅原　美保

担当教員 菅原　美保

担当教員 菅原　美保

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 実施しない。

第11回

小児の循環器疾患・神経疾患：心室中隔欠損症、ファロー
四徴症、川崎病、てんかん、熱性けいれん、筋ジストロフィ
ーなど
確認テスト②

e-ラーニング・参考書などで，事
前に該当部分を予習する（60分
間程度）。

質問や感想をGoogle formで提
出する。講義の内容確認と得ら
れた知識および理解度をノート
にまとめる（60分間程度）。

第12回

＜ゲストスピーカー＞
小児の血液腫瘍疾患：小児の免疫、急性白血病（リンパ性
・骨髄性）・悪性リンパ腫・脳腫瘍など

e-ラーニング・参考書などで，事
前に該当部分を予習する（60分
間程度）。

質問や感想をGoogle formで提
出する。講義の内容確認と得ら
れた知識および理解度をノート
にまとめる（60分間程度）。

第13回

小児のアレルギー疾患・耳鼻科疾患・小児救急：食物アレ
ルギー、アトピー性皮膚炎、中耳炎、アデノイド増殖症、口
蓋扁桃肥大、外傷、熱傷、誤飲など

e-ラーニング・参考書などで，事
前に該当部分を予習する（60分
間程度）。

質問や感想をGoogle formで提
出する。講義の内容確認と得ら
れた知識および理解度をノート
にまとめる（60分間程度）。

第14回

＜ゲストスピーカー＞
ハイリスク新生児・先天疾患・発達障害：新生児仮死、新生
児黄疸、呼吸窮迫症候群、ダウン症候群、18トリソミー、13
トリソミー、自閉症、学習障害など
確認テスト③

e-ラーニング・参考書などで，事
前に該当部分を予習する（60分
間程度）。

質問や感想をGoogle formで提
出する。講義の内容確認と得ら
れた知識および理解度をノート
にまとめる（60分間程度）。

第15回

確認テスト④とまとめ：小児の健康障害についての理解を
テストで確認し、解説を行う

e-ラーニング・参考書などで，事
前に該当部分を予習する（60分
間程度）。

質問や感想をGoogle formで提
出する。講義の内容確認と得ら
れた知識および理解度をノート
にまとめる（60分間程度）。

- 171 -



北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

100

その他 0

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

評価対象物に不正行為が認められた場合は単位習得を認めない。他学生の学びを妨げる行為は慎み、講義中の私語は厳禁である。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

講義内容に関する確認テストを実施する
確認テスト①（50％）
確認テスト②（10％）
確認テスト③（10％）
確認テスト④（30％）

系統看護学講座成人看護学 (9) 女性生殖器第15版/末岡浩他/医学書院
系統看護学講座母性看護学 (2) 母性看護学各論第14版/森恵美他/医学書院
ナーシング・グラフィカ小児看護学 (3) 小児の疾患と看護第3版/中村友彦他編/メディカ出版

看護学テキストNiCE 小児看護学Ⅰ,Ⅱ第4版/二宮啓子,今野美紀/ 南江堂
病気がみえる vol.15 小児科/医療情報科学研究所編/ メディックメディア
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門基礎科目　疾病の成り立ちと回復の促進

科目名 看護病態治療学Ⅲ ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 尾形　裕子、柾本　常子、古沢　幸子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

なし

実務経験のある教員の教育内容

外科治療を行う病院において看護師として勤務した経験を活かして、臨床に基づいた講義を行う

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度前期

本科目は、専門基礎科目の中で外科治療の対象となる疾患を取り扱う。そのため、人体の構造と機能を学ぶ「人体構造学Ⅰ・Ⅱ」「人体機能学
Ⅰ・Ⅱ」などと連携している。また、疾病の成り立ちと回復の促進を学ぶ「看護病態治療学Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ」及び「病理学」とは相互に関連する。そして
、専門科目の「臨床看護技術」や「成人看護の展開Ⅱ」などの基礎となる科目である。DP「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科
学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力・対象理解力を高め、看護師としての実践能力を有している。（知識・技能）」ことと特に関係があ
る科目である。

健康状態やその変化に応じた看護に必要な専門知識を習得するため、臨床で遭遇する頻度の高い代表的な疾病の病態生理、診断のための
臨床検査・評価、治療までを系統立てて理解する。本科目では外科処置に着目して、消化器疾患、乳腺疾患、皮膚科疾患、耳鼻科疾患、眼科
疾患、口腔外科疾患、運動器・整形外科疾患を学ぶ。

1.外科治療の種類と分類、身体機能の障害や問題に応じた治療方法を説明することができる
2.手術に対する生体の反応と合併症について説明することができる
3.手術の対象となる疾患の病態について説明することができる
4.手術の対象となる主要な疾病の処置と管理方法を説明することができる

パワーポイントと配信した講義資料を用いて講義形式で進める
課題、レポート、理解度確認テストを行う
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課題に対するフィードバックの方法

事前課題、理解度確認テストの回答と解説は授業の中でフィードバックする

授業計画 学習内容

担当教員 尾形　裕子

担当教員 尾形　裕子

担当教員 尾形　裕子

担当教員 尾形　裕子

担当教員 尾形　裕子

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

ガイダンス
1.外科治療の概要
1）外科治療とその対象となる疾患
2）手術の種類と分類
3）身体機能の障害や問題に応じた治療

シラバスを読み、到達目標、授
業方法、成績評価方法を確認
する医学概論の外科的治療に
ついて復習する（90分）

第1回目の学習内容を教科書・
講義資料を用いて復習する（90
分）

第2回

2.手術療法の実際
1）麻酔導入と管理
2）手術療法の流れと術中管理

麻酔管理と手術中管理につい
て教科書を読み知識を整理する
（90分）

第2回目の学習内容を教科書・
講義資料を用いて復習する（90
分）

第3回

2.手術療法の実際
3）手術療法の実際に関するゲストスピーカーの講話

麻酔管理と手術中管理につい
て教科書を読み知識を整理する
（90分）

第3回目の学習内容を教科書・
講義資料を用いて復習する（90
分）

第4回

3.術前の身体評価と処置
1）術前アセスメント
2）術前処置

術前の身体評価と処置につい
て教科書を読み知識を整理する
（90分）

第4回目の学習内容を教科書・
講義資料を用いて復習する（90
分）

第5回

4.手術侵襲と合併症
1）手術侵襲
2）主要な合併症の理解

手術侵襲と合併症について教
科書を読み知識を整理する（90
分）

第5回目の学習内容を教科書・
講義資料を用いて復習する（90
分）
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担当教員 尾形　裕子

担当教員 尾形　裕子

担当教員 尾形　裕子

担当教員 尾形　裕子

担当教員 柾本　常子

第6回

5. 外科的処置と創傷管理
ゲストスピーカーによる講話；創傷回復を促進するための
援助と褥瘡処置の実際について説明する

外科的処置と創傷管理につい
て教科書を読み知識を整理する
（90分）

第6回目の学習内容を教科書・
講義資料を用いて復習する（90
分）

第7回

6.手術の対象となる疾病と処置の理解
1）消化器疾患；胃・食道
上部消化管検査および手術について、胃癌の手術を例に
説明する

胃と食道の解剖・生理、胃がん
の病態と治療について教科書を
読み知識を整理する（90分）

第7回目の学習内容を教科書・
講義資料を用いて復習する
第1～7回目の講義内容を復習
し、理解度確認テストを受ける準
備をする（90分）

第8回

理解度確認テスト1
2）消化器疾患；大腸
下部消化管の検査および手術について、大腸癌を例に説
明する
ストーマ造設、消化管癌の転移についてふれる

大腸の解剖・生理、大腸がんの
病態と治療について教科書を読
み知識を整理する（90分）

第8回目の学習内容を教科書・
講義資料を用いて復習する

第9回

3）消化器疾患；肝・胆・膵
胆嚢炎を例に、胆道ドレナージ、腹腔鏡手術、動脈塞栓術
について説明する

肝・胆・膵の解剖・生理、胆嚢炎
の病態と治療について教科書を
読み知識を整理する（90分）

第9回目の学習内容を教科書・
講義資料を用いて復習する（90
分）

第10回

4）皮膚科疾患
皮膚科の主要な疾患を例に、手術や処置、スキンケアにつ
いて説明する。
5）眼科疾患
眼科の主要な疾患を例に、手術や処置について説明する

皮膚の解剖・生理について教科
書を読み知識を整理する
眼の解剖・生理、白内障の病態
と治療について教科書を読み知
識を整理する（90分）

第10回目の学習内容を教科書・
講義資料を用いて復習する（90
分）
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担当教員 柾本　常子

担当教員 柾本　常子

担当教員 古沢　幸子

担当教員 古沢　幸子

担当教員 古沢　幸子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

6）耳鼻咽喉科疾患
耳鼻咽喉科の主要な疾患を例に、手術や処置について説
明する
7）口腔外科疾患
口腔外科の主要な疾患を例に、手術や処置について説明
する

耳・鼻・咽頭・喉頭の解剖・生理
、喉頭がんの病態と治療につい
て教科書を読み知識を整理する
口腔の解剖・生理、舌がんの病
態と治療について教科書を読み
知識を整理する（90分）

第11回目の学習内容を教科書・
講義資料を用いて復習する（90
分）

第12回

8）口腔衛生
ゲストスピーカーによる講話；口腔衛生管理に関する基礎
的知識を説明する

歯の解剖・生理について人体の
構造・機能の教科書を読み知識
を整理する（90分）

第12回目の学習内容を教科書・
講義資料を用いて復習する（90
分）

第13回

9）運動器・整形外科疾患1
運動器・整形外科疾患の主要な疾患を例に、手術や処置
について説明する

運動器の解剖・生理、病態と治
療について教科書を読み知識
を整理する（90分）

第13回目の学習内容を教科書・
講義資料を用いて復習する
第8～13回目の講義内容を復習
し、理解度確認テストを受ける準
備をする（90分）

第14回

理解度確認テスト2
9）運動器・整形外科疾患2
整形外科疾患の主要な疾患を例に、手術や処置について
説明する

大腿骨頸部骨折の病態と治療
について教科書を読み知識を
整理する（90分）

第14回目の学習内容を教科書・
講義資料を用いて復習する（90
分）

第15回

10）乳腺疾患
ゲストスピーカーによる講話；乳腺の疾患について説明す
る
乳がんの診断、手術の種類と適応、処置や術後管理につ
いて、乳房再建術を例に説明する

乳房の解剖・生理、乳がんの病
態と治療について教科書を読み
知識を整理する（90分）

第15回目の学習内容を教科書・
講義資料を用いて復習する（90
分）
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100 理解度確認テスト・課題・レポート

その他 0 なし

教科書

参考文献

講義の中で随時紹介する

履修条件・留意事項等

課題・レポートの提出遅延、未提出は減点する

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

ナーシング・グラフィカ 成人看護学(4)：周術期看護 メディカ 出版
疾病のなりたちと回復の促進[1]病理学 第6版 医学書院
病気がみえるvol.1 消化器（第6版）メディックメディア
病気がみえるvol.11 運動器・整形外科 メディックメディア
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門基礎科目　疾病の成り立ちと回復の促進

科目名 看護病態治療学Ⅳ ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 井上　仁美、辻　幸美、藤長　すが子、小橋　拓真

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

講義形式で授業を行う。講義時間内に適宜、確認テストを行う。

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

本科目は看護師として実務経験のある教員が担当する。

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度後期

本科目はDPの「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力・対象理解力を高め、看護
師としての実践能力を有している」と特に関連する科目であり、「看護過程の展開や臨床判断に必要となる問題探求能力・問題解決能力を有し
ている」と関連する科目である。

健康状態やその変化に応じた看護に必要な専門知識を習得するため、臨床で遭遇する頻度の高い代表的な疾病の病態生理、診断のために
臨床検査・評価、治療までを系統立てて理解する。本科目では精神疾患、脳・神経疾患、膠原病・アレルギー疾患、腎・泌尿器疾患を学ぶ。

精神疾患（統合失調症、気分障害、神経症性障害、不眠症、薬物依存症、アルコール依存症）の病態と治療について説明できる。
脳の構造と機能、CTとMRI、脳腫瘍、水頭症、脳外傷と血種、脳ヘルニア、頭痛、脊髄の解剖、髄液検査、脳波、髄膜炎、プリオン病、てんかん
、アルツハイマー病、小脳疾患、交感神経系と副交感神経系、パーキンソン病、筋電図、筋委縮性側索硬化症、ポリオ、多発性硬化症、ギラン
バレー症候群、重症筋無力症、筋ジストロフィーについて説明できる。
アレルギー疾患（アレルギー性鼻炎，気管支ぜん息，蕁麻疹・アトピー性皮膚炎，アレルギー性結膜炎，食物アレルギー，アナフィラキシー，自
己免疫性容血性貧血，血小板減少症，顆粒球減少症，新生児容血性黄疸、全身性エリスマトーデス（SLE），全身性強皮症，多発筋炎，皮膚筋
炎，シェーグレン症候群，混合性結合組織病，関節リウマチ（RA）ベーチェット病，橋本病, 臓器移植後の拒絶反応や移植片対宿主病（GVHD）
について説明できる。
尿管・膀胱・尿道・前立腺での外科的処置の対象となる手術および、泌尿器検査について説明できる。造影剤の副作用、衝撃波治療、経尿道
的手術、ロボット手術とその看護について説明できる.

参考文献提示やテストのフィードバックについてはGoogle Classroomを活用して学習支援を行う。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 井上　仁美

担当教員 井上　仁美

担当教員 井上　仁美

担当教員 井上　仁美

担当教員 井上　仁美

準備学習・事後学習および確認テストについては、講義時間内またはClassroomでフィードバックを行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

ガイダンス（井上）
本科目の概要と学習方法について説明する。
精神疾患①統合失調症の病態と治療1
目標；本科目の概要と学習方法を説明できる。
統合失調症の病態と治療について説明できる。

テキスト『薬がみえる VOｌ.1 第2
版』Ｐ．232～250、10を読んで学
習する（90分）。

本日学習した内容をノートにまと
め次回の確認テストの準備をす
る（90分）。

第2回

精神疾患②統合失調症の病態と治療2（井上）
抗精神病薬の作用、副作用、自律神経との関連
講義最初に第1回目講義内容の確認テストを行う（8点）
今回の確認テストでは、自己学習をした手書きのノートのみ
持ち込み可とする。
テキストの持ち込みは認めない。
目標；統合失調症の病態と治療について説明できる。抗精
神病薬の作用、副作用、自律神経との関連
について説明できる。

テキスト『薬がみえる VOｌ.1 第2
版』Ｐ．232～250、10、18～23を
読んで学習する（90分）。

本日学習した内容をノートにまと
め次回の確認テストの準備をす
る（90分）。

第3回

精神疾患③気分障害 うつ病の病態と治療（井上）
講義最初に第2回目講義内容の確認テストを行う（8点）
今回の確認テストでは、自己学習をした手書きのノートのみ
持ち込み可とする。
テキストの持ち込みは認めない。
目標；うつ病の病態と治療について説明できる。

テキスト『薬がみえる VOｌ.1 第2
版』Ｐ．253～265を読んで学習
する（90分）。

本日学習した内容をノートにまと
め次回の確認テストの準備をす
る（90分）。

第4回

精神疾患④気分障害 双極性障害の病態と治療
不眠症の病態と治療（井上）
講義最初に第3回目講義内容の確認テストを行う（8点）
今回の確認テストでは、自己学習をした手書きのノートのみ
持ち込み可とする。
テキストの持ち込みは認めない。
目標；双極性障害および不眠症の病態と治療について説
明できる。

テキスト『薬がみえる VOｌ.1 第2
版』Ｐ．266～283を読んで学習
する（90分）。

本日学習した内容をノートにまと
め次回の確認テストの準備をす
る（90分）。

第5回

精神疾患④神経症性障害の病態と治療（井上）
講義最初に第4回目講義内容の確認テストを行う（8点）
今回の確認テストでは、自己学習をした手書きのノートのみ
持ち込み可とする。
テキストの持ち込みは認めない。
目標；神経症性障害の病態と治療について説明できる。

テキスト『薬がみえる VOｌ.1 第2
版』Ｐ．284～291を読んで学習
する（90分）。

本日学習した内容をノートにまと
め次回の確認テストの準備をす
る（90分）。
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担当教員 井上　仁美

担当教員 辻　幸美

担当教員 辻　幸美

担当教員 辻　幸美

担当教員 小橋　拓真

第6回

精神疾患④薬物依存症、アルコール依存症の病態と治療
（井上）
講義最初に第5回目講義内容の確認テストを行う（8点）。
今回の確認テストでは、自己学習をした手書きのノートのみ
持ち込み可とする。
テキストの持ち込みは認めない。
目標；薬物依存症、アルコール依存症の病態と治療につい
て説明できる。

テキスト『薬がみえる VOｌ.1 第2
版』Ｐ．293～298を読んで学習
する（90分）。

本日学習した内容をノートにまと
め、第15回に行う確認テストの
準備をする（90分）。

第7回

脳疾患【講義】（辻）
学習内容：脳の構造と機能、CTとMRI、脳腫瘍、水頭症、
脳外傷と血種、脳ヘルニア、頭痛
行動目標：本日学習した疾患の病態と治療を説明できる

脳の機能と脳脊髄液の流れを学
習する．（90分）

本日学習した疾患の看護をノー
トにまとめる．（90分）

第8回

脳疾患【講義】（辻）
学習内容：脊髄の解剖、髄液検査、脳波、髄膜炎、プリオ
ン病、てんかん、アルツハイマー病、小脳疾患
行動目標：本日学習した疾患の病態と治療を説明できる

脳の機能と脳脊髄液の流れを学
習する．（90分）

本日学習した疾患の看護をノー
トにまとめる．（90分）

第9回

神経疾患【講義】（辻）
学習内容：交感神経系と副交感神経系、パーキンソン病、
筋電図、筋委縮性側索硬化症、ポリオ、多発性硬化症、ギ
ランバレー症候群、重症筋無力症、筋ジストロフィー
行動目標：本日学習した疾患の病態と治療を説明できる

脳神経を復習してくる．（90分） 本日学習した疾患の看護をノー
トにまとめる．（90分）

第10回

アレルギー疾患①【講義】（小橋）
アレルギー性鼻炎，気管支ぜん息，蕁麻疹・アトピー性皮
膚炎，アレルギー性結膜炎，食物アレルギー，アナフィラキ
シー
目標：本日学習した疾患の病態と治療を理解できる

免疫反応を復習する（90分） 本日学習した疾患の看護をノー
トにまとめる（90分）
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担当教員 小橋　拓真

担当教員 小橋　拓真

担当教員 藤長　すが子

担当教員 藤長　すが子

担当教員 井上　仁美

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

アレルギー疾患②【講義】（小橋）
自己免疫性容血性貧血，血小板減少症，顆粒球減少症，
新生児容血性黄疸
目標：本日学習した疾患の病態と治療を理解できる

アレルギー疾患Ⅰ～Ⅱ型を復
習する（90分）

本日学習した疾患の看護をノー
トにまとめる（90分）

第12回

膠原病【講義】（小橋）
全身性エリスマトーデス（SLE），全身性強皮症，多発筋炎
，皮膚筋炎，シェーグレン症候群，混合性結合組織病，関
節リウマチ（RA）ベーチェット病，橋本病, 臓器移植後の拒
絶反応や移植片対宿主病（GVHD）
目標：本日学習した疾患の病態と治療を理解できる

アレルギー疾患のⅢ～Ⅳ型を復
習する（90分）

本日学習した疾患の看護をノー
トにまとめる（90分）

第13回

泌尿器系疾患【講義】（藤長）
講義の最初に腎・泌尿器系の構造と機能について確認を
行う。
目標：尿管・膀胱・尿道・前立腺での外科的処置の対象と
なる手術および、泌尿器検査について説明できる。造影剤
の副作用、衝撃波治療、経尿道的手術、ロボット手術とそ
の看護について説明できる

腎・泌尿器系の構造と機能を復
讐する（90分）。

本日学習した代表的な外科的
治療法とその看護についてまと
める（90分）。

第14回

腎疾患【講義】（藤長）
講義の最初に13回目の講義内容について確認を行う。
目標：腎移植が対象となる病態、移植の方法、拒絶反応や
移植片対宿主病（GVHD）などの問題とその看護について
説明できる

腎移植について教科書の該当
ページをノートにまとめ、わから
ないところを調べる（90分）。

事前学習したノートに、本日学
習した内容を追加しまとめる（90
分）。

第15回

本科目の振り返りおよびフィードバック（井上）
確認テスト（精神疾患5点、脳疾患および神経疾患20点、ア
レルギー疾患および膠原病20点、腎・泌尿器疾患15点；計
60点）を実施する。

これまでの講義内容を復習し確
認テストの準備を行う（90分）。

確認テストのフィードバックにつ
いて学習する（90分）。
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100

その他 0

教科書

参考文献

適宜、提示する。

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

第2回～第6回講義で行う確認テスト（各8点×5回）および第15回で行う確認テスト60点（精神疾
患5点、脳・神経疾患20点、アレルギー疾患・膠原病20点、腎疾患15点）で評価する。
第２回～第６回講義で行う確認テストでは自分で作成した手書きのノートのみ持ち込み可とする
。第15回で行う確認テストはすべて持ち込み不可とする。

メディックメディア『薬がみえる VOｌ.1 第2版』

第1回～6回、15回の講義については資料を配布せず、教科書のみで講義を行うため教科書は必ず購入する。

私語は厳禁とする。
確認テストは講義の最初に行うため、遅刻・欠席した場合はテストは受けられず、その回のテストは0点となるため注意すること。
確認テストで計60点未満の場合はDH判定となるため、再試対象となる。
遅刻は20分まで認める。20分以上の遅刻は欠席となる。遅刻3回で欠席1回となる。講義時間中に体調不良以外の理由で席をむやみに立った
り、教室外に行かないこと。
お手洗い等で教室外に行くときは、10分以上席に戻らない場合、早退とみなすことがあるため注意する。
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門基礎科目　疾病の成り立ちと回復の促進

科目名 薬理学 ナンバリング 2344

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 長多　好恵

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

なし

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

本学DPにある「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた判断力・思考力・対象理解力を高め、看護師としての
実践能力を有している。（知識・技能）」を基に、医療に欠くことのできない薬物療法について、看護師
として必要な知識を習得する。
その上で以下について習得する科目である。
①初年次教育の一つとして、医療職における薬と看護師の関わりを学びそれを踏まえて薬物の特性や体内での作用全般について習得する。
②「人体構造学」、「人体機能学」および「免疫学」の学習を基礎として、薬物の知識を習得する。

健康状態やその変化に応じた看護に必要な専門知識を習得するため、薬剤の作用機序の薬の吸収・代謝・排泄を学ぶ。また、医療者として薬
剤を取り扱う立場から、薬剤の鑑別方法、添付文書の見方とその利用、医薬品の期限や保存方法、投与方法の特徴について学ぶ。さらに、薬
物療法を受ける患者への看護介入に活用できるように、各疾患において使用する薬剤の種類、作用機序、薬効、副作用を学ぶ。

①各規制医薬品について表示方法、保管方法について説明することができる。
②投与された薬物が排泄されるまでの過程（体内動態）について説明することができる。
③２種類以上の薬物あるいは食品と薬物間の服用で起こり得る薬物相互作用についての知識を得ることができる。
④各疾患の成因・病態を理解し、薬物による治療効果や薬物の作用機序、副作用など薬物治療学的知識を習得し説明することができる。

パワーポイントと配布資料を用い、講義形式で解説する。講義において、過去の国家試験問題も取り入れ解答と解説をする。
8回目の講義と15回目の講義では、試験を行い理解度を確認する。

大学（本学およびその他）での教育経験、病院、企業および調剤薬局においても薬剤師として勤務経験がある。これを活かして疾病に対する薬
物治療や副作用について講義を行う。また、規制医薬品などについても講義を行う。
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課題に対するフィードバックの方法

講義内において確認問題を実施し、解答・解説により知識を整理する。

授業計画 学習内容

担当教員 長多　好恵

担当教員 長多　好恵

担当教員 長多　好恵

担当教員 長多　好恵

担当教員 長多　好恵

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

薬理学総論Ⅰ
・薬の歴史的背景を学習する。
・新薬が誕生するまでの道のりを学ぶ。
・薬物療法における看護師の役割を理解する。

チーム医療と薬物治療、薬物治
療における看護師の役割につ
いて考えをまとめる（90分)。

講義時に配布した資料内容に
ついて復習する（90分）。

第2回

薬理学総論Ⅱ
・薬の使用目的、主作用および有害作用について理解す
る。
・処方箋、添付文書の形態を理解する。
・薬の剤形、投与経路、規制医薬品について理解する。

薬の説明文書（添付文書）、処
方箋について調べる（90分)。

講義時に配布した資料内容に
ついて復習する（90分）。

第3回

薬理学総論Ⅲ
・薬物の体内動態(吸収・分布・代謝・排泄)について理解す
る。
・薬物の作用パターン(受容体・イオンチャネル・酵素・トラン
スポーター)について理解する。

投与された薬は、体内において
どのような経過を辿るか調べる（
90分)。

講義時に配布した資料内容に
ついて復習する（90分）。

第4回

薬理学総論Ⅳ
・薬効に影響する因子(薬用量・生物学的半減期・薬物の
連用・年齢・薬物相互作用など)について理解する。

薬の効果は年齢、性、遺伝子な
どに影響されるかについて調べ
る（90分)。

講義時に配布した資料内容に
ついて復習する（90分）。

第5回

薬理学各論Ⅰ
・消化器系疾患治療薬について理解する(消化性潰瘍・消
化不良・嘔吐・下痢・便秘のしくみを通して各治療薬を学習
する）。
・呼吸器系疾患治療薬を理解する。

消化器および呼吸器の構造、機
能について予習する（90分)。

講義時に配布した資料内容に
ついて復習する（90分）。
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担当教員 長多　好恵

担当教員 長多　好恵

担当教員 長多　好恵

担当教員 長多　好恵

担当教員 長多　好恵

第6回

薬理学各論Ⅱ
・代謝系疾患(糖尿病・脂質異常症・高尿酸血症)治療薬に
ついて理解する。
・甲状腺ホルモン疾患とその関連薬について理解する。

糖尿病および脂質異常症の病
態、甲状腺ホルモンの機能につ
いて予習する（90分)。

講義時に配布した資料内容に
ついて復習する（90分）。

第7回

薬理学各論Ⅲ
・血液・造血器系疾患（貧血・血栓性疾患・出血性疾患）治
療薬について理解する。
・血液製剤について理解する。

血液・造血器系疾患の病態につ
いて予習する(90分)。

講義時に配布した資料内容に
ついて復習する（90分）。

第8回

薬理学各論Ⅳ
・骨代謝関連薬について理解する。
・第１～7回までの講義内容の理解度を確認するために試
験を実施する。

第1回から7回までの講義内容に
ついて復習をする（90分）。

講義時に配布した資料内容に
ついて復習する（90分）。

第9回

薬理学各論Ⅴ
・中枢神経系疾患(不眠症・統合失調症・不安障害・気分障
害）治療薬について理解する。

中枢神経系の構造・機能・疾患
（不眠症・統合失調症・不安障
害・気分障害）について予習す
る（90分)。

講義時に配布した資料内容に
ついて復習する（90分）。

第10回

薬理学各論Ⅵ
・中枢神経系疾患(てんかん・パーキンソン病・認知症）治
療薬について理解する。

中枢神経系疾患(てんかん・パ
ーキンソン病・認知症）について
予習する（90分)。

講義時に配布した資料内容に
ついて復習する（90分）。
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担当教員 長多　好恵

担当教員 長多　好恵

担当教員 長多　好恵

担当教員 長多　好恵

担当教員 長多　好恵

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

薬理学各論Ⅶ
・自律神経系に作用する治療薬について理解する（自律神
経系における神経伝達物質と受容体の関係を学習し、交
感神経・副交感神経に作用する薬について理解する）。

交感神経および副交感神経の
機能について予習する（90分)。

講義時に配布した資料内容に
ついて復習する（90分）。

第12回

薬理学各論Ⅷ
・心臓血管系疾患(高血圧・虚血性心疾患・心不全・不整脈
）治療薬について理解する。

心血管系の構造・機能について
予習する（90分)。

講義時に配布した資料内容に
ついて復習する（90分）。

第13回

薬理学各論Ⅸ
・抗感染症薬(抗菌薬・抗結核薬・抗真菌薬・抗ウィルス薬）
について理解する。

感染症の概要について予習す
る（90分)。

講義時に配布した資料内容に
ついて復習する（90分）。

第14回

薬理学各Ⅹ
・抗炎症薬（炎症のしくみを学習する)および解熱鎮痛薬、
抗アレルギー薬について理解する。
・消毒薬の分類、取り扱いについて理解する。

炎症、アレルギーの概要につい
て予習する（90分)。

講義時に配布した資料内容に
ついて復習する（90分）。

第15回

薬理学各論Ⅺ
・抗がん薬について理解する。
・第9～14回までの講義内容の理解度を確認するために試
験を実施する。

・第9回から14回までの講義内容
について復習をする（90分）。

講義時に配布した資料内容に
ついて復習する（90分）。
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100

その他 0

教科書

指定なし

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

講義8回目および15回目の試験、受講態度および欠席届の提出等により総合的に判断する。

①参考教科書
・系統看護学講座専門基礎 薬理学「医学書院」
・看護学テキスト 薬理学 「南江堂」
②参考問題集
・パワーアップ演習問題 薬理学 「サイオ出版」

・薬物の作用の前段階として人体構造学・人体機能学について理解することが重要である。
・講義欠席の際は、欠席届を提出する。
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門基礎科目　疾病の成り立ちと回復の促進

科目名 感染症と看護 ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 1

担当教員 坂東　奈穂美、辻　幸美

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度後期

ディプロマポリシー「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力・対象理解力を高め、看
護師としての実践能力有している」ことに特に関連した科目である。「共通看護援助技術」「免疫学」「看護病態治療学Ⅰ」「看護病態治療学Ⅱ」「
看護病態治療学Ⅲ」「看護病態治療学Ⅳ」に基づき、これ以降各専門科目全てに関連する。

本科目は、健康状態やその変化に応じた看護に必要な専門知識を習得するため、病院に限らず様々な場と看護の対象である人々の感染予防
支援を実践できるように、感染の基礎知識を学ぶ。学習内容は感染症看護の歴史、細菌感染、真菌・ウィルスなどの感染症の基礎と、感染予防
と治療、看護の実際である。

1．感染が成立する機序と感染症予防の考え方と技術について説明できる。
2．感染看護の実際について説明できる。
3．組織的な感染管理と地域との連携について説明できる。

PowerPointと配布資料を用いながら講義形式で行う。
Googleフォームを利用し、授業についての振り返りや、考えたこと、疑問に思ったことなどコメントを記載してもらう（全3回）。
確認テストを授業内に行う（全1回）。

Googleフォームで出席状況の確認を行う。
Googleフォームのアンケート機能を用いて双方向型授業を取り入れる。

急性期病院での勤務経験を活かして感染症と感染予防について授業を行う（坂東）
22年間の脳神経外科病院の勤務経験から生活と看護を結び付けられるように指導できる（辻）
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 坂東　奈穂美

担当教員 坂東　奈穂美

担当教員 坂東　奈穂美

担当教員 辻　幸美

担当教員 坂東　奈穂美

コメントに対して、必要時、解説を行う。
確認テストを回収後、解答の解説を行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

感染とはなにか（坂東）
感染の成立と発症までのプロセス、宿主と病原微生物との
関係、感染経路について説明する。現代の主な感染症と
法制度について概説する。

教科書P31～P63を熟読し学習
する。（90分）

授業内容を自分のノートにまと
める。（90分）

第2回

感染症予防のための基本的な考え方と基本技術（坂東）
清潔と不潔、手指衛生のタイミング、職業感染予防と予防
接種、洗浄・消毒・滅菌の違い、標準予防策と感染経路別
予防策について説明する。
コメントシート（1）

教科書P65～P90を熟読し学習
する。（90分）

授業内容を自分のノートにまと
める。（90分）

第3回

感染看護の実際①（坂東）
外来・救急外来・手術室・集中治療領域・一般病棟、周産
期領域・NICU・小児科病棟における感染看護の実際につ
いて説明する。

教科書P111～P162、P177～
P182を熟読し学習する。（90分）

授業内容を自分のノートにまと
める。（90分）

第4回

感染看護の実際②（辻）
学習目標：人工透析・リハビリテーション・精神科病棟・在宅
・介護施設における感染看護の実際がわかる。
行動目標：人工透析・リハビリテーション・精神科病棟・在宅
・介護施設における感染看護の実際がイメージでき、他者
に説明できる。
コメントシート（2）

教科書P164～P176、P183～
P198までを熟読する。（90分）

授業内容を自分のノートにまと
める。（90分）

第5回

感染看護の実際③（坂東）
災害時における感染看護の実際と、感染症で患者が亡く
なったときのケアについて説明する。
感染症に対する倫理的課題について説明する。

教科書P200～P211、P103～
P109を熟読する。（90分）

授業内容を自分のノートにまと
める。（90分）
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担当教員 坂東　奈穂美

担当教員 辻　幸美

担当教員 辻　幸美

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

100

その他 0 なし

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

第6回

感染管理と多職種連携（坂東）
医療機関における組織的な感染管理と、地域における施
設や機関との連携について説明する。
コメントシート（3）

教科書P213～P222、P236～
P237、P91～P100を熟読し学習
する。（90分）

授業内容を自分のノートにまと
める。（90分）

第7回

感染管理の実際（辻）
ゲストスピーカー：医療施設における感染管理が、実際に
どのように行われているのかについて説明する。
レポート課題

感染管理認定看護師、感染症
看護専門看護師について調べ
てくる。（90分）

レポート課題に取り組み、期限ま
でに提出する。（90分）

第8回

確認テスト（辻）
第1回から第6回までの授業内容について、知識を確認す
るテストを実施した後に、出題した内容について解説する。

第1回～第6回までの授業内容
をまとめたノートで復習する。（90
分）

確認テストで間違っていたところ
を復習する（90分）

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

参加度30％（コメントシート30点：各10点×3回）
課題70％（レポート課題10点、確認テスト60点：辻10点分＋坂東50点分）

看護学テキストNice 感染看護学 患者の健康と権利を守り安全に看護を実践する/操 華子、川上 和美（編）/南江堂

看護学テキストNice 微生物学・感染症学/中野 隆史（編）/南江堂
その他、適宜指示する。
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備考欄
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門基礎科目　疾病の成り立ちと回復の促進

科目名 臨床検査概論 ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 1

担当教員 合田　悟

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

なし。

実務経験のある教員の教育内容

医療機関で臨床検査業務に関わった経験を活かして講義を行う。

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度前期

ディプロマポリシーの「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力・対象理解力を高め、
看護師としての実践能力を有している」ことと特に関係がある科目である。また、「看護過程の展開や臨床判断に必要となる問題探求能力・問題
解決能力を有している」こととも関係する。
疾病の原因および治療における基礎的な知識を身につけ、看護に必要な臨床検査の原理や方法、実際の臨床現場の注意点、患者に与える
負担等について学ぶ科目である。
「免疫学」「人体構造学Ⅰ」「人体構造学Ⅱ」「人体機能学Ⅰ」「人体機能学Ⅱ」と関連し、疾病の成り立ちを理解する基礎となる。

臨床検査は診断確定の重要な要素であり、症状が出現する前に正常状態からの逸脱を発見することも可能である。また治療経過の確認にも大
きな役割をもつことから、これらを理解し知識を習得する。
臨床検査の意義、原理、方法、患者に与える負担を学ぶ。

主な臨床検査について、検査の意義、原理、検査方法が分かる。
検体の適切な取り扱いができる。
臨床検査と看護の関係が分かる。
臨床検査に関して患者へ適切な説明ができる。

パワーポイントや印刷物を用いて説明する。
必要に応じて確認テストやレポート作成を行う。

- 192 -



北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

課題に対するフィードバックの方法

講義中および講義後に質問を受け付けます。回答はその都度あるいは次回の講義時に全体に対して行います。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

一般検査
・臨床検査の概要と意義を理解する。
・尿検査、尿糖、ケトン体、尿酸、クレアチニン、便検査、便
潜血を理解する。

教科書の臨床検査の基本を読
みまとめておくこと。（90分）

尿検査の項目、注意事項のまと
めを行うこと。（90分）

第2回

微生物検査
・感染症の概要と検査法を理解する。
・細菌、ウィルス、リケッチア、真菌、グラム染色、生化学的
性状、培養検査を理解する。

教科書で微生物の種類をまとめ
ておくこと。（90分）

疾病の原因微生物のまとめを行
うこと。（90分）

第3回

血液学的検査
・血液の概要と意義を理解する。
・赤血球、白血球、貧血、血球代謝、血液凝固検査、血小
板数、ヘマトクリット、ヘモグロビンを理解する。

解剖生理学の教科書で血液を
復習しまとめておくこと。（90分）

血液検査の項目のまとめを行 う
こと。（90分）

第4回

生化学的検査
・生化学の意義と検査法を理解する。
・電解質、タンパク、糖代謝、非タンパク性窒素、脂質、有
機化合物を理解する。

教科書の臨床化学検査を読み
まとめておくこと。（90分）

疾病と検査値の関係のまとめを
行うこと。（90分）

第5回

酵素・機能検査
・酵素の概要と意義を理解する。
・アミラーゼ、リパーゼ、乳酸脱水素酵素、クレアチンキナ
ーゼ、腎機能、肝機能、炎症マーカーを理解する。

解剖生理学の教科書で泌尿器
系を復習しまとめておくこと。（90
分）

疾病と検査値の関係のまとめを
行うこと。（90分）
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担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし。

100

その他 0 なし。

教科書

新体系看護学全書 臨床検査 池田斎 メヂカルフレンド社

参考文献

特に指定しない。

履修条件・留意事項等

第6回

生理検査
・循環器系の基礎と検査法を理解する。
・心電図、呼吸機能、脳波を理解する。

解剖生理学の教科書で循環器
系を復習しまとめておくこと。（90
分）

心電図の原理、基本のまとめを
行うこと。（90分）

第7回

輸血検査・病理検査
・血液型の概要と意義を理解する。
・病理学検査の概要と意義を理解する。
・ABO式血液型、HLA型、血液製剤、GVHDを理解する。

教科書の輸血検査を読みまとめ
ておくこと。（90分）

輸血検査の手順を復習しまとめ
を行うこと。（90分）

第8回

・検査の進め方を理解する。
・検査データの判読を理解する。
・検査時の医療事故の予防を理解する。
・遺伝子の基礎を理解する。
・DNA（遺伝子、染色体）、遺伝子疾患について理解する。
まとめの確認テストを行う。

解剖生理学の教科書で細胞を
復習しまとめておくこと。（90分）

遺伝子の基本と遺伝子疾患を
復習しまとめを行うこと。（90分）

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

確認テスト、まとめの確認テスト、レポートや欠席届等の提出物、受講態度等を総合的に判断す
る。
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欠席した場合は、速やかな欠席届の提出が必須である。

備考欄
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門基礎科目　健康支援と社会保障制度

科目名 看護基礎講座 ナンバリング 1101

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 木口　幸子、初見　温子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

初年次教育の一環として、看護学を学ぶ上で必要とされるアカデミックスキルを修得することを目的とし、大学生の学びの技法である、文献の読
み方、レポートの書き方、礼節・接遇・コミュニケーションスキル・倫理的態度などを学習する科目である。また、ディプロマポリシーである、医療・
看護に関わる社会や時代の変化の本質を考究でき、豊かな人間性と高い倫理観、社会的責任を持ち、時代の変化に合わせて主体的に社会を
支えることができる（関心・意欲・態度）ことを目指す科目である。

本科目は哲学的思考を基盤として、看護学を学ぶ上で必要とされるアカデミックスキルを習得することを目的とする。大学生の学びの技法である
、文献の読み方、レポートの書き方、礼節・接遇・コミュニケーションスキル・倫理的態度などを学習する。

１． 大学で学ぶことを説明できる。
２． 文献の活用と引用方法について説明できる。
３． レポートの書き方を理解し、パソコンを使用して作成できる。
４． 看護系大学の大学生に必要な基本的な態度について説明できる。
５． 効果的なプレゼンテーションとは何か理解し、実施できる

パワーポイントと配布印刷物を用いて講義形式で進める。
グループワークとグループ発表・ディスカッション(全5回)を行う。

プレゼンテーションの評価にGoogle Formsを活用し、双方向授業を取り入れる。

（木口）修士課程において看護教育学を専攻し、教育について幅広い知識を有している。この経験を活かして看護基礎講座を行う。
（初見）急性期病院で5年、訪問看護ステーションで5年、看護師としての経験を有する。この経験を活かして、臨地で看護学を学ぶ際に必要な
アカデミックスキルを養うための講義を行う。
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課題に対するフィードバックの方法

提出した記録物について、必要時コメントを入れ、返却時に解説を行う。

授業計画 学習内容

担当教員 木口　幸子、初見　温子

担当教員 木口　幸子、初見　温子

担当教員 木口　幸子、初見　温子

担当教員 木口　幸子、初見　温子

担当教員 木口　幸子、初見　温子

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

大学で学ぶということ
大学生で身に付ける社会人基礎力

大学に進学した理由、看護を選
択した理由、大学と高校の違い
は何か考えてくる（90分）。

講義資料を再度読み、大学で
学ぶとは何か、大学で身に付け
る社会人基礎力とは何か、自分
の考えをまとめる(90分)

第2回

効果的な学び方
ノートの取り方
教科書の使い方

テキストの該当するページを読
んでくる（90分）。

講義資料、テキストを再度読む（
90分）

第3回

基本的なマナー
実習に臨む姿勢・態度・スキル
(ファイリング・インデックス)

テキストの該当するページを読
む。
（90分）。

講義資料、テキストを再度読む（
90分）課題①を作成し、提出す
る。

第4回

対人関係
ストレス対処
仲間と学ぶスキル
日々の健康管理

テキストの該当するページを読
む。自身の日ごろの対人関係、
ストレス対処行動、について挙
げてくる。また、自身の健康につ
いて振り返る。（90分）

講義資料、テキストを再度読み、
実行に移す（90分）

第5回

情報リテラシー・インターネット社会
パソコンの使用方法(USB使用方法) パソコン持参
講義後、実際にパソコンを使用し、Google Classroomの活
用方法、USBの使い方などを実践する。

インターネット社会の良い面、悪
い面を考えてくる
テキストの該当ページを読む
（90分）

講義資料を再度読む
医療者が身に付けるべき情報リ
テラシーについて、自分の考え
をまとめる。（90分）
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担当教員 木口　幸子、初見　温子

担当教員 木口　幸子、初見　温子

担当教員 木口　幸子、初見　温子

担当教員 木口　幸子、初見　温子

担当教員 木口　幸子、初見　温子

第6回

文献の読み方・活用の仕方
文献とは何か、何のために必要なのか、今後大学で学習
する上で、どのように活用すればよいのかを学ぶ。

テキストの該当ページを読む。
（90分）

講義資料、テキストを再度読む。
（90分）

第7回

文献検索方法、図書館利用方法(図書館司書)
文献検索方法について学び、実際に関心のある内容につ
いて文献を1つ選定する。

テキストの該当ページを読む
（90分）

自身で選定した文献を印刷し、
熟読する(90分)

第8回

レポートの書き方① パソコン持参
文献使用方法・表示方法
講義後、実際にパソコンを使用し、規定に沿った引用や文
献リスト作成を実践する。

テキストの該当ページを読む（90
分）

講義資料、テキストを再度読む。
課題②を作成、提出する（90分）

第9回

レポートの書き方② パソコン持参
言語化・文章化する意義
学術的な文章のまとめ方
講義後、パソコンを使用して文章作成のルールを守った文
章作成を実践する。

テキストの該当するページを読
む（90分）

講義資料・テキストを再度読む
（90分）

第10回

ディスカッションスキル
発語する意義
グループワークの練習
（木口・初見）

テキストの該当するページを読
む（90分）

講義資料、テキストを再度読む（
90分）
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担当教員 木口　幸子、初見　温子

担当教員 木口　幸子、初見　温子

プレゼンテーション・ディスカッション①

担当教員 木口　幸子、初見　温子

プレゼンテーション・ディスカッション②

担当教員 木口　幸子、初見　温子

担当教員 木口　幸子、初見　温子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

プレゼンテーションスキル
プレゼンテーションとは
パワーポイント作成、発表のポイント
プレゼンテーション準備(グループワーク)

グループ別にプレゼンテーショ
ンの内容を考えてくる
（90分）

プレゼンテーションの資料作成（
90分）

第12回

プレゼンテーション準備 (グループワーク) プレゼンテーションの方法、ディ
スカッションの方法について再
度考えてくる（90分）

プレゼンテーションの練習（90分
）

第13回

プレゼンテーションの方法、ディ
スカッションの方法について再
度考えてくる（90分）

各グループのプレゼンテーショ
ンの評価を行い、その評価表を
提出する（90分）

第14回

プレゼンテーションの方法、ディ
スカッションの方法について再
度考えてくる（90分）

各グループのプレゼンテーショ
ンの評価を行い、その評価表を
提出する（90分）

第15回

プレゼンテーション・ディスカッション③
まとめ
レポート説明

プレゼンテーションの方法、ディ
スカッションの方法について再
度考えてくる（90分）

各グループのプレゼンテーショ
ンの評価を行い、その評価表を
提出する（90分）
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100

その他 0

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

課題①  10％
課題②  40%
レポート 50％

前原澄子・遠藤俊子監（2020）.看護学生のためのよくわかる大学での学び方，第2版，金芳堂

水戸美津子（2020）.ナースのためのレポートの書き方 : 仕事で使える「伝わる文章」の作法, 第2版
中央法規出版

やむを得ず欠席する場合は、必ず欠席届けを提出すること。
評価対象物において代筆や盗用等の不正行為があった場合にはD判定となる場合があります。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門基礎科目　健康支援と社会保障制度

科目名 ナンバリング 2370

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 1

担当教員 高岡　哲子、藤長　すが子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

医療概論（1組）

1年 2024年度前期

本科目は、健康支援と社会保障制度の「看護に関係した健康支援と社会保障制度について学ぶ」に位置づけられ、ディプロマポリシーの「医療
・看護にかかわる社会や時代の変化の本質を考究でき、豊かな人間性と高い倫理観、社会的責任感を持ち、時代の変化に合わせて主体的に
社会を支えることができる」につながる。「看護学の基礎」や「在宅看護学の基礎」などと同様に看護学を学ぶ上での基盤となる科目である。

本科目は医療を取りまく社会や時代の変化の本質が考究できるように、医療的な視点と国際的視野を持って地域を概観する能力を養うことを目
標とする。学習内容は、医学や医療を取り巻く社会情勢や歴史的、国際的視点から医療全体を概観し、生きることと死ぬことと向き合う医療現場
の特徴を踏まえ、医療職者として人々とどのように向き合うのか、専門職の立場から、社会的ニーズを考察する。

・医療の現場の特徴を理解し、説明することができる。
・医療と医学の違いを踏まえ、医学の歴史やエビデンスに基づき医療を理解することができる。
・ナイチンゲールの功績を理解し、「看護の科学的実践」の重要性を説明することができる。

本科目は講義形式と学生同士のディスカッション、発表を活用して行う。教材は担当教員が作成した資料である。評価は、理解度を確認するた
めの確認テストと最終レポートによって行う。

Google classroomを活用する。

・総合的な病院で約7年間、勤務した中で対象にケアを行った経験を活かして講義を行う（高岡）。
・看護師資格を有し、病院での臨床経験と教育経験に基づいた講義を行う（藤長）。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 高岡　哲子、藤長　すが子

担当教員 高岡　哲子

担当教員 高岡　哲子

担当教員 高岡　哲子

担当教員 藤長　すが子

・フィードバックとして確認レポートを提出後、集団に対して解説を行う。
・グループワークや発表の講評を集団に対して行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

ガイダンス（講義・GW）
内容：本科目の位置づけと進め方
行動目標：ガイダンス内容を理解し、自らが学習すべき内
容と学習課題が説明できる。
GW：どのような看護師になりたいのか、そのために実践す
べきことを考える。

・シラバスを熟読する。
・学習に必要な物品をそろえる（
90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・学習すべき内容をノートにまと
める。（90分）

第2回

医療現場の特徴（講義）
内容：生命の尊重と健やかに生きること
行動目標：医療現場の特徴が説明できる。
確認レポート①：テーマは当日提示する。

生命、生活の質、死生学、健康
の言葉の意味を調べる。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・医療現場の特徴をノートにまと
める。（90分）

第3回

医療と医学（講義・GW）
内容：医療と医学の特徴と各位置づけ
行動目標：医療と医学の違いを説明できる。
GW：準備学習でのイメージと講義受講後のイメージの変化
を確認する。

医療と医学の自身のイメージを
ノートにまとめる。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・医療と医学の違いをノートにま
とめる。（90分）

第4回

医学の歴史（講義）
内容：医学の歴史と科学としての医学
行動目標：医学の歴史的背景とエビデンスの重要性が説
明できる。
確認レポート②：テーマは当日提示する。

医学について自分で調べてまと
める。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・医学の歴史的背景をノートにま
とめる。（90分）

第5回

ナイチンゲールに学ぶ１（講義・GW）
内容：ナイチンゲールの功績
行動目標：ナイチンゲールの功績が理解できる。
GW：ナイチンゲールの生涯を確認する。

ナイチンゲールの生涯を調べる
。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・ナイチンゲールの功績をノート
にまとめる。（90分）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員 藤長　すが子

担当教員 藤長　すが子

担当教員 高岡　哲子、藤長　すが子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

100

その他 0

教科書

なし

参考文献

必要時講義中に提示する。

履修条件・留意事項等

第6回

ナイチンゲールに学ぶ２（講義 ）
内容：ナイチンゲールの功績から科学的根拠の重要性
行動目標：ナイチンゲールの功績から、看護における科学
的根拠の重要性が説明できる。
確認レポート③：テーマは当日提示する。

科学的根拠の重要性を調べる。
（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・ナイチンゲールの功績から科
学的根拠の重要性をノートにま
とめる。（90分）

第7回

エビデンスに基づく医療（講義・GW）
内容：臨床疫学とEBM
行動目標：臨床疫学とEBMが説明できる。
GW：EBMの実際を考える。

臨床疫学とEBMの意味を調べる
。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・臨床疫学とEBMをノートにまと
める。（90分）

第8回

本科目のまとめ（講義）
内容1～7回までの講義内容をふりかえる。
行動目標：本科目の学習内容をふりかえり、ポイントを説明
できる。
確認レポート④：テーマは当日提示する。

今までの学習資料を整理する。
（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・今までの学習成果をいつでも
見返せるように整理する。（90分
）

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

確認レポート：４回×25点＝100点
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

備考欄

・私語、必要時以外の携帯電話の使用を禁止する。
・学習は主体的に行う。
・欠席した場合は、必ず欠席届を提出する。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門基礎科目　健康支援と社会保障制度

科目名 ナンバリング 2370

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 1

担当教員 高岡　哲子、藤長　すが子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

医療概論（2組）

1年 2024年度前期

本科目は、健康支援と社会保障制度の「看護に関係した健康支援と社会保障制度について学ぶ」に位置づけられ、ディプロマポリシーの「医療
・看護にかかわる社会や時代の変化の本質を考究でき、豊かな人間性と高い倫理観、社会的責任感を持ち、時代の変化に合わせて主体的に
社会を支えることができる」につながる。「看護学の基礎」や「在宅看護学の基礎」などと同様に看護学を学ぶ上での基盤となる科目である。

本科目は医療を取りまく社会や時代の変化の本質が考究できるように、医療的な視点と国際的視野を持って地域を概観する能力を養うことを目
標とする。学習内容は、医学や医療を取り巻く社会情勢や歴史的、国際的視点から医療全体を概観し、生きることと死ぬことと向き合う医療現場
の特徴を踏まえ、医療職者として人々とどのように向き合うのか、専門職の立場から、社会的ニーズを考察する。

・医療の現場の特徴を理解し、説明することができる。
・医療と医学の違いを踏まえ、医学の歴史やエビデンスに基づき医療を理解することができる。
・ナイチンゲールの功績を理解し、「看護の科学的実践」の重要性を説明することができる。

本科目は講義形式と学生同士のディスカッション、発表を活用して行う。教材は担当教員が作成した資料である。評価は、理解度を確認するた
めの確認テストと最終レポートによって行う。

Google classroomを活用する。

・総合的な病院で約7年間、勤務した中で対象にケアを行った経験を活かして講義を行う（高岡）。
・看護師資格を有し、病院での臨床経験と教育経験に基づいた講義を行う（藤長）。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 高岡　哲子、藤長　すが子

担当教員 高岡　哲子

担当教員 高岡　哲子

担当教員 高岡　哲子

担当教員 藤長　すが子

・フィードバックとして確認レポートを提出後、集団に対して解説を行う。
・グループワークや発表の講評を集団に対して行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

ガイダンス（講義・GW）
内容：本科目の位置づけと進め方
行動目標：ガイダンス内容を理解し、自らが学習すべき内
容と学習課題が説明できる。
GW：どのような看護師になりたいのか、そのために実践す
べきことを考える。

・シラバスを熟読する。
・学習に必要な物品をそろえる（
90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・学習すべき内容をノートにまと
める。（90分）

第2回

医療現場の特徴（講義）
内容：生命の尊重と健やかに生きること
行動目標：医療現場の特徴が説明できる。
確認レポート①：テーマは当日提示する。

生命、生活の質、死生学、健康
の言葉の意味を調べる。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・医療現場の特徴をノートにまと
める。（90分）

第3回

医療と医学（講義・GW）
内容：医療と医学の特徴と各位置づけ
行動目標：医療と医学の違いを説明できる。
GW：準備学習でのイメージと講義受講後のイメージの変化
を確認する。

医療と医学の自身のイメージを
ノートにまとめる。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・医療と医学の違いをノートにま
とめる。（90分）

第4回

医学の歴史（講義）
内容：医学の歴史と科学としての医学
行動目標：医学の歴史的背景とエビデンスの重要性が説
明できる。
確認レポート②：テーマは当日提示する。

医学について自分で調べてまと
める。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・医学の歴史的背景をノートにま
とめる。（90分）

第5回

ナイチンゲールに学ぶ１（講義・GW）
内容：ナイチンゲールの功績
行動目標：ナイチンゲールの功績が理解できる。
GW：ナイチンゲールの生涯を確認する。

ナイチンゲールの生涯を調べる
。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・ナイチンゲールの功績をノート
にまとめる。（90分）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員 藤長　すが子

担当教員 藤長　すが子

担当教員 高岡　哲子、藤長　すが子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

100

その他 0

教科書

なし

参考文献

必要時講義中に提示する。

履修条件・留意事項等

第6回

ナイチンゲールに学ぶ２（講義 ）
内容：ナイチンゲールの功績から科学的根拠の重要性
行動目標：ナイチンゲールの功績から、看護における科学
的根拠の重要性が説明できる。
確認レポート③：テーマは当日提示する。

科学的根拠の重要性を調べる。
（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・ナイチンゲールの功績から科
学的根拠の重要性をノートにま
とめる。（90分）

第7回

エビデンスに基づく医療（講義・GW）
内容：臨床疫学とEBM
行動目標：臨床疫学とEBMが説明できる。
GW：EBMの実際を考える。

臨床疫学とEBMの意味を調べる
。（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・臨床疫学とEBMをノートにまと
める。（90分）

第8回

本科目のまとめ（講義）
内容1～7回までの講義内容をふりかえる。
行動目標：本科目の学習内容をふりかえり、ポイントを説明
できる。
確認レポート④：テーマは当日提示する。

今までの学習資料を整理する。
（90分）

・行動目標の自己評価を行う。
・今までの学習成果をいつでも
見返せるように整理する。（90分
）

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

確認レポート：４回×25点＝100点
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

備考欄

・私語、必要時以外の携帯電話の使用を禁止する。
・学習は主体的に行う。
・欠席した場合は、必ず欠席届を提出する。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門基礎科目　健康支援と社会保障制度

科目名 関係法規 ナンバリング 2374

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 1

担当教員 佐藤　洋子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

本講義は看護実務の経験がある教員が授業を行う。

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

本科目は、ディプロマポリシー「医療・看護に関わる社会や時代の変化の本質を考究でき、豊かな人間性と高い倫理観、社会的責任を持ち、時
代の変化に合わせて主体的に社会を支えることができる。（関心・意欲・態度）」に関係し、看護に関係した健康支援と社会保障制度について学
ぶための基礎的知識を獲得するための科目として位置づけられる。

本科目は、学際的に看護職が質の高い看護を提供するために必要な諸法令、看護職としての役割を正しく認識するための基本的な知識として
学ぶ。学習内容は、看護法、医事法、保健衛生法等の法律の知識と諸法令と看護との関連である。

１.保健医療福祉に関する諸制度・諸法令の概要を説明できる。
２.看護師の業務範囲と看護師以外の医療職との法律上の業務の違いと協力関係について述べることができる。
３.医療過誤、チーム医療の在り方、医療制度の今後の変化など医療をめぐる問題について自ら考え、論じることができる。

授業方法はパワーポイントとハンドアウト資料等を用いた講義形式とする。理解を深めるためQuiz・小テストを実施する。また、適宜レポート課題
を提示する。

Google Classroomを活用して、Quiz回答やレポート提出や準備学習・事後学習を行い自主学習を促す。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 佐藤　洋子

担当教員 佐藤　洋子

担当教員 佐藤　洋子

担当教員 佐藤　洋子

担当教員 佐藤　洋子

Quiz・小テスト・課題レポートを実施した後、解説を行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

ガイダンス（佐藤）
シラバスに基づく科目の説明
1.法及び関連する規範の概念、法規範の特質
2.衛生法

シラバスを確認する。
教科書などで、事前に該当部分
を予習する（60分間程度）
テキスト：第1章 pp.1-17、他

講義内容をまとめ、疑問点は自
己学習をすること。(90分）

第2回

医療従事者の身分・制度Ⅰ
1.保健師助産師看護師法の概要

教科書などで、事前に該当部分
を予習する（60分間程度）
テキスト：第2章 pp.19-48、他

講義内容をまとめ、疑問点は自
己学習をすること。(90分）

第3回

医療従事者の身分・制度Ⅱ
1.保健師助産師看護師の免許、業務、責任
2.その他の関連事項

教科書などで、事前に該当部分
を予習する（60分間程度）
テキスト：第2章 pp.19-48、他

講義内容をまとめ、疑問点は自
己学習をすること。(90分）

第4回

医療従事者の身分・制度Ⅲ
1.医師法
2.医療従事者の身分・業務に関連する法規

教科書などで、事前に該当部分
を予習する（60分間程度）
テキスト：第3章 pp.72-113、他

講義内容をまとめ、疑問点は自
己学習をすること。(90分）

第5回

医療供給体制と法
1.医療法

教科書などで、事前に該当部分
を予習する（60分間程度）
テキスト：第3章 pp.49-72、他

講義内容をまとめ、疑問点は自
己学習をすること。(90分）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員 佐藤　洋子

担当教員 佐藤　洋子

担当教員 佐藤　洋子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 実施しない

100

その他 0

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

第6回

医療従事者の身分・制度Ⅱ－②
1.薬務法
2.その他の法、制度

教科書などで、事前に該当部分
を予習する（60分間程度）
テキスト：第5章 pp.167-187、他

講義内容をまとめ、疑問点は自
己学習をすること。(90分）

第7回

医療過誤と看護師の法的責任Ⅰ
1.民事、刑事、行政上の責任
2.医療に関連する裁判例の検討

教科書などで、事前に該当部分
を予習する（60分間程度）
テキスト：第1章 pp.36-39、他

講義内容をまとめ、疑問点は自
己学習をすること。(90分）

第8回

医療事故と看護師の法的責任Ⅱ
1.患者の人権と法
2.医療とリスクマネージメント

教科書などで、事前に該当部分
を予習する（60分間程度）

講義内容をまとめ、疑問点は自
己学習をすること。(90分）

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

講義内での確認テスト・Quiz（60点）
課題１レポート：20点
課題２レポート：20点

森山幹夫 / 健康支援と社会保険制度４ 看護関係法令 / 医学書院 / 2022年
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

備考欄

講義中は能動的な学修姿勢で臨むこと。
他学生の学びを妨げる行為は慎むこと。
講義中の私語は厳禁。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門基礎科目　健康支援と社会保障制度

科目名 生涯発達論 ナンバリング 2376

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 1

担当教員 辻　幸美、尾形　裕子、多賀　昌江、横山　佳世

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

看護学科のディプロマポリシー「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた判断力・思考力・対象理解を固め、看
護師としての実践能力を有している」を達成するための科目である。
母性看護学、小児看護学、成人看護学、老年看護学を学ぶ上での基礎となる。

本科目では、健康状態やその変化に応じた看護に必要な専門知識を習得するため、発達による変化や、発達に影響を及ぼす要因を理解し、
人間の発達がどのように起こり得るかについて理解し、小児看護学、母性看護学、成人看護学、老年看護学において成長・発達の特徴と各ライ
フステージの課題を理解することで、今後の障害や疾患との結びつきを考える能力を養う。
（オムニバス方式/全8回）
（多賀昌江/2回）ライフサイクルにおける女性の身体的発達と心理社会的発達を学ぶ。胎児期・新生児期の特徴と発達を学ぶ。
（横山佳世/2回）乳幼児期・学童期・思春期に当たる小児の身体的発達と心理・社会的発達を学ぶ。
（尾形裕子/2回）青年期と成人期の身体的特徴と心理・社会的発達を学ぶ。
（辻 幸美/2回）科目ガイダンスと老年期の身体的特徴と心理・社会的発達を学ぶ。

1.人間を生涯発達の視点でとらえ、人間発達の共通性と特異性を理解する。
2.発達各期の特徴と発達課題を理解し、発達各期の健康問題を理解する。
3.胎児期から老年期までのライフサイクルにおける看護援助の視点を明らかにする。

板書、パワーポイントと配布印刷物（ハンドアウト）を用いて、講義形式ですすめる。グループワークでは、その内容について発表を行う。講義内
容についての振り返り・質問・意見を記載するレスポンスカードを使用する場合もある。

Classroomを活用し課題提出やレスポンスとして使用する。

助産師経験（多賀）と看護師経験（尾形・横山・辻）を活かし、臨床現場の場面などから、看護の対象である人間の発達段階をよりリアルにイメー
ジできるように教授する。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 多賀　昌江

担当教員 多賀　昌江

担当教員 横山　佳世

担当教員 横山　佳世

担当教員 尾形　裕子

レスポンスカードへの質問・意見について解説する。
提出されたレポートは評価して返却する。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

ガイダンス：本科目概説とスケジュール・履修上の注意点を
説明する。
発達とは何か、発達を理解するための視点、発達に影響を
及ぼす因子、各発達段階に関する主な理論の概説を学ぶ
。
ライフサイクルにおける女性の生涯発達
ライフサイクルにおける女性の健康と心身の特徴、ジェンダ
ーについて学ぶ

第1章・第2章を熟読し、疑問点
を明らかにしておく（45分）
教科書のp4-p57、p156-p215を
読んで疑問点を明らかにしてお
くこと（45分）

教科書と配布資料を参考にし準
備学習で出た問題点を解決で
きたか確認する。（45分）
講義資料を読み直し、教科書の
関連ページ読んで理解すること
（45分）

第2回

家族形成期の発達
親性の発達、家族形成期と家族の発達、胎児期・新生児
期の特徴と発達について学ぶ

教科書のp64-p81を読んで疑問
点を明らかにしておくこと（60分）

講義資料を読み直し、教科書の
関連ページ読んで理解する。提
示した課題レポートを作成する（
120分）

第3回

乳幼児期の心と身体
ライフサイクルにおける小児期を学習する。
乳幼児期における身体的発達の特徴と評価、および心理・
社会的側面の発達について学ぶ。

第4章p-83～p-118を精読し、疑
問点を明らかにしておくこと。
（60分）

教科書および配布資料を復習し
事前学習での疑問点が理解で
きているか確認する。（60分）

第4回

学童・思春期の心と身体
学童・思春期における身体的発達の特徴と心理・社会的側
面の発達について学ぶ。学童・思春期における健康上の
問題について学ぶ。

第5～6章p-121～p-187を精読
し、疑問点を明らかにしておくこ
と。（60分）

教科書および配布資料を復習し
事前学習での疑問点が理解で
きているか確認する。
小児期のレポートを作成する
（120分）

第5回

青年期の心と体
青年期及の機能・形態的側面の発達及び心理・社会的側
面の発達についての特徴を学習する。これらの特徴から生
じる健康上の問題や、発達に必要な支援を学ぶ。

第7章p192～218を読み、疑問
点を明らかにしておく（90分）

本講の講義内容を復習し、提示
した課題レポートを作成する（60
分）
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担当教員 尾形　裕子

担当教員 辻　幸美

担当教員 辻　幸美

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

100

その他 0 なし

教科書

舟島なおみほか「看護のための人間発達学」医学書院

参考文献

必要時提示

履修条件・留意事項等

第6回

成人期の心と体
成人期の機能・形態的側面の発達及び心理・社会的側面
の発達についての特徴を学習する。これらの特徴から生じ
る健康上の問題や、発達に必要な支援を学ぶ。

第8章p220～250を読み、疑問
点を明らかにしておく（90分）

本講の講義内容を復習し、提示
した課題レポートを作成する
（120分）

第7回

老年期の発達
ライフサイクルにおける老いのイメージを明確化し、老年期
の特徴と多様な老いを考える。
老年期の形態・機能的側面について学習する。

第9章p251-p256を熟読し、疑問
点を明らかにしておく（90分）

教科書と配布資料を参考にし準
備学習で出た問題点を解決で
きたか確認する。（90分）

第8回

老年期の発達
老年期の心理・社会的側面からみた発達の特徴について
学習する。
老年期の発達の評価と理論を基に発達課題を学習する。

第9章p256-p289を熟読し、疑問
点を明らかにしておく（120分）

教科書と配布資料を参考にし準
備学習で出た問題点を解決で
きたか確認する。
老年期のレポートを作成する。（
120分）

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

多賀、横山、尾形、辻：各レポート25点。
提出が遅れた場合は減点とする。
評価基準は各教員が提示する。
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評価の対象となるものに対する不正行為、また不正と疑わしい行為は、Ｄ評価になる場合がある。

備考欄
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門基礎科目　健康支援と社会保障制度

科目名 地域包括ケアシステム論 ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 1

担当教員 水本　淳、小橋　拓真

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度後期

ディプロマ・ポリシーの「理学療法を行うための基本的な専門的知識・技術を身につけている」、「地域医療を支える多職種連携を理解し、主体
的に協力関係を築くことができる」、「地域で暮らす人々の健康や生活を支援するため、多様なケア環境に適した多職種連携・協働チームのあり
方と看護師の役割を理解したうえでリーダー的な役割を担うことができる」と特に関係がある科目である。また、「臨床場面や研究において、状況
の変化に柔軟に対応できるコミュニケーション能力を身につけている」などとも関係する。

超高齢社会を迎えた日本では、医療・介護保険制度また関連する施策改定により、各地域の実情に合った地域包括ケアシステムの構築を推進
しており、看護師・理学療法士・作業療法士等の活躍が期待されている。そのため地域包括ケアシステムの制度およびその実践を学び、地域で
暮らす人々の健康や生活を支援するため、地域包括ケアシステムにおいてリーダー的役割を担うことができる能力を養う。

・地域連携の基本的な連携について説明できる。
・地域包括ケアシステムにおける保健・医療・福祉と専門職の役割について説明できる。
・在宅療養者と家族を中心とする地域包括ケアシステムについて説明できる。

・パワーポイントと配布資料、視聴覚教材を用いた講義形式とグループワークで進める。
・授業の理解度確認のため小テストを実施する。
・ゲストスピーカーによる地域における実践例について、レポート課題を実施する。

・Google classroomやGoogle Formを用いて、課題やアンケートを行い、双方向授業を取り入れる。
・必要に応じて、オンデマンドやオンライン等での授業展開を検討する。

水本は理学療法士として、これまで臨床・研究、行政職の経験があり、地域リハビリテーションについて幅広い知識を有している。この経験を活
かして地域包括ケアシステムに関する授業を行う。
小橋は，看護師，保健師としての実務経験，及び，地域包括支援センター，社会福祉協議会における実務経験を講義に活用する．
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 小橋　拓真

担当教員 小橋　拓真

担当教員 水本　淳

担当教員 水本　淳

担当教員 小橋　拓真

・アクティブラーニングとして小テストを実施し、実施後には、解答・解説を行い知識を深める。
・小テストの最後に質問事項の記述欄を設け、次回の授業時に回答する。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

1.地域包括ケアシステム論の概要について【講義】（小橋）
1)地域包括ケアの概念
2)地域連携の理論と方法
3)我が国の社会保障制度の変遷
4)我が国の医療の背景と特徴，ケアサイクルの概念と理論

教科書の関連する内容を読む．
（90分）

教科書と講義資料の内容を復
習する．講義から学んだこと，感
想についてレポートにまとめる．
（90分）

第2回

2.地域連携の方法論と地域包括ケアシステムにおける地域
連携と多職種連携について【講義】（小橋）
1)連携の方法と形式について
2)地域包括ケアシステムが求められる背景

教科書の関連する内容を読む．
（90分）

教科書と講義資料の内容を復
習する．講義から学んだこと，感
想についてレポートにまとめる．
（90分）

第3回

3.地域連携の方法論【演習】（水本・小橋）ゲストスピーカー
：大津 崇輔 先生（元経済産業省/北海道子ども総合医療・
療育センター 企画総務課）
1)日本における地域包括ケアシステム構築に向けた取り組
み
・国の機関（経済産業省・厚生労働省・内閣府など）や地域
公共団体が支える地域包括ケアシステム

教科書の関連する内容を読む．
（90分）

教科書と講義資料の内容を復
習する．講義から学んだこと，感
想についてレポートにまとめる．
（90分）

第4回

4.地域包括ケアシステムにおけるリハ職の役割（水本）
1)退院支援から地域連携におけるリハ職の役割
2)様々な地域の事例から地域包括ケアシステム構築に向
けた取り組み
3)薬剤師，ソーシャルワーカーなど他の役割について
小テスト１

教科書の関連する内容を読む．
（90分）

教科書と講義資料の内容を復
習する．（90分）

第5回

小テスト１の解説
5.地域包括ケアシステムにおける看護職の役割【講義】（小
橋）
1)退院支援から地域連携において，看護師にはどのような
役割があるのかについて
2)退院支援のプロセス第1段階，第2段階，第3段階につい
て
3)地域連携の展望と課題
4)認知症ケアが必要とする地域連携
5)小規模多機能型居宅介護が進める地域連携

教科書の関連する内容を読む．
（90分）

教科書と講義資料の内容を復
習する．講義から学んだこと，感
想についてレポートにまとめる．
（90分）
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担当教員 水本　淳

担当教員 小橋　拓真

担当教員 水本　淳

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

60

その他 40

教科書

地域連携論－医療・看護・介護・福祉の協働と包括的支援－ 高橋紘士・武藤正樹／オーム社

参考文献

講義内で紹介する

履修条件・留意事項等

第6回

6.地域包括ケアシステムにおける多職種の連携【演習】（水
本）
グループワーク
視聴覚教材の視聴

教科書の関連する内容を読む．
（90分）

教科書と講義資料の内容を復
習する．講義から学んだこと，感
想についてレポートにまとめる．
（90分）

第7回

7.地域包括ケアにおける医師の役割と地域連携の実践【講
義】（小橋・水本）ゲストスピーカー：柴田 岳三 先生(緩和ケ
アクリニック恵庭）
1)恵庭市で緩和ケアクリニックを開業している医師から恵庭
市における在宅緩和ケアを中心とした地域包括ケアシステ
ムの取り組みについて

教科書の関連する内容を読む．
（90分）

教科書と講義資料の内容を復
習する．講義から学んだこと，感
想についてレポートにまとめる．
（90分）

第8回

8.地域包括ケアシステムの展望について【講義】（水本）
1)インテグレートケアについて
2)地域包括ケアシステムの展望について
視聴覚教材の視聴
小テスト２

教科書の関連する内容を読む．
（90分）

教科書と講義資料の内容を復
習する．（90分）

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

出席を含む講義・演習への参加態度（30％）
課題レポート（30％：5％×6回）

小テスト：2回（40％：20％×2回）
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地域のサービスについて興味を持って学ぶこと

備考欄
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門基礎科目　健康支援と社会保障制度

科目名 保健医療福祉行政論 ナンバリング 2382

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 1

担当教員 井上　仁美

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

本科目は看護師として実務経験のある教員が担当する。

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

本科目は「健康支援と社会保障制度」分野の科目である。また、DPの「地域で暮らす人々の健康や生活を支援するため、多様なケア環境に適
した多職種連携・協働チームのあり方と看護師の役割を理解したうえでリーダー的な役割を担うことができる」と関連した科目である。教養科目の
「日本国憲法」「現代医療と福祉・介護」「関係法規」とも関連し、わが国の保健医療福祉制度を学ぶ科目である。

わが国では、少子高齢化、多死社会に向かっており、保健・医療・福祉領域において、地域での支援システムやネットワークの確立が不可欠に
なっている。そのため、看護職が社会福祉領域と協働して活動することが重要な課題となっている。保健医療福祉行政の基礎となっている日本
国憲法をふまえて、社会福祉・社会保障の理念、および、看護活動に必要な様々な制度を学ぶ

・健康に関する指標として、人口静態・人口動態および 受療行動などの統計について説明できる。
・保健医療福祉行政の根拠と公衆衛生の定義を説明できる。
・わが国の社会保障制度の考え方について説明できる。
・わが国のセーフティネットの種類と仕組みについて説明できる。
・わが国の医療保険制度と課題について説明できる。
・わが国の介護保険制度を含めた高齢者を対象とした社会保障・福祉制度の仕組みと課題について説明できる。
・わが国の障害者施策の概要と課題について説明できる。
・わが国の年金制度と課題について説明できる。

講義は指定しているテキストを主に使用して行う。学生は本科目用にノートを１冊準備し、講義内容をノートにまとめる。ノートを準備学習・事後
学習として作成し提出することで継続的な学習習慣を確立する。講義内容は次回の講義で確認テストを実施することで、必要な知識を定着する
。

Google Classroom（以下、ＧＣ）に準備学習・事後学習を提示し、課題を提出することで自主学習の支援を行う。
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課題に対するフィードバックの方法

準備学習および事後課題や時間内に実施する確認テストについては、講義時間内またはＧＣでフィードバックを行う。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

ガイダンス
わが国の保健統計
・わが国の人口動態・人口静態について学ぶ
・死因統計および疾病統計について学ぶ

テキストの該当箇所をよく読んで
重要なところに下線を引く（90分
）。

第2回講義で確認テストを実施
するため、ノートを作成し復習す
る。（90分）。

第2回

公衆衛生と疫学・統計 【確認テスト10点；第１回目の内容】
・公衆衛生と健康の概念について学習する
・疫学と統計解析の基礎について学習する

テキストの該当箇所を読んで重
要な箇所に下線を引く（90分）。

第3回講義で確認テストを実施
するため、講義内容についてノ
ートを作成し復習する（90分）。

第3回

医療と社会 【確認テスト10点；第2回目の内容】
・医の倫理と患者の人権について学ぶ
・保健師助産師看護師法および他職種の資格法について
学習する
・医療の質と安全の確保について学習する

テキストの該当箇所を読んで重
要な箇所に下線を引く（90分）。

第4回講義で確認テストを実施
するため、ノートを作成し確認テ
ストの準備をする（90分）。

第4回

社会保障と社会福祉 【確認テスト10点；第3回目の内容】
・社会保障制度、所得保障である年金制度、生活保護に
ついて学習する
・社会福祉について学習する

テキストの該当箇所を読んで重
要な箇所に下線を引く（90分）。

第5回講義で確認テストを実施
するため、ノートを作成し確認テ
ストの準備をする（90分）。

第5回

わが国の医療保障制度と国民医療費 【確認テスト10点；第
4回目の内容】
・医療保険と保険診療の仕組みについて学習する
・国民医療費、公費医療について学習する

テキストの該当箇所をよく読んで
重要なところに下線を引く（90分
）。

第6回講義で確認テストを実施
するため、ノートを作成し確認テ
ストの準備をする（90分）。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

100

その他 0

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

第6回

成人保健と健康の増進、感染症対策 【確認テスト10点；第
5回目の内容】
・健康増進のための諸制度について学習する
・感染症対策について学ぶ

テキストの該当箇所を読んで重
要な箇所に下線を引く（90分） 。

第7回講義で確認テストを実施
するため、ノートを作成し確認テ
ストの準備をする（90分）。

第7回

高齢者保健福祉 【確認テスト10点；第6回目の内容】
・老人福祉法、介護保険法などの高齢者に関する保健医
療福祉制度とその問題点について学習する

テキストの該当箇所をよく読んで
重要なところに下線を引く（90分
）。

第8回講義で確認テストを実施
するため、ノートを作成し確認テ
ストの準備をする（90分）。

第8回

障害者福祉 【講義の最初に第７回講義の内容の確認テス
ト10点、講義の終了前に第8回講義の内容の確認テスト10
点】
・疾病・障害の概念について学ぶ
・障害者の福祉施策を学習する

テキストの該当箇所をよく読んで
重要なところに下線を引く（90分
）。

指定されたテーマでレポートを
作成し提出する。
講義で学習したことをノートに復
習し提出する（90分）。

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

定期試験は実施しないが、毎回の確認テスト10点×8回（計80点）を実施する。レポート2回（10
点×2）と合わせて100点とする。
確認テストは授業開始時に前回の内容の確認テストを実施する。
テスト内容はおもにテキストと講義で説明したことから出題する。
確認テストはテキストと自分が作成したノートの持ち込みのみ可とする。スマホやパソコンの使用
は認めない。テキストやノートを忘れた場合、他の学生からの貸し借りは認めない。
授業を欠席した場合（公欠含む）は、その回のテストは０点となるが、欠席及び公欠をした場合
の代替措置はGCに提示するので、指示された内容で提出することで補うことはできる。
確認テストは返却しないが、Classroomでフィードバックを行う。
自分で作成したノート（手書きのみ有効）をGCに写メ等でUPし提出した場合は、内容と量に応
じて1～３点／回を加点する。

『公衆衛生がみえる2024-2025 第6版』 安藤雄一他 メディックメディア ４月の時点ではまだ発売されていないが、後期授業開始までに教科書を
必ず購入しておくこと
本科目は資料は配布せず、教科書を用いてすべての講義を行うため、第１回講義までに必ず教科書を購入しておくこと。

適宜、GCに提示する。
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備考欄

毎回、必ず出席を取るため、遅刻・欠席がないようにすること。遅刻が20分を超える場合は欠席となる。
遅刻３回で１回の欠席とする（看護学科申し合わせ事項）。計8回のうち、３分の１以上の欠席で単位認定をしないことがある。
欠席および遅刻をした場合は、その回の確認テスト（10点）が0点となる。配点が大きいため注意すること。
総合点で60点に満たない場合はDHの対象者となり再試を実施する。
私語は厳禁とする。授業時間中にやむを得ない理由以外で席を立たないこと。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門基礎科目　健康支援と社会保障制度

科目名 チーム医療概論 ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 1

担当教員 坂東　奈穂美、佐藤　明紀、金谷　匡紘

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

パワーポイントとハンドアウトによる講義、および講義の内容に基づいたグループワークを行う。

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度前期

看護学科のディプロマポリシー「地域で暮らす人々の健康や生活を支援するため、多様なケア環境に適した多職種連携・協働チームのあり方と
看護師の役割を理解したうえでリーダー的な役割を担うことができる」に関連した科目である。
他の科目とのつながり：
「保健医療福祉行政論」「コミュニケーション論」「リハビリテーション論」「地域包括ケアシステム論」と関連し、「看護マネジメント論」および専門科
目の看護学臨地実習分野の基礎となる。

本科目は、チーム医療の視点を持ち、多職種連携を理解することを目標とする。学習方法は異なる職種で構成されるチームメンバーの役割と機
能を把握し、効果的なチームビルディングに必要な知識を習得する。これらの知識を基盤として各専門職の立場からチームにおける自らの役割
を考察する。

・チーム医療における各専門職の役割について役割を説明できる
・多職種で連携する目的と、その実現に向けたシステムについて説明できる。
・多職種と協働するために必要なコミュニケーションスキルについて説明できる

Google Classroomを用いて、授業資料の配信や出席確認、レポート課題の提出などを行う場合がある。

坂東奈穂美：看護師として急性期病院での勤務経験を活かした授業を行う。
佐藤明紀：理学療法士として、総合病院での臨床経験15年を有し、活動経験を基に授業を行う。
金谷匡紘：作業療法士として急性期や回復期、生活期のリハビリテーションに従事しており、その経験を基に授業を行う。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 坂東　奈穂美

担当教員 佐藤　明紀

担当教員 佐藤　明紀

担当教員 金谷　匡紘

担当教員 金谷　匡紘

確認テストは授業内、もしくはGoogleClassroom内で解説する。レポート課題に対してはコメントによりフィードバックする。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

ガイダンス
チーム医療が求められるようになった背景、看護職に求め
られる役割について説明する。（坂東）
小テスト①

チーム医療における看護師の役
割を調べる（90分）

授業内容をノートにまとめる（90
分）

第2回

講義：チーム医療における理学療法士の役割について説
明する（佐藤）

チーム医療における理学療法
士の役割について調べる（90分
）

授業内容をノートにまとめる（90
分）

第3回

チーム医療における理学療法士の役割について考えるグ
ループワーク（佐藤）

前回の講義（理学療法士の役割
①）で学習した内容について復
習しておく（90分）

レポート課題①を期限までに提
出する（90分）

第4回

チーム医療における作業療法士の役割について説明する
（金谷）

作業療法士の仕事について調
べる（90分）

授業内容をノートにまとめる。
（90分）

第5回

【作業療法士の役割②】
チーム医療における作業療法士の役割について考えるグ
ループワーク（金谷）

前回の講義（作業療法士の役割
①）で学習した内容について復
習しておく（90分）

レポート課題②を期限までに提
出する（90分）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員 坂東　奈穂美

担当教員 坂東　奈穂美、佐藤　明紀、金谷　匡紘

担当教員 坂東　奈穂美、佐藤　明紀、金谷　匡紘

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

100

その他 0 なし

教科書

なし。 授業内で資料を配布する。

参考文献

履修条件・留意事項等

第6回

講義：【チームビルディング】（坂東）
多職種で連携・協働するためのコミュニケーション、チーム
が出来上がるまでのプロセス、多職種で連携しやすくする
ための取り組み（IPW/IPE）
小テスト②

友人や知人などと関係性を作る
ときに気を付けていることをあげ
てくる（90分）

他職種を理解するために自分は
どうしたいのか考えをまとめる
（90分）

第7回

グループワーク：他職種を理解するために、どのようなこと
を行うと良いのかを考える。ーチームとして協力し合うため
に必要なことー（佐藤、金谷、坂東）

自分とは異なる考えや価値観を
持った相手に対して、自分はど
のように捉えるのか、自分の傾
向を振り返える（90分）

グループで検討した内容をまと
める（90分）

第8回

グループワークの発表会（佐藤・金谷・坂東）
それぞれのグループで話し合った事について発表し、共有
する。

発表の準備をする（90分） レポート課題②に取り組む（90分
）

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

小テスト：30％（各15点×2回）
レポート課題：70％（20点×2回、30点×1回）

・実践チーム医療論ー実際と教育プログラム 水本清久他 編著 医歯薬出版 2011
・「チーム医療」とは何かー患者・利用者本位のアプローチに向けて（第2版） 細田満和子 著 日本看護協会出版会 2021
・新しいチーム医療ー看護とインタープロフェッショナル・ワーク入門（改訂版） 田村由美 編著 看護の科学社 2018
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

備考欄

確認テストやレポート課題は、各授業の内容から出題もしくはグループで検討した内容や準備学習・事後学習に基づいた課題となっているので
、欠席しないこと。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門基礎科目　健康支援と社会保障制度

科目名 リハビリテーション論 ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 1

担当教員 橋田　浩、大川　浩子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

病院において理学療法士、作業療法士としての勤務経験を活かし授業を行う。

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度後期

・ディプロマ・ポリシーの「地域で暮らす人々の健康や生活を支援するため、多様なケア環境に適した多職種連携・協働チームのあり方と看護師
の役割を理解したうえでリーダー的な役割を担うことができる。（知識・技能）」ことと特に関係がある科目である。
・総合教養講座・医学概論・日本国憲法・現代医療と福祉・介護と関連し、母性看護学の基礎・小児看護学の基礎・成人看護学の基礎・老年看
護学の基礎・精神看護学の基礎・在宅看護学の基礎、チーム医療概論の基礎となる科目である。

・本科目は、地域で暮らす人々の健康や生活を支援するため、看護を実践に必要な基本的なリハビリテーション（医学的・社会的・教育的・職業
的）の知識を身につけるため、リハビリテーションの概念・目標、リハビリテーションの対象となる状態像を理解することを目標とする。学習内容は
、リハビリテーションの基礎知識、わが国のリハビリテーションを支える社会制度や社会資源、多職種によるチームワークの重要性を学ぶ。

1．病気や障害の捉え方を説明できる。
2．リハビリテーション分野の定義や現状を具体的に説明できる。
3．リハビリテーション分野の関連職種の名称を述べることができる。
4．リハビリテーションを支える社会制度や社会資源、法律についておおまかに説明できる。

・視聴覚教材を併用しながら基本的なリハビリテーションへの理解を深める。
・アクティブラーニングでは理解すべき基本的事項を確認課題として各自に課し、その解答にフィードバックを行う。

Googleのクラスルームを利用するのでスマートフォン等を持参する事。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 大川　浩子

担当教員 大川　浩子

担当教員 大川　浩子

担当教員 大川　浩子

担当教員 橋田　浩

フィードバックとして確認課題を行い、質問などに対する解説を行う。 
授業時間以外はgoogle クラスルームを通じて個別の質問等に回答する。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

リハビリテーションの歴史と理念。医学的リハビリテーション
の対象疾患。QOLと何か。リハビリテーション医療における
看護の役割など。 【アクティブラーニング】確認課題実施

授業内容について事前に配布
した資料および教科書の関連す
る部分を読んでおくこと。
（90分）

授業内容についてノートにまと
めること。（90分）

第2回

リハビリテーション医療の特殊性。チーム医療の必要性と
チームアプローチ。リハビリテーション医療に携わる専門職
の役割と機能、パートナーシップなど。 
【アクティブラーニング】確認課題実施

授業内容について事前に配布
した資料および教科書の関連す
る部分を読んでおくこと。
（90分）

授業内容についてノートにまと
めること。（90分）

第3回

WHOの国際分類（ICD,ICIDH,ICF)が生まれた背景。国際
生活機能分類（ICF）の理念と活用法。代表的なADL評価（
FIM、BI）への理解と活用法。「している」ADLと「でき
る」ADLの違いなど。
 【アクティブラーニング】確認課題実施。

授業内容について事前に配布
した資料および教科書の関連す
る部分を読んでおくこと。
（90分）

授業内容についてノートにまと
めること。（90分）

第4回

医療保険でのリハビリテーション。脳卒中の急性期・回復期
におけるリハビリテーションのチームアプローチと高次脳機
能障害について。廃用症候群の諸症状と不動や低活動の
予防。生活レベルでの活動の促進について。
【アクティブラーニング】確認課題実施授業内で確認
テスト実施（授業範囲1回~4回）

授業内容について事前に配布
した資料および教科書の関連す
る部分を読んでおくこと。
（90分）

授業内容についてノートにまと
めること。（90分）

第5回

運動機能障害のある人へのリハビリテーション「脳卒中の場
合」（脳卒中の生活期を支えるチームアプローチと各種介
護サービスの紹介。）
【アクティブラーニング】確認課題実施

授業内容について事前に配布
した資料および教科書の関連す
る部分を読んでおくこと。
（90分）

授業内容についてノートにまと
めること。（90分）
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担当教員 橋田　浩

担当教員 橋田　浩

担当教員 橋田　浩

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は実施しない

100

その他 0

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

第6回

運動機能障害のある人へのリハビリテーション「脊髄損傷の
場合」（急性期・回復期・生活期のリハビリテーション治療目
標と各種支援方法。脊髄損傷者の障害理解と麻痺を補う
自助具、機器の活用法など。）
【アクティブラーニング】確認課題実施

授業内容について事前に配布
した資料および教科書の関連す
る部分を読んでおくこと。
（90分）

授業内容についてノートにまと
めること。（90分）

第7回

運動機能障害のある人へのリハビリテーション 「大腿骨近
位部骨折及び変形性膝関節症の場合」
【アクティブラーニング】確認課題実施

授業内容について事前に配布
した資料および教科書の関連す
る部分を読んでおくこと。
（90分）

授業内容についてノートにまと
めること。（90分）

第8回

地域包括ケアシステムにおけるリハビリテーション
【アクティブラーニング】確認課題実施
テスト実施（授業範囲5回~8回）

授業内容について事前に配布
した資料および教科書の関連す
る部分を読んでおくこと。
（90分）

授業内容についてノートにまと
めること。（90分）

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業中間時及び授業終了時の確認テストの計2回の合計点で評価する。

リハビリテーション看護（改訂第3版）／酒井郁子・金城利雄 ・深堀浩樹   ISBN978-4-524-24629-2

必要に応じてPDF資料をgoogleクラスルームにて配信する。
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備考欄

・定期試験は行わず、授業中間時及び授業終了時の確認テストの計2回の合計点で評価する。
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門基礎科目　健康支援と社会保障制度

科目名 ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 1

担当教員 Joseph S Tomasine

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

医療英語（1組）

2年 2024年度後期

本科目は、共通語としての英語を重視することにより、グローバル化の進展を視野に入れつつ、科学的思考と創造的思考で生涯にわたって看
護学と医療保健の質向上に貢献できる（関心・意欲・態度）看護師の育成に不可欠な科目として位置付けられる。

This class is a practical, basic introduction to everyday nursing English. In this course learners will acquire the vital communicative essentials 
for everyday nursing, without demanding a high level of English.

The overarching goal of this course is for learners to acquire the variety of English language spoken and understood by nurses and patients in 
common situations in hospitals. In order to achieve this goal, learners must first understand the variety of English that is spoken in common 
situations in hospitals. Secondly, learners must learn appropriate learning strategies that will be effective for acquiring this variety of English. 
Thirdly, learners must learn how to generate, receive and act upon feedback they will receive when they use this variety of English in the 
workplace.

Students will learn key expressions, vocabulary, and conversations for common situations in hospitals. Students will study vocabulary, new 
expressions and listen and check comprehension of two conversations between a nurse and a patient in each unit. Students will be required to 
complete a unit quiz after completing each unit.

Students will use the Google Suite for Education during this course. The material will be posted on Google Classroom. Students will use the 
textbook and worksheets to study material covered in each unit. The unit Quizzes will be posted on Google classroom.

I have a Masters of Arts in Teaching with a focus on Teaching English to Speakers of Other Languages (MAT-TESOL). I have been teaching 
in the classroom for over 10 years.
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課題に対するフィードバックの方法

Feedback will be given during each class, or on Google Meet if the classes are online, and scores from the unit quizzes will be returned

授業計画 学習内容

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

Complete the unit quizzes on units 1-6.

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

Study units 1 and 2 key expressions, vocabulary, 
conversations with the teacher.

Preparation:units 1 and 2 key 
expressions, vocabulary, 
conversations  (90 minutes)

Review: Unit 1 and 2 (90 
minutes)

第2回

Study units 3 and 4 key expressions, vocabulary, 
conversations with the teacher.

reparation: units 3 and 4 key 
expressions, vocabulary, 
conversations (90 minutes))

Review unit 3 and 4 (90 
minutes).

第3回

Study units 5 and 6 key expressions, vocabulary, 
conversations with the teacher.

Preparation: units 5 and 6 key 
expressions, vocabulary, 
conversations (90 minutes)

Review unit 5 and 6. (90 
minutes)

第4回

Preparation: review units 1-6 
for unit quizzes. (90 minutes)

Review: unit quizzes on units 1- 
6. (90 minutes)

第5回

Study units 8 and 9 key expressions, vocabulary, and 
conversations.

Preparation: units 8 and 9 key 
expressions, vocabulary, and 
conversations. (90 minutes)

Review units 8 and 9 key 
expressions, vocabulary, 
conversations. (90 minutes)
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担当教員 Joseph S Tomasine

Review unit 12. (90 minutes)

担当教員 Joseph S Tomasine

Complete the unit quizzes on units 8-12.

担当教員 Joseph S Tomasine

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 No such test

100

その他 0 Not applicable

教科書

Bedside Manner Beginner by Simon Capper Perceptia Press 2019 Third Edition ISBN 978-4-939130243

参考文献

None

履修条件・留意事項等

第6回

Study units 10 and 11 key expressions, vocabulary, and 
conversations.

Preparation: units 10 and 11 
key expressions, vocabulary, 
and conversations. (90 minutes)

Review units 10 and 11. (90 
minutes)

第7回

Study unit 12 key expressions, vocabulary, and 
conversations.

Preparation: unit 12 key 
expressions, vocabulary, and 
conversations. (90 minutes)

第8回

Prepare for the unit quizzes on 
units 8-12. (90 minutes)

Review the unit quizzes on units 
8-12. (90 minutes)

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

Participation and Homework 50
Unit Quizzes 50
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This course is only available to students in the Nursing Department

備考欄
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門基礎科目　健康支援と社会保障制度

科目名 ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 1

担当教員 Joseph S Tomasine

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

医療英語（2組）

2年 2024年度後期

本科目は、共通語としての英語を重視することにより、グローバル化の進展を視野に入れつつ、科学的思考と創造的思考で生涯にわたって看
護学と医療保健の質向上に貢献できる（関心・意欲・態度）看護師の育成に不可欠な科目として位置付けられる。

This class is a practical, basic introduction to everyday nursing English. In this course learners will acquire the vital communicative essentials 
for everyday nursing, without demanding a high level of English.

The overarching goal of this course is for learners to acquire the variety of English language spoken and understood by nurses and patients in 
common situations in hospitals. In order to achieve this goal, learners must first understand the variety of English that is spoken in common 
situations in hospitals. Secondly, learners must learn appropriate learning strategies that will be effective for acquiring this variety of English. 
Thirdly, learners must learn how to generate, receive and act upon feedback they will receive when they use this variety of English in the 
workplace.

Students will learn key expressions, vocabulary, and conversations for common situations in hospitals. Students will study vocabulary, new 
expressions and listen and check comprehension of two conversations between a nurse and a patient in each unit. Students will be required to 
complete a unit quiz after completing each unit.

Students will use the Google Suite for Education during this course. The material will be posted on Google Classroom. Students will use the 
textbook and worksheets to study material covered in each unit. The unit Quizzes will be posted on Google classroom.

I have a Masters of Arts in Teaching with a focus on Teaching English to Speakers of Other Languages (MAT-TESOL). I have been teaching 
in the classroom for over 10 years.
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課題に対するフィードバックの方法

Feedback will be given during each class, or on Google Meet if the classes are online, and scores from the unit quizzes will be returned

授業計画 学習内容

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

Complete the unit quizzes on units 1-6.

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

Study units 1 and 2 key expressions, vocabulary, 
conversations with the teacher.

Preparation:units 1 and 2 key 
expressions, vocabulary, 
conversations  (90 minutes)

Review: Unit 1 and 2 (90 
minutes)

第2回

Study units 3 and 4 key expressions, vocabulary, 
conversations with the teacher.

reparation: units 3 and 4 key 
expressions, vocabulary, 
conversations (90 minutes))

Review unit 3 and 4 (90 
minutes).

第3回

Study units 5 and 6 key expressions, vocabulary, 
conversations with the teacher.

Preparation: units 5 and 6 key 
expressions, vocabulary, 
conversations (90 minutes)

Review unit 5 and 6. (90 
minutes)

第4回

Preparation: review units 1-6 
for unit quizzes. (90 minutes)

Review: unit quizzes on units 1- 
6. (90 minutes)

第5回

Study units 8 and 9 key expressions, vocabulary, and 
conversations.

Preparation: units 8 and 9 key 
expressions, vocabulary, and 
conversations. (90 minutes)

Review units 8 and 9 key 
expressions, vocabulary, 
conversations. (90 minutes)
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担当教員 Joseph S Tomasine

Review unit 12. (90 minutes)

担当教員 Joseph S Tomasine

Complete the unit quizzes on units 8-12.

担当教員 Joseph S Tomasine

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 No such test

100

その他 0 Not applicable

教科書

Bedside Manner Beginner by Simon Capper Perceptia Press 2019 Third Edition ISBN 978-4-939130243

参考文献

None

履修条件・留意事項等

第6回

Study units 10 and 11 key expressions, vocabulary, and 
conversations.

Preparation: units 10 and 11 
key expressions, vocabulary, 
and conversations. (90 minutes)

Review units 10 and 11. (90 
minutes)

第7回

Study unit 12 key expressions, vocabulary, and 
conversations.

Preparation: unit 12 key 
expressions, vocabulary, and 
conversations. (90 minutes)

第8回

Prepare for the unit quizzes on 
units 8-12. (90 minutes)

Review the unit quizzes on units 
8-12. (90 minutes)

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

Participation and Homework 50
Unit Quizzes 50
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This course is only available to students in the Nursing Department

備考欄
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　基礎看護学

科目名 看護学の基礎 ナンバリング 3400

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 藤長　すが子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

本科目は、「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた判断力・思考力・対象理解力を高め、看護師としての実
践能力を有している」というディプロマポリシーを中心に展開される。看護学を説明するための概念や理論と同時に、科学的根拠を土台に人々
の健康的な生活を支援するための基礎的知識を獲得するための科目である。授業においては、学習への主体的・自律的な行動が期待され、
専門職者として研鑽し続ける基本的な能力を身につけることが望まれる。看護学を学ぶにあたり最初に学習する専門科目であり、看護学全体の
基本的内容を含む科目である。

健康状態やその変化に応じた看護に必要な専門知識を習得するため、看護学の歴史的発展と看護学の基盤となる主要概念である「看護」「人
間」「健康」「環境」について学習する。また、看護の対象となる人々の生活を理解するとともに、看護活動を提供するための場と仕組み、および
専門職の役割・機能について学ぶ

１． 看護とは何かについて、自分の言葉で述べることができる
２． 看護学の基本概念である「看護」・「人間」・「健康」・「環境」について説明できる
３． 看護の対象となる人間の生活の理解を通して、看護の役割と機能について説明できる
４． 看護の歴史的変遷についてについて説明できる
５． 看護を取り巻く法について説明できる
６． 看護提供の場と仕組みについて説明できる

１．講義形式：パワーポイントと配布資料を用いる
２．グループディスカッション
３．プレゼンテーション
４．DVDの活用
５．課題学習ノートとリフレクションカードを用いる

Google Classroomを用いて課題の提示、回収、必要時コメントを実施する。
Formsを用いて知識の確認などを実施する
インタネット活用による事前学習を行う

看護師としての病院勤務経験をもとに、看護についての基本的な考え方を具体的な事例を用いて教授する。また、臨床経験豊かなゲストスピー
カーによる講義を実施する予定である
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

授業終了時にFormsなどを用いて授業内容に関する疑問・質問を受け付け、次回講義時にフィードバックする
提出された課題には、必要時コメントをつけて返却する
必要時、Google Classroomを用いてコメントを返却する

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

【講義】
 コースオリエンテーション
 看護を学ぶ意義と大学における学習方法
 看護とは
 看護の原点、看護の語源

教科書１．ｐ2-5、ｐ13を読みまと
める
看護の語源について調べる（60
分）

看護とは何かについて調べる
（90分）

第2回

【講義】
 看護の歴史的変遷
 看護学の発展

教科書１．ｐ50‐79を読みまとめ
る（90分）

ゴールドマークレポートとブラウ
ンレポートの背景と内容及び歴
史的な意味についてまとめる
（90分）

第3回

【講義・グループディスカッション】
 看護学と看護の概念
 看護とは何かについて調べてきたことをグループディスカ
ッションする
 看護の定義
 看護学の主要概念

教科書１．ｐ13-18を読みまとめ
る 
「看護」の定義について文献な
どを用いて調べる （90分）

保健師助産師看護師法とＩＣＮ
の看護の定義の共通点と違いに
ついて検討し整理する（90分）

第4回

【講義】
 看護の基本概念：「人間」
 ・看護の対象：生活者としての「人間」
 ・人間のこころとからだ
 ・人間の基本的ニード
 ・発達理論
 ・家族、集団、地域

教科書１．ｐ19-27、ｐ82-101を
読みまとめる
人間について文献などを用いて
調べる（90分）

看護の対象について整理する
人間の基本的ニードについて整
理する（90分）

第5回

【講義・グループディスカッション】
 看護学の主要概念：「健康」
 ・健康とは何かについて、事前に調べてきた内容をもとに
グループディスカッションする
 ・健康とは何か
 ・健康モデル
 ・ライフサイクルと健康

教科書１．ｐ101-108を読みまと
める
健康とは何かについて文献など
を用いて調べる（90分）

看護と健康の関連について整
理する（90分）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

【講義】
 看護の主要概念：「健康」
 ・ヘルスプロモーション、予防、障害
 ・人口統計と出生・死亡
 ・ライフスタイル
 ・健康に影響する要因

人口統計、出生と死亡、疾病構
造について調べる（90分）

ＩＣＩＤＨとＩＣＦの考え方の違いに
ついて整理する（90分）

第7回

【講義】
 看護の主要概念：「環境」

「環境」とは何かについて調べる
（90分）

看護と環境の関連についてまと
める（90分）

第8回

【講義・グループディスカッション】
 看護の役割と機能
 看護ケア
 ケアについて調べたことをグループディスカッションする
 看護職が機能する場
 看護活動を展開するための法的基盤

教科書１．ｐ110-122を読みまと
める
ケアについて調べる（90分）

ケア・キュア・コアの違いについ
て整理する（90分）

第9回

【講義】
 看護実践の特徴
 看護の質保証に必要な要件
 看護における安全・安楽・自立/自律
 看護行政

教科書１．ｐ208-217を読みまと
める（90分）

看護の質保証において安全・安
楽・自立／自律が必要な理由を
整理する（90分）

第10回

【講義・DVD】
 看護の専門性
 専門職とは
 専門職の要件

教科書１．ｐ236-240を読みまと
める（90分）

講義内容とDVDを視聴しての学
びを整理する（90分）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

【講義】
 医療安全と医療の質の保証
 医療における安全

教科書１．ｐ254-272を読みまと
める（90分）

医療事故の発生要因と問題解
決についてレポートする（90分）

第12回

【講義】
  保健医療福祉システムと多職種連携

教科書1．p123-138を読みまと
める（90分）

地域包括ケアシステムにおける
看護師の役割についてレポート
する（90分）

第13回

【講義】
 ゲストスピーカー
  実際の看護実践に関する講義

ゲストスピーカーの勤務する病
院について、インターネットなど
で概要を調べる（60分）

ゲストスピーカーによる講義内容
をもとに、自らの看護に対する考
えをレポートする（90分）

第14回

【講義・グループディスカッション】
  現在の看護職の活動と将来の展望
  現在の看護の課題について、事前に考えてきた内容をも
とにグループディスカッションする
  グループディスカッションした内容をプレゼンテーションす
る

現代の看護の課題についてまと
める（90分）

レポート作成（90分）

第15回

まとめ
確認テスト

これまでの学習内容の復習をす
る
教科書１．ｐ313‐314の問題を解
く（90分）

確認テストで出された内容の復
習（90分）
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100

その他 0

教科書

参考文献

授業の中で適宜参考文献を紹介する

履修条件・留意事項等

備考欄

ゲストスピーカーの講義は、状況により日程に変更が生じる可能性がある

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

50％ 筆記試験による
30％ 課題提出と課題の達成度（事前学習・事後学習含）
20％ レポート提出状況と内容

１． 宮脇美保子編（2021）．新体系看護学全書 基礎看護学①看護学概論,第５版．メヂカルフレンド社．
２．フローレンス・ナイチンゲール，小玉香津子，尾田葉子訳（2019）．看護覚え書き 本当の看護とそうでない看護．日本看護協会出版会．
３．ヴァージニア・ヘンダーソン，湯槇ます・小玉香津子訳（2016）．看護の基本となるもの．日本看護協会出版会．

全授業時間の３分の２以上の出席をもって評価対象とする
評価対象物において代筆や盗用、カンニングなどの不正行為があった場合には、D判定となる場合がある
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　基礎看護学

科目名 コミュニケーション論 ナンバリング 3402

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 1

担当教員 木口　幸子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

講義形式で行い、グループディスカッションも取り入れる。

ＩＣＴ活用

無し

実務経験のある教員の教育内容

病院にて看護師として勤務の経験があり、この経験を活かし授業を行う。

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

ディプロマポリシーの「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力・対象理解力を高め、
看護師としての実践能力を有した人材」に関連した科目である。また、地域で暮らす人々の健康や生活を支援するため、多様なケア環境に適し
た多職種連携・協働・チームのあり方と看護師の役割を理解したうえでリーダー的な役割が担える人材、医療・看護に関わる社会や時代の変化
の本質を探究でき、豊かな人間性と高い倫理観・社会的責任感を持ち、時代の変化に合わせて主体的に社会を支えることができる人材他のデ
ィプロマポリシーとも関連している。本科目は看護師・患者関係の成立のための基本的技術であり、基礎看護科目と深く関連しており、看護学の
理論や科学的根拠に基づき、人々の健康的な生活を支援するための基礎的知識を獲得するための科目であり、臨地実習も含めた看護学全体
へつながる科目である。

看護の対象となる様々な生活環境をもつ人間を理解するための理論と方法を理解する。自己理解、他者理解、対人関係をスムーズにするため
の礼儀とマナー、コミュニケーションの過程と構成要素など体験的に習得する。また、対象理解能力を養うため、看護における援助的人間関係
の形成について理解する。人が人を看護するとは何か、主体的に関わるとは何かを」考え、相互理解を深めることを目的とする。言語的・非言語
的コミュニケーション、援助的人間関係（援助として聴くこと、伝えること）、ケアに活かすコミュニケーションスキルについて習得する。

1．コミュニケーションの意義と目的が説明できる。
2．看護におけるコミュニケーションの目的を説明できる。
3．コミュニケーションの方法について説明できる。
4．医療におけるコミュニケーションと信頼関係について説明できる。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

課題に対するフィードバックの方法

提出された課題にコメントを記載し、講義時に返却と説明を行う。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

医療における信頼関係

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

コミュニケーションとは
・コミュニケーションの意義と目的

・自分自身のコミュニケーション
について考えてみる。
・教科書の該当箇所を読む。
（60分）

・教科書の該当箇所を読む。
・講義資料を復習する。
（60分）

第2回

看護理論とコミュニケーション
・看護におけるコミュニケーション

教科書の当該箇所を読む。
（60分）

・講義資料を再度読む。
・教科書②③を読み、コミュニケ
ーションについての関係する内
容をまとめ提出する。（90分）
提出物①

第3回

コミュニケーションの特性①
・影響する要因

・教科書の該当箇所を読む。
（60分）

・講義資料を再度読む。
（60分）

第4回

・教科書の該当箇所を読む。
（60分）

・講義資料を読む。
（60分）

第5回

コミュニケーションにおける他者理解と自己理解
・自己紹介と他者紹介の実際

・教科書ｐ200演習課題1の①②
を行う。
（60分）

・自己紹介と他者紹介を通して
自己の課題について記載し提
出
提出物②
（90分）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員

担当教員

無し

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

100

その他 0

教科書

参考文献

無し

履修条件・留意事項等

第6回

コミュニケーションの特性②
・医療文化とコミュニケーション

・教科書の該当箇所を読む。
（60分）

・講義資料を再度読む。
（60分）

第7回

GW
・指定された場面についてグループで話し合う。

・これまでの講義を振り返り、コミ
ュニケーションについて復習す
る。
（60分）

・GWを振り返り、課題を提出
提出物③
（90分）

第8回

まとめ
確認試験

これまでの講義資料を再度読む
。
（90分）

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

提出物60点（20点×3回分）
まとめの試験40点

①深井喜代子編（2023）：基礎看護学② 基礎看護技術Ⅰ，メヂカルフレンド社．
②ヴァージニア・ヘンダーソン，湯槇ます・小玉香津子訳（2016）．看護の基本となるもの，日本看護協会出版会，
③フロレンス・ナイティンゲール，小玉香津子・尾田葉子訳（2019）．看護覚え書 本当の看護とそうでない看護，日本看護協会出版会．
④筒井真優美（2019）．看護理論 看護理論２１の理解と実践への応用，改定第３版．南江堂．
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

備考欄

評価対象物において代筆や盗用等の不正行為があった場合にはD判定となる場合があります。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　基礎看護学

科目名 ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

病院にて看護師として循環器外科の経験がありこの経験を活かし、授業を行う。

2024　北海道文教大学 シラバス

看護ヘルスアセスメント(1組)

2年 2024年度前期

ディプロマポリシーとの関連は、健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力・対象理解
を高め、看護師としての実践能力を有した人材、及び、看護過程の展開や臨床判断に必要となる問題探求能力・問題解決能力を有した人材で
ある。関連する科目としては、人体構造学、人体機能学、看護病態治療学、看護過程、臨床看護技術となる。

科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力を用いた実践能力を養うため、看護が対象とする人間の中で、特に健康にかかわる現象に焦
点をあて、正しく患者の心身から情報を収集し、科学的根拠を持って分析を行う知識と技術を学ぶ。既習の人体構造学・人体機能学の知識を
踏まえ、看護としての観察技術を学ぶ。健康歴の聴取、バイタルサインズ、身体各部のアセスメント技術を学び、対象の健康状態を把握する方
法を習得する。また、問題解決のプロセスとしての看護過程に関連付ける必要性を理解する。

１．看護におけるヘルスアセスメントの意義と目的について説明ができる。
２．ヘルスアセスメントに必要な基本技法を実施できる。
３．既習の人体構造学・人体機能学を活用し、日常生活行動を遂行するためのからだの機能についてヘルスアセスメントが実施できる。
４．アセスメントによって得られた結果を、身体的・心理的・社会的側面から看護ケアに関連づけることができる

１．板書、パワーポイントと配布印刷物にて講義と演習を並行して行う。
２．演習は要項を配布し、演習の目的、進め方を熟読し、e-ラーニング（ナーシングスキル、他動画）も活用する
３．演習ではシミュレーターモデルも活用し、様々な健康障害に関する情報収集を体験する
４．演習時は、グループ内で患者役・看護師役を交互に経験し、得られた情報を正確に記録し、評価を行う。

ナーシングスキル（e-ラーニング）
他動画
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

課題に対するフィードバックの方法

提出された課題にコメントを記載し、講義時に返却と説明を行う。

授業計画 学習内容

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

コース説明
【講義】
・看護におけるヘルスアセスメントの意義
・日常生活行動とヘルスアセスメント
・必要な基本的技法（問診・視診・打診・聴診）
＜生きていることのアセスメントその１＞
・呼吸

・シラバスを読む
・教科書の該当箇所を読む
・人体構造学・人体機能学にて
学修した呼吸器の構造と機能を
復習する。
（90分）

・講義資料・教科書を再度読む
（90分）

第2回

【講義】
＜生きていることのアセスメントその２＞
・循環

小テスト①

・シラバスを読む
・教科書の該当箇所を読む
・人体構造学・人体機能学にて
学修した心臓の構造と機能を復
習する。
（90分）

・講義資料・教科書を再度読む
・演習課題（事前）に取り組む
（90分）

第3回

【演習】
＜生きていることのアセスメントその１＞
・呼吸のアセスメントの実際

・教科書・講義資料、演習要項
を読む。
・ナーシングスキル、他動画を視
聴する。
・演習課題を持参する。
（90分）

・演習課題（事後）に取り組む。
（90分）

第4回

【演習】
＜生きていることのアセスメントその２＞
・循環器系のアセスメントの実際

・教科書・講義資料、演習要項
を読む。
・ナーシングスキル、他動画を視
聴する。
・演習課題を持参する。
（90分）

・演習課題（事後）に取り組む。
（90分）

第5回

【講義】
＜生きていることのアセスメントその３＞
・バイタルサインズ

・教科書の該当箇所を読む。
・呼吸、循環のヘルスアセスメン
トについて復習する。（90分）

・講義資料・教科書を再度読む
・演習課題（事前）に取り組む
（90分）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

第6回

【演習】
＜生きていることのアセスメントその３＞
・バイタルサインズ測定の実際

・教科書・講義資料、演習要項
を読む。
・ナーシングスキル、他動画を視
聴する。
・演習課題を持参する。
（90分）

・演習課題（事後）に取り組む。
（90分）

第7回

【演習】
＜生きていることのアセスメントその３＞
・バイタルサインズ測定の実際

・教科書・講義資料、演習要項
を読む。
・ナーシングスキル、他動画を視
聴する。
・演習課題を持参する。
（90分）

・演習課題（事後）に取り組む。
（90分）

第8回

【講義】
＜食べることのアセスメント＞
＜排せつすることのアセスメント＞

小テスト②

・教科書の該当箇所を読む
・人体構造学・人体機能学にて
食べる、排せつするの構造と機
能を復習する。

（90分）

・講義資料・教科書を再度読む
・演習課題（事前）に取り組む
（90分）

第9回

【演習】
＜食べること・排せつすることのアセスメント＞
・腹部・消化器系、泌尿器系のアセスメントの実際

・教科書・講義資料、演習要項
を読む。
・ナーシングスキル、他動画を視
聴する。
・演習課題を持参する。
（90分）

・演習課題（事後）に取り組む。
（90分）

第10回

【講義】
＜動くことのアセスメント＞
小テスト③

＊技術試験について説明

・教科書の該当箇所を読む
・人体構造学・人体機能学にて
動くことの構造と機能を復習する
。
（90分）

・講義資料・教科書を再度読む
・演習課題（事前）に取り組む
（90分）
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担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

無し

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

【演習】
＜動くことのアセスメント＞
・筋・骨格系のアセスメントの実際

・教科書・講義資料、演習要項
を読む。
・ナーシングスキル、他動画を視
聴する。
・演習課題を持参する。
（90分）

・演習課題（事後）に取り組む。
（90分）

第12回

【講義】
＜話す・聴く・視ることのアセスメント＞

小テスト④

・教科書の該当箇所を読む
・人体構造学・人体機能学にて
話す・聴く・視ることの構造と機
能を復習する。
（90分）

・講義資料・教科書を再度読む
・演習課題（事前）に取り組む
（90分）

第13回

【演習】
＜話す・聴く・視ることのアセスメント＞
・感覚器系・神経系のアセスメントの実際

・教科書・講義資料、演習要項
を読む。
・ナーシングスキル、他動画を視
聴する。
・演習課題を持参する。
（90分）

・演習課題（事後）に取り組む。
（90分）

第14回

【演習：技術試験】
バイタルサインズ測定技術試験

・バイタルサインズ測定について
復習する。
（90分）

・自己評価表提出（60分）

第15回

まとめ
確認テスト

これまでの講義・演習について
教科書・講義資料を読む。
（90分）
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100

その他 0

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

小テスト40点（10点×4回）
提出物20点
技術試験20点
確認テスト20点
＊技術試験については、合格に至らなかった場合は技術試験について再試を行う。

① 深井喜代子編：新体系看護学全書 基礎看護学②基礎看護技術Ⅰ，メヂカルフレンド社
② 人体構造学及び人体機能学にて使用した教科書・講義資料

①大久保暢子編；日常生活行動からみるヘルスアセスメント、日本看護協会出版会
②熊谷たまき、水戸優子他監修；看護がみえる フィジカルアセスメント、メディカ出版

提出物について、盗用等が認められた場合は、D判定となる場合がある。
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　基礎看護学

科目名 ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

病院にて看護師として循環器外科の経験がありこの経験を活かし、授業を行う。

2024　北海道文教大学 シラバス

看護ヘルスアセスメント(2組)

2年 2024年度前期

ディプロマポリシーとの関連は、健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力・対象理解
を高め、看護師としての実践能力を有した人材、及び、看護過程の展開や臨床判断に必要となる問題探求能力・問題解決能力を有した人材で
ある。関連する科目としては、人体構造学、人体機能学、看護病態治療学、看護過程、臨床看護技術となる。

科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力を用いた実践能力を養うため、看護が対象とする人間の中で、特に健康にかかわる現象に焦
点をあて、正しく患者の心身から情報を収集し、科学的根拠を持って分析を行う知識と技術を学ぶ。既習の人体構造学・人体機能学の知識を
踏まえ、看護としての観察技術を学ぶ。健康歴の聴取、バイタルサインズ、身体各部のアセスメント技術を学び、対象の健康状態を把握する方
法を習得する。また、問題解決のプロセスとしての看護過程に関連付ける必要性を理解する。

１．看護におけるヘルスアセスメントの意義と目的について説明ができる。
２．ヘルスアセスメントに必要な基本技法を実施できる。
３．既習の人体構造学・人体機能学を活用し、日常生活行動を遂行するためのからだの機能についてヘルスアセスメントが実施できる。
４．アセスメントによって得られた結果を、身体的・心理的・社会的側面から看護ケアに関連づけることができる

１．板書、パワーポイントと配布印刷物にて講義と演習を並行して行う。
２．演習は要項を配布し、演習の目的、進め方を熟読し、e-ラーニング（ナーシングスキル、他動画）も活用する
３．演習ではシミュレーターモデルも活用し、様々な健康障害に関する情報収集を体験する
４．演習時は、グループ内で患者役・看護師役を交互に経験し、得られた情報を正確に記録し、評価を行う。

ナーシングスキル（e-ラーニング）
他動画
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課題に対するフィードバックの方法

提出された課題にコメントを記載し、講義時に返却と説明を行う。

授業計画 学習内容

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

コース説明
【講義】
・看護におけるヘルスアセスメントの意義
・日常生活行動とヘルスアセスメント
・必要な基本的技法（問診・視診・打診・聴診）
＜生きていることのアセスメントその１＞
・呼吸

・シラバスを読む
・教科書の該当箇所を読む
・人体構造学・人体機能学にて
学修した呼吸器の構造と機能を
復習する。
（90分）

・講義資料・教科書を再度読む
（90分）

第2回

【講義】
＜生きていることのアセスメントその２＞
・循環

小テスト①

・シラバスを読む
・教科書の該当箇所を読む
・人体構造学・人体機能学にて
学修した心臓の構造と機能を復
習する。
（90分）

・講義資料・教科書を再度読む
・演習課題（事前）に取り組む
（90分）

第3回

【演習】
＜生きていることのアセスメントその１＞
・呼吸のアセスメントの実際

・教科書・講義資料、演習要項
を読む。
・ナーシングスキル、他動画を視
聴する。
・演習課題を持参する。
（90分）

・演習課題（事後）に取り組む。
（90分）

第4回

【演習】
＜生きていることのアセスメントその２＞
・循環器系のアセスメントの実際

・教科書・講義資料、演習要項
を読む。
・ナーシングスキル、他動画を視
聴する。
・演習課題を持参する。
（90分）

・演習課題（事後）に取り組む。
（90分）

第5回

【講義】
＜生きていることのアセスメントその３＞
・バイタルサインズ

・教科書の該当箇所を読む。
・呼吸、循環のヘルスアセスメン
トについて復習する。（90分）

・講義資料・教科書を再度読む
・演習課題（事前）に取り組む
（90分）
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担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

第6回

【演習】
＜生きていることのアセスメントその３＞
・バイタルサインズ測定の実際

・教科書・講義資料、演習要項
を読む。
・ナーシングスキル、他動画を視
聴する。
・演習課題を持参する。
（90分）

・演習課題（事後）に取り組む。
（90分）

第7回

【演習】
＜生きていることのアセスメントその３＞
・バイタルサインズ測定の実際

・教科書・講義資料、演習要項
を読む。
・ナーシングスキル、他動画を視
聴する。
・演習課題を持参する。
（90分）

・演習課題（事後）に取り組む。
（90分）

第8回

【講義】
＜食べることのアセスメント＞
＜排せつすることのアセスメント＞

小テスト②

・教科書の該当箇所を読む
・人体構造学・人体機能学にて
食べる、排せつするの構造と機
能を復習する。

（90分）

・講義資料・教科書を再度読む
・演習課題（事前）に取り組む
（90分）

第9回

【演習】
＜食べること・排せつすることのアセスメント＞
・腹部・消化器系、泌尿器系のアセスメントの実際

・教科書・講義資料、演習要項
を読む。
・ナーシングスキル、他動画を視
聴する。
・演習課題を持参する。
（90分）

・演習課題（事後）に取り組む。
（90分）

第10回

【講義】
＜動くことのアセスメント＞
小テスト③

＊技術試験について説明

・教科書の該当箇所を読む
・人体構造学・人体機能学にて
動くことの構造と機能を復習する
。
（90分）

・講義資料・教科書を再度読む
・演習課題（事前）に取り組む
（90分）
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担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

無し

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

【演習】
＜動くことのアセスメント＞
・筋・骨格系のアセスメントの実際

・教科書・講義資料、演習要項
を読む。
・ナーシングスキル、他動画を視
聴する。
・演習課題を持参する。
（90分）

・演習課題（事後）に取り組む。
（90分）

第12回

【講義】
＜話す・聴く・視ることのアセスメント＞

小テスト④

・教科書の該当箇所を読む
・人体構造学・人体機能学にて
話す・聴く・視ることの構造と機
能を復習する。
（90分）

・講義資料・教科書を再度読む
・演習課題（事前）に取り組む
（90分）

第13回

【演習】
＜話す・聴く・視ることのアセスメント＞
・感覚器系・神経系のアセスメントの実際

・教科書・講義資料、演習要項
を読む。
・ナーシングスキル、他動画を視
聴する。
・演習課題を持参する。
（90分）

・演習課題（事後）に取り組む。
（90分）

第14回

【演習：技術試験】
バイタルサインズ測定技術試験

・バイタルサインズ測定について
復習する。
（90分）

・自己評価表提出（60分）

第15回

まとめ
確認テスト

これまでの講義・演習について
教科書・講義資料を読む。
（90分）
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100

その他 0

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

小テスト40点（10点×4回）
提出物20点
技術試験20点
確認テスト20点
＊技術試験については、合格に至らなかった場合は技術試験について再試を行う。

① 深井喜代子編：新体系看護学全書 基礎看護学②基礎看護技術Ⅰ，メヂカルフレンド社
② 人体構造学及び人体機能学にて使用した教科書・講義資料

①大久保暢子編；日常生活行動からみるヘルスアセスメント、日本看護協会出版会
②熊谷たまき、水戸優子他監修；看護がみえる フィジカルアセスメント、メディカ出版

提出物について、盗用等が認められた場合は、D判定となる場合がある。
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　基礎看護学

科目名 ナンバリング 3408

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 竹之内　優美、木口　幸子、藤長　すが子、渡辺　一代、赤坂　浩子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

看護師として病院勤務を有する各教員が臨床経験を活かし、看護技術を教授する。

2024　北海道文教大学 シラバス

共通看護援助技術（1組）

1年 2024年度前期

ディプロマポリシーの中でも特に「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力・対象理解
力を高め、看護師としての実践能力を有している。（知識・技能）」に関連した科目である。本科目では、基礎看護学科目のほか、各看護学領域
の科目の基盤となる看護技術の基礎的知識・技術を学ぶ。

科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力を用いた実践能力を養うため、看護実践の基盤となる技術の重要性や共通する基礎的な方法
を理解する。看護技術の特徴を踏まえたうえで看護援助に必要な看護者の思考・態度、健康と環境の相互作用、看護提供の基盤となる基本的
技術（感染予防、療養生活の安全・安楽、ボディメカニクスの原理、ポジショニング、体位変換等）について理解する。

１．療養環境を整えるための基本的知識について理解できる。
２．感染予防策に関する基本的知識について理解できる。
３．ボディメカニクスの原理を活用した体位変換および安楽な体位に関する基本的知識について理解できる。
４．看護提供の基盤となる基本的技術（感染予防、療養生活の調整、ボディメカニクスと安楽な体位、体位変換等）を模擬実践できる。

１．講義：パワーポイントと配布資料および必要に応じて動画視聴を用いて説明する。
２．演習：講義後に学生間で患者役・看護師役になり、基本的な看護援助を実践する。
３．グループディスカッション：演習実施後は、対象者の安全・安楽・自立性の視点から看護技術についてディスカッションを行い、気づき・学び
を共有する。

Google Formのアンケート機能を用いて双方向授業を取り入れる。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 竹之内　優美

担当教員 竹之内　優美

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

１．講義に関連した課題については、講義の中で全体へのフィードバックを行う。
２．演習記録に関しては、コメントを記載し返却する、または全体へのフィードバックを行う。
３．小テストおよび科目確認テスト実施後に、解答の解説を行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

【コースガイダンス】
【講義】療養環境と看護
人間にとっての環境の意義と療養環境の調整のための看
護の視点を学ぶ。
１）人間にとっての環境
２）環境の諸要素
３）療養環境と環境調整

教科書２．
「基礎看護技術Ⅱ」p2-12 を熟
読する
【30分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第2回

【講義・演習】療養環境の観察
療養環境の観察の実際を学ぶ。
１）療養環境の観察と測定
 ・模擬病室（実習室のベッド周囲）の構成
 ・物理化学的・生物学的・社会的環境
２）小テスト①「療養環境」

演習要項の熟読
教科書２．
「基礎看護技術Ⅱ」p2-12 と第1
回目の授業資料で療養環境の
基礎知識を確認する
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第3回

【講義】感染予防①：感染予防の基本
感染予防の基礎知識と看護の役割を学ぶ。
１）感染と感染予防策の基礎知識
２）感染予防における看護の役割
３）感染経路への対策（手洗いと個人防護用具）

教科書１．
「基礎看護技術Ⅰ」p236-245お
よび p257-270を熟読する
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第4回

【演習】感染予防対策の実際①：手洗いと個人防護用具
１）衛生学的手洗いの実際
２）個人防護用具の着脱の実際
３）感染性廃棄物の取り扱いの実際

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第5回

【講義】ボディメカニクスと安楽な体位
ボディメカニクスの原理原則と安楽な体位の基礎的知識を
学ぶ
１）ボディメカニクスと姿勢・動作
２）ボディメカニクスと看護技術への応用
３）体位の種類
４）ボディメカニクスと安楽な体位

教科書１．
「基礎看護技術Ⅰ」p318-334を
熟読する
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】
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担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 竹之内　優美

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

第6回

【講義】体位変換
体位変換の基礎的知識を学ぶ
１）体位変換の目的
２）体位変換の方法と留意点
３）小テスト②「安楽な体位、体位変換」

教科書２．
「基礎看護技術Ⅱ」p117-129 を
熟読する
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第7回

【演習】ボディメカニクスと安楽な体位の実際
ボディメカニクスの原理原則と安楽な体位の実際を学ぶ
１）ボディメカニクスの実際
  支持基底面の広さと安定性、重心と重心線の移動
２）仰臥位・側臥位の安楽な体位の実際と体圧測定
３）ギャッジアップのずれ予防と背抜きの方法

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第8回

【演習】体位変換の実際
運動機能が低下した対象者への安全・安楽・自立を考慮し
た体位変換の実際を学ぶ
１）水平移動・平行移動の援助方法
２）側臥位の援助方法
３）長座位・端坐位の援助方法

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第9回

【講義・演習】療養環境の調整①：ベッドメイキングの部分
練習
ベッドメーキングを行うための基本を学ぶ
１）ベッドメーキングとは
２）ベッドメーキングの順序と準備の実際
３）シーツの敷き方の部分練習

教科書２．
「基礎看護技術Ⅱ」p12-20 を熟
読する
【30分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第10回

【演習】療養環境の調整②：ベッドメイキングの実際
ベッドメーキングの具体的な方法を学ぶ
１）ベッドメーキングの実施
 ・クローズドベッド、オープンベッド

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】
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担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 竹之内　優美

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

【演習】療養環境の調整③：臥床患者のリネン交換
 臥床している対象者へのリネン交換の実際を学ぶ
１）安全・安楽かつ自立を考慮しながら臥床患者のシーツと
枕カバーを交換する。
２）実施後、環境整備・環境清掃を行う。

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第12回

【演習】療養環境の調整④：臥床患者のリネン交換
 臥床している対象者へのリネン交換の実際を学ぶ
１）安全・安楽かつ自立を考慮しながら臥床患者のシーツと
枕カバーを交換する。
２）実施後、環境整備・環境清掃を行う。

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第13回

【講義】感染予防②：無菌操作
 感染源への対策と無間操作の基礎知識を学ぶ
１）洗浄・滅菌・消毒の違いとその方法
２）滅菌物の取り扱い
３）感染性廃棄物の取り扱い
 ・小テスト③「感染予防」

教科書１．
「基礎看護技術Ⅰ」p245-257お
よび p271-284を熟読する
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第14回

【演習】感染予防対策の実際②：無菌操作
無菌操作の実際を学ぶ。
 １）滅菌物の取り扱いの実施
 ２）無菌操作の実施
 ３）感染性廃棄物の取り扱いの実施

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第15回

【科目確認テスト（40点）】
【まとめ】
・本科目の学習内容のまとめ

テキスト・講義資料・演習記録の
内容を復習する
【90分】

本科目の学習内容を整理する
【45分】
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100

その他 0

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

１）科目確認テスト（40％）、小テスト（3回）30％、演習記録（事前課題・実施記録）30％
※演習記録の評価基準については、コースガイダンス時に説明する
２）提出物の遅延・参加態度・演習時の身だしなみ等は減点対象とする

１．深井喜代子編： 新体系 看護学全書 基礎看護学② 基礎看護技術Ⅰ  メヂカルフレンド社
２．深井喜代子編： 新体系 看護学全書 基礎看護学② 基礎看護技術Ⅱ  メヂカルフレンド社

１．有田 清子 他： 系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護技術Ⅱ 第1８版 医学書院
２．松尾ミヨ子 他 編： ナーシング・グラフィカ基礎看護学③ 基礎看護技術Ⅱ メディカ出版
その他、授業の中で随時紹介する。

・出席時間2/3以上かつ総合評価60％以上の２つの要件を満たした場合に、本科目の単位を認定します。
・不正行為があった場合にはD判定となりますので、注意してください。
・演習内容によっては、2講続きとなる場合や3組編成となる場合があります。授業予定については、第1回目のコースガイダンス時に説明します
。
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　基礎看護学

科目名 ナンバリング 3408

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 竹之内　優美、木口　幸子、藤長　すが子、渡辺　一代、赤坂　浩子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

看護師として病院勤務を有する各教員が臨床経験を活かし、看護技術を教授する。

2024　北海道文教大学 シラバス

共通看護援助技術（2組）

1年 2024年度前期

ディプロマポリシーの中でも特に「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力・対象理解
力を高め、看護師としての実践能力を有している。（知識・技能）」に関連した科目である。本科目では、基礎看護学科目のほか、各看護学領域
の科目の基盤となる看護技術の基礎的知識・技術を学ぶ。

科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力を用いた実践能力を養うため、看護実践の基盤となる技術の重要性や共通する基礎的な方法
を理解する。看護技術の特徴を踏まえたうえで看護援助に必要な看護者の思考・態度、健康と環境の相互作用、看護提供の基盤となる基本的
技術（感染予防、療養生活の安全・安楽、ボディメカニクスの原理、ポジショニング、体位変換等）について理解する。

１．療養環境を整えるための基本的知識について理解できる。
２．感染予防策に関する基本的知識について理解できる。
３．ボディメカニクスの原理を活用した体位変換および安楽な体位に関する基本的知識について理解できる。
４．看護提供の基盤となる基本的技術（感染予防、療養生活の調整、ボディメカニクスと安楽な体位、体位変換等）を模擬実践できる。

１．講義：パワーポイントと配布資料および必要に応じて動画視聴を用いて説明する。
２．演習：講義後に学生間で患者役・看護師役になり、基本的な看護援助を実践する。
３．グループディスカッション：演習実施後は、対象者の安全・安楽・自立性の視点から看護技術についてディスカッションを行い、気づき・学び
を共有する。

Google Formのアンケート機能を用いて双方向授業を取り入れる。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 竹之内　優美

担当教員 竹之内　優美

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

１．講義に関連した課題については、講義の中で全体へのフィードバックを行う。
２．演習記録に関しては、コメントを記載し返却する、または全体へのフィードバックを行う。
３．小テストおよび科目確認テスト実施後に、解答の解説を行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

【コースガイダンス】
【講義】療養環境と看護
人間にとっての環境の意義と療養環境の調整のための看
護の視点を学ぶ。
１）人間にとっての環境
２）環境の諸要素
３）療養環境と環境調整

教科書２．
「基礎看護技術Ⅱ」p2-12 を熟
読する
【30分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第2回

【講義・演習】療養環境の観察
療養環境の観察の実際を学ぶ。
１）療養環境の観察と測定
 ・模擬病室（実習室のベッド周囲）の構成
 ・物理化学的・生物学的・社会的環境
２）小テスト①「療養環境」

演習要項の熟読
教科書２．
「基礎看護技術Ⅱ」p2-12 と第1
回目の授業資料で療養環境の
基礎知識を確認する
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第3回

【講義】感染予防①：感染予防の基本
感染予防の基礎知識と看護の役割を学ぶ。
１）感染と感染予防策の基礎知識
２）感染予防における看護の役割
３）感染経路への対策（手洗いと個人防護用具）

教科書１．
「基礎看護技術Ⅰ」p236-245お
よび p257-270を熟読する
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第4回

【演習】感染予防対策の実際①：手洗いと個人防護用具
１）衛生学的手洗いの実際
２）個人防護用具の着脱の実際
３）感染性廃棄物の取り扱いの実際

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第5回

【講義】ボディメカニクスと安楽な体位
ボディメカニクスの原理原則と安楽な体位の基礎的知識を
学ぶ
１）ボディメカニクスと姿勢・動作
２）ボディメカニクスと看護技術への応用
３）体位の種類
４）ボディメカニクスと安楽な体位

教科書１．
「基礎看護技術Ⅰ」p318-334を
熟読する
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】
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担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 竹之内　優美

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

第6回

【講義】体位変換
体位変換の基礎的知識を学ぶ
１）体位変換の目的
２）体位変換の方法と留意点
３）小テスト②「安楽な体位、体位変換」

教科書２．
「基礎看護技術Ⅱ」p117-129 を
熟読する
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第7回

【演習】ボディメカニクスと安楽な体位の実際
ボディメカニクスの原理原則と安楽な体位の実際を学ぶ
１）ボディメカニクスの実際
  支持基底面の広さと安定性、重心と重心線の移動
２）仰臥位・側臥位の安楽な体位の実際と体圧測定
３）ギャッジアップのずれ予防と背抜きの方法

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第8回

【演習】体位変換の実際
運動機能が低下した対象者への安全・安楽・自立を考慮し
た体位変換の実際を学ぶ
１）水平移動・平行移動の援助方法
２）側臥位の援助方法
３）長座位・端坐位の援助方法

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第9回

【講義・演習】療養環境の調整①：ベッドメイキングの部分
練習
ベッドメーキングを行うための基本を学ぶ
１）ベッドメーキングとは
２）ベッドメーキングの順序と準備の実際
３）シーツの敷き方の部分練習

教科書２．
「基礎看護技術Ⅱ」p12-20 を熟
読する
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第10回

【演習】療養環境の調整②：ベッドメイキングの実際
ベッドメーキングの具体的な方法を学ぶ
１）ベッドメーキングの実施
 ・クローズドベッド、オープンベッド

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】
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担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 竹之内　優美

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

【演習】療養環境の調整③：臥床患者のリネン交換
 臥床している対象者へのリネン交換の実際を学ぶ
１）安全・安楽かつ自立を考慮しながら臥床患者のシーツと
枕カバーを交換する。
２）実施後、環境整備・環境清掃を行う。

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第12回

【演習】療養環境の調整④：臥床患者のリネン交換
 臥床している対象者へのリネン交換の実際を学ぶ
１）安全・安楽かつ自立を考慮しながら臥床患者のシーツと
枕カバーを交換する。
２）実施後、環境整備・環境清掃を行う。

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第13回

【講義】感染予防②：無菌操作
 感染源への対策と無間操作の基礎知識を学ぶ
１）洗浄・滅菌・消毒の違いとその方法
２）滅菌物の取り扱い
３）感染性廃棄物の取り扱い
 ・小テスト③「感染予防」

教科書１．
「基礎看護技術Ⅰ」p245-257お
よび p271-284を熟読する
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第14回

【演習】感染予防対策の実際②：無菌操作
無菌操作の実際を学ぶ。
 １）滅菌物の取り扱いの実施
 ２）無菌操作の実施
 ３）感染性廃棄物の取り扱いの実施

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第15回

【科目確認テスト（40点）】
【まとめ】
・本科目の学習内容のまとめ

テキスト・講義資料・演習記録の
内容を復習する
【90分】

本科目の学習内容を整理する
【45分】
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100

その他 0

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

１）科目確認テスト（40％）、小テスト（3回）30％、演習記録（事前課題・実施記録）30％
※演習記録の評価基準については、コースガイダンス時に説明する
２）提出物の遅延・参加態度・演習時の身だしなみ等は減点対象とする

１．深井喜代子編： 新体系 看護学全書 基礎看護学② 基礎看護技術Ⅰ  メヂカルフレンド社
２．深井喜代子編： 新体系 看護学全書 基礎看護学② 基礎看護技術Ⅱ  メヂカルフレンド社

１．有田 清子 他： 系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護技術Ⅱ 第1８版 医学書院
２．松尾ミヨ子 他 編： ナーシング・グラフィカ基礎看護学③ 基礎看護技術Ⅱ メディカ出版
その他、授業の中で随時紹介する。

・出席時間2/3以上かつ総合評価60％以上の２つの要件を満たした場合に、本科目の単位を認定します。
・不正行為があった場合にはD判定となりますので、注意してください。
・演習内容によっては、2講続きとなる場合や3組編成となる場合があります。授業予定については、第1回目のコースガイダンス時に説明します
。
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　基礎看護学

科目名 ナンバリング 3411

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 竹之内　優美、木口　幸子、藤長　すが子、渡辺　一代、赤坂　浩子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

看護師として病院勤務を有する各教員が臨床経験を活かし、日常生活援助技術を教授する。

2024　北海道文教大学 シラバス

日常生活援助技術Ⅰ（1組）

1年 2024年度後期

本科目は、看護学科のディプロマポリシーの中でも特に「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた判断力・思
考力・対象理解力を高め、看護師としての実践能力を有している。（知識・技能）」に関連した科目である。本科目を学ぶことにより、人々の健康
的な生活を支援するための基礎的知識・技術を獲得すると共に、状況に合わせた判断やコミュニケーションおよび自己の看護実践を客観的に
評価するための基礎的能力を養うことにもつながる。また本科目は、1年次前期に開講される各専門基礎科目や専門科目「看護学概論」・「共通
看護援助技術」での学びを基盤としており、さらに「日常生活援助技術Ⅱ」をはじめとする各専門科目を学ぶうえでの基礎となる。

科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力を用いた実践能力を養うため、看護の対象である人間の活動と休息のバランス、清潔と衣生活
についての概念や技術理論を学ぶ。また、対象者の日常生活動作と活動の拡大、休息への援助方法、清潔と衣生活に関連した援助技術を理
解する。加えて、活動援助及び清潔・衣生活への援助の技術を習得する。

１．人間にとっての活動・休息の意義を理解し、健康的な生活を送るために必要な活動・休息に関する看護を実践するための基礎的知識を説
明できる。
２．人間にとっての清潔・衣生活の意義を理解し、健康的な生活を送るために必要な清潔・衣生活に関する看護を実践するための基礎的知識
を説明できる。
３．原理・原則に基づき、活動および清潔・衣生活の援助に関する基本的な看護技術を実施できる。
４．看護援助の際に、実施前・中・後の対象者の反応を観察できる。
５．看護援助後の振り返りを通し、対象者にとっての安全・安楽・自立（自律）性の視点から看護について考えたことを述べることができる。

１．講義：パワーポイントと配布資料および必要に応じて動画視聴を用いて説明する。
２．演習：講義後に学生間で患者役・看護師役になり、基本的な看護援助を実践する。また、実施後は、対象者の安全・安楽・自立性の視点か
ら看護援助についてグループでディスカッションを行う。

Google Formのアンケート機能を用いて双方向授業を取り入れる。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 竹之内　優美

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

１．講義に関連した課題については、講義の中で全体へのフィードバックを行う。
２．演習記録に関しては、コメントを記載し返却する、または全体へのフィードバックを行う。
３．小テストおよび科目確認テスト実施後に、解答の解説を行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

【コースガイダンス】
【講義】活動と休息の援助①
人間にとっての活動・休息の意義と看護実践に必要な活動
・休息のアセスメントの視点を学ぶ。
1)活動・休息の意義
2)休息・睡眠のアセスメントの視点
3)睡眠・休息の援助

教科書Ⅱp105-109および
p.141-147 を熟読する
【30分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第2回

【講義】活動と休息の援助②
活動と休息に関する看護技術の基礎的知識を学ぶ。
1)活動・運動のアセスメントの視点
2)活動の援助（関節可動域運動）
3)移動の援助（歩行・車いす・ストレッチャー）
【小テスト（10点）】

教科書Ⅱp.109-116および
p.129-141 を熟読する
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第3回

【演習】対象者の状況に合わせた歩行の援助技術
歩行用具の使用体験および歩行の援助を実践し、それを
基にグループでディスカッションを行うことによって看護の
学びを深める。
１）歩行用具を使用した歩行体験（杖・歩行器）
２）歩行の援助

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第4回

【演習】離床のための援助技術
離床の援助に関する基本的な看護技術を実践し、それを
基にグループでディスカッションを行うことによって看護の
学びを深める。
１）移乗の援助（椅子・車いす・ストレッチャー）

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第5回

【演習】車椅子・ストレッチャー移送の看護技術
移送に関する基本的な看護技術を実践し、それを基にグ
ループでディスカッションを行うことによって看護の学びを
深める。
１）車椅子による移送の援助
２）ストレッチャーによる移送の援助

演習要項の熟読
看護技術に関する教科書の該
当部分の熟読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】
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担当教員 竹之内　優美

担当教員 竹之内　優美

担当教員 竹之内　優美

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

第6回

【講義】安楽確保のための援助
人間にとっての安楽の意義および安楽な日常生活を支え
るために必要な看護技術の基礎的知識を学ぶ。
１）安楽の意義
２）安楽をもたらす看護技術

教科書Ⅰp.318-319およびｐ
334-342 を熟読する
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第7回

【講義】清潔・衣生活の援助①
人間にとっての清潔・衣生活の意義と看護実践に必要な清
潔・衣生活のアセスメントの視点を学ぶ。
１）清潔・衣生活の意義
２）清潔の援助の種類とアセスメントの視点

教科書Ⅱp.150-154 を熟読する
【30分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第8回

【講義】清潔・衣生活の援助②
身体の清潔に関する看護技術の基礎的知識を学ぶ。
１）清潔の援助方法の実際
  （入浴・手浴・足浴・洗髪・陰部洗浄）

教科書Ⅱp.155-167および
p.174-177 を熟読する
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第9回

【演習】臥床患者への洗髪・整髪の援助技術
洗髪・整髪に関する基本的な看護技術を実践し、それを基
にグループでディスカッションを行うことによって看護の学
びを深める。
１）洗髪（ケリーパッド／洗髪車）
２）整髪

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第10回

【演習】臥床患者への部分浴の援助技術
手浴・足浴に関する基本的な看護技術を実践し、それを基
にグループでディスカッションを行うことによって看護の学
びを深める。
１）足浴

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】
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担当教員 竹之内　優美

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

【講義】清潔・衣生活の援助③
身体の清潔に関する看護技術の基礎的知識を学ぶ。
１）清潔の援助方法の実際（清拭・口腔ケア・整容）
２）衣生活の援助方法の実際（寝衣交換）
【小テスト（10点）】

教科書Ⅱp.168-174および
p.177-189を熟読する
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第12回

【演習】清拭・寝衣交換に関する援助技術の部分練習と実
験
清拭・寝衣交換に関する看護技術の部分体験と実験を通
し、科学的根拠に基づいた看護実践の重要性について理
解を深める。
１）寝衣交換の基本
２）清拭時の湯の温度の測定実験
３）安全・安楽な身体の拭き方

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第13回

【演習】臥床患者への清拭・更衣の援助技術①
本科目での学びを総括して部分清拭・寝衣交換に関する
基本的な看護技術を実践し、それを基にグループでディス
カッションを行うことによって看護の学びを深める。
１）部分清拭（上肢・下肢・背部清拭）
２）寝衣交換（和式寝間着⇒長病衣）

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第14回

【演習】臥床患者への清拭・更衣の援助技術②
本科目での学びを総括して部分清拭・寝衣交換に関する
基本的な看護技術を実践し、それを基にグループでディス
カッションを行うことによって看護の学びを深める。
１）部分清拭（上肢・下肢・背部清拭）
２）寝衣交換（和式寝間着⇒長病衣）

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
演習後レポートを作成する（活
動・清潔援助の演習を通して、
対象者の安全・安楽・自立（自
律）について考えたことをまとめ
る）
【90分】

第15回

【科目確認テスト（40点）】
【まとめ】
・本科目の学習内容のまとめ

テキスト・講義資料・演習記録の
内容を復習する
【90分】

本科目の学習内容を整理する
【45分】
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100

その他 0

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

１）科目確認テスト（40％）、小テスト（2回）20％、演習記録（事前課題・実施記録）40％
  ※演習記録の評価基準については、コースガイダンス時に説明する
２）提出物の遅延・参加態度・演習時の身だしなみ等は減点対象とする

１．深井喜代子編： 新体系 看護学全書 基礎看護学② 基礎看護技術Ⅰ  メヂカルフレンド社
２．深井喜代子編： 新体系 看護学全書 基礎看護学② 基礎看護技術Ⅱ  メヂカルフレンド社

１．有田 清子 他： 系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護技術Ⅱ 第1８版 医学書院
２．任和子・井川順子・秋山智弥編： 根拠と事故防止からみた基礎・臨床看護技術 第2版 医学書院
３．松尾ミヨ子 他 編： ナーシング・グラフィカ基礎看護学③ 基礎看護技術Ⅱ メディカ出版
４．横山美樹： 看護がみえる！Vol.1 基礎看護技術 第１版 メディックメディア
その他、授業の中で随時紹介する。

・出席時間2/3以上かつ総合評価60％以上の２つの要件を満たした場合に、本科目の単位を認定します。
・演習内容によっては、2講続きとなる場合や3組編成となる場合があります。授業予定については、第1回目のコースガイダンス時に説明します
。
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　基礎看護学

科目名 ナンバリング 3411

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 竹之内　優美、木口　幸子、藤長　すが子、渡辺　一代、赤坂　浩子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

看護師として病院勤務を有する各教員が臨床経験を活かし、日常生活援助技術を教授する。

2024　北海道文教大学 シラバス

日常生活援助技術Ⅰ（2組）

1年 2024年度後期

本科目は、看護学科のディプロマポリシーの中でも特に「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた判断力・思
考力・対象理解力を高め、看護師としての実践能力を有している。（知識・技能）」に関連した科目である。本科目を学ぶことにより、人々の健康
的な生活を支援するための基礎的知識・技術を獲得すると共に、状況に合わせた判断やコミュニケーションおよび自己の看護実践を客観的に
評価するための基礎的能力を養うことにもつながる。また本科目は、1年次前期に開講される各専門基礎科目や専門科目「看護学概論」・「共通
看護援助技術」での学びを基盤としており、さらに「日常生活援助技術Ⅱ」をはじめとする各専門科目を学ぶうえでの基礎となる。

科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力を用いた実践能力を養うため、看護の対象である人間の活動と休息のバランス、清潔と衣生活
についての概念や技術理論を学ぶ。また、対象者の日常生活動作と活動の拡大、休息への援助方法、清潔と衣生活に関連した援助技術を理
解する。加えて、活動援助及び清潔・衣生活への援助の技術を習得する。

１．人間にとっての活動・休息の意義を理解し、健康的な生活を送るために必要な活動・休息に関する看護を実践するための基礎的知識を説
明できる。
２．人間にとっての清潔・衣生活の意義を理解し、健康的な生活を送るために必要な清潔・衣生活に関する看護を実践するための基礎的知識
を説明できる。
３．原理・原則に基づき、活動および清潔・衣生活の援助に関する基本的な看護技術を実施できる。
４．看護援助の際に、実施前・中・後の対象者の反応を観察できる。
５．看護援助後の振り返りを通し、対象者にとっての安全・安楽・自立（自律）性の視点から看護について考えたことを述べることができる。

１．講義：パワーポイントと配布資料および必要に応じて動画視聴を用いて説明する。
２．演習：講義後に学生間で患者役・看護師役になり、基本的な看護援助を実践する。また、実施後は、対象者の安全・安楽・自立性の視点か
ら看護援助についてグループでディスカッションを行う。

Google Formのアンケート機能を用いて双方向授業を取り入れる。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 竹之内　優美

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

１．講義に関連した課題については、講義の中で全体へのフィードバックを行う。
２．演習記録に関しては、コメントを記載し返却する、または全体へのフィードバックを行う。
３．小テストおよび科目確認テスト実施後に、解答の解説を行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

【コースガイダンス】
【講義】活動と休息の援助①
人間にとっての活動・休息の意義と看護実践に必要な活動
・休息のアセスメントの視点を学ぶ。
1)活動・休息の意義
2)休息・睡眠のアセスメントの視点
3)睡眠・休息の援助

教科書Ⅱp105-109および
p.141-147 を熟読する
【30分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第2回

【講義】活動と休息の援助②
活動と休息に関する看護技術の基礎的知識を学ぶ。
1)活動・運動のアセスメントの視点
2)活動の援助（関節可動域運動）
3)移動の援助（歩行・車いす・ストレッチャー）
【小テスト（10点）】

教科書Ⅱp.109-116および
p.129-141 を熟読する
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第3回

【演習】対象者の状況に合わせた歩行の援助技術
歩行用具の使用体験および歩行の援助を実践し、それを
基にグループでディスカッションを行うことによって看護の
学びを深める。
１）歩行用具を使用した歩行体験（杖・歩行器）
２）歩行の援助

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第4回

【演習】離床のための援助技術
離床の援助に関する基本的な看護技術を実践し、それを
基にグループでディスカッションを行うことによって看護の
学びを深める。
１）移乗の援助（椅子・車いす・ストレッチャー）

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第5回

【演習】車椅子・ストレッチャー移送の看護技術
移送に関する基本的な看護技術を実践し、それを基にグ
ループでディスカッションを行うことによって看護の学びを
深める。
１）車椅子による移送の援助
２）ストレッチャーによる移送の援助

演習要項の熟読
看護技術に関する教科書の該
当部分の熟読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】
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担当教員 竹之内　優美

担当教員 竹之内　優美

担当教員 竹之内　優美

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

第6回

【講義】安楽確保のための援助
人間にとっての安楽の意義および安楽な日常生活を支え
るために必要な看護技術の基礎的知識を学ぶ。
１）安楽の意義
２）安楽をもたらす看護技術

教科書Ⅰp.318-319およびｐ
334-342 を熟読する
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第7回

【講義】清潔・衣生活の援助①
人間にとっての清潔・衣生活の意義と看護実践に必要な清
潔・衣生活のアセスメントの視点を学ぶ。
１）清潔・衣生活の意義
２）清潔の援助の種類とアセスメントの視点

教科書Ⅱp.150-154 を熟読する
【30分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第8回

【講義】清潔・衣生活の援助②
身体の清潔に関する看護技術の基礎的知識を学ぶ。
１）清潔の援助方法の実際
  （入浴・手浴・足浴・洗髪・陰部洗浄）

教科書Ⅱp.155-167および
p.174-177 を熟読する
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第9回

【演習】臥床患者への洗髪・整髪の援助技術
洗髪・整髪に関する基本的な看護技術を実践し、それを基
にグループでディスカッションを行うことによって看護の学
びを深める。
１）洗髪（ケリーパッド／洗髪車）
２）整髪

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第10回

【演習】臥床患者への部分浴の援助技術
手浴・足浴に関する基本的な看護技術を実践し、それを基
にグループでディスカッションを行うことによって看護の学
びを深める。
１）足浴

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】
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担当教員 竹之内　優美

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

【講義】清潔・衣生活の援助③
身体の清潔に関する看護技術の基礎的知識を学ぶ。
１）清潔の援助方法の実際（清拭・口腔ケア・整容）
２）衣生活の援助方法の実際（寝衣交換）
【小テスト（10点）】

教科書Ⅱp.168-174および
p.177-189を熟読する
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第12回

【演習】清拭・寝衣交換に関する援助技術の部分練習と実
験
清拭・寝衣交換に関する看護技術の部分体験と実験を通
し、科学的根拠に基づいた看護実践の重要性について理
解を深める。
１）寝衣交換の基本
２）清拭時の湯の温度の測定実験
３）安全・安楽な身体の拭き方

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第13回

【演習】臥床患者への清拭・更衣の援助技術①
本科目での学びを総括して部分清拭・寝衣交換に関する
基本的な看護技術を実践し、それを基にグループでディス
カッションを行うことによって看護の学びを深める。
１）部分清拭（上肢・下肢・背部清拭）
２）寝衣交換（和式寝間着⇒長病衣）

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第14回

【演習】臥床患者への清拭・更衣の援助技術②
本科目での学びを総括して部分清拭・寝衣交換に関する
基本的な看護技術を実践し、それを基にグループでディス
カッションを行うことによって看護の学びを深める。
１）部分清拭（上肢・下肢・背部清拭）
２）寝衣交換（和式寝間着⇒長病衣）

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

実施記録を整理する
 演習後レポートを作成する（活
動・清潔援助の演習を通して、
対象者の安全・安楽・自立（自
律）について考えたことをまとめ
る）
【90分】

第15回

【科目確認テスト（40点）】
【まとめ】
・本科目の学習内容のまとめ

テキスト・講義資料・演習記録の
内容を復習する
【90分】

本科目の学習内容を整理する
【45分】
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100

その他 0

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

１）科目確認テスト（40％）、小テスト（2回）20％、演習記録（事前課題・実施記録）40％
  ※演習記録の評価基準については、コースガイダンス時に説明する
２）提出物の遅延・参加態度・演習時の身だしなみ等は減点対象とする

１．深井喜代子編： 新体系 看護学全書 基礎看護学② 基礎看護技術Ⅰ  メヂカルフレンド社
２．深井喜代子編： 新体系 看護学全書 基礎看護学② 基礎看護技術Ⅱ  メヂカルフレンド社

１．有田 清子 他： 系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護技術Ⅱ 第1８版 医学書院
２．任和子・井川順子・秋山智弥編： 根拠と事故防止からみた基礎・臨床看護技術 第2版 医学書院
３．松尾ミヨ子 他 編： ナーシング・グラフィカ基礎看護学③ 基礎看護技術Ⅱ メディカ出版
４．横山美樹： 看護がみえる！Vol.1 基礎看護技術 第１版 メディックメディア
その他、授業の中で随時紹介する。

・出席時間2/3以上かつ総合評価60％以上の２つの要件を満たした場合に、本科目の単位を認定します。
・演習内容によっては、2講続きとなる場合や3組編成となる場合があります。授業予定については、第1回目のコースガイダンス時に説明します
。
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　基礎看護学

科目名 ナンバリング 3415

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 竹之内　優美、木口　幸子、藤長　すが子、渡辺　一代、赤坂　浩子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

看護師として病院勤務を有する各教員が臨床経験を活かし、日常生活援助技術を教授する。

2024　北海道文教大学 シラバス

日常生活援助技術Ⅱ（1組）

1年 2024年度後期

本科目は、看護学科のディプロマポリシーの中でも特に「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた判断力・思
考力・対象理解力を高め、看護師としての実践能力を有している。（知識・技能）」に関連した科目であり、1年次前期に開講される各専門基礎科
目や専門科目における学びを活用する。本科目を学ぶことにより、人々の健康的な生活を支援するための基礎的知識・技術を獲得すると共に、
食事と排泄の援助を通して対象者の尊厳を守るための倫理観を養う。ここでの学びは、2年次以降の各専門科目につながる看護援助の基盤と
なる。

科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力を用いた実践能力を養うため、看護の対象である人間の生活における栄養と排泄の意義、援
助における看護の役割を理解する。また、栄養及び排泄における援助の技術を習得する。

１．人間にとっての食事の意義を理解し、健康的な生活を送るために必要な食事に対する看護援助に関する基礎的知識を説明できる。
２．人間にとっての排泄の意義を理解し、健康的な生活を送るために必要な排泄に対する看護援助に関する基礎的知識を説明できる。
３．原理・原則に基づき、食事および排泄の援助に関する基本的な看護技術を実施できる。
４．看護援助の際に、実施前・中・後の対象者の反応を観察できる。
５．看護援助後の振り返りを通し、対象者にとっての安全・安楽・自立（自律）と尊厳の視点から看護について考えたことを述べることができる。

１．講義：パワーポイントと配布資料および必要に応じて動画視聴を用いて説明する。
２．演習：講義後に学生間で患者役・看護師役になり、基本的な看護援助を実践する。また、実施後は、対象者の安全・安楽・自立（自律）性お
よび尊厳の視点から看護援助についてグループでデイズカッションを行う。

Google Formのアンケート機能を用いて双方向授業を取り入れる。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 竹之内　優美

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 竹之内　優美

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

１．講義に関連した課題については、講義の中で全体へのフィードバックを行う。
２．演習記録に関しては、コメントを記載し返却する、または全体へのフィードバックを行う。
３．小テストおよび科目確認テスト実施後に、解答の解説を行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

【コースガイダンス】
【講義】食事の援助①
人間にとっての食事・栄養の意義と看護実践に必要な食事
・栄養のアセスメントの視点を学ぶ。
１）食事・栄養の意義
２）「食べる」ために必要な機能
３）食事・栄養のアセスメントの視点

シラバスおよび教科書p22-31を
熟読する
【30分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第2回

【講義・演習】食事の援助②
食事援助の基本的知識を学ぶ。さらに、自分自身の情報
から、食事・栄養状態のアセスメントの実際を学ぶ。
１)対象者の状況に合わせた食事の看護援助
２）栄養アセスメントに必要な計算
・基礎代謝量と必要エネルギー推定量の計算
 ・1日の摂取カロリーの計算と栄養バランス
 ・INーOUTの計算と水分出納バランス
３）自分自身の栄養バランスの把握

自分自身の食生活の状況を記
録する。
教科書Ⅱp26-29を熟読する
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第3回

【講義・デモンストレーション】食事の援助③
経口摂取以外の栄養補給の方法と看護援助を学ぶ。
１）経腸栄養法と静脈栄養法
２）経腸栄養を受ける対象者への看護援助
３）経鼻カテーテルの挿入
４）経腸栄養を受ける対象者の観察と管理方法の実際

デモンストレーション内容の看護
技術に関するテキストの熟読お
よび動画視聴
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第4回

【演習】食事摂取の自立に支障をきたしている対象者への
援助技術①
事例の状況に合わせた食事の援助を実践し、それを基に
グループでディスカッションを行うことによって看護の学び
を深める。
１）利き手の上肢の機能障害を持つ対象者の食事援助
２）視覚障害を持つ対象者の食事援助
３）座位保持が困難である対象者の食事援助
４）口腔ケアの基本的な援助方法

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第5回

【演習】食事摂取の自立に支障をきたしている対象者への
援助技術②
事例の状況に合わせた食事の援助を実践し、それを基に
グループでディスカッションを行うことによって看護の学び
を深める。
１）利き手の上肢の機能障害を持つ対象者の食事援助
２）視覚障害を持つ対象者の食事援助
３）座位保持が困難である対象者の食事援助
４）口腔ケアの基本的な援助方法

演習要項の熟読
看護技術に関する教科書の該
当部分の熟読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】
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担当教員 竹之内　優美

担当教員 竹之内　優美

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

第6回

【講義】排泄の援助①
人間にとっての排泄の意義と排泄のアセスメントの視点を
学ぶ。
１）排泄のの意義
２）排泄に必要な機能
３）排泄のアセスメント
４）水分出納バランスの計算
５）排泄援助の基本
６）床上排泄時の看護援助（便器・尿器、おむつ）

教科書Ⅱp58-73 を熟読する
【30分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第7回

【講義】排泄の援助②
排便障害の種類と健康的な排便を促すための看護援助を
学ぶ。
１）排便障害とアセスメントの視点
２）自然排便を促すための看護援助
３）摘便の目的・適応と留意点
４）浣腸の目的・適応と留意点
【小テスト10点】

教科書Ⅱp.73-81およびp.85-97
を熟読する
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第8回

【講義・デモンストレーション】排便障害を持つ対象者の援
助技術①
事前排便が困難である対象者への看護技術の実際を学ぶ
。
１）床上排泄の対象者に対する便器・尿器を用いた援助の
実際
２）自然排便を促すための腹部マッサージと腰部温罨法の
実際
３）安全な摘便・浣腸の方法と援助の実際

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第9回

【演習】排便障害を持つ対象者の援助技術②
原理原則に基づき、対象者の状態に合わせた排便に関す
る看護技術を実践し、それを基にグループでディスカッショ
ンを行うことによって看護の学びを深める。
１）浣腸と便器・尿器の挿入

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第10回

【演習】排便障害を持つ対象者の援助技術③
原理原則に基づき、対象者の状態に合わせた排便に関す
る看護技術を実践し、それを基にグループでディスカッショ
ンを行うことによって看護の学びを深める。
１）浣腸と便器・尿器の挿入

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】
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担当教員 竹之内　優美

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

【講義】排泄の援助③
排尿障害の種類とその状態に合わせた看護援助を学ぶ。
１）排尿障害とアセスメントの視点
２）失禁に対する看護援助
３）おむつの使用の目的・適応と留意点
４）導尿の目的・適応と留意点
５）膀胱留置カテーテルの目的・適応と留意点
【小テスト10点】

教科書Ⅱp81-84よびp.97-103
を熟読する
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第12回

【講義・デモンストレーション】排尿障害を持つ対象者の援
助技術①
事前排便が困難である対象者への看護技術の実際を学ぶ
。
１）おむつを着用している対象者への援助の実際
２）陰部の清潔を保つための援助の実際
３）安全な一時的導尿の方法と援助の実際

デモンストレーション内容の看護
技術に関するテキストの熟読お
よび動画視聴
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第13回

【演習】排便障害を持つ対象者の援助技術②
原理原則に基づき、対象者の状態に合わせた排尿に関す
る看護技術を実践し、それを基にグループでディスカッショ
ンを行うことによって看護の学びを深める。
１）一時的導尿

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
（45分）

演習の実施記録を整理する
【45分】

第14回

【演習】排便障害を持つ対象者の援助技術③
原理原則に基づき、対象者の状態に合わせた排尿に関す
る看護技術を実践し、それを基にグループでディスカッショ
ンを行うことによって看護の学びを深める。
１）一時的導尿

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
（45分）

演習の実施記録を整理する
【45分】

第15回

【科目確認テスト（40点）】
【まとめ】
・本科目の学習内容のまとめ

テキスト・講義資料・演習記録の
内容を復習する
【90分】

本科目の学習内容を整理する
【45分】
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100

その他 0 なし

教科書

１．深井喜代子編： 新体系 看護学全書 基礎看護学② 基礎看護技術Ⅱ  メヂカルフレンド社

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

１）科目確認テスト（40％）、小テスト（2回）20％、演習記録（事前課題・実施記録）40％
  ※演習記録の評価基準については、コースガイダンス時に説明する
２）提出物の遅延・参加態度・演習時の身だしなみ等は減点対象とする

１．有田 清子 他： 系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護技術Ⅱ 第1８版 医学書院
２．松尾ミヨ子 他 編： ナーシング・グラフィカ基礎看護学③ 基礎看護技術Ⅱ メディカ出版
３．香川芳子編：七訂 食品80キロカロリーガイドブック 女子栄養大学出版部
４．任和子・井川順子・秋山智弥編： 根拠と事故防止からみた基礎・臨床看護技術 第2版 医学書院
５．横山美樹： 看護がみえる！Vol.1 基礎看護技術 第１版 メディックメディア

・出席時間2/3以上かつ総合評価60％以上の２つの要件を満たした場合に、本科目の単位を認定します。
・演習内容によっては、2講続きとなる場合や3組編成となる場合があります。授業予定については、第1回目のコースガイダンス時に説明します
。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　基礎看護学

科目名 ナンバリング 3415

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 竹之内　優美、木口　幸子、藤長　すが子、渡辺　一代、赤坂　浩子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

看護師として病院勤務を有する各教員が臨床経験を活かし、日常生活援助技術を教授する。

2024　北海道文教大学 シラバス

日常生活援助技術Ⅱ（2組）

1年 2024年度後期

本科目は、看護学科のディプロマポリシーの中でも特に「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた判断力・思
考力・対象理解力を高め、看護師としての実践能力を有している。（知識・技能）」に関連した科目であり、1年次前期に開講される各専門基礎科
目や専門科目における学びを活用する。本科目を学ぶことにより、人々の健康的な生活を支援するための基礎的知識・技術を獲得すると共に、
食事と排泄の援助を通して対象者の尊厳を守るための倫理観を養う。ここでの学びは、2年次以降の各専門科目につながる看護援助の基盤と
なる。

科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力を用いた実践能力を養うため、看護の対象である人間の生活における栄養と排泄の意義、援
助における看護の役割を理解する。また、栄養及び排泄における援助の技術を習得する。

１．人間にとっての食事の意義を理解し、健康的な生活を送るために必要な食事に対する看護援助に関する基礎的知識を説明できる。
２．人間にとっての排泄の意義を理解し、健康的な生活を送るために必要な排泄に対する看護援助に関する基礎的知識を説明できる。
３．原理・原則に基づき、食事および排泄の援助に関する基本的な看護技術を実施できる。
４．看護援助の際に、実施前・中・後の対象者の反応を観察できる。
５．看護援助後の振り返りを通し、対象者にとっての安全・安楽・自立（自律）と尊厳の視点から看護について考えたことを述べることができる。

１．講義：パワーポイントと配布資料および必要に応じて動画視聴を用いて説明する。
２．演習：講義後に学生間で患者役・看護師役になり、基本的な看護援助を実践する。また、実施後は、対象者の安全・安楽・自立（自律）性お
よび尊厳の視点から看護援助についてグループでデイズカッションを行う。

Google Formのアンケート機能を用いて双方向授業を取り入れる。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 竹之内　優美

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 竹之内　優美

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

１．講義に関連した課題については、講義の中で全体へのフィードバックを行う。
２．演習記録に関しては、コメントを記載し返却する、または全体へのフィードバックを行う。
３．小テストおよび科目確認テスト実施後に、解答の解説を行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

【コースガイダンス】
【講義】食事の援助①
人間にとっての食事・栄養の意義と看護実践に必要な食事
・栄養のアセスメントの視点を学ぶ。
１）食事・栄養の意義
２）「食べる」ために必要な機能
３）食事・栄養のアセスメントの視点

シラバスおよび教科書p22-31を
熟読する
【30分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第2回

【講義・演習】食事の援助②
食事援助の基本的知識を学ぶ。さらに、自分自身の情報
から、食事・栄養状態のアセスメントの実際を学ぶ。
１)対象者の状況に合わせた食事の看護援助
２）栄養アセスメントに必要な計算
・基礎代謝量と必要エネルギー推定量の計算
 ・1日の摂取カロリーの計算と栄養バランス
 ・INーOUTの計算と水分出納バランス
３）自分自身の栄養バランスの把握

自分自身の食生活の状況を記
録する。
教科書Ⅱp26-29を熟読する
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第3回

【講義・デモンストレーション】食事の援助③
経口摂取以外の栄養補給の方法と看護援助を学ぶ。
１）経腸栄養法と静脈栄養法
２）経腸栄養を受ける対象者への看護援助
３）経鼻カテーテルの挿入
４）経腸栄養を受ける対象者の観察と管理方法の実際

デモンストレーション内容の看護
技術に関するテキストの熟読お
よび動画視聴
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第4回

【演習】食事摂取の自立に支障をきたしている対象者への
援助技術①
事例の状況に合わせた食事の援助を実践し、それを基に
グループでディスカッションを行うことによって看護の学び
を深める。
１）利き手の上肢の機能障害を持つ対象者の食事援助
２）視覚障害を持つ対象者の食事援助
３）座位保持が困難である対象者の食事援助
４）口腔ケアの基本的な援助方法

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第5回

【演習】食事摂取の自立に支障をきたしている対象者への
援助技術②
事例の状況に合わせた食事の援助を実践し、それを基に
グループでディスカッションを行うことによって看護の学び
を深める。
１）利き手の上肢の機能障害を持つ対象者の食事援助
２）視覚障害を持つ対象者の食事援助
３）座位保持が困難である対象者の食事援助
４）口腔ケアの基本的な援助方法

演習要項の熟読
看護技術に関する教科書の該
当部分の熟読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】
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担当教員 竹之内　優美

担当教員 竹之内　優美

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

第6回

【講義】排泄の援助①
人間にとっての排泄の意義と排泄のアセスメントの視点を
学ぶ。
１）排泄のの意義
２）排泄に必要な機能
３）排泄のアセスメント
４）水分出納バランスの計算
５）排泄援助の基本
６）床上排泄時の看護援助（便器・尿器、おむつ）

教科書Ⅱp58-73 を熟読する
【30分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第7回

【講義】排泄の援助②
排便障害の種類と健康的な排便を促すための看護援助を
学ぶ。
１）排便障害とアセスメントの視点
２）自然排便を促すための看護援助
３）摘便の目的・適応と留意点
４）浣腸の目的・適応と留意点
【小テスト10点】

教科書Ⅱp.73-81およびp.85-97
を熟読する
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第8回

【講義・デモンストレーション】排便障害を持つ対象者の援
助技術①
事前排便が困難である対象者への看護技術の実際を学ぶ
。
１）床上排泄の対象者に対する便器・尿器を用いた援助の
実際
２）自然排便を促すための腹部マッサージと腰部温罨法の
実際
３）安全な摘便・浣腸の方法と援助の実際

デモンストレーション内容の看護
技術に関するテキストの熟読お
よび動画視聴
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第9回

【演習】排便障害を持つ対象者の援助技術②
原理原則に基づき、対象者の状態に合わせた排便に関す
る看護技術を実践し、それを基にグループでディスカッショ
ンを行うことによって看護の学びを深める。
１）浣腸と便器・尿器の挿入

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第10回

【演習】排便障害を持つ対象者の援助技術③
原理原則に基づき、対象者の状態に合わせた排便に関す
る看護技術を実践し、それを基にグループでディスカッショ
ンを行うことによって看護の学びを深める。
１）浣腸と便器・尿器の挿入

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】
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担当教員 竹之内　優美

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

【講義】排泄の援助③
排尿障害の種類とその状態に合わせた看護援助を学ぶ。
１）排尿障害とアセスメントの視点
２）失禁に対する看護援助
３）おむつの使用の目的・適応と留意点
４）導尿の目的・適応と留意点
５）膀胱留置カテーテルの目的・適応と留意点
【小テスト10点】

教科書Ⅱp81-84よびp.97-103
を熟読する
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第12回

【講義・デモンストレーション】排尿障害を持つ対象者の援
助技術①
事前排便が困難である対象者への看護技術の実際を学ぶ
。
１）おむつを着用している対象者への援助の実際
２）陰部の清潔を保つための援助の実際
３）安全な一時的導尿の方法と援助の実際

デモンストレーション内容の看護
技術に関するテキストの熟読お
よび動画視聴
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第13回

【演習】排便障害を持つ対象者の援助技術②
原理原則に基づき、対象者の状態に合わせた排尿に関す
る看護技術を実践し、それを基にグループでディスカッショ
ンを行うことによって看護の学びを深める。
１）一時的導尿

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
（45分）

演習の実施記録を整理する
【45分】

第14回

【演習】排便障害を持つ対象者の援助技術③
原理原則に基づき、対象者の状態に合わせた排尿に関す
る看護技術を実践し、それを基にグループでディスカッショ
ンを行うことによって看護の学びを深める。
１）一時的導尿

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
（45分）

演習の実施記録を整理する
【45分】

第15回

【科目確認テスト（40点）】
【まとめ】
・本科目の学習内容のまとめ

テキスト・講義資料・演習記録の
内容を復習する
【90分】

本科目の学習内容を整理する
【45分】
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100

その他 0 なし

教科書

１．深井喜代子編： 新体系 看護学全書 基礎看護学② 基礎看護技術Ⅱ  メヂカルフレンド社

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

１）科目確認テスト（40％）、小テスト（2回）20％、演習記録（事前課題・実施記録）40％
  ※演習記録の評価基準については、コースガイダンス時に説明する
２）提出物の遅延・参加態度・演習時の身だしなみ等は減点対象とする

１．有田 清子 他： 系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護技術Ⅱ 第1８版 医学書院
２．松尾ミヨ子 他 編： ナーシング・グラフィカ基礎看護学③ 基礎看護技術Ⅱ メディカ出版
３．香川芳子編：七訂 食品80キロカロリーガイドブック 女子栄養大学出版部
４．任和子・井川順子・秋山智弥編： 根拠と事故防止からみた基礎・臨床看護技術 第2版 医学書院
５．横山美樹： 看護がみえる！Vol.1 基礎看護技術 第１版 メディックメディア

・出席時間2/3以上かつ総合評価60％以上の２つの要件を満たした場合に、本科目の単位を認定します。
・演習内容によっては、2講続きとなる場合や3組編成となる場合があります。授業予定については、第1回目のコースガイダンス時に説明します
。
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　基礎看護学

科目名 ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 竹之内　優美、木口　幸子、藤長　すが子、渡辺　一代、赤坂　浩子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

看護師として病院勤務を有する各教員が臨床経験を活かし、生命活動を支えるための治療、処置に伴う看護技術を教授する。

2024　北海道文教大学 シラバス

臨床看護技術（1組）

2年 2024年度後期

本科目は、看護学科のディプロマポリシーの中でも特に「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた判断力・思
考力・対象理解力を高め、看護師としての実践能力を有している。（知識・技能）」に関連した科目である。本科目は、1年次に履修する各専門基
礎・専門科目ならびに２年前期に開講される「看護過程論」や「看護ヘルスアセスメント」の学びを基盤とする。
本科目を学ぶことにより、疾病を持つ人々が安全に治療・検査を受け、安心して療養生活を送ることができるように支援するための基礎的知識・
技術を獲得すると共に、状況を的確にとらえる判断力やコミュニケーション能力の向上を図る。そして、ここでの学びは2年次後期の「基礎看護
学実習Ⅱ」や3年次前期の各専門科目に繋がる。

科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力を用いた実践能力を養うため、生命活動を支える技術の原理・原則や治療、処置に伴う看護
技術を理解する。また、検査および薬物療法における基本知識及び看護師の役割と法的責任を述べることができる。安全で適切な注射・採血
の技術を習得する。これまで学んだ知識や技術を活用しながら対象の健康課題を検討し、演習を通して臨床判断能力を養う。

１．治療・処置を受ける対象者への看護の役割と法的責任を説明できる。
２．与薬・輸血および検査に関する基礎的知識を説明できる。
３．与薬・輸血および検査に関する看護技術の基本と留意点を説明できる。
４．演習を通し、安全かつ適切な採血・注射の看護技術を習得できる。
５．事例の健康状態のアセスメントを基盤に、援助場面における臨床判断を行い、状況に合わせた看護援助の実践ができる。
６．自己の臨床判断能力に関する課題を明確にすることができる。

１．講義：パワーポイントと配布資料および必要に応じて動画視聴を用いて説明する。
２．演習：シミュレーターまたは模擬患者役の学生に対し、採血および皮下注射を実施する。
３．グループワーク：グループ内で意見交換しながら、事例の理解を深め、適切な状況判断を導くための準備学習を行う。
４．客観的臨床能力試験（OSCE）：事例の状況に合わせた看護の模擬実践および客観的評価に基づいたリフレクションを行う。

Google Formのアンケート機能を用いて双方向授業を取り入れる。
Google class roomに教員が作成した技術動画等をアップし、自主学習への支援を行う。
タブレットを活用する。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

１．講義に関連した課題については、講義の中で全体へのフィードバックを行う。
２．演習記録に関しては、コメントを記載し返却する、または全体へのフィードバックを行う。
３．客観的臨床能力試験（OSCE）の実施後、個々にフィードバックを行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

【コースガイダンス】
【講義】
１）検査に伴う看護の役割
・検査場面における看護師の役割と援助の基本
・検査の種類と意義
２）検査を受ける対象者への看護①
・排泄物の検査（尿、便、喀痰）
・生体検査

教科書Ⅱp.340-345および
p.364-382を熟読する。
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第2回

【講義】
１）検査を受ける対象者への看護②
・体液・組織の検査
（血液検査、穿刺液検査、分泌物機能検査、組織検査・生
検・細胞診
【ミニテスト10点】

教科書Ⅱp.345-369を熟読する
。
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第3回

【講義】
薬物療法を受ける対象者を看護するための基礎的知識
1)薬物療法に伴う看護師の役割
2)与薬に関する基礎的知識
3)薬物療法の種類と意義

教科書Ⅱp.270-379を熟読する
。
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第4回

【講義】
薬物療法を受ける対象者への看護
1)経口与薬法
2)外用薬の皮膚・粘膜適用
3)注射法

教科書Ⅱp.329-339を熟読する
。
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第5回

【講義】
輸血を受ける対象者への看護技術
1)輸血の基礎知識
2)輸血の説明・同意と副作用の観察
3)輸血実施時の留意点

教科書Ⅱp.329-339を熟読する
。
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】
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担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

第6回

【演習】
１）駆血帯の使用方法と採血部位の選択の実際
２）静脈血採血のデモンストレーション
３）静脈血採血時のリスクへの対応

デモンストレーション内容の看護
技術に関するテキストの熟読お
よび動画視聴
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第7回

【演習】
静脈血採血を受ける対象者への援助技術の実際1
１）事例の状況に合わせ、事前の観察と説明を行い、採血
の同意を得る。
２）採血モデルを用いて採血を実施する。
３）実施後の観察を行う。

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第8回

【演習】
静脈血採血を受ける対象者への援助技術の実際②
１）事例の状況に合わせ、事前の観察と説明を行い、採血
の同意を得る。
２）採血モデルを用いて採血を実施する。
３）実施後の観察を行う。

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第9回

【演習】
薬物療法を受ける対象者への看護技術
１）点滴静脈内注射時の看護援助の実際
２）筋肉注射の部位の選択
３）筋肉内注射のデモンストレーション

デモンストレーション内容の看護
技術に関するテキストの熟読お
よび動画視聴
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第10回

【演習】
皮下注射を受ける対象者への援助技術の実際①
１）事前の観察（シミュレータ使用））
２）説明と同意
３）準備、実施、後片付け
４）事後の観察（シミュレータ使用））

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】
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担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

【演習】
皮下注射を受ける対象者への援助技術の実際②
１）事前の観察（シミュレータ使用））
２）説明と同意
３）準備、実施、後片付け
４）事後の観察（シミュレータ使用））

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第12回

臨床判断演習①
※変化する対象者の状態を判断し、状況に合わせた看護
援助を検討する。
【グループワーク】
２）複数の事例を提示し、紙面と「シナリオ」の情報から事例
の健康状態をアセスメントする。
３）健康上で起こりうるリスクを予測する。

事例を読み、事前課題に取り組
む。
【45分】

課題に取り組む。
【90分】

第13回

臨床判断演習②
※変化する対象者の状態を判断し、状況に合わせた看護
援助を検討する。
【グループワーク】
対象者の状況を踏まえたうえで安全・安楽な援助方法を選
択し、具体的な手順・留意点を考える。
１）事例の様々な状況に合わせた援助方法を検討する。
２）援助実施中のリスクへの対応について検討する。

課題に取り組む。
【45分】

課題の追加修正を行う。
【90分】

第14回

【客観的臨床能力試験（OSCE）】
１．直前に複数事例の中のどの模擬患者に看護援助を行う
のかを伝える。
２．追加情報を提示し、その状況に合わせて、援助技術を
実践する。
３．援助中に模擬患者の訴えやトラブルに対応する。
４．実施1５分、報告（事実と判断）とフィードバック５分とする
。
５．リフレクションにより自己の臨床判断と実践内容を振り替
える。

実践に向けて準備する。
【90分】

リフレクション内容を演習記録に
まとめる。
【60分】

第15回

【科目確認テスト（30点）】
【まとめ】
・本科目の学習内容のまとめ

教科書・講義資料・演習記録の
内容を復習する
【90分】

本科目の学習内容を整理する
【45分】
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100

その他 0 なし

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

１）科目確認テスト30％、小テスト10％、演習記録・課題40％、客観的臨床能力試験20％
  ※演習記録の評価基準については、コースガイダンス時に説明する
２）提出物の遅延・参加態度・演習時の身だしなみ等は減点対象とする

１．深井喜代子編： 新体系 看護学全書 基礎看護学② 基礎看護技術Ⅰ  メヂカルフレンド社
２．深井喜代子編： 新体系 看護学全書 基礎看護学② 基礎看護技術Ⅱ  メヂカルフレンド社

１．有田 清子 他： 系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護技術Ⅱ 第1８版 医学書院
２．任和子・井川順子・秋山智弥編： 根拠と事故防止からみた基礎・臨床看護技術 第2版 医学書院
３．松尾ミヨ子 他 編： ナーシング・グラフィカ基礎看護学③ 基礎看護技術Ⅱ メディカ出版
４．横山美樹： 看護がみえる！Vol.2 基礎看護技術 第１版 メディックメディア
その他、授業の中で随時紹介する。

・出席時間2/3以上かつ総合評価60％以上の２つの要件を満たした場合に、本科目の単位を認定します。
・演習内容によっては、2講続きとなる場合や3組編成となる場合があります。授業予定については、第1回目のコースガイダンス時に説明します
。
※その他、履修上の留意点については、初回に配布するガイダンス資料に基づきます。
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　基礎看護学

科目名 ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 竹之内　優美、木口　幸子、藤長　すが子、渡辺　一代、赤坂　浩子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

看護師として病院勤務を有する各教員が臨床経験を活かし、生命活動を支えるための治療、処置に伴う看護技術を教授する。

2024　北海道文教大学 シラバス

臨床看護技術（2組）

2年 2024年度後期

本科目は、看護学科のディプロマポリシーの中でも特に「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた判断力・思
考力・対象理解力を高め、看護師としての実践能力を有している。（知識・技能）」に関連した科目である。本科目は、1年次に履修する各専門基
礎・専門科目ならびに２年前期に開講される「看護過程論」や「看護ヘルスアセスメント」の学びを基盤とする。
本科目を学ぶことにより、疾病を持つ人々が安全に治療・検査を受け、安心して療養生活を送ることができるように支援するための基礎的知識・
技術を獲得すると共に、状況を的確にとらえる判断力やコミュニケーション能力の向上を図る。そして、ここでの学びは2年次後期の「基礎看護
学実習Ⅱ」や3年次前期の各専門科目に繋がる。"

科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力を用いた実践能力を養うため、生命活動を支える技術の原理・原則や治療、処置に伴う看護
技術を理解する。また、検査および薬物療法における基本知識及び看護師の役割と法的責任を述べることができる。安全で適切な注射・採血
の技術を習得する。これまで学んだ知識や技術を活用しながら対象の健康課題を検討し、演習を通して臨床判断能力を養う。

１．治療・処置を受ける対象者への看護の役割と法的責任を説明できる。
２．与薬・輸血および検査に関する基礎的知識を説明できる。
３．与薬・輸血および検査に関する看護技術の基本と留意点を説明できる。
４．演習を通し、安全かつ適切な採血・注射の看護技術を習得できる。
５．事例の健康状態のアセスメントを基盤に、援助場面における臨床判断を行い、状況に合わせた看護援助の実践ができる。
６．自己の臨床判断能力に関する課題を明確にすることができる。

１．講義：パワーポイントと配布資料および必要に応じて動画視聴を用いて説明する。
２．演習：シミュレーターまたは模擬患者役の学生に対し、採血および皮下注射を実施する。
３．グループワーク：グループ内で意見交換しながら、事例の理解を深め、適切な状況判断を導くための準備学習を行う。
４．客観的臨床能力試験（OSCE）：事例の状況に合わせた看護の模擬実践および客観的評価に基づいたリフレクションを行う。

Google Formのアンケート機能を用いて双方向授業を取り入れる。
Google class roomに教員が作成した技術動画等をアップし、自主学習への支援を行う。
タブレットを活用する。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

１．講義に関連した課題については、講義の中で全体へのフィードバックを行う。
２．演習記録に関しては、コメントを記載し返却する、または全体へのフィードバックを行う。
３．客観的臨床能力試験（OSCE）の実施後、個々にフィードバックを行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

【コースガイダンス】
【講義】
１）検査に伴う看護の役割
・検査場面における看護師の役割と援助の基本
・検査の種類と意義
２）検査を受ける対象者への看護①
・排泄物の検査（尿、便、喀痰）
・生体検査

教科書Ⅱp.340-345および
p.364-382を熟読する。
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第2回

【講義】
１）検査を受ける対象者への看護②
・体液・組織の検査
（血液検査、穿刺液検査、分泌物機能検査、組織検査・生
検・細胞診
【ミニテスト10点】

教科書Ⅱp.345-369を熟読する
。
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第3回

【講義】
薬物療法を受ける対象者を看護するための基礎的知識
1)薬物療法に伴う看護師の役割
2)与薬に関する基礎的知識
3)薬物療法の種類と意義

教科書Ⅱp.270-379を熟読する
。
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第4回

【講義】
薬物療法を受ける対象者への看護
1)経口与薬法
2)外用薬の皮膚・粘膜適用
3)注射法

教科書Ⅱp.280-328を熟読する
。
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第5回

【講義】
輸血を受ける対象者への看護技術
1)輸血の基礎知識
2)輸血の説明・同意と副作用の観察
3)輸血実施時の留意点

教科書Ⅱp.329-339を熟読する
。
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】
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担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

第6回

【演習】
１）駆血帯の使用方法と採血部位の選択の実際
２）静脈血採血のデモンストレーション
３）静脈血採血時のリスクへの対応

デモンストレーション内容の看護
技術に関するテキストの熟読お
よび動画視聴
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第7回

【演習】
静脈血採血を受ける対象者への援助技術の実際①
１）事例の状況に合わせ、事前の観察と説明を行い、採血
の同意を得る。
２）採血モデルを用いて採血を実施する。
３）実施後の観察を行う。

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第8回

【演習】
静脈血採血を受ける対象者への援助技術の実際②
１）事例の状況に合わせ、事前の観察と説明を行い、採血
の同意を得る。
２）採血モデルを用いて採血を実施する。
３）実施後の観察を行う。

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第9回

【演習】
薬物療法を受ける対象者への看護技術
１）点滴静脈内注射時の看護援助の実際
２）筋肉注射の部位の選択
３）筋肉内注射のデモンストレーション

デモンストレーション内容の看護
技術に関するテキストの熟読お
よび動画視聴
【45分】

学習した講義内容を復習する
【45分】

第10回

【演習】
皮下注射を受ける対象者への援助技術の実際①
１）事前の観察（シミュレータ使用））
２）説明と同意
３）準備、実施、後片付け
４）事後の観察（シミュレータ使用））

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】
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担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

【演習】
皮下注射を受ける対象者への援助技術の実際②
１）事前の観察（シミュレータ使用））
２）説明と同意
３）準備、実施、後片付け
４）事後の観察（シミュレータ使用））

演習要項の熟読
看護技術に関するテキストの熟
読および動画視聴
【45分】

演習の実施記録を整理する
【45分】

第12回

臨床判断演習①
※変化する対象者の状態を判断し、状況に合わせた看護
援助を検討する。
【グループワーク】
２）複数の事例を提示し、紙面と「シナリオ」の情報から事例
の健康状態をアセスメントする。
３）健康上で起こりうるリスクを予測する。

事例を読み、事前課題に取り組
む。
【45分】

課題に取り組む。
【90分】

第13回

臨床判断演習②
※変化する対象者の状態を判断し、状況に合わせた看護
援助を検討する。
【グループワーク】
対象者の状況を踏まえたうえで安全・安楽な援助方法を選
択し、具体的な手順・留意点を考える。
１）事例の様々な状況に合わせた援助方法を検討する。
２）援助実施中のリスクへの対応について検討する。

課題に取り組む。
【45分】

課題の追加修正を行う。
【90分】

第14回

【客観的臨床能力試験（OSCE）】
※準備・後片づけは別途設ける。
１．直前に複数事例の中のどの模擬患者に看護援助を行う
のかを伝える。
２．追加情報を提示し、その状況に合わせて、援助技術を
実践する。
３．援助中に模擬患者の訴えやトラブルに対応する。
４．実施1５分、報告（事実と判断）とフィードバック５分とする
。
（1人2０分×6ベッド（一部７ベッド）＝24名/1コマ※4開講：
12月終日）
５．リフレクションにより自己の臨床判断と実践内容を振り替
える。

実践に向けて準備する。
【90分】

リフレクション内容を演習記録に
まとめる。
【60分】

第15回

【科目確認テスト（30点）】
【まとめ】
・本科目の学習内容のまとめ

教科書・講義資料・演習記録の
内容を復習する
【90分】

本科目の学習内容を整理する
【45分】
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100

その他 0 なし

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

１）科目確認テスト30％、小テスト10％、演習記録・課題40％、客観的臨床能力試験20％
  ※演習記録の評価基準については、コースガイダンス時に説明する
２）提出物の遅延・参加態度・演習時の身だしなみ等は減点対象とする

１．深井喜代子編： 新体系 看護学全書 基礎看護学② 基礎看護技術Ⅰ  メヂカルフレンド社
２．深井喜代子編： 新体系 看護学全書 基礎看護学② 基礎看護技術Ⅱ  メヂカルフレンド社

１．有田 清子 他： 系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護技術Ⅱ 第1８版 医学書院
２．任和子・井川順子・秋山智弥編： 根拠と事故防止からみた基礎・臨床看護技術 第2版 医学書院
３．松尾ミヨ子 他 編： ナーシング・グラフィカ基礎看護学③ 基礎看護技術Ⅱ メディカ出版
４．横山美樹： 看護がみえる！Vol.2 基礎看護技術 第１版 メディックメディア
その他、授業の中で随時紹介する。

・出席時間2/3以上かつ総合評価60％以上の２つの要件を満たした場合に、本科目の単位を認定します。
・演習内容によっては、2講続きとなる場合や3組編成となる場合があります。授業予定については、第1回目のコースガイダンス時に説明します
。
※その他、履修上の留意点については、初回に配布するガイダンス資料に基づきます。
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　基礎看護学

科目名 看護過程論 ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 竹之内　優美、木口　幸子、藤長　すが子、渡辺　一代、赤坂　浩子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

看護師としての病院勤務経験をもとに、看護過程の事例の具体的な状況を示しながら教授する。

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度前期

看護学の理論や科学的根拠に基づき、対象者の健康課題を解決するための基礎的な能力を獲得するための科目である。本科目は、看護学科
のディプロマ・ポリシーの中でも特に「看護過程の展開や臨床判断に必要となる問題探求力・問題解決能力を有している。（思考・判断・表現）」
に関連している。ここでの学びは、2年次後期に開講される基礎看護学実習Ⅱの実習目標を達成するうえで不可欠である。さらに、今後の専門
科目において求められる看護の思考プロセスの基盤を身に着けるうえで重要な位置づけとなる科目である。

看護過程とは「対象であるその人にどのような援助が望まれているのかを考えたうえで実践する」いわば看護実践の科学的方法論である。なぜ
看護過程が必要なのか、その意義について、看護とは何かや健康の概念との関連から理解する。その上で、看護過程展開に必要な能力につ
いても理解し、事例を使用して具体的な看護展開方法について学ぶ。「看護を系統的に具体的に考えていく」思考過程を通じて、看護の視点
を持って対象の健康問題をとらえ援助を展開できる基礎的技能を習得する。

１．看護過程の概念および看護実践における看護過程活用の意義を説明できる。
２．看護過程の概要および各構成要素について説明できる。
３．事例をもとに、看護過程の各段階を展開することができる。
４．看護実践の記録としての看護記録について説明できる。

１．講義：パワーポイントと配布資料を用いて説明する。
２．個人ワーク：講義内容を活用しながら、アセスメント・全体像（全体関連図）・看護計画を個々に作成する。
３．グループワーク：個人ワークをもとに、グループ内で意見交換しながら内容を深めて看護計画を作成する。
４．ロールプレイ：グループで作成した看護計画について、一場面を設定し、看護援助の実施・評価を行う。
５．グループ討論：看護計画および実施の内容について、グループ発表およびグループ間討議を行う。

Google class roomを活用する。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

１．毎回、授業終了時に授業内容に関する疑問、質問をFormsで受けつけ、次回講義前あるいは次回講義時にフィードバックする。
２．提出された課題には、随時、コメントをつけて返却する。
３．必要時、Google class roomを用いてクラス全体へのコメントを返却する。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

【コースガイダンス】
【講義】
１）看護過程とは
２）看護過程の意義と目的
３）看護過程とクリティカルシンキング
４）看護過程の構成要素
５）ゴードンのの機能的健康パターンの活用

シラバスを熟読する
看護過程とはなにか、教科書１．
のp.14-19を熟読する.
【60分】

看護過程の意義とクリティカルシ
ンキング、構成要素についてま
とめる
【90分】

第2回

【講義】
１）ゴードンの機能的健康パターンの各クラスターの概要
２）情報収集・整理の方法
【個人ワーク】
１）各パターンの情報整理

コードンの機能的健康パターン
の⒒項目について調べる。
【90分】

学習した講義内容を復習する
【90分】

第3回

【講義】
１）病態関連図の描き方
２）アセスメントの視点：健康知覚―健康管理パターン
【個人ワーク】
１）病態関連図の作成
２）健康知覚―健康管理パターンの分析解釈

事例情報を熟読する
健康知覚―健康管理パターン
について教科書2.ｐ91を熟読す
る。
【90分】

事例の情報整理、分析解釈を
行う。
【90分】

第4回

【講義】
１）アセスメントの視点：栄養―代謝パターン
２）アセスメントの視点：排泄パターン
【個人ワーク】
１）必要エネルギー量および必要水分量の計算
２）栄養―代謝パターンの分析解釈
３）水分出納バランスの計算

健康知覚―健康管理パターン
のアセスメント提出に向けて準
備する。
栄養―代謝パターンについて教
科書2.ｐ９2-93を熟読する。
【90分】

事例の情報整理、分析解釈を
行う。
【90分】

第5回

【講義】
１）アセスメントの視点：活動―運動パターン
２）アセスメントの視点：睡眠―休息パターン
【個人ワーク】
１）活動―運動パターンの分析解釈
２）睡眠―休息パターンの分析解釈

栄養―代謝パターンのアセスメ
ント提出に向けて準備する。
排泄パターンについて教科書2.
ｐ９4を熟読する。
【90分】

事例の情報整理、分析解釈を
行う。コメント内容について追加
・修正を行う。
【90分】
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担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

第6回

【講義】
１）アセスメントの視点：認知―知覚パターン
２）アセスメントの視点：自己知覚―自己概念パターン
【個人ワーク】
１）認知―知覚パターンの分析解釈
２）自己知覚―自己概念パターンの分析解釈

排泄パターンのアセスメント提出
に向けて準備する。
活動―運動パターンおよび睡眠
―休息パターンについて教科書
2.ｐ９5-96を熟読する。
【90分】

事例の情報整理、分析解釈を
行う。コメント内容について追加
・修正を行う。
【90分】

第7回

【講義】
１）アセスメントの視点：役割―関係パターン
２）アセスメントの視点：セクシュアリティ―生殖パターン
【個人ワーク】
１）役割―関係パターンの分析解釈
２）セクシュアリティ―生殖パターンの分析解釈

活動―運動パターン、睡眠―休
息パターンのアセスメント提出に
向けて準備する。
認知―知覚パターン、自己知覚
―自己概念パターン、役割―関
係パターンについて教科書2.ｐ
96-98を熟読する。
【90分】

事例の情報整理、分析解釈を
行う。コメント内容について追加
・修正を行う。
【90分】

第8回

【講義】
１）アセスメントの視点：コーピング―ストレス耐性パターン
２）アセスメントの視点：価値―信念パターン
【個人ワーク】
１）コーピング―ストレス耐性パターンの分析
２）価値―信念パターンの分析

認知―知覚パターン、自己知覚
―自己概念パターン、役割―関
係パターンのアセスメント提出に
向けて準備する。
セクシュアリティ―生殖パターン
、コーピング―ストレス耐性パタ
ーン、価値―信念パターンにつ
いて教科書2.ｐ９5-96を熟読す
る。
【90分】

事例の情報整理、分析解釈を
行う。コメント内容について追加
・修正を行う。
【90分】

第9回

【講義】
１）全体像
２）全体関連図の描き方
３）看護上の課題の特定 
４）優先順位の考え方
【個人ワーク】
１）全体関連図の作成

11パターンのアセスメントの再提
出に向けて準備する。
【90分】

全体関連図を作成する。
【90分】

第10回

【講義】
１）看護目標（長期目標・短期目標）の設定
２）看護計画の立案
３）実施
４）評価
【個人ワーク】
１）看護課題リストの作成

看護上の課題と優先順位につ
いて教科書1.のｐ41-43を熟読
する
【90分】

全体関連図を修正する。
看護課題リストと優先順位の根
拠を作成する。
【90分】
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担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

【グループワーク】
１）グループで1つの看護課題を取り上げ、看護計画を立案
する
２）次回の発表・実践の準備（役割分担や練習）を行う。

全体関連図、看護課題リストと優
先順位の根拠の提出に向けて
準備する。
看護目標と看護計画について
の教科書1.のp43-47を熟読する
【90分】

個人ワークの記録物の追加・修
正を行う。
グループの看護計画の内容を
個々に作成する。
【90分】

第12回

【発表とグループ討議】
※1組・2組を分ける。
１）各グループの看護計画（１つ）の発表
２）グループ間で意見交換
【グループワーク】
１）質問・意見や他グループの発表からの学びを活かし、計
画内容を修正する。

グループの看護計画の内容を
個々に作成する。
【90分】

個人ワークの記録物の追加・修
正を行う。
発表・実践の準備
【90分】

第13回

【模擬看護実践とグループ討議】
１）各グループの看護計画内容のデモンストレーション
２）グループ間で意見交換を行う。

看護計画のグループ発表準備
【90分】

グループで取り上げた看護計画
以外にもう１つ個人で看護計画
を作成する。
デモンストレーションの準備
【90分】

第14回

【グループワーク】
１）模擬看護実践をもとに看護計画の評価を行う。

個人ワークの看護計画の提出準
備
デモンストレーション準備
【90分】

個人ワークの記録物の追加・修
正を行う。
【90分】

第15回

【科目確認テスト（40点）】
【まとめ】

教科書・講義資料の内容を復習
する。
【90分】

最終提出に向けて、看護過程の
全記録のまとめをする
【90分】
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

100

その他 0

教科書

参考文献

授業の中で、適宜、参考文献を紹介する。

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

30％ 科目確認テスト
60％ 課題提出（アセスメント、全体像、看護課題の抽出、看護目標立案、看護計画立案の各段
階と最終提出）
10％ グループ発表およびデモンストレーション（参加態度含む）
※課題の評価基準については、コースガイダンス時に説明する。

１．深井喜代子編（2017）. 新体系 看護学全書 基礎看護学② 基礎看護技術Ⅰ. メヂカルフレンド社
２．渡邊トシ子編（2011）. ヘンダーソン・ゴードンの考えに基づく実践看護アセスメント. ヌーヴェルヒロカワ
３．山岸節子編（2000）. 自分で描ける病態関連図. 照林社

・出席時間2/3以上かつ総合評価60％以上の２つの要件を満たした場合に、本科目の単位を認定します。
・グループ課題以外はすべて個人課題です。個人課題の評価対象物において他者の課題内容の盗用や代筆などの不正行為があった場合は
、単位認定不可（DH対象外であり、Ｄ判定です）となるので注意してください。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　基礎看護学

科目名 看護倫理 ナンバリング 3422

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 1

担当教員 藤長　すが子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

看護師としての病院勤務経験と看護教育の経験をもとに、基本的な考え方を具体的な事例を用いて教授する

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

本科目は、ディプロマポリシーである「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた判断力・思考力・対象理解力を
高め看護師としての実践能力を有している」ことを中心に展開する。看護実践者としての基盤となる科目であり、１学年前期の「看護学の基礎」で
学んだことを踏まえ、その後に行われる専門科目で発展的に展開される位置づけにある

健康状態やその変化に応じた看護に必要な専門知識を修得するため、生命倫理に関する基本的な考え方に立ち、看護として重要なアドボカ
シーやインフォームドコンセント、秘密保持など看護実践における倫理的概念を理解する。また、看護倫理の歴史的変遷を踏まえながら看護実
践のひとつのあり方としてのケアの倫理について考える。看護者としての基本的な姿勢と看護専門職の役割を理解し、臨床における倫理的な場
面に気づき、意思決定プロセスの基礎を養う

１． 看護倫理とは何かが説明できる
２． 看護職の倫理綱領の目的、概要について説明できる
３． 看護実践における倫理の必要性について述べることができる
４． 事例をもとに倫理的意思決定プロセスについて述べることができる

１．パワーポイントと配布資料を用いた講義形式
２．グループディスカッション
３． 課題学習ノートとリフレクションカードの活用
４． Google ClassroomとFormsの活用

Google ClassroomおよびFormsを活用しての課題提示、回収、必要時コメントを行う
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

毎回授業終了時に授業内容に関する疑問・質問をFormsなどで受けつけ、次回講義時にフィードバックする
提出された課題には、必要時コメントをつけて返却する
必要時、Google Classroomを用いてコメントを返却する

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

【講義１】
 コースオリエンテーション
 倫理とは
 倫理と法、道徳の違い
 倫理原則

教科書１ｐ2-6、ｐ35-41を読みま
とめる。わからない用語は事前
に調べる（９0分）

倫理原則の問題点について整
理する（90分）

第2回

【講義２】
 看護倫理とは
 看護倫理の歴史的推移

教科書１ｐ11-21を読みまとめる
。わからない用語は事前に調べ
る（90分）

看護倫理の意義についてレポ
ートする（90分）

第3回

【講義３】
 専門職と倫理
 看護職の倫理綱領

教科書１ｐ76-79を読みまとめる
。看護職の倫理綱領について調
べる（90分）

看護職の倫理綱領の内容に具
体的な説明を加え整理する（90
分）

第4回

【講義４】
 看護活動と倫理１
 ・守秘義務
 ・アドボカシー
 ・パターナリズム
 ・インフォームド・コンセント

教科書１ｐ88-92，ｐ98-102、ｐ
115-121、ｐ122-129を読みまと
める（90分）

看護ケア実施時のインフォーム
ド・コンセントについて考える（90
分）

第5回

【講義５】
 看護活動と倫理２
 ・再生医療
 ・性と生殖をめぐる看護と倫理
 ・終末期医療と倫理
 ・異文化間の看護と倫理

教科書１ｐ177-196を読みまとめ
る（90分）

看護活動における倫理的課題
について整理する（90分）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

100

その他 0

教科書

参考文献

授業の中で適宜参考文献を紹介する

履修条件・留意事項等

第6回

【グループディスカッション１】
 倫理的意思決定のプロセス１
  事例のケアについて、グループディスカッションを通じて
倫理的意思決定について考える

事例を読み、倫理的課題につい
て考える（90分）

グループディスカッションした内
容から、自分の考えをまとめる
（90分）

第7回

【グループディスカッション２】
 倫理的意思決定のプロセス２
  事例のケアについて、グループディスカッションを通じて
倫理的意思決定について考える
  自己の倫理観についてまとめる

事例を読み、倫理的課題と倫理
的意思決定について考える（90
分）

グループディスカッションした内
容を基に、事例の倫理的意思決
定プロセスの妥当性について整
理する（90分）

第8回

【講義６・確認テスト】
 確認テスト
 まとめ

これまでの講義ノートの内容を
復習する（90分）

看護活動における倫理の必要
性についてまとめる（90分）

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

30％ 確認テスト 
40％ 課題提出と課題の達成度（事前学習・事後学習内容含）
10％ グループディスカッションにおける参加状況
20％ 最終レポート提出状況と内容

１．小西恵美子編集（2021）.看護倫理 よい看護・よい看護師へのみちしるべ．改定第３版．南江堂．
２．宮脇美保子（2021）.新体系看護学全書 基礎看護学１ 看護学概論 メヂカルフレンド社．
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

備考欄

・全授業時間数の３分の２以上の出席をもって評価対象とする
・評価対象物において代筆や盗用・カンニングなどの不正行為があった場合は、D判定となる場合がある

- 308 -



北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　基礎看護学

科目名 看護理論 ナンバリング 3428

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 1

担当教員 藤長　すが子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

看護師としての病院勤務経験と大学での教育経験をもとに、看護理論の看護実践への適応について事例を提示しながら教授する

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

ディプロマポリシーである「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた判断力・思考力・対象理解力を高め看護師
としての実践能力を有している」ことを中心に展開する。１学年前期の「看護学の基礎」を踏まえ、理論と実践の関りについて学びを深める看護
学の基礎となる科目であり、今後展開される各看護学の土台となる。

健康状態やその変化に応じた看護に必要な専門知識を修得するため、代表的な看護理論のメタパラダイムや理論内容を理解し、看護の本質
を考える基礎的能力を養う。１年前期の「看護学の基礎」を踏まえ、看護理論家の理論構築の過程など理論学習に必要な概念や理論内容を学
習し、理論と看護実践との関わりを学習する

１． 理論とは何かについて説明できる
２． 看護理論の歴史的変遷と発展の過程を述べることができる
３． 理論構築の過程と代表的な看護理論の特徴を説明できる
４． 代表的な理論家の書籍を活用し、看護理論と看護実践の関連と活用について自らの考えを述べることができる

１． 講義形式：パワーポイントと配布資料を用いる
２． グループディスカッション：課題内容をもとにグループディスカッションを行う（全3回）
３． プレゼンテーション：グループディスカッションした内容をもとに資料を作成し、プレゼンテーションを行う（授業２回とGoogle Classroom活用
）
４．Google Classroomを用いて事前課題等を提示する
５．課題学習ノートを用いて学習を進める

Google Classroomによる課題提示、課題提出、課題内容の確認、プレゼンテーション、フィードバックを行う
質問・疑問については、Forms等を活用する

- 309 -



北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

授業に関する疑問・質問についてはGoogle Classroomまたは、次回の講義の際に説明をする
発表に向けた準備および発表時における助言を行う

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

【講義１】
理論の定義
理論の種類
看護理論の実践への応用

教科書１．ｐ2ー13を読みわから
ない用語などを調べる（90分）

理論のクリティークの要素につ
いて具体的に調べまとめる（９0
分）

第2回

【講義２】
看護理論の歴史的変遷
看護理論構築過程
主たる看護理論の特徴

教科書１．ｐ14-17を読みまとめ
る（９0分）

代表的な理論家の理論をレポ
ートする（９0分）

第3回

【グループディスカッション１】
F.ナイチンゲールまたはV.ヘンダーソンについて、理論家
の背景、主要概念の定義、看護実践における活用につい
てグループワークをする

看護の主要概念について、「 看
護学の基礎」で学習した内容を
再確認する。理論家の背景につ
いて調べる（９0分）

F.ナイチンゲールまたはV.ヘン
ダーソンの主要概念の定義につ
いてまとめる（90分）

第4回

【グループディスカッション２】
F.ナイチンゲールまたはV.ヘンダーソンについて、理論家
の背景、主要概念の定義、看護実践における活用につい
てグループワークをする

各自が担当した教科書２または
３の各章を読む
各自が担当した理論の内容に
ついて文献やインターネットを用
いて調べる（９0分）

各自が担当した理論の内容に
ついて、グループワークを通じて
出た疑問点などを文献やインタ
ーネットを用いて調べる（90分）

第5回

【グループディスカッション３】
F.ナイチンゲールまたはV.ヘンダーソンについて、理論家
の背景、主要概念の定義、看護実践における活用につい
てグループワークをする

各自が担当した理論の内容に
ついて文献やインターネットを用
いて調べる（90分）

グループディスカッションでまと
めた内容を確認し、疑問点など
を調べる
発表に向けた準備をする （90分
）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

100

その他 0

教科書

参考文献

授業の中で適宜参考文献を紹介する

履修条件・留意事項等

第6回

【プレゼンテーション１】
F.ナイチンゲールまたはV.ヘンダーソンについて、理論家
の背景、主要概念の定義、看護実践における活用につい
て発表をする

パワーポイントによるプレゼンテ
ーションの準備をする
各グループの発表資料を読み
疑問点を調べる（90分）

各グループの発表内容につい
てまとめる（90分）

第7回

【プレゼンテーション２】
F.ナイチンゲールまたはV.ヘンダーソンについて、理論家
の背景、主要概念の定義、看護実践における活用につい
て発表をする

パワーポイントによるプレゼンテ
ーションの準備をする
各グループの発表資料を読み
疑問点を調べる      （90分）

各グループの発表内容につい
てまとめる（90分）

第8回

【講義３・確認テスト】
 発表の総評とまとめ
 確認テスト

これまでの講義資料やプレゼン
テーション資料などに記載され
ている内容の復習をする（９０分
）

看護理論の実践への応用につ
いてレポートする（90分）

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

25％  確認テスト
10％  ＧＷ評価：グループワークへの参加・貢献度（自己評価と他社評価を実施する）
20％  課題提出状況とその内容充実度（レポート課題、事前学習・事後学習内容含）
20％  プレゼンテーション
25％  最終レポート

１．筒井真優美（2019）．看護理論 看護理論２１の理解と実践への応用，改定第３版．南江堂．
２．フローレンス・ナイチンゲール，小玉香津子，尾田葉子訳（2019）．看護覚え書き 本当の看護とそうでない看護． 日本看護協会出版会．
３．ヴァージニア・ヘンダーソン，湯槇ます・小玉香津子訳（2016）．看護の基本となるもの．日本看護協会出版会．
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

備考欄

全授業時間数の３分の２以上の出席をもって評価対象とする
評価対象物において代筆や盗用・カンニングなどの不正行為があった場合は、D判定となる場合がある
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　成人看護学

科目名 成人看護学の基礎 ナンバリング 3500

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 1

担当教員 尾形　裕子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

なし

実務経験のある教員の教育内容

看護師として勤務した経験を活かして、成人期の人への基本的アプローチと健康状態に応じた看護について講義を行う

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

成人看護学は成人看護学の基礎、展開Ⅰ～Ⅲ、臨地実習の科目で構成される。成人看護学の基礎は、成人期にある人々の特徴を理解し、健
康問題とその看護についての概要を学ぶ。「生涯発達論」「医学概論」「看護学の基礎」と連携している。本科目は、成人看護学の展開Ｉ～Ⅲ、
臨地実習へと繋がり、成人看護学全体の基盤となる科目である。DP「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた
判断力・思考力・対象理解力を高め、看護師としての実践能力を有している。（知識・技能）」ことと特に関係がある科目である。

成人期の対象を、変動する社会状況に関わりながら社会生活を営む生活者として捉え、成人各期にある人の身体的・精神的・社会的な特徴と
健康問題の概要について学ぶ。また、成人各期の発達段階に応じた、健康の保持・増進・疾病予防の方法と看護の役割を学ぶ。

1.成人看護学の対象である成人を、心身の特徴と変化、ライフサイクル、社会との相互作用からその特徴を述べることができる
2.成人をとりまく保健・医療・福祉の動向を述べることができる
3.成人期にある人の健康について健康状態、保健・医療・福祉政策、職業・労働の観点から述べることができる
4.成人看護を充実させる実践的環境についてその特徴を述べることができる
5.成人看護学に有効な理論の概略と、対象者の状況に応じた理論を用いて看護について論じることができる

パワーポイントと配信した講義資料を用いて講義形式で進める
課題、レポート、理解度確認テストを行う
コメントシートを活用して個別に授業の振り返りを行い、その内容をクラスで共有する
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課題に対するフィードバックの方法

事前課題、理解度確認テストの回答と解説は講義の中でフィードバックする

授業計画 学習内容

担当教員 尾形　裕子

担当教員 尾形　裕子

担当教員 尾形　裕子

担当教員 尾形　裕子

担当教員 尾形　裕子

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

ガイダンス 
成人看護学の特性について
Ⅰ.成人期にある人の理解
1.成人とは
2.成人の心身と特徴と変化
3.ライフサイクルからみた成人期の特徴と発達課題
4.社会との相互作用からみた成人期の特徴

シラバスを読み、到達目標、授
業方法、成績評価方法などを確
認する
前期の講義内容から、医療の動
向と看護の特徴を復習する（90
分）

第1回目の学習内容を教科書・
講義資料を用いて復習する（90
分）

第2回

Ⅰ.成人期にある人の理解
5.成人期にある人の健康

成人期にある人の健康について
教科書を読み知識を整理する（
90分）

第2回目の学習内容を教科書・
講義資料を用いて復習する（90
分）

第3回

Ⅱ.成人看護を充実させる実践的環境
1.成人看護における倫理と看護者の役割
2.専門職間の連携と協働
3.医療安全

成人看護を充実させる実践的環
境について教科書を読み知識
を整理する（90分）

第3回目の学習内容を教科書・
講義資料を用いて復習する
第1～3回目の講義内容を復習
し、理解度確認テストを受ける準
備をする（90分）

第4回

理解度確認テスト1
Ⅲ.健康状態に応じた看護援助
1.ヘルスプロモーション・ヘルスプロダクション1

ヘルスプロモーションとヘルスプ
ロダクションについて教科書を
読み知識を整理する（90分）

第4回目の学習内容を教科書・
講義資料を用いて復習する（90
分）

第5回

Ⅲ.健康状態に応じた看護援助
1.ヘルスプロモーション・ヘルスプロダクション2

ヘルスプロモーションとヘルスプ
ロダクションについて教科書を
読み知識を整理する（90分）

第5回目の学習内容を教科書・
講義資料を用いて復習する（90
分）
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担当教員 尾形　裕子

担当教員 尾形　裕子

担当教員 尾形　裕子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 実施しない

100 理解度確認テスト・課題・レポート

その他 0 なし

教科書

参考文献

講義の中で随時紹介する

履修条件・留意事項等

第6回

Ⅲ.健康状態に応じた看護援助
2.急性期・回復期の看護

急性期・回復期の看護ついて教
科書を読み知識を整理する（90
分）

第6回目の学習内容を教科書・
講義資料を用いて復習する
第4～6回目の講義内容を復習
し、理解度確認テストを受ける準
備をする（90分）

第7回

理解度確認テスト2
Ⅲ.健康状態に応じた看護援助
3.慢性期の看護

慢性期の看護について教科書
を読み知識を整理する（90分）

第7回目の学習内容を教科書・
講義資料を用いて復習する（90
分）

第8回

Ⅲ.健康状態に応じた看護援助
4.ターミナル期の看護

ターミナル期の看護について教
科書を読み知識を整理する（90
分）

第8回目の学習内容を教科書・
講義資料を用いて復習する（90
分）

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

成人看護学 成人看護学概論 改定第4版、林直子 鈴木久美 酒井郁子 梅田 恵（編集）、南江堂
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課題・レポートの提出遅延、未提出は減点する

備考欄
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　成人看護学

科目名 成人看護学の展開Ⅰ ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 尾形　裕子、柾本　常子、古沢　幸子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

なし

実務経験のある教員の教育内容

慢性疾患及びがん疾患患者の治療を行う病院において看護師として勤務した経験を活かして、臨床に基づいた講義を行う

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度前期

成人看護学は成人看護学の基礎、展開Ⅰ～Ⅲ、臨地実習の科目で構成される。成人看護学の展開Ⅰは成人期にある人と家族を対象に慢性
期疾患とがん疾患に焦点をあてた看護に関連する理論と援助を学ぶ科目であり、「成人看護学の基礎」を基盤として「看護病態治療学Ⅰ・Ⅱ」
や「保健医療福祉行政論」「チーム医療概論」などの科目と連携し「成人看護学の展開Ⅲ」「成人看護学実習」に繋がる。DP「健康状態やその変
化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力・対象理解力を高め、看護師としての実践能力を有している。（
知識・技能）」ことと特に関係がある科目である。

成人期の対象の特徴と健康問題、看護援助について学ぶ。健康状態による看護の特徴では慢性期に、疾病ではがん疾患に焦点をあてて看護
に関連する理論と援助を学ぶ。慢性・不可逆的健康課題を有する人・家族が、療養生活を継続できるようセルフケア能力を高め、その人にとっ
て最適な健康状態にできるような援助を学ぶ。がんの特殊性とがん罹患により脅かされる人々の命および生活について理解を深め、がんの病
期、化学療法・放射線療法・緩和ケアなどの治療に応じた援助について学ぶ。

１.慢性期看護及び慢性疾患やその治療の特徴を述べることができる
２.慢性期にある人々の身体的、心理的、社会的特徴を述べることができる
３.慢性疾患をもつ人々とその家族に対する看護活動と、看護師の役割について考え論じることができる
４.がんの疫学をもとに、がんを取り巻く医療・看護の動向を述べることができる
５.がん治療に対する看護、がん医療における看護師の役割を説明できる

パワーポイントと配信した講義資料を用いて講義形式で進める
事例の援助についてグループワークとグループ発表を行う
課題、レポート、理解度確認テストを行う
コメントシートを活用して個別に授業の振り返りを行い、その内容をクラスで共有する
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課題に対するフィードバックの方法

事前課題、理解度確認テストの回答と解説は授業の中でフィードバックする

授業計画 学習内容

担当教員 尾形　裕子

担当教員 尾形　裕子

担当教員 尾形　裕子

担当教員 尾形　裕子

担当教員 柾本　常子

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

慢性期看護の特徴の理解
慢性疾患及び治療の特徴の理解

シラバスを読み、到達目標、授
業方法、成績評価方法などを確
認する
「成人看護学の基礎」の講義内
容から、医療の動向と経過別看
護の特徴を復習する（90分）

慢性期看護の特徴、慢性疾患
及び治療の特徴について教科
書・講義資料を用いて復習する
(90分)

第2回

成人期及び慢性期にある人の特徴の理解
成人期及び慢性期にある人とその家族の看護援助の特徴
の理解

成人期及び慢性期にある人とそ
の家族の看護援助の特徴につ
いて教科書を読み知識を整理
する（90分）

成人期及び慢性期にある人とそ
の家族の看護援助の特徴につ
いて教科書・講義資料を用いて
復習する(90分)

第3回

高血圧の患者への看護
1.血圧異常と評価及び治療の理解
2.高血圧の患者及び家族への援助

血圧異常と評価及び治療、高血
圧の患者および家族への援助
について教科書を読み知識を
整理する（90分）

血圧異常と評価及び治療、高血
圧の患者および家族への援助
について教科書・講義資料を用
いて復習する(90分)

第4回

高血圧の患者への看護
3.高血圧のある人の事例の解釈 
4.事例の援助の理解

前回の授業内に提示された課
題を行う（90分）

事例の援助について教科書・講
義資料を用いて復習する
第1～4回目の講義内容を復習
し、理解度確認テストを受ける準
備をする(90分)

第5回

理解度確認テスト1
糖尿病の患者への看護
1.糖尿病の疾病の成り立ちと治療の理解

糖尿病の疾病の成り立ちと治療
について教科書を読み知識を
整理する（90分）

糖尿病の疾病の成り立ちと治療
について教科書・講義資料を用
いて復習する(90分)
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担当教員 柾本　常子

担当教員 柾本　常子

担当教員 古沢　幸子

担当教員 古沢　幸子

担当教員 古沢　幸子

第6回

糖尿病の患者への看護
2.糖尿病患者及び家族への援助
3.糖尿病のある人の事例の解釈

糖尿病患者及び家族への援助
について教科書を読み知識を
整理する（90分）

糖尿病患者及び家族への援助
について教科書・講義資料を用
いて復習する(90分)

第7回

糖尿病の患者への看護
4.事例の援助の理解

前回の授業内に提示された課
題を行う（90分）

事例の援助について教科書・講
義資料を用いて復習する(90分)

第8回

慢性腎臓病患者への看護
1.慢性腎臓病の疾病の成り立ちと治療の理解

慢性腎臓病の疾病の成り立ちと
治療について教科書を読み知
識を整理する（90分）

慢性腎臓病の疾病の成り立ちと
治療について教科書・講義資料
を用いて復習する(90分)

第9回

慢性腎臓病患者への看護
2.慢性腎臓病患者及び家族への援助
3.透析治療を受ける人への事例の解釈

慢性腎臓病患者及び家族への
援助について教科書を読み知
識を整理する（90分）

慢性腎臓病患者及び家族への
援助について教科書・講義資料
を用いて復習する(90分）

第10回

慢性腎臓病患者への看護
4.事例の援助の理解

前回の授業内に提示された課
題を行う（90分）

事例の援助について教科書・講
義資料を用いて復習する(90分)
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担当教員 尾形　裕子

担当教員 尾形　裕子

担当教員 尾形　裕子

担当教員 尾形　裕子

担当教員 尾形　裕子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

がんに罹患した人とその家族への看護
1.がん看護学総論

がん医療の現在と看護、がんの
病態と臨床経過について教科
書を読み知識を整理する（90分
）

がん医療の現在と看護、がんの
病態と臨床経過について教科
書・講義資料を用いて復習する
第5～11回目の講義内容を復習
し、理解度確認テストを受ける準
備をする(90分)

第12回

理解度確認テスト2
がんに罹患した人とその家族への看護
2.がん薬物療法と看護

がん薬物療法の看護について
教科書を読み知識を整理する（
90分）

がん薬物療法の看護について
教科書・講義資料を用いて復習
する(90分)

第13回

がんに罹患した人とその家族への看護
3.がん放射線療法と看護
がん放射線療法と看護の実際に関するゲストスピーカーの
講話

がん放射線治療の看護につい
て教科書を読み知識を整理する
（90分）

がん放射線治療の看護につい
て教科書・講義資料を用いて復
習する(90分)

第14回

がんに罹患した人とその家族への看護
4.がん患者の療養支援
がん患者の療養支援の実際に関するゲストスピーカーの講
話

がん患者の療養支援について
教科書を読み知識を整理する（
90分）

がん患者の療養支援について
教科書・講義資料を用いて復習
する(90分)

第15回

がんに罹患した人とその家族への看護
5.造血幹細胞移植と看護
造血幹細胞移植と看護の実際に関するゲストスピーカーの
講話

造血幹細胞移植と看護につい
て教科書を読み知識を整理する
（90分）

造血幹細胞移植と看護につい
て教科書・講義資料を用いて復
習する(90分)
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100 理解度確認テスト・課題・レポート

その他 0 なし

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

成人看護学 慢性期看護論 第3版 ヌーヴェルヒロカワ
系統看護学講座 別巻 がん看護学 第3版 医学書院
病気がみえるvol.2循環器（第5版） vol.3 糖尿病・代謝・内分泌（第5版） vol.8腎・泌尿器（第3版）  メディックメディア

本科目の単位修得が無ければ、成人看護学実習の履修は不可
課題・レポートの提出遅延、未提出は減点する
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　成人看護学

科目名 成人看護学の展開Ⅱ ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 尾形　裕子、柾本　常子、古沢　幸子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

なし

実務経験のある教員の教育内容

急性疾患及び手術を受ける患者の治療を行う病院において看護師として勤務した経験を活かして、臨床に基づいた講義を行う

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度後期

成人看護学は成人看護学の基礎、展開Ⅰ～Ⅲ、臨地実習の科目で構成される。成人看護学の展開Ⅱは成人期にある人と家族を対象に急性
疾患と手術療法に焦点をあてた看護に関連する理論と援助を学ぶ科目であり、「看護病態治療学Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ」や「保健医療福祉行政論」「チーム
医療概論」などの科目と連携し、「成人看護学の基礎」を基盤として「成人看護学の展開Ⅲ」「成人看護学実習」に繋がる。DP「健康状態やその
変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力・対象理解力を高め、看護師としての実践能力を有している
。（知識・技能）」ことと特に関係がある科目である。

成人期の対象の特徴と健康問題、看護援助について学ぶ。健康状態による看護の特徴では急性期に、治療の特徴では手術療法に焦点をあ
てて看護に関連する理論と援助を学ぶ。急性期では急激に健康状態が変化する状況にある個人及び家族の、疾病や侵襲的な治療とそれに対
する反応を理解し、侵襲からの速やかな回復・生活の再調整に向けた援助を学ぶ。手術を受ける患者の看護では、周術期の概念や看護目標・
役割と、手術療法に伴う合併症の予防と回復を促進する援助、術後生活の支援、術後後遺症への適応を促進する援助を学ぶ。

１.急性な状態にある患者とその家族を理解するために必要な概念や理論の特徴を述べることができる
２.急性な状態にある患者とその家族の苦痛・不快感覚の緩和と生活支援および情緒的支援のための看護活動を述べることができる
３.救急蘇生法の手順や留意点を述べることができる
４.周術期にある患者の手術による身体的、心理的特徴を述べることができる
５.術期の経過に応じた目標と看護の役割、周術期に特徴的な援助を説明することができる

パワーポイントと配信した講義資料を用いて講義形式で進める
課題、レポート、理解度確認テストを行う
コメントシートを活用して個別に授業の振り返りを行い、その内容をクラスで共有する
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課題に対するフィードバックの方法

事前課題、理解度確認テストの回答と解説は授業の中でフィードバックする

授業計画 学習内容

担当教員 尾形　裕子

担当教員 尾形　裕子

担当教員 尾形　裕子

担当教員 尾形　裕子

担当教員 尾形　裕子

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

急性の状態にある患者と家族を理解するための理論         
           
危機理論、ストレスコーピング、モニタリング、痛み、生体侵
襲理論

シラバスを読み、到達目標、授
業方法、成績評価方法などを確
認する
痛み、生体侵襲理論、危機理論
、ストレスコーピングについて教
科書を読み知識を整理する(90
分)

各理論の特徴と看護への適用
について教科書・講義資料を用
いて復習する(90分)

第2回

急性の状態にある患者の主要病態の特徴とケア         
1.急性の呼吸機能障害のある人への看護

呼吸器の構造と機能、気管支喘
息の病態及び症状、検査・評価
、治療、症状について教科書を
読み知識を整理する（90分）

急性の呼吸機能障害のある人
の観察と援助について教科書・
講義資料を用いて復習する(90
分)

第3回

急性の状態にある患者の主要病態の特徴とケア           
2.急性の循環機能障害のある人への看護

循環器の構造と機能、虚血性心
疾患の病態及び症状、検査・評
価、治療、症状について教科書
を読み知識を整理する(90分)

急性の循環機能障害のある人
の観察と援助について教科書・
講義資料を用いて復習する(90
分)

第4回

急性の状態にある患者の主要病態の特徴とケア           
3.急性の脳・神経機能障害のある人への看護の実際に関
するゲストスピーカーの講話

脳・神経の構造と機能、脳梗塞
の病態及び症状、検査・評価、
治療、症状について教科書を読
み知識を整理する（90分）

急性の脳・神経機能障害のある
人の観察と援助について教科
書・講義資料を用いて復習する
(90分)

第5回

急性の状態にある患者の主要病態の特徴とケア
4.呼吸・循環のケア

呼吸・循環ケアについて教科書
を読み知識を整理する（90分）

呼吸・循環ケアについて教科書
・講義資料を用いて復習する(90
分)
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担当教員 柾本　常子

担当教員 柾本　常子

担当教員 柾本　常子

担当教員 柾本　常子

担当教員 柾本　常子

第6回

一次救命処置の理解
心肺蘇生法

一次救命処置に関して教科書
を読み知識を整理する。ナーシ
ングスキルの心肺蘇生法とAED
を視聴する(90分)

救急対応及び救急時に必要な
処置の実施で留意点について
教科書・講義資料を用いて復習
する
第1～6回目の講義内容を復習
し、理解度確認テストを受ける準
備をする(90分)

第7回

理解度確認テスト1
二次救命処置の理解 
救急対応及び救急時に必要な処置

二次救命処置に関して教科書
を読み知識を整理する。ナーシ
ングスキルの二次救命処置に関
する技術を視聴する(90分)

救急対応及び救急時に必要な
処置の実施で留意点について
教科書・講義資料を用いて復習
する(90分)

第8回

救急看護の特徴と実際                     
救急看護活動に関するゲストスピーカーの講話

救急医療の動向や歴史と関連
法規に関して学んだ内容を整理
する(90分)

救急医療の施設の特徴や看護
活動の実際について教科書・講
義資料を用いて復習する(90分)

第9回

急性の状態にある患者の主要病態の特徴とケア          
5.急性の栄養摂取・消化機能障害のある人への看護

消化器の構造と機能，肝炎の病
態及び症状、検査・評価、治療
、症状について教科書を読み知
識を整理する（90分）

急性の肝炎のある人の観察と援
助について教科書・講義資料を
用いて復習する(90分)

第10回

急性の状態にある患者の主要病態の特徴とケア
6.急性の運動機能障害のある人の看護

下肢の骨の構造と機能、脛骨骨
折の病態及び症状、検査・評価
、治療、症状について教科書を
読み知識を整理する(90分)

脛骨骨折の人の観察と援助を
教科書・講義資料を用いて復習
する（90分）
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担当教員 古沢　幸子

担当教員 古沢　幸子

担当教員 古沢　幸子

担当教員 古沢　幸子

担当教員 古沢　幸子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

周術期看護の特徴                                                       
           
1.周術期の看護目標と看護の役割                   
2.術前の看護

術前処置、術前オリエンテーショ
ン、治療の意思決定、術前の不
安に対する援助に関して教科書
を読み知識を整理する(90分）

術前の看護の役割について教
科書・講義資料を用いて復習す
る(90分)

第12回

周術期看護の特徴                                                  
3.手術中の看護の実際
4.術直後の看護

術前訪問の意義、手術室での
処置や医療チームの役割分担
について教科書を読み知識を
整理する(90分)

術中の看護の役割について教
科書・講義資料を用いて復習す
る(90分)

第13回

周術期看護の特徴                             
5.術後の看護

術後の観察の内容、術後疼痛
のマネジメント、呼吸・循環の援
助、早期離床について教科書を
読み知識を整理する（90分）

術後の看護の役割について教
科書・講義資料を用いて復習す
る 
第11～13回目の講義内容を復
習し、理解度確認テストを受ける
準備をする(90分

第14回

理解度確認テスト2
周術期看護の特徴                                   
6.術後の機能障害を抱えて生活する人への看護

術後の機能障害とその看護介
入について教科書を読み知識
を整理する （90分）

術後の機能障害とその看護介
入について教科書・講義資料を
用いて復習する(90分)

第15回

周術期看護の特徴と実際                                              
           
術後の機能障害を抱えて生活する人への看護の実際に関
するゲストスピーカーの講話

術後の機能障害とその看護介
入について15回目の講義資料
と教科書を読み、知識を整理す
る(90分）

周術期看護について本日の講
義内容と14回目の内容と合わせ
て、教科書・講義資料を用いて
復習する(90分)
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100 理解度確認テスト・課題・レポート

その他 0 なし

教科書

参考文献

講義の中で随時紹介する

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

成人看護学 急性期看護論 ヌーヴェルヒロカワ
成人看護学 成人看護技術 改訂第2版 南江堂
ナーシング・グラフィカ 成人看護学(4)：周術期看護 メディカ出版
病気がみえるvol.1消化器(第6版) ，病気がみえるvol2循環器(第5版)病気がみえる，病気がみえるvol7脳・神経(第2版)，病気がみえるvol11運動
器・整形外科(第1版)  メディックメディア

本科目の単位修得が無ければ、成人看護学実習の履修は不可
課題・レポートの提出遅延、未提出は減点する
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　老年看護学

科目名 老年看護学の基礎 ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 高岡　哲子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度前期

本科目は、老年看護学に位置づけられ、ディプロマポリシーの「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、看護的根拠に基づいた基本
的な判断力・思考力・対象理解力を高め、看護師としての実践能力を有した人材」につながるため、老年看護学を学ぶ上で必要な基礎的知識
を修得する。本科目は「高齢者の特徴と老年者を取り巻く環境」と「老年看護学における哲学的基盤」によって構成される。「生涯発達論」と「保
健医療福祉行政論」での学習を参考にし、本科目を学び、これに積み重ねる形で「老年看護学の展開Ⅰ・Ⅱ」によって具体的な支援を学び、「
老年看護学実習」につなげる。

本科目は、人生100年時代を支えるために老年看護や老年期を生きる高齢者を理解し、生活を整えるための援助実践に必要な基礎知識を習
得する。学習内容は、高齢者の健康状態やその変化に応じた看護に必要な知識と老年看護の成り立ちと理論、高齢者の特徴、地域包括ケア
システムや高齢者のニーズをかなえるための多職種連携実践を含めた高齢者を取り巻く環境、さらに高齢者のQOLやもてる力と、生活を整える
ための援助を考える。

・高齢者の特徴が説明できる。
・高齢者を取り巻く環境が説明できる。
・老年看護の特徴と老年看護学における哲学的基盤が説明できる。
  ＊各講義の目標は、学習内容中に示す。

授業の方法は、講義形式と学生同士のディスカッションである。教材は、教科書と担当教員が作成した資料である。本科目は、理解度を確認す
るための小テスト7回と個人課題2回の提出によって評価する。

Google Workspace for Eｄucationを活用する。

総合的な病院において看護師として約7年間勤務した経験の中で、高齢者を対象にケアを行った経験を活かして授業を行う。
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課題に対するフィードバックの方法

提出された小テストと課題レポートの解説を、集団に対して行う。

授業計画 学習内容

担当教員 高岡　哲子

担当教員 高岡　哲子

担当教員 高岡　哲子

担当教員 高岡　哲子

担当教員 高岡　哲子

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

ガイダンス（講義・GW）
内容：老年看護学における老年看護学の基礎の位置づけ
とシラバスの説明
行動目標：ガイダンス内容を理解し、自らが学習すべき内
容と学習課題が説明できる。 
GW：どのような看護師になりたいのか、そのために必要な
ことは何か

シラバスを熟読する。生涯発達
論の老年期を復習してノートに
まとめる（90分）。

学習すべき内容と現時点での自
らの看護観をまとめる（90分）。

第2回

老いるということ、老いを生きるということ（講義・GW）
内容：「老いる」こと、高齢者の定義、発達と成熟、人生100
年時代の考え方
行動目標：加齢と老化・加齢に伴う身体的、心理的、社会
的側面の変化、発達課題などにおける高齢者の特徴が説
明できる。
GW:教科書①p9表1-2高齢者の疾患の特徴の具体例を考
える。 
①小テスト

教科書①第1章を熟読する（90
分）。

高齢者の特徴をまとめる（90分）
。

第3回

超高齢社会と社会保障（講義・GW）
内容：統計的輪郭からみた高齢者の特徴、高齢社会にお
ける保健医療福祉の動向
行動目標：統計的な高齢者の特徴と介護保険制度の仕組
みが説明できる。
GW：教科書①p27図2-3高齢化の推移と将来推計の特徴
を検討する。
②小テスト

教科書①第2章ｐ24～53を熟読
する（90分）。

介護保険申請のプロセスをまと
める（90分）。

第4回

超高齢社会と社会保障（講義・GW）
内容：高齢者の権利擁護
行動目標：高齢者の権利擁護が説明できる。
GW：高齢者の虐待に向き合う自身の姿勢を考える。
③小テスト

教科書①第2章ｐ54～69を熟読
する（90分）。

高齢者虐待と権利擁護の概要
をまとめる（90分）。

第5回

老年看護のなりたちⅠ（講義・GW）
内容：老年看護学教育の発展と老年看護の定義と役割、
諸外国との比較
行動目標：老年看護学の定義と役割が説明できる。
GW：老年看護の特徴を考える。
④小テスト

教科書①第3章ｐ70～78を熟読
する（90分）。

老年看護の定義と役割をまとめ
る（90分）。
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担当教員 高岡　哲子

担当教員 高岡　哲子

担当教員 高岡　哲子

担当教員 高岡　哲子

担当教員 高岡　哲子

第6回

老年看護のなりたちⅡ（講義・GW）
内容：老年看護における理論・概念・責務、国連原則
行動目標：老年看護における理論・概念、責務が説明でき
る。
GW：教科書①ｐ82表3-3高齢者のための国連原則の特徴
を考える。
⑤小テスト

教科書①第3章ｐ78～83を熟読
する（90分）。

老年看護における理論・概念と
責務をまとめる（90分）。

第7回

生活・療養の場における看護（講義・GW）
内容：高齢者とヘルスプロモーション・保健医療福祉施設
および居住施設における看護、治療介護を必要とする高
齢者を含む家族の看護、多職種連携
行動目標：グループホームの特徴が説明できる。
GW：グループホームの特徴から高齢者にとってのメリット、
デメリットを考える。
⑥小テスト

教科書①第9章を熟読する（90
分）。

地域密着型サービスをまとめる（
90分）。

第8回

高齢者のリスクマネジメント（講義・GW）
内容：高齢者と医療安全、救命救急と災害
行動目標：高齢者特有のリスク要因や救急、災害時の看護
師の役割が説明できる。
GW：教科書①ｐ389図10-1年代別の医療事故の件数から
いえることを確認する。
⑦小テスト

教科書①第10章を熟読する（90
分）。

災害フェーズと高齢者支援のポ
イントをまとめる（90分）。

第9回

前半講義のまとめ（講義）
内容：2～8回のふりかえり
行動目標：前半講義の理解度の確認ができる。

2回から8回の学習内容をまとめ
る（90分）。

理解が不足している学習内容を
ノートにまとめる（90分）。

第10回

ICF（講義・GW）
内容：ICFモデルの目的、実践の意義
行動目標：ICFの概要が説明できる。
GW：ICFモデルの特徴を考える。

教科書②を熟読する（90分）。 課題①：配布された事例を熟読
してICF整理シートを作成する
（90分）。
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担当教員 高岡　哲子

担当教員 高岡　哲子

担当教員 高岡　哲子

担当教員 高岡　哲子

担当教員 高岡　哲子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

ICF（GW）
GW：事前課題を基にICF整理シートを作成する。
行動目標：ICF整理シートを完成することができる。
課題①：提出

課題①：配布された事例を熟読
してICF整理シートを作成する
（90分）。

教科書③を熟読する（90分）。

第12回

生活行動モデル（講義・GW）
内容：生活行動モデルの概要
行動目標：生活行動モデルの特徴を説明できる。
GW:生活行動モデルの特徴を考える。

教科書③ⅳ～ⅺを熟読する（90
分）。

課題②教科書③pⅳ-ⅴを800字
以内でまとめる（90分）。

第13回

生活行動モデル（GW）
GW：高齢者のもてる力を具体的に考える。
行動目標：高齢者のもてる力を具体的に説明することがで
きる。
課題②：提出
提出期間：第12回授業終了から第13回授業開始まで

課題②教科書③pⅳ～ⅴを800
字以内でまとめる（90分）。

高齢者のもてる力を再確認する
（90分）。

第14回

思考過程（講義・GW）
内容：高齢者を支援する際の思考過程の特徴と実際
行動目標：高齢者を支援する際の臨床判断の特徴が説明
できる。
GW：事前学習を基に、資料を完成させる。

事前配布資料を実施する（90分
）。

事後学習資料を実施する(90
分)。

第15回

全講義のふり返り
内容：講義で学習したすべての内容を振り返る。
行動目標：本講義の学習の振り返りができる。

本講義のプリントやノートを見直
して整理する（90分）。

今までの学習成果をいつでも見
返せるように整理する（90分）。
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100

その他 0 なし

教科書

参考文献

必要時講義中に提示する。

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

小テスト：7回×10点＝70点
課題①：15点
課題②：15点

① 北川公子ほか/系統看護学講座老年看護学/医学書院
② 上田敏ほか/ＩＣＦの理解と活用 /きょうされん
③ 山田律子ほか/生活機能から見た老年看護過程＋病態・生活機能関連図/医学書院

私語、必要時以外の携帯の使用を禁止する。
学習は主体的に行う。
欠席した場合は、必ず欠席届を提出する。
遅刻早退する、もしくはした場合は、必ず、教員へ申し出る。
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　老年看護学

科目名 老年看護学の展開Ⅰ ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 初見　温子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度後期

本科目は、看護学科のディプロマポリシー「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力・
対象理解力を高め、看護師としての実践能力を有している」を達成するための老年看護学領域に帰属する科目である。「看護過程論」や「老年
看護学の基礎」で学んだ看護的思考と高齢者理解を基に、理論を用いて更に高齢者理解を深める。「看護ヘルスアセスメント」「日常生活援助
技術Ⅰ・Ⅱ」「看護病態治療学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」の知識を活用し、高齢者特有の事象に対応した看護を実践するための知識や技術について修得
することで、「老年看護学の展開Ⅱ」「老年看護学実習」につながる授業である。

本科目は、老年期に特徴的な疾患や症状を理解することを目標とする。学習内容は、高齢者の健康状態やその変化に応じた看護に必要な知
識として症状や機能障害に対する援助を学習する。高齢者のQOLやもてる力に着目した看護活動を実践することが重要であること、高齢化に
伴い増加傾向にある認知症理解と高齢者の安全を守るために必要な転倒予防を意識しながら学習する。

高齢者に特徴的な加齢に伴う症状や病気を述べることができ、生活を営むために必要な支援を説明できる。
1.高齢者の生活機能からみた生活の特徴と、生活を営むための支援を説明できる。
2.高齢者に特徴的にみられる身体症状や機能障害と、それらに対する支援を説明できる。
3.高齢者が罹患しやすい病気と、その病気に対する支援を説明できる。

講義形式と学生同士のグループワーク、発表を活用して授業を行う。
教材は、教科書と担当教員が作成した資料である。
理解度を確認するための確認テストを2回、思考を確認するための課題レポート提出を2回実施する。

授業中の教員の発問への回答にGoogle Formsを活用し、双方向授業を取り入れる。
課題の提出にGoogle Classroomを活用する。

担当教員は心臓血管外科・循環器内科病棟で5年、訪問看護ステーションで5年、看護師としての実務経験を有する。急性期医療における看護
と、住み慣れた地域での生活を支える看護、両方の高齢者看護経験を有することを活かし、経験事例を基にした教材を多く取り入れ，老年看護
のイメージ化を助けながら教授する。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

確認テストの解答について解説を行う。
課題は必要時コメントを記載し返却する。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

ガイダンス(講義)
内容：老年看護学における「老年看護学の展開Ⅰ」の位置
づけとシラバスの確認。「老年看護学の基礎」で学習した内
容を振り返り、本授業とつなげる。
行動目標：「老年看護学の基礎」で学んだ内容と本授業と
のつながりが説明できる。本授業で自らが学習すべき内容
と学習課題が説明できる。

シラバスを熟読する (30分)。
「老年看護学の基礎」の内容を
復習する(60分)。

本日の講義の学びをまとめ行動
目標の達成度を自己評価する
(90分)。

第2回

高齢者の生活を整える看護1【睡眠・休息】(講義・GW)
内容：高齢者の睡眠・休息の特徴と情報収集の視点、睡眠
障害の特徴と必要な支援
行動目標：高齢者の睡眠・休息に関連した特徴と、必要な
支援について説明できる。
高齢者の生活を整える看護2【覚醒・活動】(講義)
内容：高齢者の覚醒・活動の特徴と情報収集の視点、活動
に影響する機能障害の特徴と必要な支援(転倒予防の視
点)
行動目標：高齢者の覚醒・活動の特徴と必要な支援を説明
できる。転倒予防の支援について説明できる。

教科書2「睡眠・休息」「睡眠障
害」「覚醒・活動」「転倒」を熟読
し、疑問点を明らかにする(90
分)。

本日の講義の学びをまとめ疑問
点が解決できたか確認する。ま
た、行動目標の達成度を自己評
価する(90分)。

第3回

高齢者の生活を整える看護3【食事】(講義・GW)
内容：高齢者の食事の特徴と情報収集の視点、摂食嚥下
障害や低栄養、脱水の特徴と必要な支援
行動目標：高齢者の食事に関連した特徴と、必要な支援を
説明できる。

教科書2「食事」「摂食・嚥下障
害」「低栄養」「脱水」を熟読し、
疑問点を明らかにする(90分)。

本日の講義の学びをまとめ疑問
点が解決できたか確認する。ま
た、行動目標の達成度を自己評
価する(90分)。

第4回

高齢者の生活を整える看護4【排泄】(講義・GW)
内容：高齢者の排泄の特徴と情報収集の視点、排泄障害
の特徴と必要な支援
行動目標：高齢者の排泄に関連した特徴と、必要な支援を
説明できる。

教科書2「排泄」「排泄機能障害
」を熟読し、疑問点を明らかにす
る(90分)。

本日の講義の学びをまとめ疑問
点が解決できたか確認する。ま
た、行動目標の達成度を自己評
価する(90分)。

第5回

高齢者の生活を整える看護5【身じたく】(講義・GW)
高齢者の身じたくの特徴と情報収集の視点、皮膚掻痒症
や褥瘡への支援を含む必要な支援
行動目標：高齢者の身じたくに関連した特徴と、必要な支
援を説明できる。

教科書2「身じたく」「老人性皮膚
掻痒症」「褥瘡」を熟読し、疑問
点を明らかにする(90分)。

本日の講義の学びをまとめ疑問
点が解決できたか確認する。ま
た、行動目標の達成度を自己評
価する(90分)。
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

高齢者の生活を整える看護6【コミュニケーション】(講義・
GW)
内容：高齢者のコミュニケーションの特徴と情報収集の視
点、感覚機能障害と言語障害の特徴と必要な支援
行動目標：高齢者のコミュニケーションに関連した特徴と、
必要な支援について説明できる。
確認テスト①

教科書2「コミュニケーション」を
熟読し、疑問点を明らかにする
(90分)。

本日の講義の学びをまとめ疑問
点が解決できたか確認する。ま
た、行動目標の達成度を自己評
価する(90分)。

第7回

加齢に伴う症状・機能障害別の看護1【高齢者に多く見られ
る症状】(講義・GW)
内容：確認テスト①の解説、高齢者に多く見られる痛み、し
びれ、倦怠感、浮腫の症状の発生機序や特徴、看護
行動目標：高齢者の症状に関するデータを探索する方法
を説明できる。高齢者に多く見られる症状の特徴と支援に
ついて説明できる。
加齢に伴う症状・機能障害の看護2【フレイル(サルコペニア
・廃用性症候群)】(講義)
内容：フレイルとは、症状、看護
行動目標：フレイルとサルコペニア、廃用症候群について
説明できる。必要な支援について説明できる。

教科書1「倦怠感」教科書2「浮
腫」「痛み・しびれ」「フレイル」を
熟読し、疑問点を明らかにする
(90分)。

本日の講義の学びをまとめ疑問
点が解決できたか確認する。ま
た、行動目標の達成度を自己評
価する(90分)。

第8回

健康逸脱からの回復1【認知症①】(講義・GW)
内容：認知症の分類(病態・診断・症状・治療)と看護(PCC、
ユマニチュード)、せん妄・抑うつの特徴と看護
行動目標：認知症の種類とその特徴、それぞれに対する看
護について説明できる。認知症とせん妄、抑うつの違いに
ついて説明できる。

教科書1・2「認知症」を熟読し、
疑問点を明らかにする(90分)。

本日の講義の学びをまとめ疑問
点が解決できたか確認する。ま
た、行動目標の達成度を自己評
価する(90分)。

第9回

健康逸脱からの回復2【認知症②】(GW)
内容：認知症当事者の語り(Dipex Japan)を視聴し、グルー
プワークを実施、発表する。
行動目標：認知症の人の症状の実際と気持ちについて、
豊かな人間性を備えた視点で考えることができる。学びを
共有し、自らの考えを広げることができる。

第8回の講義内容を復習し、認
知症に関する知識を確認する
(90分)。

本日の講義の学びをまとめ疑問
点が解決できたか確認する。ま
た、行動目標の達成度を自己評
価する(90分)。

第10回

健康逸脱からの回復3【認知症③】(講義)
内容：ゲストスピーカーから認知症の方に対する支援につ
いて講義を受ける。(オレンジカード)
行動目標：認知症の人に対して望ましい支援のあり方を、
多職種連携の視点もふまえ、行動レベルで説明することが
できる。
ゲストスピーカーに社会性を備えた態度で対応することが
できる。
課題①レポート「認知症の人の看護」

教科書1・2「認知症」を再度熟読
し、支援の方法の疑問点を明ら
かにする(60分)。

第8回、第9回、第10回の講義、
グループワークの内容をふまえ
て、、自身の考える認知症の人
の看護についてまとめ、課題①
のレポートを作成し提出する
(120分)。
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

健康逸脱からの回復4【パーキンソン病】【骨折】【誤嚥性肺
炎】(講義・GW)
内容：パーキンソン病、骨粗鬆症、骨折、誤嚥性肺炎の病
態・症状・治療と看護
行動目標：高齢者の疾患に関するデータを探索する方法
を説明できる。各疾患の特徴を述べ、多職種連携の視点を
含めた看護の方向性を説明できる。

教科書2「パーキンソン病・パー
キンソン症候群」「大腿骨近位部
骨折」「肺炎(誤嚥性肺炎)」、教
科書1「骨折」を熟読し、疑問点
を明らかにする(90分)。

本日の講義の学びをまとめ疑問
点が解決できたか確認する。ま
た、行動目標の達成度を自己評
価する(90分)。

第12回

健康逸脱からの回復5【治療を必要とする高齢者の看護と
退院支援】(講義・GW)
内容：高齢者がうけることの多い検査、治療(薬物・手術など
の入院治療を含む)を受ける高齢者の特徴と看護、退院調
整・地域での生活を継続するための支援
行動目標：高齢者の検査、治療上の特徴を述べ、多職種
連携の視点を含めた看護の方向性を説明できる。

教科書1p318-344を熟読し、疑
問点を明らかにする(90分)。

本日の講義の学びをまとめ疑問
点が解決できたか確認する。ま
た、行動目標の達成度を自己評
価する(90分)。

第13回

終末期を支える看護(講義・GW)
内容：日本や諸外国のエンドオブライフケアの変遷と特徴、
人生の最終段階における意思決定支援や看取り支援、
行動目標：エンドオブライフケア、意思決定や看取り支援に
ついて説明することができる。自らの死生観について考え
ることができる。
確認テスト②実施

教科書1「エンドオブライフケア」
を熟読し、疑問点を明らかにす
る(90分)。

本日の講義の学びをまとめ疑問
点が解決できたか確認する。ま
た、行動目標の達成度を自己評
価する(90分)。

第14回

老年看護学における看護過程の活用(講義・GW)
内容：思考過程のプロセス、老年看護学における看護過程
活用の実際。課題②として情報整理演習を実施する。事例
は、Excelで作成した模擬電子カルテ情報を用いて展開す
る
＊課題②で使用する模擬電子カルテ情報を配信し、課題
の取り組み方について説明するため、学生は各自PCを持
参すること。
行動目標：紙上事例での老年看護学の看護過程を展開す
るための準備ができる。
課題②で求められていることについて理解し、情報整理に
とりかかることができる。

「老年看護学の基礎」の思考過
程、生活行動モデルの部分に
ついて復習する(90分)。

各自で事例を熟読した上で情報
整理を行い、課題②を作成する
(90分)。

第15回

生活行動モデルに基づく高齢者理解(GW)
内容：本授業の成果として、事例を基に生活行動モデルに
沿った情報整理を実施する。
課題②：事前学習を講義開始時までにデータをclassroom
に提出する。1部プリントアウトして持参し、GWによって得た
気づきや視点を追加し、講義後に再度提出する。
行動目標：事前に各自で作成した情報シートを基にグルー
プワークを実施し、高齢者理解の視点を広げることができる
。
まとめ(講義)
内容：本授業のまとめ
行動目標：授業全体を通して、修得すべきであった内容と
自己の学習課題がわかる。

各自で事例を熟読した上で情報
整理を行い、課題②を作成する
(90分)。

本講義の資料を見直し、整理す
る。自己の学習課題をまとめる
(90分)。
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100

その他 0

教科書

参考文献

必要時講義中に提示する。

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

確認テスト 25点×2回
課題①   20点
課題②   30点

1.北川公子ほか/老年看護学(医学書院)
2.山田律子ほか/生活機能からみた老年看護過程＋病態・生活機能関連図(医学書院)

授業中の私語の禁止。指定した時以外のスマートフォンの使用禁止。
やむを得ず欠席する場合には、欠席届を提出すること。
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　小児看護学

科目名 小児看護学の基礎 ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 佐藤　洋子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

本講義は小児看護の豊富な実務経験がある教員が授業を行う。

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度前期

本科目は看護学の理論や科学的根拠に基づき、ディプロマポリシー「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた
基本的な判断力・思考力・対象理解力を高め、看護師としての実践能力を有している。」「看護学の本質を理解するために必要な、文理横断的
かつ学際的な知識と論理的な思考力を有し、看護を取り巻く状況の変化に柔軟に対応できる。」「医療・看護に関わる社会や時代の変化の本質
を考究でき、豊かな人間性と高い倫理観、社会的責任感を持ち、時代の変化に合わせて主体的に社会を支えることができる」人材の育成に関
係し、小児とその家族の健康的な生活を支援するための基礎的知識を獲得するための科目として位置づけられる。「小児看護の展開Ⅰ」「小児
看護の展開Ⅱ」「小児看護学実習」の基礎となる科目である。また、「看護病態治療学Ⅱ」と関連する科目である

小児の健康状態やその変化に応じた看護に必要な知識を習得するために、小児を取り巻く家族や社会の現状を理解しながら、発達段階別に
形態的、機能的、心理的、社会的な成長と発達を学ぶ。さらに小児の基本的人権と小児看護倫理から小児の利益にかなう看護とは何か、小児
看護の理念と責務について共に考えていく。また、小児の発達に応じた日常生活の世話やQOL、子どもの健康の保持増進、疾病の予防から小
児看護の役割・機能を学ぶ。

1．小児の成長・発達の特徴について説明できる。
2．子どもの権利について説明ができ、権利を擁護する看護援助について説明できる。
3．母子保健の動向と母子の健康を支える社会資源、制度について説明できる。
4．発達段階によって生じやすい小児期特有の健康問題の特徴と必要な看護について説明できる。
5．特別な状況にある小児や家族、社会の特徴を理解し、必要な看護について説明できる。
6．成人移行期における治療継続や自分らしい生活実現のための看護を説明できる。
7．小児と家族を対象とした小児看護の役割について説明できる。

授業方法はパワーポイント、視聴覚教材（DVD）用いた講義形式とする。理解を深めるため確認試験を実施する。第１５回では小児看護の専門
性について、ゲストスピーカーによる小児看護専門看護師の実践について紹介する。

Google Classroomを活用して、レポート提出や準備学習・事後学習を行い、自主学習を促す。
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課題に対するフィードバックの方法

本講義は小児看護の豊富な実務経験がある教員が授業を行う。

授業計画 学習内容

担当教員 佐藤　洋子

担当教員 佐藤　洋子

担当教員 佐藤　洋子

担当教員 佐藤　洋子

担当教員 佐藤　洋子

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

コースガイダンス 、シラバスに基づく科目の説明
小児看護の特徴と理念
１．小児看護の対象
２．小児看護の目標と役割
３．子どもの健康

教科書などで，事前に該当部分
を予習する（90分間程度）
テキスト：第Ⅰ章 pp.3-8,他

講義内容をまとめ、疑問点は自
己学習をすること。(90分）

第2回

小児と家族の諸統計
１．わが国の人口構造
２．出生と家族
３．子どもの死亡

教科書などで，事前に該当部分
を予習する（90分間程度）
テキスト：第Ⅱ章 pp.23-29,他

講義内容をまとめ、疑問点は自
己学習をすること。(90分）

第3回

子どもと家族を取り巻く社会
１．子どもの権利・こども基本法
２．児童福祉法・児童虐待防止法
３．母子保健法

教科書などで，事前に該当部分
を予習する（90分間程度）
テキスト：第Ⅰ章 pp.9-21,他、第
Ⅱ章 pp.30-40,他

講義内容をまとめ、疑問点は自
己学習をすること。(90分）

第4回

小児看護に関する理論
1. アタッチメント理論、2.  認知発達理論 
3. 自我発達理論、4.  セルフケア理論 等

教科書などで，事前に該当部分
を予習する（90分間程度）
テキスト：第Ⅲ章 pp.79-85,他

講義内容をまとめ、疑問点は自
己学習をすること。(90分）

第5回

小児の成長と発達-1
1．成長・発達の原則とその影響因子
2．身体的な成長発達

教科書などで，事前に該当部分
を予習する（90分間程度）
テキスト：第Ⅲ章 pp.65-85,他

講義内容をまとめ、疑問点は自
己学習をすること。(90分）
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担当教員 佐藤　洋子

担当教員 佐藤　洋子

担当教員 佐藤　洋子

担当教員 佐藤　洋子

担当教員 佐藤　洋子

第6回

小児の成長と発達-2
1．心理的・社会的な成長発達
2．成長発達の評価法

教科書などで，事前に該当部分
を予習する（90分間程度）
テキスト：第Ⅲ章 pp.79-95,他

講義内容をまとめ、疑問点は自
己学習をすること。(90分）

第7回

※確認試験1 前半のまとめ
小児の生活習慣の自立とその看護-1
1．子どもの生活習慣と自立支援

教科書などで，事前に該当部分
を予習する（90分間程度）
テキスト：第Ⅲ章 pp.65-143,他

講義内容をまとめ、疑問点は自
己学習をすること。(90分）

第8回

小児の生活習慣の自立とその看護-2
1．食行動の自立と支援
2. 排泄行動の自立と支援

教科書などで，事前に該当部分
を予習する（90分間程度）
テキスト：第Ⅲ章 pp.65-143,他

講義内容をまとめ、疑問点は自
己学習をすること。(90分）

第9回

小児の生活習慣の自立とその看護-3
1．睡眠の発達と支援
2. 清潔行動の発達と支援

教科書などで，事前に該当部分
を予習する（90分間程度）
テキスト：第Ⅲ章 pp.65-143,他

講義内容をまとめ、疑問点は自
己学習をすること。(90分）

第10回

小児の生活習慣の自立とその看護-4
1．思春期の特性と生活支援

教科書などで，事前に該当部分
を予習する（60分間程度）
テキスト：第Ⅲ章 pp.144-157,他

講義内容をまとめ、疑問点は自
己学習をすること。(90分）
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子どものヘルスプロモーション

担当教員 佐藤　洋子

担当教員 佐藤　洋子

担当教員 佐藤　洋子

担当教員 佐藤　洋子

担当教員 佐藤　洋子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 実施しない。

第11回

教科書などで，事前に該当部分
を予習する（90分間程度）
テキスト：第Ⅱ章 pp.36-63,他

講義内容をまとめ、疑問点は自
己学習をすること。(90分）

第12回

子どもの特性と事故
1. 子どもの病気への反応
2. 応急措置、救急蘇生法

教科書などで，事前に該当部分
を予習する（90分間程度）
テキスト：第Ⅳ章 pp.226-280,他
、第Ⅹ章 pp.481-498,他

講義内容をまとめ、疑問点は自
己学習をすること。(90分）

第13回

子どもと家族の健康問題に対する在宅での看護（guest 
speaker)
１．小児に対する外来看護・在宅看護
２．障害を有する小児と家族に対する支援

教科書などで，事前に該当部分
を予習する（90分間程度）
テキスト：第Ⅴ章 pp.195-223,
テキストⅡ：第Ⅱ章 pp.15-21,他

講義内容をまとめ、疑問点は自
己学習をすること。(90分）

第14回

※確認試験2
 まとめ

これまでの講義内容について確
認・学習する。

確認試験で理解が不足していた
部分を振り返り、自己学習をす
る(90分)講義内容をまとめ、疑問
点は自己学習をすること。(90分
）

第15回

小児看護領域の専門性と活動（guest speaker)
1. 小児看護専門看護師の役割

小児看護領域の専門看護師・
認定看護師に関して，webなど
を利用して該当部分を予習する
（90分間程度）日本看護協会HP
参照

講義内容をまとめ、疑問点は自
己学習をすること。(90分）
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100

その他 0

教科書

参考文献

参考文献等は講義内で提示する。

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

講義内での確認試験2回（５０点×2回）

二宮啓子,今野美紀編集/看護学テキストNiCE  小児看護学Ⅰ 小児看護学概論・小児看護技術/ 南江堂/2022年

講義中は能動的な学修姿勢で臨むこと。
他学生の学びを妨げる行為は慎むこと。
講義中の私語は厳禁。
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　小児看護学

科目名 小児看護学の展開Ⅰ ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 横山　佳世、菅原　美保

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度後期

本科目は看護学科のディプロマポリシー「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた判断力・思考力・対象理解
力を高め、看護師としての実践能力を有している。」と特に関係がある。また「看護学の本質を理解するために必要な、文理横断的かつ学際的
な知識と論理的な思考を有し、看護を取り巻く状況の変化に柔軟に対応できる。」「医療・看護に関わる社会や時代の変化の本質を考究でき、
豊かな人間性と高い倫理観、社会的責任を持ち、時代の変化に合わせて主体的に社会を支えることができる。」ことにも関係する科目である
「小児看護学の基礎」「看護病態治療学Ⅱ」をふまえ「小児看護学の展開Ⅱ」へつなぐ科目として位置づけられる

小児の健康状態やその変化に応じた看護に必要な知識を習得するために、小児と家族に起こりやすい状況と、様々な状況における小児と家族
の生活について学び、健康問題・入院が小児と家族に与える影響を理解する。さらに小児によくみられる症状および急性・慢性的経過をたどる
小児と家族の看護について学ぶ。

１．子どもの発達段階の特徴、および小児看護のケア理念について学び、健康問題をもつ子どもと家族に対する看護援助の基本について考察
し、説明できる
２．子どもによくみられる症状の機序を理解した上で、必要な看護援助について説明できる
３．小児看護における基本的な援助技術の特徴を理解し、演習を通して実践できる

健康問題をもつ子どもと家族に対する看護援助についてははパワーポイントとハンドアウト、視聴覚教材などを用いて説明する。演習は課題と
動画教材により基本的な小児看護援助技術を習得する。プレパレーション演習ではシミュレーション学習を通して体験的に学修する

双方型授業（Google formを利用したクイズ、レスポンスカード）
自主学習支援（e-ラーニング「今日の臨床サポート」「ナーシング・スキル」の活用、Google classroomを利用したレポート・課題提出、資料提供、
予習課題の提示）

NICUや小児病棟、外来で看護師として勤務した経験のある教員が指導を担当する
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 菅原　美保、横山　佳世

担当教員 菅原　美保、横山　佳世

担当教員 菅原　美保、横山　佳世

担当教員 菅原　美保、横山　佳世

担当教員 菅原　美保、横山　佳世

質問や意見には、講義内で回答する。予習・復習に必要な資料などは適宜Google Classroomにアップロードする

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

ガイダンス（横山）

小児看護の基本的な症状と行動（横山）
1．子どもによくみられる症状・行動と看護（不機嫌、啼泣、
痛み）
＊演習（身体計測・抱っこ）のオリエンテーション

教科書（小児看護学Ⅰ）p226-
241を予習する（60分程度）

質問や感想をGoogle formで提
出する。講義の内容確認と得ら
れた知識および理解度をノート
にまとめる（60分程度）

第2回

小児看護の基本的な援助技術演習
1．身体計測
2．抱っこ

小児看護学の基礎の復習（発達
評価）を行うこと。
教科書（小児看護学Ⅰ）身体計
測p314-328、抱っこ・移動p470-
471、ナーシング・スキルで、事
前に該当部分を予習する（90分
程度）

演習内容をまとめ、疑問点は自
己学習をすること。演習後レポ
ートに取り組むこと(90分程度）

第3回

急性期にある子どもと家族の看護ー１（菅原）
１．急性期の特徴
２．子どもと家族の看護
３．疾患をもった子どもの看護（気管支喘息）
４.子どもによくみられる症状・行動と看護（発熱、呼吸困難）

教科書（小児看護学Ⅰ）発熱
p237-241、呼吸困難p267-272、
（小児看護学Ⅱ）気管支喘息の
ある子どもと家族の看護p258-
272、今日の臨床サポートで、事
前に該当部分を予習する（60分
程度）

講義の内容確認と得られた知識
および理解度をノートにまとめる
（60分程度）

第4回

急性期にある子どもと家族の看護ー２（横山）
１．急性期の特徴
２．子どもと家族の看護
３．疾患をもった子どもの看護（急性胃腸炎）
４.子どもによくみられる症状・行動と看護（脱水、嘔吐、下
痢）

教科書（小児看護学Ⅰ）脱水・
嘔吐・下痢p242-259、（小児看
護学Ⅱ）急性胃腸炎にかかって
いる子どもと家族の看護p217-
225、今日の臨床サポートで、事
前に該当部分を予習する（60分
間程度）

講義の内容確認と得られた知識
および理解度をノートにまとめる
（60分程度）

第5回

周手術期にある子どもと家族の看護（横山）
１．周手術期の特徴
２．子どもと家族の看護
３．疾患をもった子どもの看護（扁桃肥大）

教科書（小児看護学Ⅱ）手術を
受ける子どもと家族の看護p48-
55、扁桃肥大のある子どもと家
族の看護p349-359、今日の臨
床サポートで、事前に該当部分
を予習する（60分程度）

講義の内容確認と得られた知識
および理解度をノートにまとめる
（60分程度）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員 菅原　美保、横山　佳世

担当教員 菅原　美保、横山　佳世

担当教員 菅原　美保、横山　佳世

担当教員 菅原　美保、横山　佳世

担当教員 菅原　美保、横山　佳世

第6回

慢性期にある子どもと家族の看護-1（横山）
１．慢性期の特徴
２．子どもと家族の看護
３．疾患をもった子どもの看護（ネフローゼ症候群）

教科書（小児看護学Ⅱ）成人期
に移行する慢性疾患をもつ子ど
もと家族の看護p96-101、ネフロ
ーゼ症候群のある子どもと家族
の看護p273-282、今日の臨床
サポートで、事前に該当部分を
予習する（60分程度）

講義の内容確認と得られた知識
および理解度をノートにまとめる
（60分程度）

第7回

慢性期にある子どもと家族の看護-２（横山）
１．疾患をもった子どもの看護（Ⅰ型糖尿病）
２．疾患をもった子どもの看護（ファロー四徴症）

教科書（小児看護学Ⅱ）１型糖
尿病のある子どもと家族の看護
p426-437、先天性心疾患のある
子どもと家族の看護p133-146、
今日の臨床サポートで、事前に
該当部分を予習する（60分程度
）

講義の内容確認と得られた知識
および理解度をノートにまとめる
（60分程度）

第8回

児童虐待・災害を受けた子どもと家族の看護（横山）
１．子どもの虐待とは
２．子どもと親に求められるケア 
３．災害時の子どもと家族の看護

教科書（小児看護学Ⅰ）児童虐
待・災害を受けた子どもと家族
への支援p211-224、（小児看護
学Ⅱ）虐待を受けた子どもと家
族の看護p339-348で事前に該
当部分を予習する（60分程度）

質問や感想をGoogle formで提
出する。講義の内容確認と得ら
れた知識および理解度をノート
にまとめる（60分程度）

第9回

発達障害のある子どもと家族の看護（特別講師：外部講師）
1．発達障害の子どもと家族の体験
2．発達障害の子どもと家族への医療と看護

教科書（小児看護学Ⅰ）発達障
害・心の問題を抱える子どもと家
族への支援p201-210、（小児看
護学Ⅱ）発達障害のある子どもと
家族の看護p393-403で事前に
該当部分を予習する（60分程度
）

質問や感想をGoogle formで提
出する。講義の内容確認と得ら
れた知識および理解度をノート
にまとめる（60分程度）

第10回

検査・処置を受ける子どもの看護-1（菅原）
1．子どもにとっての検査・処置体験
2．プレパレーション

教科書（小児看護学Ⅰ）プレパ
レーションp329-340、（小児看護
学Ⅱ）検査・処置を受ける子ども
と家族の看護p22-21で事前に
該当部分を予習する（60分程度
）

講義の内容確認と得られた知識
および理解度をノートにまとめる
（60分程度）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員 菅原　美保、横山　佳世

担当教員 菅原　美保、横山　佳世

担当教員 菅原　美保、横山　佳世

担当教員 菅原　美保、横山　佳世

担当教員 菅原　美保、横山　佳世

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 実施しない

第11回

検査・処置を受ける子どもの看護-2（菅原）
1．子どもにとっての検査・処置体験
2．演習事例紹介
3．グループワーク

教科書（小児看護学Ⅰ）プレパ
レーションp329-340、（小児看護
学Ⅱ）検査・処置を受ける子ども
と家族の看護p22-21で事前に
該当部分を予習する（60分程度
）

講義の内容確認と得られた知識
および理解度をノートにまとめる
（60分程度）
グループワークのまとめを
Google formで提出する

第12回

検査・処置を受ける子どもの看護【演習】
1．事例に基づくプレパレーションの計画

教科書、ナーシング・スキルなど
で、事前に該当部分を予習する
（12回・13回と合わせて120分程
度）

演習内容をまとめ、疑問点は自
己学習をすること。演習後レポ
ートに取り組むこと(12回・13回と
合わせて90分程度）

第13回

検査・処置を受ける子どもの看護【演習】
1．事例に基づくプレパレーションの実施と評価

教科書、ナーシング・スキルなど
で、事前に該当部分を予習する
（12回・13回と合わせて120分程
度）

演習内容をまとめ、疑問点は自
己学習をすること。演習後レポ
ートに取り組むこと(12回・13回と
合わせて90分程度）

第14回

子どもと家族へのエンド・オブ・ライフケア（横山）
１．終末期の特徴
２．子どもと家族の看護

教科書（小児看護学Ⅱ）終末期
にある子どもと家族の看護p102-
108で事前に該当部分を予習す
る（60分程度）

質問や感想をGoogle formで提
出する。講義の内容確認と得ら
れた知識および理解度をノート
にまとめる（60分程度）

第15回

確認テストとまとめ
１．確認テスト
２．課題の解説

教科書などで、事前に該当部分
を予習する（90分程度）

講義の内容確認と得られた知識
および理解度をノートにまとめる
（60分程度）

- 345 -



北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

100

その他 0

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

確認テスト3回(55％)
演習課題①、演習課題②(20％)
演習および演習後レポート(25％)
評価対象物に不正行為が認められた場合は単位習得を認めない。また、提出期限後の課題提
出は減点となり、期限1週間を過ぎた場合は得点を認めない

看護学テキストNiCE 小児看護学Ⅰ改訂第4版/今野美紀,二宮啓子/ 南江堂
看護学テキストNiCE 小児看護学Ⅱ改訂第4版/今野美紀,二宮啓子/ 南江堂
ナーシング グラフィカ小児看護学(3)小児の疾患と看護第3版/中村友彦他編/メディカ出版
小児看護技術アドバンス新訂第2版/山元恵子監修/インターメディカ

病気がみえる vol.15 小児科/医療情報科学研究所編/ メディックメディア
他、講義内で提示する

講義中は能動的な学修姿勢で臨むこと。他学生の学びを妨げる行為は慎むこと
講義中の私語は厳禁である
講義および演習の日程については変則的となるため、必ずGoogle classroomを確認すること
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　母性看護学

科目名 母性看護学の基礎 ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 小塀　ゆかり

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

助産師としての臨床経験、知識を活かし講義を行う。

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度前期

本学科のDP、「健康状態や その変化に応じた看護に必要となる科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力・対象理解力を高め、看護師
としての実践能力を有している」に関連した母性看護学領域の科目である。
母性看護学の対象である「女性」を理解し、女性の周産期および各ライフサイクルにおける心身の変化、取り巻く社会・環境について学習する科
目であり、「母性看護学の展開Ⅰ」「母性看護学の展開Ⅱ」「母性看護学実習」の基礎となる科目である。

女性のライフサイクル全般を通して母性とは何かを理解し、個、家族、集団の視点から、その特徴を学ぶ。また、女性のライフステージ各期の身
体的、心理社会的特徴と健康促進の支援から子孫創造への役割と母子保健統計や政策に関してマクロな視点から学習する。母性看護で活用
されている理論や概念を中心に展開する。

１．母性看護の概念、母性看護の意義・役割がわかる。
２．母性意識の発達過程、母親役割行動の取得過程がわかる。
３．母性看護の変遷、統計、制度などから、母子保健をマクロ的な視点から捉えることができる。
４．親子・家族関係の形成過程及び家族の役割についてわかる。
５．女性のライフサイクル各期における健康状態の特徴と看護について説明できる。

パワーポイントとハンドアウトを用いて講義形式ですすめる。
理解度確認テスト、およびミニレポートを作成してもらう。

課題の提出とフィードバックは、一部Google classroomを活用して行う。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

フィードバックとして、レポートのコメントを講義内、若しくはGoogle classroomを活用して返します。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

ガイダンス
母性看護学の概念
・母性とは
・母性看護学とは

教科書の該当箇所に目を通して
おくこと（90分）

講義資料とともに教科書を読み
、理解を深めておくこと（90分）

第2回

母性看護学の基盤となる理論と概念
・リプロダクティブ・ヘルス/ライツ
・セクシュアリティ
・アタッチメント

教科書の該当箇所に目を通して
おくこと（90分）

講義資料とともに教科書を読み
、理解を深めておくこと（90分）

第3回

根拠に基づく母性看護の実践
・根拠に基づく実践とは
・エビデンスの必要性

教科書の該当箇所に目を通して
おくこと（90分）

講義資料とともに教科書を読み
、理解を深めておくこと（90分）

第4回

性をとりまく社会と現状
・社会的・心理的特性からみた性
・統計からみる性をとりまく社会の現状

教科書の該当箇所に目を通して
おくこと（90分）

講義資料とともに教科書を読み
、理解を深めておくこと（90分）

第5回

母子保健統計の理解
・日本の人口、出生に関する概観
・日本の母子保健水準と統計値
・諸外国における母子保健統計と日本の比較
・少子化の背景

教科書の該当箇所に目を通して
おくこと（90分）

講義資料とともに教科書を読み
、理解を深めておくこと（90分）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

母子にかかわる法律
・母子にかかわる法律
・母子保健施策・事業
・母子保健にかかわる課題と政策

教科書の該当箇所に目を通して
おくこと（90分）

講義資料とともに教科書を読み
、理解を深めておくこと（90分）

第7回

周産期医療体制
・周産期医療体制の改善が必要となった背景
・周産期医療体制
・日本の周産期医療の課題

教科書の該当箇所に目を通して
おくこと（90分）

講義資料とともに教科書を読み
、理解を深めておくこと（90分）

第8回

・性と生殖をめぐる倫理的課題とは
・ARTをめぐる倫理的課題
・専門職に求められる倫理性

教科書の該当箇所に目を通して
おくこと（90分）

講義資料とともに教科書を読み
、理解を深めておくこと（90分）

第9回

国際化のなかでの母性看護の役割
・異なる文化的背景をもつ女性への看護
・母子保健委における国際協力

教科書の該当箇所に目を通して
おくこと（90分）

講義資料とともに教科書を読み
、理解を深めておくこと（90分）

第10回

これまでの講義まとめ
・知識確認テスト

教科書の該当箇所に目を通して
おくこと（90分）

講義資料とともに教科書を読み
、理解を深めておくこと（90分）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

女性のライフサイクルと健康支援
・女性のライフサイクルの全体像
・思春期の女性の特徴
・思春期女性の健康問題と看護
・レポート課題提示

教科書の該当箇所に目を通して
おくこと（90分）

講義資料とともに教科書を読み
、理解を深めておくこと（90分）

第12回

女性のライフサイクルと健康支援
・成熟期女性の特徴
・成熟期の女性の健康問題と看護

教科書の該当箇所に目を通して
おくこと（90分）

講義資料とともに教科書を読み
、理解を深めておくこと（90分）

第13回

女性のライフサイクルと健康支援
・更年期の女性の特徴
・更年期の女性の健康問題と看護

教科書の該当箇所に目を通して
おくこと（90分）

講義資料とともに教科書を読み
、理解を深めておくこと（90分）

第14回

女性のライフサイクルと健康支援
・老年期の女性の特徴
・老年期の女性の健康問題

教科書の該当箇所に目を通して
おくこと（90分）

講義資料とともに教科書を読み
、理解を深めておくこと（90分）

第15回

これまでの講義内容まとめ
・知識確認テスト

教科書の該当箇所に目を通して
おくこと（90分）

講義資料とともに教科書を読み
、理解を深めておくこと（90分）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

100

その他 0

教科書

参考文献

講義内で適宜提示する。

履修条件・留意事項等

レポート課題、小テストにより総合的に評価する。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

2回の小テスト（90%）、レポート課題（10%）

齋藤いずみ 他編集：看護学テキストNICE 母性看護学Ⅰ 改訂第3版 南江堂
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　母性看護学

科目名 母性看護学の展開Ⅰ ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 多賀　昌江、小塀　ゆかり、福士　晴佳

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度後期

本学科のDPである、「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた判断力・思考力・対象理解力を高め、看護師と
しての実践能力を有している。（知識・技能）」と関連した母性看護学領域の科目である。

妊娠期・分娩期・産褥期の経過と胎児・新生児期の生理的特性および看護について学ぶ。さらに、妊娠・出産と子育てをとりまく家族の変化と看
護について理解する。また、周産期看護と周産期の異常を持つ妊産褥婦のケアについて学習する。

１．妊娠や育児を取り巻く現状について理解し、その看護について説明できる。
２．妊婦および胎児の生理的変化と適応、および妊婦、家族の心理的変化について説明できる。
３．妊婦の健康管理、セルフケアへの看護について説明できる。
４．妊婦の基本的なヘルスアセスメントが実践できる。
５．妊娠期の異常とその看護について説明できる。
６．分娩期、産褥期、新生児期にある母子とその家族の看護援助を行うために必要な基本的知識を説明できる。
７．分娩期、産褥期、新生児期にある母子とその家族の身体的・心理的・社会的特性を述べることができる。
８．分娩期、産褥期、新生児期に必要な看護の特性と方法を述べることができる。
９．分娩期、産褥期、新生児期における主な異常とその看護援助の要点を挙げることができる。

パワーポイントとハンドアウトを用いた講義形式ですすめる。
適宜、視聴覚メディア（オンライン資料、ＤＶＤ、動画教材等）と教育教材などを活用する。
 ＊講義のなかでミニッツペーパー（学びの振り返り、思ったこと、質問等を記述したもの）を適宜使用し、理解度の確認等を行う。

・授業の参考動画や資料は、Google Classroomにアップし復習に活用できるようにする。
・課題の提出とフィードバックは、Google Classroomの課題提出機能等を活用して行う。

科目担当教員は全員助産師である。助産師として、産科や周産期母子医療センター、NICUなどに10年前後勤務した経験があり、臨床現場に
おける周産期ケアと看護の実際について豊富な知識を有している。この臨床経験を活かし、周産期の母子とその家族の看護や子育て支援、
周産期のグリーフケアについて具体的で実践的な内容を教授する。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 小塀　ゆかり、多賀　昌江、福士　晴佳

担当教員 小塀　ゆかり、多賀　昌江、福士　晴佳

担当教員 小塀　ゆかり、多賀　昌江、福士　晴佳

担当教員 小塀　ゆかり、多賀　昌江、福士　晴佳

担当教員 小塀　ゆかり、多賀　昌江、福士　晴佳

講義内、およびGoogleClassroomにてフィードバックする。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

ガイダンス
マタニティサイクルとは
【周産期における看護】
・周産期の特性と看護の対象者および看護の特性につい
て学ぶ。また、周産期看護に携わる職種と連携について理
解する。
・妊婦の身体的・心理的・社会的特性と変化

教科書の該当箇所を読み予習
しておくこと（90分）

講義資料と教科書を読み返し理
解を深めておくこと（90分）

第2回

【妊婦と胎児のヘルスアセスメント】
妊娠の診断方法と分娩予定日の算出方法、妊婦健康診査
の必要性と方法について学ぶ。
妊娠各期の妊婦と胎児のヘルスアセスメントの視点と方法
について学ぶ。
・胎児心音聴取
・胎児心拍モニタリング
・羊水検査
・母体の感染症

教科書の該当箇所を読み予習
しておくこと（90分）

講義資料と教科書を読み返し理
解を深めておくこと（90分）

第3回

【妊娠に伴う生理的変化とマイナートラブル】
妊娠各期のマイナートラブルの主な症状と特徴、原因・誘
因について理解し、援助と保健指導について学ぶ。
・全身、および生殖器の変化
・妊婦の日常生活への援助

教科書の該当箇所を読み予習
しておくこと（90分）

講義資料と教科書を読み返し理
解を深めておくこと（90分）

第4回

【妊娠期における親役割獲得過程と援助】
妊婦と家族の看護について学ぶ。親になるための準備教
育の内容と方法、および親役割獲得のための家族の援助
について学ぶ。
【妊娠期の異常と看護①】
ハイリスク妊娠と看護について学ぶ。妊娠疾患、妊娠期の
感染症、妊娠経過の異常、妊娠持続期間の異常、多胎妊
娠、胎位の異常、胎児付属物の異常と観察の視点および
看護について学ぶ。

教科書の該当箇所を読み予習
しておくこと（90分）

講義資料と教科書を読み返し理
解を深めておくこと（90分）

第5回

【妊娠期の異常と看護②】
ハイリスク妊婦と心理・社会的問題について理解し、近年の
妊婦の特性とハイリスク妊婦の看護を学ぶ。高年初産婦、
若年妊婦、未受診妊婦、出生前診断を受けた妊婦とその
家族の看護について学ぶ。

教科書の該当箇所を読み予習
しておくこと（90分）

講義資料と教科書を読み返し理
解を深めておくこと（90分）
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担当教員 小塀　ゆかり、多賀　昌江、福士　晴佳

担当教員 小塀　ゆかり、多賀　昌江、福士　晴佳

担当教員 小塀　ゆかり、多賀　昌江、福士　晴佳

担当教員 小塀　ゆかり、多賀　昌江、福士　晴佳

担当教員 小塀　ゆかり、多賀　昌江、福士　晴佳

第6回

【分娩期の看護①】
分娩期の経過と看護について学ぶ。
分娩の3要素、分娩室の環境、分娩時の産婦と家族の心理
について理解し、分娩各期のアセスメントと援助について
学ぶ。
分娩期の胎児心拍数陣痛図の判読について学ぶ。

分娩期の看護に関する教科書
の該当箇所を読み予習しておく
こと。（90分）

講義資料と教科書を読み返し理
解を深めておくこと（90分）

第7回

【分娩期の看護②】
分娩期の正常からの逸脱と看護、産科処置と手術の看護
について学ぶ。
分娩3要素に関する異常と周産期の異常出血、遷延分娩と
看護援助について学ぶ。

分娩期の正常からの逸脱と看護
に関する教科書の該当箇所を
読み予習しておくこと。（90分）

講義資料と教科書を読み返し理
解を深めておくこと（90分）

第8回

【知識確認テスト（妊娠期・分娩期）】
【産褥期の看護①】
産褥期の身体的、心理的、社会的変化について学ぶ。ま
た、褥婦の全身状態と生殖器の復古状態のアセスメントと
看護について学ぶ。

第１回から第７回までのハンドア
ウトを読み直し、理解が浅い部
分は教科書の関連する項目を
読んで理解を深めておく
こと。また、産褥期の看護に関す
る教科書の該当箇所を読み予
習しておくこと。（90分）

講義資料と教科書を読み返し理
解を深めておくこと（90分）

第9回

【産褥期の看護②】
母乳育児に関するアセスメントと看護について学ぶ。また、
産褥期の親になっていく過程について学ぶ。

教科書の該当箇所を読み予習
しておくこと。（90分）

講義資料と教科書を読み返し理
解を深めておくこと（90分）

第10回

【産褥期の健康課題と看護】
子宮復古不全、貧血、産褥期の発熱、乳腺炎、産後の精
神障害と看護について学ぶ。

教科書の該当箇所を読み予習
しておくこと。（90分）

講義資料と教科書を読み返し理
解を深めておくこと（90分）
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担当教員 小塀　ゆかり、多賀　昌江、福士　晴佳

担当教員 小塀　ゆかり、多賀　昌江、福士　晴佳

担当教員 小塀　ゆかり、多賀　昌江、福士　晴佳

担当教員 小塀　ゆかり、多賀　昌江、福士　晴佳

担当教員 小塀　ゆかり、多賀　昌江、福士　晴佳

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

【帝王切開術と看護】
帝王切開術を受ける産婦の看護と手術後の褥婦の看護に
ついて学ぶ。

教科書の該当箇所を読み予習
しておくこと。（90分）

講義資料と教科書を読み返し理
解を深めておくこと（90分）

第12回

【新生児期の看護①】
新生児の看護の視点と新生児の機能、生理的特徴とアセ
スメントの視点について学ぶ。

新生児期の看護に関する教科
書の該当箇所を読み予習して
おくこと。（90分）

講義資料と教科書を読み返し理
解を深めておくこと（90分）

第13回

【新生児期の看護②】
新生児の子宮外適応、発達状況のアセスメントと援助につ
いて学ぶ。
新生児のヘルスアセスメントの視点と援助、新生児黄疸と
看護について学ぶ。

新生児期の看護に関する教科
書の該当箇所を読み予習して
おくこと。（90分）

講義資料と教科書を読み返し理
解を深めておくこと（90分）

第14回

【新生児期の看護③】
新生児期の健康問題（新生児仮死、分娩外傷、感染症、
呼吸障害など）と看護、ハイリスク新生児と看護について学
ぶ。

新生児期の看護に関する教科
書の該当箇所を読み予習して
おくこと。（90分）

講義資料と教科書を読み返し理
解を深めておくこと（90分）

第15回

【知識確認テスト（産褥期・新生児期）】
生まれた子どもに先天異常がある家族の援助、子どもを亡
くした家族の援助について学ぶ。（多賀）

教科書の該当箇所を読み予習
しておくこと。8回から第14回まで
のハンドアウトを読み直し、理解
が浅い部分は教科書の関連す
る項目を読んで理解を深めてお
く。（120分）

知識確認テストとこれまでの学
習内容について復習すること
（90分）。
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100

その他 0

教科書

参考文献

なし

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

2回の小テストにより評価する。

大平光子 他編集：看護学テキストNICE 母性看護学Ⅱ 改訂第3版 南江堂
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　精神看護学

科目名 精神看護学の基礎 ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 井上　仁美

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

本科目は精神保健看護で看護師として実務経験のある教員が担当する。

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度前期

本科目は、DPの「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力・対象理解力を高め、看護
師としての実践能力を有している」に特に関連し、「看護学の本質を理解するために必要な、文理横断的かつ学際的な知識と論理的な思考力
を有し、看護を取り巻く状況の変化に柔軟に対応できる」「医療・看護に関わる社会や時代の変化の本質を考究でき、豊かな人間性と高い倫理
観、社会的責任感を持ち、時代の変化に合わせて主体的に社会を支えることができる」に関連した科目である。
４年次のの展開Ⅰ・Ⅱの基礎となる科目である。
また、１年次のメンタルヘルス、心理学概論を基礎とし、同時期に開講される看護病態治療学Ⅳと関連する科目である。

精神看護の基本概念となる精神の健康の概念、心の機能と発達、危機や災害時における精神の健康とマネジメント、ストレスへの対処と疾病予
防、精神保健の歴史的変遷や法律、精神看護の倫理、精神保健行政、精神保健医療の場で行われる集団活動および精神看護の現状と課題
を学ぶ。

1. 精神保健看護学を学んでいく上で基本的な知識について説明できる。
2. 精神保健看護に関連する現代社会における課題を、その要因や問題の様相、精神保健看護の側面から説明できる。
3. 自己や他者のメンタルヘルスについての理解を深め、自分自身のメンタルヘルスをコントロールする方法を説明できる

授業ではテキストや配布するレジュメを用いてパワーポイントで説明する。また、自分の考えを課題レポートとして提出する。学んだ知識の定着
を促進するため毎回、確認テストを実施する。準備学習または事後学習について自己学習ノートを作成し、Ｇoogle Ｃlassroom（以下、ＧＣ）に提
出することで、自己学習支援を行う。

学んだ知識の定着を促進するため、学習した内容について各学生がノートを作成し、ＧＣに提出する。レポート課題等についてもGCに提出する
。
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課題に対するフィードバックの方法

ＧＣで提出された課題や授業時間中に行う確認テストは授業時間中またはＧＣでフィードバックを行う。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

ガイダンス                     
精神看護学の基本的な考え方
こころの健康・不健康の概念や精神障がいの定義をふまえ
ながら、精神看護学の基本的考え方や心構えを学ぶ。
また、精神障害を説明するさまざまなモデル（考え方）と精
神障害のとらえ方を学習する。

テキスト② Ｐ．1～4、62～63をよ
く読んで、ノートにまとめる（90分
）。

テキストおよびレジュメで復習し
、次回の講義に実施する確認テ
ストの準備をする（90分）。

第2回

心のはたらきと精神の健康・障害 【確認テスト①；１回目の
内容】
人格、気質、自我、感情、認知など人間の心のはたらきに
ついて学ぶ。
さまざまなストレスに対処するシステムとしての防衛機制と、
ライフサイクル各期における発達課題など人格の発達に関
する代表的な理論について学習する。
発達段階における小児期逆境体験の影響とトラウマインフ
ォームドケア（TIC）について学習する。

テキスト①P.45～97をよく読んで
、ノートにまとめる（90分）。

テキストおよびレジュメで復習し
、次回の講義に実施する確認テ
ストの準備をする（90分）。

第3回

脳の構造と認知機能 【確認テスト②；2回目の内容】
脳の構造と認知機能、認知機能の神経基盤について学習
する。
脳の学習をとおして、薬物療法の基本を学習する。

テキスト①P.28～45をよく読んで
、ノートにまとめる（90分）。

テキストおよびレジュメで復習し
、次回の講義に実施する確認テ
ストの準備をする（90分）。

第4回

心の危機とストレス 【確認テスト③；3回目の内容】
生体システムとしてのストレス反応と恒常性の維持、睡眠（
サーカディアンリズム）との関連性について学習する。
ストレスへの対処行動と危機理論、カプランの予防概念を
理解できる。
生きる力と強さに着目したレジリエンス、リカバリ、ストレング
スなどの概念について学習する。
がんの受容過程における理論や悲嘆のプロセスについて
学習する。

テキスト①P.6～17、150～170を
よく読んで、ノートにまとめる（90
分）。

テキストおよびレジュメで復習し
、次回の講義に実施する確認テ
ストの準備をする（90分）。

第5回

家族におけるメンタルヘルス 【確認テスト④；4回目の内容】
システムとしての家族と家族病理について学習する。
家庭内暴力や児童虐待などの事例から、high EE・lowEE家
族や家族ホメオスーシス、共依存、世代間連鎖などの概念
を学習し、家族はケアが必要なクライアントであることを学
習する。
ドメスティックバイオレンスにおける加害者と被害者の心理
状態と関係性について学習する。

テキスト①P.99～120、173～
177，182～185をよく読んで、ノ
ートにまとめる（90分）。

テキストおよびレジュメで復習し
、次回の講義に実施する確認テ
ストの準備をする（90分）。
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

職場・学校等におけるメンタルヘルス 【確認テスト⑤；5回
目の内容】
職場や学校における精神関連問題について理解するとと
もに、ハラスメントやいじめが精神健康に与える影響とその
支援について学習する。また、LGBTQなどの性の多様性、
ひきこもり問題などについて学習する。

テキスト①P.122～141、178～
181、186～195をよく読んで、ノ
ートにまとめる（90分）。

テキストおよびレジュメで復習し
、次回の講義に実施する確認テ
ストの準備をする（90分）。

第7回

嗜癖の問題 【確認テスト⑥；6回目の内容】
嗜癖の問題が心身および日常生活や家族に及ぼす影響
について学習するとともに嗜癖問題から回復するための支
援の方法を学ぶ。

テキスト①P.202～195をよく読ん
で、ノートにまとめる（90分）。

テキストおよびレジュメで復習し
、次回の講義に実施する確認テ
ストの準備をする（90分）。

第8回

精神障害と治療・看護の歴史 【確認テスト⑦；7回目の内容
】
精神疾患・障害とその治療・看護の歴史的経緯を学習する
。
特に、日本における精神医学・治療の歴史的経緯と地域・
文化との結びつきを学び、社会的視点から精神障がいに
ついて学習する。
優生保護法など、過去の歴史から現在まで続いている課
題について学習し、その問題点について学ぶ。

テキスト①P.230～249をよく読ん
で、ノートにまとめる（90分）。

テキストおよびレジュメで復習し
、次回の講義に実施する確認テ
ストの準備をする（90分）。

第9回

精神障害と法制度 【確認テスト⑧；8回目の内容】
精神障がいをもつ人々を対象とする法律の目的と位置づ
けおよび法制度の変遷について学習する。精神科におけ
る入院制度と医療観察法についての問題や人権擁護と生
活支援の点からの課題について学習する。

テキスト①P.249～279をよく読ん
で、ノートにまとめる（90分）。

テキストおよびレジュメで復習し
、次回の講義に実施する確認テ
ストの準備をする（90分）。

第10回

精神障害をもつ人の地域生活支援 【確認テスト⑨；9回目
の内容】
精神障害をもつ人の地域での生活と制度について学ぶとと
もに、地域生活を支えるさまざまなサービスとその基盤とな
る考え方を学習する。特に、今後は地域包括ケアシステム
のなかに精神看護が位置づけられることを学習する。災害
時の心のケアについて学習する。

テキスト①P.12～13，②356～
396、404～411、467～479をよく
読んで、ノートにまとめる（90分）
。

テキストおよびレジュメで復習し
、次回の講義に実施する確認テ
ストの準備をする（90分）。
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

身体疾患と精神看護 【確認テスト⑩；10回目の内容】
脳とからだの関係、身体疾患と精神症状の関係性につい
て学習する。リエゾン精神看護の役割と仕事について学習
する。
がん、産後うつなど、ストレスや生活環境による精神障害に
ついて学習する。

テキスト①P.428～442をよく読ん
で、ノートにまとめる（90分）。

テキストおよびレジュメで復習し
、次回の講義に実施する確認テ
ストの準備をする（90分）。

第12回

集団力動論 【確認テスト⑪；11回目の内容】
集団力動（グループダイナミクス）の歴史的発展段階を学
ぶ。
グループを活用した実践について学習する。
社会生活技能訓練（ＳＳＴ）や当事者によるセルフヘルプグ
ループ、ピアサポート、当事者研究などについて学び、集
団療法の治療的意義について学習する。

テキスト②P.173～177、186～
187をよく読んで、ノートにまとめ
る（90分）。

テキストおよびレジュメで復習し
、次回の講義に実施する確認テ
ストの準備をする（90分）。

第13回

看護職のメンタルヘルス 【確認テスト⑫；12回目の内容】
対人関係職が体験する感情労働とメンタルヘルスへの影
響について学習する。新人看護師の職場不適応、燃え尽
き症候群、うつ、暴力などの問題についての対処とストレス
マネジメントの方法を学習する。

テキスト①P.18～25をよく読んで
ノートにまとめる（90分）。GCに
資料をUPするので、よく読んで
おくこと（90分）。

レジュメで復習し、次回の講義
に実施する確認テストの準備を
する（90分）。

第14回

援助的人間関係を築く 【確認テスト⑬；13回目の内容】
ケアの原則を理解するとともに患者－看護師関係における
治療的援助関係の発展段階とそのコミュニケーションの技
法を学習する。

テキスト②P.173～177、194～
215をよく読んで、ノートにまとめ
る（90分）。

テキストおよびレジュメで復習し
、次回の講義に実施する確認テ
ストの準備をする（90分）。

第15回

精神科看護における倫理 【確認テスト⑭；14回目の内容】
「精神科看護倫理綱領」や倫理基準について理解するとと
もに精神看護実践における倫理的課題と求められる倫理
について学習する。アドボカシー、自己決定、エンパワメン
トなどの概念について学習する。

テキスト①P.4～20をよく読んで、
ノートにまとめる（90分）。

レポート課題を作成する（９０分）
。
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100

その他 0

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

レポートやテスト時に不正行為があった場合は、単位を認定しない。

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

・確認テスト70％ 5点×14回 講義開始時に実施する               
・レポート課題の提出30％ 10点×3回【具体的な課題と提出期限はそのつど提示する】      
※レポートは引用文献・参考文献を必ず明記すること。                 
毎回、その回のテキストによる予習または復習を手書きで作成した場合は、内容と量で１～３点
を加点する（GCに提出すること）

岩﨑弥生、渡邉博幸 編：新体系 看護学全書 精神看護学① 精神看護学概論／精神保健 第6版  メヂカルフレンド社 
岩﨑弥生、渡邉博幸 編：新体系 看護学全書 精神看護学② 精神障害をもつ人の看護 第6版  メヂカルフレンド社
テキストは本科目と「精神看護学の展開Ⅰ・Ⅱ」「精神看護学実習でも使用する

適宜、GCに提示する。

私語は厳禁とします。私語をしている学生には直接注意します。遅刻・欠席をすると確認テストが受けられず、その回のテストが０点となりますの
で、欠席・遅刻をしないようにしてください。遅刻は２０分を超えると欠席になります。また、遅刻は3回で1回の欠席となりますので注意してくださ
い。途中退室して１５分以上経過しても入室しない場合は「早退」とみなすことがあります。体調不良時を除き、退席しないようにしてください。
６０点に満たない場合はDH判定となり、再試の対象となります。
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　精神看護学

科目名 精神看護学の展開Ⅰ ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 井上　仁美、藤村　恵理子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

本科目は精神保健医療の分野で看護師として実務経験のある教員が担当する。

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度後期

精神看護学の理論や疾患の科学的根拠に基づき、精神障害をもちながらでも健康的な生活が送れるよう支援するための基礎的知識を学習す
るための科目である。
DPの「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力・対象理解力を高め、看護師としての
実践能力を有している。」と特に関連し、「看護学の本質を理解するために必要な、文理横断的かつ学際的な知識と論理的な思考力を有し、看
護を取り巻く状況の変化に柔軟に対応できる。」に関連した科目である。
「メンタルヘルス」「薬理学」「心理学概論」「精神看護学の基礎」「看護病態治療学Ⅳ」が基盤となり、これらの知識を発展的に活用して精神科疾
患と看護を考え、「精神看護学実習」の基礎となる科目である。

精神看護の対象となる主な疾患・障害の特徴と看護について、症状/検査/薬物療法などを体系的に学習する。それぞれの精神障害の原因、
回復過程と援助方法について、生物・心理・社会的側面から学ぶ。また、症状や薬物療法などによる生活のしづらさについて理解したうえで、支
援のあり方を考える講義を行う。地域で生活する当事者の話を聴くことで、地域生活において必要な看護の役割や支援方法について学習する
。

1.精神障がいをもつ人の状態のとらえ方とさまざまな精神症状について説明することができる。
2.それぞれの精神障害を生物・心理・社会的側面から説明することができる。
3.症状や薬物療法などによる生活のしづらさについて理解したうえで、支援のあり方を述べることができる。

統合失調症、うつ病、双極性障害、アルコール依存症などの精神疾患について、講義形式でレジュメおよびテキストを用いて講義する。
知識の定着をはかるために、ほぼ毎回の講義の最初に前回の講義内容について「確認テスト」を実施する。
統合失調症やアルコール依存症などの当事者または家族の方をゲストスピーカーとして体験談を聞く。
地域での支援については保健師の方をゲストスピーカーとして来ていただき、実際の支援と保健師の役割について学ぶ。
学生はゲストスピーカーの話を聞いたのちに、自分が感じた思いや支援のあり方について整理し、レポートにまとめ提出する。

指定したレポート課題等はGoogle Classroom（以下、ＧＣ）に提出する。
準備学習・事後学習および課題はGCに提示するため、確認して学習を進める。
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課題に対するフィードバックの方法

事後課題および授業時間内に実施する確認テストについては、講義時間内またはＧＣでフィードバックを行う。

授業計画 学習内容

担当教員 藤村　恵理子

担当教員 藤村　恵理子

担当教員 藤村　恵理子

担当教員 藤村　恵理子

担当教員 藤村　恵理子

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

"精神の健康上に問題をもつ人の理解と看護Ⅰ－１     
統合失調症、統合失調症型障害および妄想性障害①
統合失調症の発症の原因、状態および回復過程とその治
療について学ぶ。

テキスト②P.71～77をよく読んで
重要なところに下線を引く（90分
）。

配布したレジュメとテキストの復
習をし、確認テストの準備をする
（90分）

第2回

"精神の健康上に問題をもつ人の理解と看護Ⅰ－２      【
授業開始時に確認テスト①；第1回目の内容】
統合失調症、統合失調症型障害および妄想性障害②
統合失調症の事例をとおして、状態の経過にあわせた看
護の方法を学習する。

テキスト②P. 274～293を読み、
重要な箇所に下線を引く（90分）
。

配布したレジュメとテキストの復
習をし、確認テストの準備をする
（90分）。

第3回

"精神の健康上に問題をもつ人の理解と看護Ⅱ－１    【授
業開始時に確認テスト②；第2回目の内容】
気分＜感情＞障害；うつ病①、双極性障害①
気分障害であるうつ病の発症の原因および回復過程とそ
の治療を学習する。

テキスト②P.71～77をよく読んで
重要なところに下線を引く（90分
）。

配布したレジュメとテキストの復
習をし、確認テストの準備をする
（90分）

第4回

"精神の健康上に問題をもつ人の理解と看護Ⅱ-２       【授
業開始時に確認テスト③；第3回目の内容】
気分＜感情＞障害；うつ病②、双極性障害②
気分障害であるうつ病の事例をとおして、状態の経過にあ
わせた看護の方法を学習する。

テキスト②P.294～304をよく読ん
で重要なところに下線を引く（90
分）。

配布したレジュメとテキストの復
習をし、確認テストの準備をする
（90分）。

第5回

"精神の健康上に問題をもつ人の理解と看護Ⅲ-1；精神作
用物質による精神・行動の障害：アルコール、薬物等の依
存症① 【授業開始時に確認テスト④；第4回目の内容】
アルコールや薬物等の依存症の病態、治療、回復過程を
理解するとともに、回復過程や状態に応じた看護を学習す
る。

テキスト①P.202～218、②P.305
～310をよく読んで重要なところ
に下線を引く（90分）。

配布したレジュメとテキストの復
習をし、確認テストの準備をする
（90分）
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担当教員 藤村　恵理子

担当教員 藤村　恵理子

担当教員 井上　仁美

担当教員 井上　仁美

担当教員 井上　仁美

第6回

"精神の健康上に問題をもつ人の理解と看護Ⅲ-2；精神作
用物質による精神・行動の障害：アルコール、薬物等の依
存症 ②【授業開始時に確認テスト⑤；第5回目の内容】
アルコールや薬物等の依存症の事例を通して、回復過程
や状態に応じた看護を学習する。

テキスト②P.294～304をよく読ん
で重要なところに下線を引く（90
分）。

配布したレジュメとテキストを復
習し、確認テストの準備をする
（90分）。

第7回

"精神の健康上に問題をもつ人の理解と看護Ⅳ；不安障害
、強迫性障害、PTSD、解離性障害          【授業開始時に
確認テスト⑥；第6回目の内容】
不安障害、強迫性障害、PTSD、解離性障害の発症の原因
、状態、治療、回復過程を理解するとともに、回復過程や
状態に応じた看護を学習する。

"テキスト②P.324～329をよく読
んで重要なところに下線を引く。
ClassroomにUPされた資料また
はyoutubeを視聴する。（90分）

配布したレジュメとテキストの復
習をし、確認テストの準備をする
（90分）。

第8回

"精神の健康上に問題をもつ人の理解と看護Ⅴ；摂食障害 
【 授業開始時に確認テスト⑦；第7回目の内容】
摂食障害の病態と治療を理解し、事例をとおして経過に応
じた看護を学習する。

テキスト②P.112～119をよく読ん
で重要なところに下線を引
く。GCにUPされた資料を読む
（90分）。

配布したレジュメとテキストの復
習をし、確認テストの準備をする
（90分）。

第9回

"精神の健康上に問題をもつ人への看護Ⅵ；パーソナリティ
ー障害                         【授業開始時に確認テスト⑧；第8
回目の内容】
パーソナリティー障害の分類、とくに境界性パーソナリティ
ー障害の病態および治療を理解するとともに、
境界性パーソナリティー障害を抱える人への看護を学習す
る。

"テキスト②P.134～137をよく読
んで重要なところに下線を引く。
ＧＣにUPされた資料または
youtubeを視聴する。（90分）

配布したレジュメとテキストの復
習をし、確認テストの準備をする
。

第10回

"精神の健康上に問題をもつ人への看護Ⅶ；発達障害、高
次脳機能障害                      【授業開始時に確認テスト⑨
；第9回目の内容】
発達障害の定義、その行動障害、生活のしづらさについて
理解し、適切な対応・対処について学習する。

"テキスト②P.312～323をよく読
んで重要なところに下線を引く。
ＧＣにUPされた資料または
youtubeを視聴する。（90分）

配布したレジュメとテキストの復
習をし、確認テストの準備をする
（90分）。
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担当教員 井上　仁美

担当教員 井上　仁美

担当教員 井上　仁美

担当教員 井上　仁美

担当教員 井上　仁美

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は行わない。

第11回

"精神の健康上に問題をもつ人への看護Ⅷ；知的障害、て
んかん  【授業開始時に確認テスト⑩；第10回目の内容】
知的障害、強度行動障害、てんかん、場面緘黙について
学習する。
※講義後に総合テスト（１５点分）を行う（持ち込み可；テキ
スト、これまで配布したレジュメを持参すること）

"テキスト②P.38，56，64～
66，137～144をよく読んで重要
なところに下線を引く。
ＧＣにUPされた資料または
youtubeを視聴する
総合テストを行うため、これまで
の講義内容の復習を行う（90分）
。

配布したレジュメとテキストの復
習をし、確認テストの準備をする
（90分）。

第12回

"精神障害を持つ人の地域における生活への支援①～地
域生活の再構築と社会参加～                【授業開始時に
確認テスト⑪；第11回目の内容】
地域包括ケアシステムが求められる背景、障害者の生活を
支える地域での社会資源を学習する。           【講義終了
後に、総合テスト（これまでのすべての内容；１５点）を実施
する】

テキスト②P.352～400をよく読ん
で重要なところに下線を引く。  
ＧＣにUPされた資料または
youtubeを視聴する（90分）。総
合テストを行うため、これまでの
講義内容の復習を行う（90分）。

配布したレジュメとテキストの復
習をする（90分）。

第13回

"当事者体験を聴く①（ゲストスピーカーによる講義；ここリ
カプロダクション（多機能型事業所、B型、移行、就労定着
、の方々） 
 ＜終了後、レポート①＞
様々な精神障害をもち地域で生活する当事者の体験を聴
き、回復を支える看護を考えることができる。
地域で生活する精神障害者を支える社会資源と専門職の
役割機能を理解することができる。"

ＧＣにUPされた資料または
youtubeを視聴する（90分）。

指定されたテーマでレポートを
作成し提出する（90分）。

第14回

"当事者体験を聴く②（ゲストスピーカーAlchoholics 
Anonymous；AAの方々） 
 ＜終了後、レポート提出③＞
AAの方をお迎えし、AAの活動についての説明、メンバー
の方の体験談を聴き当事者自身の思いや生きづらさにつ
いて学ぶ。

ＧＣにUPされた資料または
youtubeを視聴する（90分）。

指定されたテーマでレポートを
作成し提出する（90分）。

第15回

"精神障害をもつ人の地域における生活への支援② ゲスト
スピーカーによる講義（保健師）
＜終了後、レポート提出②＞
～精神障害をもつ人の地域生活支援の実際と精神障害を
もつ人をケアする家族への支援～
多職種連携・地域資源の活用による当事者・家族支援の
実際を知り、看護職の役割を学ぶ。

テキスト②P.408～418をよく読ん
で重要なところに下線を引く（90
分）。

指定されたテーマでレポートを
作成し提出する（90分）。
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100

その他 0

教科書

参考文献

適宜、提示する

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業開始時に行う確認テスト（５点満点）１１回＜計５５点＞とレポート３回（１０点満点）＜計３０点
＞、最後の第１５回目に総合テスト（１５点満点）の計１００点で評価する。レポート課題はゲストス
ピーカーによる講義のあとに、テーマを設定しレポートを課す。
GCに自己学習（ノートに手書きで記載すること）を提出した場合は、期限内（講義開始の指定さ
れた時間）に提出することで１～３点の加点をする。
テストはレジュメとテキストの持ち込みは可とするが、スマホやパソコンの使用は認めない。レジュ
メを忘れても配布しないため、自分でクラスメイトから借りて講義前にコピーするなど対処するこ
と。他の学生からの貸し借りや見せてもらうことは認めない。
欠席した場合（公欠含む）は、講義開始前に教員の研究室前まで取りに来た場合のみ配布する
。
欠席または公欠、遅刻した場合は、その回の確認テストが受けられないため配点がないが、自
己学習を提出するなど何らかの救済処置を行う。

岩﨑弥生 渡邉博幸 編：新体系 看護学全書 精神看護学① 精神看護学概論／精神保健 第6版  メヂカルフレンド社 
岩﨑弥生 渡邉博幸 編：新体系 看護学全書 精神看護学② 精神障害をもつ人の看護 第6版  メヂカルフレンド社 
薬がみえるVol.1 第２版 メディックメディア
同時に開講される「看護病態治療学Ⅳ」で同じテキストを使用するため重複して購入しないようにすること

"本科目は精神看護学実習の履修要件である。グループワーク以外での私語は厳禁とする。
確認テストがある授業に欠席・遅刻してテストを受けられなかったときは、そのテストは0点となる。特に１講目に遅刻しないこと。
３タームに２講続きの講義を行うため、１日休むと２講とも欠席となり単位認定するための出席日数に不足が生じる可能性があるため、欠席・遅刻
はしないこと。
レポートの未提出、ＧＣに提示している課題を期日まで回答せず提出していない場合もその課題の配点は０点となる。
遅刻20分以上は欠席とし、遅刻３回で１回の欠席とする（看護学科申し合わせ事項）。

講義に関する連絡は基本的には講義時間内に行うが、GCをとおして行うことが多いため、適宜、GCのストリームを確認すること。
休補講対応を行うことがあるため、講義の日程については決まり次第連絡するが、日程と教室を間違えないようしてください。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　地域・在宅看護論

科目名 在宅看護学の基礎 ナンバリング 3610

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 鹿内　あずさ

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

本学のディプロマポリシー「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた判断力・思考力・対象理解力を高め、看護
師としての実践能力を有した人材（知識・技能）」と関連し、人々の地域での暮らしの多様性や暮らしを守る保健行政システムの概要を理解し、
地域看護・在宅看護の基本を学ぶ科目である。地域看護学の基礎・在宅看護学の展開Ⅰ・在宅看護学の展開Ⅱ・家族看護学・地域包括ケアシ
ステム論の科目と関連し、地域・在宅看護論実習等の専門科目の基礎となる。 看護学の理論や科学的根拠に基づき、人々の健康的な生活を
支援するための基礎的知識を獲得する科目である。

在宅療養者を対象とした健康状態やその変化に応じた看護に 必要な知識を習得するために、看護実践の場としての在宅看護 における看護
の歴史、概念、目的、役割、制度を学び、在宅に おける対象者と家族の健康状態や生活環境の捉え方を理解す る。生活者としての対象者と
家族に対する日常生活援助や医療 的ケアにおける援助の視点を理解し、保健医療福祉の専門職と の連携をもとに実践される在宅看護の基
礎を学ぶ。

１．人々の暮らしとその多様性について考えることができる。
２．在宅看護の概念と歴史的変遷、在宅ケアシステムについて理解できる。
３．在宅看護の対象者と家族への看護活動、および、在宅看護の特徴について理解できる。
４．在宅療養を支えるケアチームを構成している専門職と連携について理解できる。
５．在宅看護における対象者（本人と家族）への権利擁護について理解できる。
６．在宅看護における倫理的課題について理解できる。
７．在宅看護における意思決定支援について理解できる。

パワーポイントと配布印刷物、及び、視聴覚教材を用いて講義形式で進める。
理解度を確認するために毎回の講義において課題を示し、学生自身が学んだ内容について記述する。
毎回の講義で、学生が記述したコメントシートを活用し、授業の振り返りや感じた内容、要望、疑問の解決を図る。

Google classroomを活用し、加えて、在宅看護の実際の場面を視聴覚教材を用いて学習します。

看護師・保健師の国家資格を有し、および、訪問看護師、ケアマネジャー、地域看護専門看護師としての活動経験を活かした講義内容とし、在
宅看護の理解につなげます。
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

課題に対するフィードバックの方法

毎回の講義中に質問・意見への返答を行い、学びの共有ができるようなフィードバックを行います。

授業計画 学習内容

担当教員

２．人々の暮らしの基盤としての地域

担当教員

３．日本における在宅看護の変遷と歴史

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

１．人々の暮らしとは ／ 多文化（異文化）を理解するとは
【課題1の提示】

シラバスを読み、授業スケジュー
ルを確認する。テキストの該当部
分を読む（60分）

講義資料、テキストの内容を復
習する（60分）

第2回

前回の講義資料、テキストの該
当部分を読む（60分）

講義資料、テキストの内容を復
習する（60分）

第3回

前回までの講義資料、テキスト
の該当部分を読む（60分）

講義資料、テキストの内容を復
習する（60分）

第4回

４．在宅看護の目的と対象
  DVDの視聴と学びの共有
【課題1提出】

前回までの講義資料、テキスト
の該当部分を読む（90分）。

講義資料、テキストの内容を復
習する（90分）。

第5回

５．在宅療養者と家族の理解
  DVDの視聴と学びの共有

前回までの講義資料、テキスト
の該当部分を読む（60分）。

講義資料、テキストの内容を復
習する（90分）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

６．地域における暮らしを支える看護（１）
１）暮らしの環境を整える看護
２）広がる看護の対象と提供方法
DVD：在宅看護の様々な実践

前回までの講義資料、テキスト
の該当部分を読む（90分）

講義資料、テキストの内容を復
習する（90分）

第7回

７.地域における暮らしを支える看護（２）
１）地域における家族への看護
２）地域におけるライフステージに応じた看護

前回までの講義資料、テキスト
の該当部分を読む（90分）

講義資料、テキストの内容を復
習する（90分）

第8回

８．地域包括ケアシステムと地域共生社会
  DVDの視聴と学びの共有
【課題②の提出】

前回までの講義資料、テキスト
の該当部分を読む（90分）

講義資料、テキストの内容を復
習する（90分）

第9回

９．在宅看護のしくみ（１）
  訪問看護制度
DVD：訪問看護のしくみ
【課題③の提示】
＜確認テスト①＞

前回までの講義資料、テキスト
の該当部分を読む（90分）

講義資料、テキストの内容を復
習する（90分）

第10回

10．在宅看護のしくみ（２）     
  介護保険制度
【課題２の提示】

前回までの講義資料、テキスト
の該当部分を読む（90分）

講義資料、テキストの内容を復
習する（90分）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は行わない｡

第11回

11．在宅看護のしくみ（３）
  地域保健にかかわる制度
  高齢者にかかわる制度

前回までの講義資料、テキスト
の該当部分を読む（90分）

講義資料、テキストの内容を復
習する（90分）

第12回

12．在宅看護の展開方法（在宅看護過程）    
＜確認テスト①のフィードバック＞
DVD：訪問看護の実際

前回までの講義資料、テキスト
の該当部分を読む（90分）

講義資料、テキストの内容を復
習する（90分）

第13回

13．看護の継続性とケアマネジメント
DVD：療養を支える在宅ケアチーム
【課題２提出】
＜確認テスト②＞ 
【課題３の提示】

前回までの講義資料、テキスト
の該当部分を読む（90分）

講義資料、テキストの内容を復
習する（90分）

第14回

14．在宅看護における倫理
  DVDの視聴と学びの共有

前回までの講義資料、テキスト
の該当部分を読む（90分）

講義資料、テキストの内容を復
習する（90分）

第15回

15．在宅看護における意思決定支援
     人生の最終段階を支える医療事前指示書
    まとめ
＜確認テスト②のフィードバック＞   
【課題３提出】

前回までの講義資料、テキスト
の該当部分を読む（90分）

講義資料、テキストの内容を復
習する（120分）
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北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

60

その他 40

教科書

参考文献

講義内で紹介する。

履修条件・留意事項等

在宅療養に関心を持ち、学びを深めること。評価物に不正があった場合、Ⅾ判定となることがある。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業への参加態度・コメントシート（30％）、 課題①②③（各10％：計30％）により評価する。

確認テスト（２回：計40％） により評価する。

在宅看護学講座  第2版  スーディK和代監修 ナカニシヤ出版 2019

- 371 -



北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　地域・在宅看護論

科目名 地域看護学の基礎 ナンバリング 3620

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 1

担当教員 鹿内　あずさ

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

看護師・保健師の国家資格を有し、訪問看護師としての実践経験や地域看護専門看護師としての実践経験を講義に活用する。

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

本学のディプロマポリシー「健康状態やその変化に応じた看護について必要となる科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力・対象理解
力を高め、看護師としての実践能力を有した人材（知識・技能）」に関連し、日本における現状の保健行政を理解し、地域看護の基本を学ぶ科
目である。在宅看護学の基礎・在宅看護学の展開Ⅰ・地域包括ケアシステム論・家族看護学・在宅看護学の展開Ⅱの科目と関連し、在宅看護
学実習等の専門科目の基礎となる。 看護学の理論や科学的根拠に基づき、人々の健康的な生活を支援するための基礎的知識を獲得する科
目である。

地域に暮らす住民を対象とした健康状態やその変化に応じた 看護に必要な専門知識を習得するため、保健行政の基本的知識 をもとに、地域
で生活するすべての人々の健康が向上するため に地域で展開される看護(行政看護・産業看護・学校看護・訪 問看護)を理解する。地域看護
の対象である個人・家族・集団 に対して、社会の変化に伴う健康への影響を捉えた健康の保 持・増進と疾病予防のための援助(健康診査・健
康相談・健康 教育)、地域を基盤とした健康課題の組織的な解決方法を学 ぶ。

1. 地域看護の定義、対象、機能の特徴、歴史的変遷を理解できる
2. 地域看護の対象の特性を理解できる
3. 保健師をはじめとする地域の看護職の基本的特性と専門能力を理解できる
4. 地域看護の実践と技術の特徴について理解できる
 1）個人・家族・グループへの支援技術
 2）組織への支援技術
 3）地域全体への支援技術
5. 地域看護の倫理的原則を理解できる

パワーポイントと配布印刷物、及び、視聴覚教材を用いて講義形式で進める。
理解度を確認するために毎回の講義において課題を示し、学生自身が学んだ内容について記述する。
毎回の講義で、学生が記述したコメントシートを活用し、授業の振り返り、疑問の解決を図る。

Google classroomを活用し、加えて、視聴覚教材を用いて、地域看護活動の実際を学ぶ。
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課題に対するフィードバックの方法

毎回の講義中質問・意見に対する返答を行い、毎回の学びのコメントシートから学びの共有ができるようフィードバックを行います。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

１．地域看護とは 
1) 健康な生活 
2) 地域看護の目的 
3) 地域看護の定義と機能 
4) 保健師助産師看護師法 
5) 保健師の就業状況

シラバス、1年前期に学習した在
宅看護学の基礎の講義資料を
読む（60分）

講義資料をもとに復習する（90
分）

第2回

2．地域看護を支える理念
1) ノーマライゼーション  
2) 基本的人権
3) アドボカシーと権利擁護  
4) 自立支援と自己決定  
5) プラマリ・ヘルスケア  
6) ヘルスプロモーション
ＤＶＤ：ヘルスプロモーションの実現に向けて

前回の講義資料を読む（60分） 講義資料をもとに復習する（90
分）

第3回

３. 地域看護の歴史 
1) 日本の地域看護の歴史 
2) 保健師資格 
3) 地域看護教育の歴史

前回の講義資料を読む（60分） 講義資料をもとに復習する（90
分）

第4回

確認テスト①とフィードバック
４. 地域看護の対象 
1) 地域で生活する人々の健康に関連する要因
  〔社会的要因、環境要因〕 
2) 地域看護活動の対象
  〔コミュニティ、システムとしての地域社会〕
DVD:地域看護活動

前回の講義資料を読む（60分） 講義資料をもとに復習する（90
分）

第5回

5. 地域看護の実践と技術
1) 保健師の活動の特性
2) 基本的な実践プロセス
3) 個人・家族・グループを支援する技術
ＤＶＤ：健康相談

前回の講義資料を読む（60分） 講義資料をもとに復習する（90
分）
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担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は行わない。

40

その他 60

教科書

なし。

参考文献

講義内で紹介する。

履修条件・留意事項等

第6回

確認テスト①のフィードバック
6. 地域看護の実践と技術（１） 
1) 人々（集団）への支援技術
   〔健康診査、健康相談、健康教育〕
ＤＶＤ：健康教育

前回の講義資料を読む（60分） 講義資料をもとに復習する（90
分）

第7回

確認テスト② ／ 【課題の提示】
7. 地域看護の実践と技術（２）
1) 地域を構成する組織への支援
   〔支援の目的と特徴〕 
2)地域住民との協働による地域づくり  
3) 地域全体への看護技術
   〔地域アセスメントの目的、地域の健康課題の
      明確化、計画、実施、評価〕
4) 地域アセスメントに用いる理論・モデル
 ＤＶＤ：地域アセスメント

前回の講義資料を読む（60分） 講義資料をもとに復習する（90
分）

第8回

確認テスト②のフィードバック  【課題レポート提出】
8. 地域看護における倫理 
1) 看護者の倫理綱領 
2) 地域看護の倫理的実践における原則
    〔人権、アドボカシー、アカウンタビリ
       ティ、他職種との協働、公正、守秘義
       務、専門職としての研鑽〕
3) 保健師の基本的能力と専門能力

前回の講義資料を読む（60分） 講義資料をもとに復習する（90
分）

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

課題（20点）、参加状況・態度・毎回のコメントシートの記載内容（20点）を評価する。

確認テスト（60点：2回 各30点）にて評価する。

- 374 -



北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

地域保健に関心をもって学ぶこと。評価物に不正行為が認められた場合はⅮ判定となることがある

備考欄

- 375 -



北海道文教大学 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　地域・在宅看護論

科目名 在宅看護学の展開Ⅰ ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 小橋　拓真、鹿内　あずさ

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度後期

本学科のDPである「看護過程の展開や臨床判断に必要となる問題探求能力・問題解決能力を有している。」「医療・看護に関わる社会や時代
の変化の本質を考究でき、豊かな人間性と高い倫理観、社会的責任感を持ち、時代の変化に合わせて主体的に社会を支えることができる。」「
看護学の本質を理解するために必要な、文理横断的かつ学際的な知識と倫理的な思考力を有し、看護を取り巻く状況の変化に柔軟に対応で
きる。」「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力・対象理解力を高め、看護師として
の実践能力を有している。」と関連した在宅看護学領域の科目である。在宅看護学の基礎で学んだ内容（在宅看護の目的，役割，制度，及び，
在宅における対象者と家族の健康状態や生活環境の捉え方，保健医療福祉の専門職との連携）を基盤に，事例をもとに在宅看護過程の基礎
を学ぶ科目である．在宅看護学の基礎での学びをもとに，在宅看護過程を展開することは，在宅看護技術を学ぶ在宅看護学の展開Ⅱにつな
がり，在宅看護学実習における基礎となる．

地域で過ごす対象の看護過程の展開に必要な基本的な能力を養うため，住み慣れた地域において，様々な健康レベルにある対象者（在宅療
養者，家族等）が主体的に生活を送り，QOLの向上に必要な看護援助，及び，人生の最終段階における看護を理解する．在宅という場の特徴
，日常生活行動に対する援助（環境調整・食事・排泄・活動と休息・清潔・衣生活・安全と安楽），及び，在宅療養者と家族の意思を尊重した看
護を学ぶ．

1．在宅療養者,及び,家族に対する看護展開の基礎を理解することができる 
1) 在宅療養者，及び，家族の健康状態と日常生活についてアセスメントできる．
2) 在宅療養者，及び，家族の健康維持向上やセルフケア向上を目指した看護援助について考えることができる．
3) 在宅療養者，及び，家族のニーズを叶えるために必要な制度や社会資源について、事例の看護過程の展開を通して、考えることができる．
２．事例の看護過程の展開を通して,倫理的配慮について考えることができる．
３．在宅看護における緊急時，及び，災害時の対応，リスクマネジメントについて考察できる．

PowerPointと配布印刷物・視聴覚教材（DVD）を用いた講義形式とグループ演習で進める．事例を用いて在宅看護過程に取り組む．在宅看護
過程では，自己学習，グループディスカッション，グループ発表を行う．講義後，学生は振り返りシートに学んだことや感じたことなどを記述し提
出する。次回の授業の際に共有された内容をもとに学びを深める．

google classroomを活用する．

脳神経外科，及び，精神科特殊疾患病棟に計5年間の勤務経験を活かして講義を行う（小橋）．
 腎センターのICU病棟，整形外科・内科病棟に計5年間の勤務経験，及び，訪問看護ステーションにおける計5年間の経験を活かして講義を行
う（鹿内）．
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課題に対するフィードバックの方法

講義ごとに提出した振り返りシートをもとに，フィードバックし，学びを共有し，自己学習に活かせるようにする．

授業計画 学習内容

担当教員 鹿内　あずさ、小橋　拓真

担当教員 鹿内　あずさ、小橋　拓真

担当教員 鹿内　あずさ、小橋　拓真

担当教員 鹿内　あずさ、小橋　拓真

担当教員 鹿内　あずさ、小橋　拓真

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

1. 在宅看護とは 【講義】（鹿内）
1) 在宅看護の目的と理念
2) 在宅看護が展開される場の特性
3) 在宅看護における信頼関係を構築するためのコミュ
ニケーション

○教科書の関連する内容を読
む
○在宅看護学概論を復習する
（45分）

講義資料，教科書の内容を復
習する（45分）

第2回

2．在宅療養者を支える諸制度【講義】（小橋）
1) 訪問看護制度について
2) 介護保険制度について
3) 医療保険制度について

○教科書の関連する内容を読
む
 （45分）

講義資料，教科書の内容を復
習する．
（45分）

第3回

＜確認テスト①：第1回～第2回＞
3．在宅看護過程 【講義】（小橋）
1) 在宅看護過程の特徴
2) 在宅における看護支援を支えるICF（国際生活機能
分類）の考え方

○教科書の関連する内容を読
む  
（45分）

講義資料，教科書の内容を復
習する．
（45分）

第4回

＜確認テスト①のフィードバック＞
4．在宅看護過程の展開【講義】（小橋）
1) 情報収集
2) アセスメント(4側面)
3) 全体像
4) 看護計画

○教科書の関連する内容を読
む 
（45分）

講義資料，教科書の内容を復
習する．
（60分）

第5回

5-1在宅看護過程（事例1） 【演習】（小橋・鹿内）
事例１（難病療養者と家族）：4側面それぞれにアセスメント
の視点ごとに情報を整理する(グループ学習).

○在宅看護過程の基本的な考
え方（第３～5回）の講義資料を
確認する
（30分）

演習で進めた看護過程につい
て，加筆修正を進める．
（90分）
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担当教員 鹿内　あずさ、小橋　拓真

担当教員 鹿内　あずさ、小橋　拓真

担当教員 鹿内　あずさ、小橋　拓真

担当教員 鹿内　あずさ、小橋　拓真

担当教員 鹿内　あずさ、小橋　拓真

第6回

5-2在宅看護過程（事例1） 【演習】（小橋・鹿内）
事例1 （難病療養者と家族）:アセスメントの視点ごとに整理
した情報を関連づけて，解釈分析を行う. 解釈分析の結果, 
療養上の課題，援助内容を記述する(グループ学習).

○在宅看護過程の基本的な考
え方（第３～5回）の講義資料を
確認する
（30分）

グループワークでの気づきや学
びなどを踏まえ，事例1のアセス
メント及び療養上の課題と援助
内容を修正する．さらに目標の
設定と看護計画を立案する．
（60分）

第7回

5-3在宅看護過程（事例1） 【演習】（小橋・鹿内）
事例1 （難病療養者と家族）: 療養上の課題及び,援助内容
について共有する(グループ発表)．

【事例提出：事例1の記録「4側面からの療養上の課題につ
いて受講後に提出する】

○在宅看護過程の基本的な考
え方（第３～5回）の講義資料を
確認する
（30分）

グループワークでの気づきや学
びなどを踏まえ，事例1のアセス
メント及び療養上の課題と援助
内容を修正する．さらに目標の
設定と看護計画を立案する．
（60分）

第8回

6. 在宅における小児療養者に対する看護の実際
【講義】（小橋・鹿内）ゲストスピーカー：松木 由理 先生(訪
問看護ステーションくまさんの手）
・小児療養者，及び，家族の特徴，対象者の理解，援助内
容について
【振り返りシート①：受講後の振り返りを期日までに提出す
る】

○在宅看護援助論Ⅰの講義・
演習内容を復習する．
（60分）

講義資料の復習をする．
（30分）

第9回

＜事例1の「4側面からの療養上の課題について」受講後に
提出＞
5-4在宅看護過程（事例1難病療養者と家族に対する看護
「4側面からの療養上の課題について」）のフィードバック【
講義】（小橋）
7-1在宅看護過程（事例2） 【演習】（小橋・鹿内）
事例2（終末期にある療養者と家族）：4側面それぞれにア
セスメントの視点ごとに情報を整理する(グループ学習).

○在宅看護過程の基本的な考
え方（第３～5回）の講義資料を
確認する
（30分）

演習で進めた看護過程につい
て，加筆修正を進める．
（90分）

第10回

7-2 在宅看護過程（事例2） 【演習】（小橋・鹿内）
事例2 （終末期にある療養者と家族）:アセスメントの視点ご
とに整理した情報を関連づけて，解釈分析を行う. 解釈分
析の結果, 療養上の課題と援助内容について記述する (グ
ループ学習).

○事例2のアセスメントや全体像
を完成させ，看護計画の目標を
設定し，援助内容について具体
的な方法を考える．
（60分）

グループワークでの気づきや学
びなどを踏まえ，事例2のアセス
メント及び療養上の課題と援助
内容を修正する．さらに目標の
設定と看護計画を立案する．
（60分）
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担当教員 鹿内　あずさ、小橋　拓真

担当教員 鹿内　あずさ、小橋　拓真

担当教員 鹿内　あずさ、小橋　拓真

担当教員 鹿内　あずさ、小橋　拓真

担当教員 鹿内　あずさ、小橋　拓真

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 実施せず．

第11回

<事例2の「4側面からの療養上の課題について」受講後に
提出＞
7-3在宅看護過程（事例2） 【演習】（小橋・鹿内）
療養上の課題と援助内容について共有する(グループ発表
)．
【事例提出：事例2の記録「4側面からの療養上の課題につ
いて受講後に提出する】

○事例2の看護計画について，
療養者と家族が望む暮らしを支
える援助内容になっているか再
考し，修正を行う．
（60分）

グループワークでの気づきや学
びなどを踏まえ，事例2の看護計
画を復習する．
（60分）

第12回

8. 在宅における終末期ケア【講義】（小橋・鹿内）ゲストスピ
ーカー：樋口 秋緒 先生（訪問看護ステーション「はあと」）
1)終末期にある療養者の特徴，がんの末期療養者などの
終末期の療養者と家族への看護について
【振り返りシート②：受講後の振り返りを期日までに提出す
る】

〇在宅看護援助論Ⅰの講義・
演習内容を復習する．
（60分）

講義資料の復習をする．
（30分）

第13回

9.在宅における精神療養者に対する看護の実際
【講義】（小橋・鹿内）ゲストスピーカー：谷藤 伸恵 先生(訪
問看護ステーションやまのて）
1)精神療養者の特徴，対象者の理解について
【振り返りシート③：受講後の振り返りを期日までに提出す
る】

〇精神看護学の教科書及び講
義資料の復習
（60分）

講義資料の復習をする．
（30分）

第14回

＜確認テスト②：第3回～第4回＞
７-4在宅看護過程（事例2終末期にある療養者と家族に対
する看護「4側面からの療養上の課題について」）のフィード
バック【講義】（小橋）

〇在宅看護援助論Ⅰの講義・
演習内容を復習する．
（60分）

講義資料の復習をする．
（30分）

第15回

＜確認テスト②のフィードバック＞
10.在宅看護におけるリスクマネジメントと倫理的課題，まと
め【講義】（鹿内）
【課題レポート「様々な健康レベルにある療養者や家族の
その人らしい暮らしを支える在宅看護で大切なこと」を期日
までに提出する】

○在宅看護援助論Ⅰの講義・
演習内容を復習する．
（120分）

講義資料の復習をする．
（60分）
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100

その他 0 なし．

教科書

参考文献

適宜，示す．

履修条件・留意事項等

備考欄

なし．

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

〇確認テスト2回：50％（各25％）
〇看護過程2事例：20％（各10％）
〇振り返りシート3回：12％（各4％）
〇課題レポート1回：10％
〇出席を含む講義・演習への参加態度およ
び，コメントシートの記載：8％

①臺 有桂・石田 千絵・山下 留理子: 地域・在宅看護論① 地域療養を支えるケア,メディカ出版,2019.
②臺 有桂・石田 千絵・山下 留理子: 地域・在宅看護論② 地域療養を支える技術,メディカ出版,2022.

・評価物において，不正行為が認められた場合，D判定になることがある．
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　地域・在宅看護論

科目名 家族看護学 ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 1

担当教員 鹿内　あずさ

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度前期

本科目は、デイプロマポリシー「健康状態やその変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力・対照理解
力を高め、看護師としての実践能力を有している。」「看護学の本質を理解するために必要な、文理横断的かつ学際的な知識と論理的な思考
力を有し、看護を取り巻く状況の変化に柔軟に対応できる。」「医療・看護に関わる社会や時代の変化の本質を考究でき、豊かな人間性と高い
倫理観、社会的責任感を持ち、時代の変化に合わせて主体的に社会を支えることができる。」 に関連した科目である。

家族をひとつの単位と捉え、家族自らが健康課題を達成し、 より健康な家族生活を実現するために必要な看護を理解する。 看護学、家族社会
学を基盤に家族看護の概念、家族機能、家族 看護モデルを学び、主要な概念を活用して家族への理解を深め なから家族への看護援助を考
察する。

１.看護の対象としての家族の特性を理解できる
２.家族をひとつの単位として捉える意義を理解できる
３.家族看護理論・モデルの概要を理解できる
４.ジェノグラム・エコマップを描くことができる
５.家族看護のプロセスを理解できる
６.家族のライフステージ別の看護について理解できる

パワーポイントと配布印刷物を用いて講義形式で進める。
理解度を確認するために毎回の講義において課題を示し、学生自身が学んだ内容について記述する。
毎回の講義で、学生が記述したコメントシートを活用し、授業を振り返り、疑問の解決を図る。

Google classroomを活用し、加えて、視聴覚教材を用いて家族アセスメントの実際を学ぶ。

医療機関・訪問看護ステーション・介護保険事業所における実践内容を活かした講義資料、および、地域看護専門看護師としての地域におけ
る活動経験を活かした講義を行う。
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課題に対するフィードバックの方法

毎回の講義中に質問・意見に対する返答を行い、学びの共有ができるようなフィードバックを行います。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

１． 家族看護学とは 
１）家族看護学の発展と動向
２）家族の定義，及び, 家族看護の定義
２．家族とは何か     
１）我が国の家族の変遷    
２）看護の対象としての家族 
３）家族の形態（かたち）
４）家族の機能

テキストのp.2-5, 39-45を読む
（90分）

講義資料、テキストを用いて復
習する（90分）

第2回

５）家族の構造 
６）家族の意思決定 
７）家族の生活と地域社会との関係
８）ジェノグラムとエコマップ
＜課題①：ジェノグラムとエコマップ＞

テキストのp.27-28, 101を読む
（90分）

講義資料とテキストを用いて復
習する（90分）

第3回

＜課題①のフィードバック＞
３．看護学における家族の理解
１）健康な家族 
２）機能している家族の構造 
３）家族のセルフケア機能

前回の講義資料、テキストp.53-
58を読む（90分）

講義資料とテキストを用いて復
習する（90分）

第4回

４．家族看護学の基本概念 
１）家族看護学の概念枠組 
２）看護の目的と対象
３）１単位としての家族 
４）家族を理解する場
５）看護者の姿勢

前回の講義資料を読む（60分） 講義資料とテキストを復習する（
120分）

第5回

５．家族を理解するための理論・モデル
１）家族発達理論 
２）家族システム理論 
３）家族ストレス対処理論
４）フリードマン家族アセスメントモデル 
５）カルガリー家族アセスメントモデル 
６）家族エンパワーメントモデル 
７）鈴木・渡辺の家族アセスメントモデル

前回の講義資料,テキストp.9-26
を読む（60分）

講義資料とテキストを用いて復
習する（120分）
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担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は行わない。

60

その他 40

教科書

参考文献

講義内で提示する。

履修条件・留意事項等

第6回

＜確認テスト①フィードバック＞
６．家族看護過程（1）
１）家族看護の展開 
２）家族アセスメントの構造 
３）情報収集とアセスメント
４）ニーズと介入の判断 
５）家族看護計画 
６）家族看護計画の評価

テキストのp.93-104を読む（60分
）

講義資料とテキストを用いて復
習する（120分）

第7回

７．家族看護過程(2)  
［ ゲストスピーカー 川村真澄先生(家族支援看護専門看護
師)］
  課題① レポート「家族看護の実際を学んで」

前回の講義資料を読む（60分） 資料をもとに講義内容を復習す
る（120分）

第8回

＜4〜6：確認テスト②（20分）/確認テスト②フィードバック＞
８．まとめ  /  課題② レポート「家族看護学を学んで」

前回までの講義資料、テキスト
の該当部分を読む（60分）

全ての講義資料、及び、配布資
料、テキストを復習する（120分）

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

課題（2回：各20％）, 授業への参加態度,及び,コメントシートの記載内容（20％）により評価する
。

確認テスト（2回： 各20％）により評価する。

家族看護学  改定第3版 山崎あけみ 原礼子 南江堂  2022
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テキストでの予習をして臨むこと。評価物に不正行為があった場合は、Ⅾ判定となることがある。

備考欄
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　臨地実習

科目名 基礎看護学実習Ⅰ ナンバリング 3801

配当年次 開講学期 区分 実習 単位 1

担当教員 藤長　すが子、木口　幸子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

ナーシングスキル、他動画を活用し、看護技術の確認を行う

実務経験のある教員の教育内容

看護師としての病院勤務経験をもとに実践の場で指導する

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

ディプロマポリシーとの関連は、看護過程の展開や臨床判断に必要となる問題探究力・問題解決能力を有することを目指す人材、健康状態や
その変化に応じた看護に必要となる、科学的根拠に基づいた基本的な判断力・思考力・対象理解力を高め、看護師としての実践能力を有した
人材、看護学の本質を理解するために必要な、文理横断的かつ学際的な知識と論理的な思考力を有し、看護を取り巻く状況の変化に柔軟に
適応できる人材、医療・看護に関わる社会や時代の変化の本質を考究でき、豊かな人間性と高い倫理観、社会的責任感を持ち、時代の変化に
合わせて主体的に社会を支えることができる人材である。
この科目は人体構造学Ⅰ、人体機能学Ⅰ、コミュニケーション論、共通看護援助技術と関連し、後期科目である、人体構造学Ⅱ、人体機能学
Ⅱ、日常生活援助技術Ⅰ及び日常生活援助技術Ⅱと関係する。

看護の基盤となる問題探求能力と問題解決能力を養うため、患者との会話を通して患者の気持ちや入院療養環境を理解するとともに、看護師
が行うケアを見学・体験することから患者と看護師の援助関係の形成プロセスを学ぶ。看護の多様性とともに看護の楽しさを実感し、自ら学習す
る態度を養う。

1．健康問題を持つ対象者の療養の場の特徴を述べることができる。
2．健康問題を持つ対象者の療養生活の実際を知り、説明できる。
3．健康問題を持つ対象者に対する看護活動の実際を知り、説明できる。
4．看護者として基本的態度について、身につける理由を知り、実施できる。

実習開始前ガイダンス
実習施設での学修は、臨地実習指導者と実習担当教員からの助言・指導を受け展開する
実習記録やレポート、カンファレンスにより学修を深める
他、詳細については基礎看護学実習Ⅰ要項を参照
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

詳細については基礎看護学実習Ⅰ要項を参照 ガイダンス時に指示する ガイダンス時に指示する

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

課題に対するフィードバックの方法 提出された課題については、口頭または文書等でコメントを返却する

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回
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100 実習要項参照

その他 0

教科書

参考文献

その都度紹介

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

①宮脇美保子編（2022）．新体系看護学全書 基礎看護学①看護学概論，第5版．メヂカルフレンド社．
②深井喜代子編（2022）．新体系看護学全書 基礎看護学②基礎看護技術Ⅰ,第５版．.メヂカルフレンド社．
③②と同編者．基礎看護技術Ⅱ
④前原澄子他編（2018）. よくわかる大学での学び方，第2版，金芳堂

評価対象物において、代筆や盗用などの不正行為があった場合はD判定となる可能性がある
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　臨地実習

科目名 基礎看護学実習Ⅱ ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 実習 単位 2

担当教員 藤長　すが子、木口　幸子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

看護師としての病院勤務経験を活かし、さらに学内で学んだことを関連づけながら、実践の場で指導する。

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度後期

本科目は、看護学科のディプロマ・ポリシーの中で特に「看護過程の展開や臨床判断に必要となる問題探求能力・問題解決能力を有した人材」
に関連している。人々の健康問題を解決するための柔軟な思考力と科学的根拠に基づいた判断力をもち、協働しながら援助を実践する能力を
身につけるための科目である。さらに、これまで学修した科目を関連づけ、基礎看護学全般の学修の集大成として位置づけられる。

看護過程の展開や臨床判断に必要な基本的な能力を養うため、看護をするための基本的な態度、すなわち人間尊重の立場で人と接するとい
う看護の基本的態度を養うとともに、コミュニケーションや観察を通じて、看護の対象である人間を理解する。また、看護過程を用いて、受け持ち
患者の健康課題を日常生活からアセスメントし、看護実践の科学性と個別性に応じた援助を提供できる。

１．対象者とのコミュニケーションや看護記録など多様な資源を活用し、情報を収集することができる。
２．対象者の健康状態を理解し、看護過程を通して個別的な援助を考えることができる。
３．対象者の必要としている看護ケアを安全・安楽に実施し、評価することができる。
４．保健医療チームにおける看護の役割を知ることができる。
５．看護者としての基本的態度を身につけることができる。

１．実習開始前ガイダンス
２．実習施設での学修は、臨地実習指導者と実習担当教員からの助言・指導を受け展開する。
３．実習記録や実習後レポート、カンファレンスにより学修を深める。
他、詳細については基礎看護学実習Ⅱ要項を参照

Google class roomを活用する。
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課題に対するフィードバックの方法

提出された課題については、口頭または文書等でコメントを返却する。

授業計画 学習内容

詳細については基礎看護学実習Ⅱ要項を参照 ガイダンス時に指示する。 ガイダンス時に指示する。

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

なし なし なし

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

なし なし なし

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

なし なし なし

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

なし なし なし

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回
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なし なし なし

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

なし なし なし

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

なし なし なし

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

なし なし なし

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

なし なし なし

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回
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なし なし なし

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

なし なし なし

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

なし なし なし

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

なし なし なし

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

なし なし なし

担当教員 木口　幸子、藤長　すが子、竹之内　優美、渡辺　一代、赤坂　浩子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回
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100 詳細は基礎看護学実習Ⅱ要項を参照

その他 0

教科書

参考文献

その都度紹介する。

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

１．深井喜代子編（2021）. 新体系 看護学全書 基礎看護学② 基礎看護技術Ⅰ・Ⅱ  メヂカルフレンド社
２．渡邊トシ子編（2011）. ヘンダーソン・ゴードンに考えに基づく実践看護アセスメント同一事例による比較,第３版．ヌーベルヒロカ
３．山岸節子編（2000）. 自分で描ける病態関連図, 照林社

評価対象物において、代筆や盗用などの不正行為があった場合はD判定となる可能性がある。
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学部・学科 医療保健科学部　看護学科（医療保健科学部）

区分 専門科目　臨地実習

科目名 地域フィールド実習 ナンバリング

配当年次 開講学期 区分 実習 単位 2

担当教員 高岡　哲子、辻　幸美、初見　温子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

詳細は地域フィールド実習要項を参照

授業の方法

詳細は地域フィールド実習要項を参照

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

高岡は総合的な病院で、辻は脳神経外科系病院で、初見は循環器病棟と訪問看護ステーションでの勤務経験を活用して実習指導を行う。

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度後期

本科目は臨地実習に帰属する「臨地実習によって看護実践能力を磨く」科目である。ディプロマポリシーの「看護過程の展開や臨床判断必要と
なる問題探求能力・問題解決能力を有した人材」につながる。

看護の基盤となる問題探求能力と問題解決能力を養うため、地域にある市民が相談に出向く場や暮らしの場、生活（食生活・衣生活等）に欠か
せない購買行動の場に出向き、様々な年齢・健康レベルにある対象者とのかかわり、支援する専門職とのかかわりを通じて、対象者、及び、地
域の特性に応じた看護の必要性を理解するとともに人間関係を形成するコミュニケーションについて学ぶ。さらに地域の健康課題を明らかにし
て、解決する方法を明らかにする。

Google classroomの使用
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課題に対するフィードバックの方法

詳細は地域フィールド実習要項を参照

授業計画 学習内容

詳細は地域フィールド実習要項を参照 なし なし

担当教員

なし なし なし

担当教員

なし なし なし

担当教員

なし なし なし

担当教員

なし なし なし

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回
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なし なし なし

担当教員

なし なし なし

担当教員

なし なし なし

担当教員

なし なし なし

担当教員

なし なし なし

担当教員

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回
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なし なし なし

担当教員

なし なし なし

担当教員

なし なし なし

担当教員

なし なし なし

担当教員

なし なし なし

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回
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0

その他 100 詳細は地域フィールド実習要項を参照

教科書

なし

参考文献

必要時提示する。

履修条件・留意事項等

オリエンテーションで提示する。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)
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